
        
            
                
            
        

    















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「あっちゃー、これは困ったことになっちゃったわ」

　ＰＣ画面を見つめていると思わず愚痴がこぼれる。

　今日は《邪神の誘惑》当日。私のように心配して会社に残っている社員が多かったけど、深夜にもなるとほとんどの社員は帰宅していた。

　周りの社員は担当のプレイヤーが無事に乗り越えられたみたい。毎月、何人かは脱落者が出るのだけど、気持ちよく新年を迎えられそうで何よりね。

　一人には広すぎる社内で、首を左右に揺らすとコキコキと関節が鳴る。

「はあー、画面に見入っていたから体ガッチガチね」

　速攻で家に帰って風呂で体をほぐしたいところだけど、そうもいかないか。

　私は彼の動向が気になったので一人で社内に残り、最後まで見守っていた。

　椅子に背を預けて大きく体を伸ばす。目に入った壁掛け時計の短針は十二を越え、新年を伝えていた。

　めでたいはずの新年早々から大問題発生、か。

「やっぱり、彼が邪神側のプレイヤーだったんだ。でも、こんなことをする子とは思わなかったんだけど」

　見守りながら注意を向けていた人物だったが、日頃の言動を見る限りでは、ここまで思い切った行動を取るとは思えなかった。

　暗い想いを内に秘めているのは知っていたが、それにも耐えられる理性のある人物だと見込んでいた。それが、この顚てん末まつ。

　自分の考えが甘かったと言われたらそれまでだけど……もしかして、誰か──介入したとか。だとしたら、どうして？

「まさか、あっち側が何かしたの……？」

　更に問題なのがこの展開。まさか、こんなことが起こるなんて。みんなに相談するべきだろうか？　せめて、従神トップの六人には伝えておくべきかもしれない。だけど、この情報が万が一にでも……あっちに漏れてはいけない。

　信用に足る人物にだけ相談して手伝ってもらう。それが妥当か。

　同僚にも話を通しておかないと、後で問題になりそうよね。あー、その説明を考えるだけで頭が痛い。

　頭の固いのがいるから、どんな嫌みを言われることやら。

「パイセン、何してるんっすかー」

　背後からかけられたお気楽そうな声に振り返ると、人気が落ち着きつつあるタピオカミルクティーを飲みながら、彼女がこっちをぼーっと眺めている。

　その姿を見て、小さなため息を吐つく。

　いつ見ても派手ね。どう見ても会社勤めとは思えない。

　金髪を高く盛った髪型に日に焼けた黒い肌。耳には幾つものピアス。腕と腹がむき出しの上着。大きな胸の谷間を隠すどころか見せつけるような服装だ。

　下はローライズのショートパンツで、すらりと伸びた長い足によく似合っている。派手すぎる点を除けば。

「ちゃんと先輩と言いなさい。相変わらず、凄すさまじい格好しているわね。俗世に染まりすぎじゃない？」

「うちはー、やりたいことをやるっす。自然体がモットーっすから」

　その語尾と無駄に伸ばす話し方が鼻につくが、悪気がないのは長い付き合いでわかっているので、二度目のため息で勘弁しておく。

　この子は昔から人に影響を受けやすかったけど、まさか黒ギャルふうになるとは。それがまた似合っているのよね。

「そんなことよりパイセン。どうしたんっすか？」

「ちょっと、予想外のことが起こってね。初めてのことだから、色々と困っているのよ。どうしたものかしら」

「そうなんすか。じゃあ、うちが手伝いましょうか？」

　ＰＣ画面を覗のぞき込み、無邪気にニカッと笑う。

　見た目と言動で誤解されがちだけど、根はとってもいい子。それはこっちに来ても変わらない。過去に色々あったから、未いまだに苦手意識がある子もいるけど。

　彼女は良くも悪くも自分に素直なだけ。それがわかってからは付き合いも楽になった。

　少し離れた席に目をやると、机の上には《薬》と書かれたネームプレートが置いてあった。あの子も、もう帰っちゃったか。

　自分のことだから一人でやるべきなんだろうけど、今は非常事態。素早い対応が求められている。それにこの子は信用できる。外見と内面は別だ。

　どちらにしろ、社内にいるのは私と彼女だけっぽい。他に協力者を求めるのなら、今から連絡して来てもらうしか。

　直属の部下なら呼べば助けに来てくれる。それは間違いない。

　だけど今はその時間すら……惜しい。

「ありがとう、じゃあ手伝ってもらおうかな」

「任せてくださいっす」

　どんっと勢いよく胸を叩たたいたから、胸が大きく揺れてこぼれ落ちそうになっている。この場に男の社員がいたら絶対にガン見していたわね。

「まずは、あれをこっち用に仕様変更とバージョンアップしたいからプログラム手伝ってくれる？」

「わかったっす」

　嫌な顔一つしないどころか喜んで隣に座りＰＣを立ち上げている。──後でちゃんとお礼しないと。

　ざっと何があったかを説明すると、珍しく深刻な顔になった。

「パイセン、これめっちゃヤバヤバじゃないっすか」

　この子でも現状のヤバさ……危うさに気がついたみたいね。

「穴が安定してないんっすかね。こんなの前代未聞っすよ」

「そうね。テストプレイ期間中とはいえ、このバグというか仕様は見過ごせないわ。何かしらの対策をしないと」

　このゲームは制作者の意図しない現象が頻繁に起こる。

　プレイヤーがルールの穴を突いて、とんでもないことをやらかしたのは一回や二回じゃ済まない。その度に私たちが奔走して後始末をしていた。

　いつもならあっちの部署が原因なのだが、今回はこちら側のやらかしだ。この現象を放置して再び同じことが起こったら大問題になりかねない。

「でも、パイセン。人手が必要なら運うんちゃんに頼むのはどうっすか？　パイセンにめっちゃ懐いていたじゃないっすか。さっき階段ですれ違ったから今も二階にいるはずっすよ」

　あの子か。真面目で融通が利かないけど能力は高い。手伝ってくれたらかなりの戦力になる。それは確かなんだけど……。

「やめておく。今は違う部署だから、気軽に誘うわけにもいかないでしょ。それに二階の人が三階に来るのは禁止だしね」

「みんな堅いっすよね。うちみたいにもっと柔軟に自由に生きたらいいのに。ここに来てまで、なんで向こうのルールに縛られているんっすか」

「あなたは向こうでも自由奔放だったものね──」

　思わず出た本音に慌てて口を塞ぐ。今のは嫌みっぽく聞こえなかっただろうか。

　ちらりと顔色を窺うかがうと、平然といつものように笑っている。

「自由がモットーっすからね！」

　まったく気にもしてないそぶりで隣のデスクでＰＣ画面を見ながらキーボードを打つ。……これが終わったら好きなスイーツでも奢おごってあげよう。

　あの子もこの子ぐらい柔軟な対応ができて、もうちょっと適当なところがあったら未来は変わっていたのかしら。あの子の悩みに気づいてあげられなかった、上司の私が言えた義理じゃないけど。

　あーダメダメ。今は過去を後悔している場合じゃないでしょ。

　さーて、私も気合入れるわよ！

「待っていてね、良よし夫お君」
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　リビングから自分の部屋に移動して、来訪した少女、キャロルを布団に寝かす。

　何も知らずにぐっすり眠っている少女の頭を、起こさないように優しく撫なでる。

　少しだけ心が穏やかになるが、この先のことを考えると口から大きなため息が漏れた。

「はあああああーっ。前途多難にもほどがあるだろ……」

　大おお晦みそ日かの晩にバイトの先輩である山やま本もとさんが来訪。そして、自分が邪神側のプレイヤーだと暴露して襲いかかってくるなんて。

　俺はバールで殴られ重傷……だったというのに《命運の村》から送られてきた薬で完治。山本さんは黄金のトカゲ──ディスティニーの活躍により撃退できた。

　ただのトカゲにしては芸達者で頭がいいとは思っていたが、まさか口から毒の息を吐き、石化させる能力まであるとは。

　見た目はゴツゴツしたトカゲでしかないが、今更ただのトカゲというのは無理がある。石化能力に毒の息。この二つの能力と外見から俺は一つの結論を導き出した。

　キャロルの寝ている布団の横にちょこんと座り、じっと俺を見上げているディスティニーに向き合って見つめ合う。

「正直に答えてほしいんだけど、もしかして《バジリスク》なのか？」

　俺の問い掛けに対し、こくんと一度頷うなずくディスティニー。

　肯定、か。

　今まで散々言葉が通じていないふりをしてきたのに、あっさりと認めた。これだけ状況証拠があるからには否定は無駄だと悟ったのかもしれないな。

　バジリスク──ファンタジーでは定番のモンスター。トカゲのような外見で毒の息と石化の視線を得意とする。ネットで検索すると脚が六本ある絵がいくつもあったが、ディスティニーの足は四本。……いずれ、もう二本生えたりするのだろうか？　それはそれで見てみたい。

　元はコカトリスというモンスターと同一の存在だったようだが、コカトリスは鶏の体に蛇の尻尾。バジリスクはトカゲの外見という認識が定着している。

　バジリスクは別名《トカゲの王》とも呼ばれているそうだ。

「いつもなら妄想だと、鼻で笑うところだけど」

　アレを目の当たりにしたら誰だって現実を受け止める。

　ディスティニーの正体も驚くべき事実だが、俺にはもう一つ受け止めなければならない現実がある。

　布団で寝ている少女──キャロルだ。

　金髪のくせっ毛が印象的な十歳にも満たない少女。ＰＣ画面越しに何度も見てきた顔。

　今まではゲーム内のキャラだと信じ込もうとしていた存在。そんな少女がダンボールに入って我が家に送られてきた。聖書と一緒に。

　俺は正気だ。……たぶん、きっと。

　今までの出来事がすべて夢、もしくは幻覚。その方がむしろ説得力があるが、目の前の現実から目を背けるわけにはいかない。

「どこからどう見ても、キャロルだよな」

　日本人ではあり得ない髪色。異国情緒あふれる服装。この寝顔だって毎晩見てきた。

「ディスティニー、どうしたらいいと思う？」

　俺が助けを求めているというのに、振り返りもせずに黙々と果物を齧かじっている。その背中は「それぐらい自分で乗り切れ」と語っているかのようだった。

　そうだよな。なんでも頼り切りはダメだ。これぐらいは自分で考えるんだ。まずは現状の確認からだ。

　ゲームだと思っていた《命運の村》が実は本当に存在する……異世界。そこで村人たちは実際に存在して生活をしていた。それを俺はＰＣを通じて覗のぞき見していた、ってことだよな。

　だから、送られてきた貢ぎ物も本物だった、と。

　そして、山本さんが邪神側のプレイヤーで、その襲撃により村が滅びかけて、チェムが何かをしたかと思ったら画面が真っ暗になり、キャロルが家に送られてきた。

「たぶんだけど、何が起こったのかは予想がつく」

　チェムが土壇場で『この状況でも、たった一人だけですが、助けられるかもしれません』と希望を口にしていた。

　村人たちはキャロルを貢ぎ物として、運命の神へと送ったのではないだろうか。

　そう考えれば辻つじ褄つまは合う。常識を無視して考えれば、だが。

「でも、それ以外で説明がつかない……」

　常識ではあり得ないことが怒ど濤とうのように押し寄せてきて、俺の頭はパンク寸前。

　すべて夢だと現状を投げ捨てて布団に潜り込みたいが、その布団にはキャロルがいる。

　ゲームの世界、村人の安否、そして神の存在。謎が謎を呼ぶだけ呼んで、答えが用意されていない。

「わからないことは、考えてもしょうがない。やれることをやる、しかない」

　現実から逃げることはやめたんだ。どんなに非現実的な状況でも受け入れよう。わからないことは今考えてもしょうがない。

　まずは優先順位を決めて、一つ一つ解決しよう。

「キャロルをどうするかだよな」

　なにより三十代の独身男性の部屋に少女を連れ込んでいる、という現状。誰かに見つかったら通報待ったなし。後ろめたいことは何もないのに……。

　キャロルの寝顔を見つめながら考え込んでいると、

『う、うーん』

　かわいらしい少女の声がした。

　それが誰か確認するまでもない。眠っていたキャロルがゆっくりと目蓋を開いていく。

　上半身を起こして目元をこすり、大きく伸びをする。

　しばらくぼーっと辺りを眺めていたが、違和感に気づいたようで大きく目を見開く。慌てて部屋中を見回していると俺と目が合い、動きが止まった。

『えっ、ええええっ!?　ここはど、こ？　あなたは誰ですか!?』

　布団から飛び出して一気に壁際まで後あと退ずさると、怯おびえた目で俺を凝視している。

　目が覚めたら見知らぬ場所に見知らぬ男。慌てふためくのは当然だ。ここで俺まで取り乱したら収拾がつかない。冷静に、冷静に。落ち着かせるんだ。

　大きく息を吸い込み、動揺を空気と共に吞のみ込む。

「私の名前は良よし夫おといいます。運命の神……の従者をしている者です。お見知りおきを」

　話しながら違和感のない設定を構築していく。

　運命の神、と名乗るより従者としておいた方が安全だろう。俺には神の威厳なんてこれっぽっちもないから。

　キャロルを不審がらせないように声は優しく、話し方は丁寧に。それを心掛けて話す。

『運命の神様の従者様？』

　キャロルは姿勢を正すと、部屋の床に頭を擦りつけるように下げた。子供なのにしっかりしている。

「そんなに、かしこまらないでください。私はただの従者ですから、頭を上げて。元はキャロルさんたちと同じ人間です。気軽に良夫と呼んでください」

　自分で言っておいてなんだが、気持ち悪い話し方だ。

　だけど、今は安心させることが最優先。怖がらせないように笑顔で優しく優しく。

『キャロルの名前、知っているの？』

「ええ、もちろんですよ」

　ゲーム内では文字だけで音声はなかったが、本物のキャロルはこんなにもかわいらしい声をしていたのか。

　……他の村人の声も聞きたかったな。きっとガムズは凜り々りしくて、チェムは穏やかで優しい声で、ロディスは少し気弱な感じで、ライラはしっかりした……ラン、カンは無口だけど……きっと……。

『ヨシオ様どうしたの？　泣いてるの？』

　うつむいてしまっていた俺の顔を下から覗き込むキャロル。こんな状況だというのに俺の心配をしてくれるのか。

　何やってんだ俺は。こっちが慰める役だろうがっ！

「ありがとう、大丈夫ですよ」

　少女の頭に手を伸ばすと、びくりと体を揺らして一瞬怯えた表情を浮かべる。でも、避よけたりせずに俺の手を受け入れた。

　優しく頭を撫でると、小さく息を吐き、目を閉じるキャロル。

『ヨシオ様の手。ガムズお兄ちゃんみたい』

「ははっ。彼に例えてもらえるなんて光栄ですよ。キャロル、私の名は呼び捨てで構いません。私はキャロルと仲良くなりたいので」

　穏やかな声で柄にもないことを口にして背中がむず痒がゆくなるが、ぐっと我慢。俺の羞恥心なんて些さ細さいなことだ。

『うんと、あのヨシオ……ここはどこですか？　パパとママとみんなは？』

　きたか、この質問。覚悟はしていたけど緊張で体がこわばる。ここで返答を間違えるわけにはいかない。細心の注意を払わないと。

「ここはあなたたちが住んでいた世界とは別の……神が住む世界です」

『神様の世界？』

　キャロルは眉根を寄せて、しかめ面で首を傾かしげている。

　急にそんなことを言われたら、こんな顔にもなるか。

「といっても、すぐには信じられませんよね。これを見てもらえますか？」

　本棚に飾ってあった木彫りの像を手に取り、キャロルに差し出す。

『あっ！　これ、キャロルが彫ったの！』

「はい、そうですよ。運命の神への貢ぎ物としていただいた物です。私が預かってはいますが、運命の神はとてもお喜びになられていましたよ」

『本当に!?　えへへ、嬉うれしいなー』

　花が咲いたような笑顔を見せて照れている。

　貢ぎ物を大事に保管しておいてよかった。こんなふうに役立つ日が来るなんて予想もしていなかったけど。

　緊張もほぐれてきている今なら大丈夫か？　ショックを与えないように肝心なところは誤魔化しながら上手く伝えないと。

「キャロル、落ち着いて聞いてくださいね。あなたがここにいる理由なのですが……。村がモンスターに襲われていたことは覚えていますか？」

『うん。モンスターがいーっぱい来て、危ないから洞窟の奥の部屋にパパとママと逃げて……。えっとね、ママがお茶を飲ませてくれて……そこからは、覚えてません』

　そうか、記憶はそこまでなのか。これは不幸中の幸いと言うべきだな。

「なるほど。そのあと、モンスターが塀を壊して攻めてきたのですよ。そこで危険を感じた村人たちはキャロルを巻き込まないように、貢ぎ物として神の世界に送ったのです」

　確証はないが、あの状況から考えて間違いはないだろう。そうでなければ、現状の説明がつかない。

『ヨシオ……。みんなはどうなったの？』

　キャロルは最悪の展開を想像してしまったのか、目に溜たまった涙が今にも零こぼれそうだ。

　再び、そっと頭に手を添えて、優しく微ほほ笑えむ。

「無事に逃げてますよ。キャロルと一緒に聖書が送られてきたので、向こうの様子を窺うかがい知る……見ることはできませんが、きっと大丈夫です。みんなを助けてくださるように、私からも運命の神にお願いしておきましたから！」

　自信満々に断言して胸を張りながら勢いよく叩たたく。

　こういうときは不安の欠片かけらも見せてはならない。それが虚勢であっても。一番不安なのはキャロルだということを忘れたらダメだ。

『運命の神様が助けてくれているよね！』

「もちろんですとも。運命の神は偉大ですからね。この世界に来た人間は……しばらくの間は戻ることができませんので、キャロルは観光気分で楽しんでください。衣食住は保証……ええと、住む場所もご飯も用意しますから安心してください」

『そう、なんだ。えっと、よろしくお願いします！』

　元気一杯に返してくれたキャロル。

　これで一件落着……とするには問題が山積みだけど、少しは落ち着けそうだ。

　今後のことを考えると頭が痛いけど、まずはキャロルの心の安寧が一番。何か喜ばせるおもてなしを……あっ。家族への説明どうしよう。

　この場を凌しのぐことで頭がいっぱいで深く考えていなかったが、住まわせるとなると家族になんて言えばいいんだ!?

「実はー、お世話になっている村が異世界にあって、そこから少女がやってきました。これから家族として一緒に暮らしていこう！」

　無茶だ。どう考えても無理がある。

　今は家族が父の実家に行っているからいいものの、数日後には帰ってくる。一難去ってまた一難とはこのことだ。まだ十二月だがあと数分で一月一日。家族が帰って来るのは一月四日。タイムリミットは四日間。

　それまでに家族への言い訳……説得の言葉を考えておかないと。

『あっ、ヨシオ、ヨシオ。この金ぴかのトカゲかわいいね！』

　ディスティニーを発見したキャロルが物もの怖おじもしないで捕まえて抱っこしている。

　よく見ると愛らしいが、初見だと怯えても仕方のない金色の大きなトカゲ。それなのにキャロルは平然としているどころか目を輝かせて喜んでいる。さすが、モンスターが存在する異世界育ち。ワイルドだ。

「その子はキャロルが運命の神に預かってくださいと頼んだ卵から生まれたのですよ。神がディスティニーと名付けましたので、仲良くしてくださいね」

『あの卵からなんだ！　よろしくね、ディスちゃん』

　撫で回されているが逃げようともせずに、すべて受け入れてされるがままになっているディスティニー。

　こいつなりに気を遣ってくれているのかな。

　一息吐ついて時間を確認すると十二時まで残りわずか。

　今年は波は瀾らん万ばん丈じょうな一年だった。来年も平凡な日常……とは無縁になりそうだ。

　異世界からやってきた金髪の少女は金色のトカゲと戯れている。この組み合わせだけで平穏とは無縁な未来が待っているのは容易に想像できる。

　そんなことを考えて苦笑いを浮かべている間に時計の短針は十二の文字を越えた。

「新年ですね。明けましておめでとうございます」

『あっ、明けましておめでとうございます！』

　キャロルはディスティニーを解放して俺に向き直ると、元気に新年のあいさつをして頭をぺこりと下げる。

　いつもの習慣で思わずやってしまったが、向こうの世界でも同じような新年のあいさつがあるようだ。

　新年といえば今年の抱負だけど……後悔しないこと。これでいこう。

　困難が待ち受けているのは確定だけど、前を向いて一歩ずつでもいいから前進する。

　キャロルのこともそうだけど、村がどうなったのかも心配でたまらない。でも、俺よりも不安を抱いている少女の前で情けない姿は見せられない。

　強がりでも見栄でもなんでもいいから、今までの自分は捨てて、毅き然ぜんとした態度で頼れる大人の背中を見せつけないと。

　そう決意して背筋を伸ばし、表情を引き締めて一人と一匹に向き合うと、背後で扉の開く音がした。

「ねえ、よっしぃ。私いつの間に寝ちゃってたの？　さっき変な夢を見て……」

　振り返ると、精せい華かがいた。

　眠たそうに半分閉じられていた目蓋が徐々に開いていく。大きく見開かれた目が見つめる先にいるのは──キャロル。

　すっと表情が消えた精華の凍いてつくような視線が俺に向けられる。

　ヤバい。本能が危険を察知して背中から冷たい汗が一気に噴き出た。

「あ、あの、精華さん。これには深い事情がありまして。まずは、お話を聞いていただけないでしょうか？」

「良夫さん。詳しい説明をお願いします」

　その声は今まで聞いたことのない、凍り付くような冷たさを秘めていた。
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　キャロルに生いけ贄にえとしてディスティニーを渡し「大人しくしておいてね」と言い含めてから、精華を連れて一階に降りる。

　背後から無言のプレッシャーが押し寄せてくるが、ぐっと堪こらえてリビングへとたどり着いた。

　振り返ると同時に流れるような動きで正座をする俺。

　目の前には仁王立ちの精華。その顔は無表情。完全に勘違いしているよな、これは。

　頭の中で組み立てていく設定は真実を混ぜ込みながらも、肝心の部分は隠さなければならない。それを理解したうえで言葉を紡ぐ。

「ええと、まずは少女の話をする前に、以前から俺が村おこしのアドバイスをしている話は覚えていらっしゃいますでしょうか？」

　これは家族に説明したときにも使った設定だ。

「……覚えています。私がお裾分けでもらったお肉とか果物は、その村からお礼に届く、という話でしたよね？」

「うん、それそれ。それ……です。はい」

　俺を見下ろす無言の圧力に負け、自然と敬語になってしまう。

「その村に移住してきた外国人家族がいて、あの少女はそこの子供なのです。何度かパソコンやスマホで話したりチャットしたことがあって、軽い気持ちでいつか遊びにおいで、なんて言ってたらそれを真に受けて、遊びに来まして」

　咄とっ嗟さに噓うそを並べているが、意外と噓を吐く才能があるのかもしれない。

　ちらりと精華の顔色をうかがうと、腕組みしたまま考え込んでいる。

「少女のご両親はどこにいるんです？」

　もっともな質問だ。ここを間違えると取り返しがつかなくなるぞ。

「それが急用で母国に帰らないといけなくなって。でも、キャロル……あっ、あの少女の名前です。キャロルが日本に残りたいってわがままを言ったらしく、それなら両親も妹もいるから家にしばらくホームステイでもする？　って軽い気持ちで俺が提案してしまい、妹のストーカー事件とかがあってすっかり忘れていたところに、急な訪問があって今に至る、という流れでして」

　精華に反論の隙を与えないように早口で伝える。

　妹に以前指摘された噓を吐くときの癖を出さないように注意しながら、なんとかそれっぽい理由をでっち上げることに成功した、と思う。

「そんな事情があったんですね。別に良夫さんが何をしようと、他人の私には関係ないのですが、お正月の面倒をおばさんから任せられた身としては、詳しい事情を知る必要がありましたので」

　過剰なまでに丁寧な口調で堅物委員長みたいに話すときは、かなり機嫌が悪く怒っていることを長年の付き合いで理解している。

　今も冷静を装ってはいるが頰がぴくぴくと痙けい攣れんしているのは、怒りを抑え込んでいるときの癖だ。

　女性が怒っている場面で、我が身可愛さに言い訳をすると火に油を注ぐことになる。これはニート生活で波風立てずに過ごす術として覚えた、数少ないテクニックの一つ。

「ねえ、その場しのぎの噓を吐いてないよね？　本当は……隠し子とか実は結婚しているとか、じゃないよね？」

　今にも泣きそうな顔で問い詰めないでくれ。俺に嫁や子供がいたとしたら、精華は悲しいのか？　それって、もしかして……。いや、都合のいい妄想はやめよう。

「あのな、精華。そんなのあり得ないのはよくわかってるだろ。ニートなのにどうやって結婚するんだよ。引きこもりで家からほとんど出ないのに出会いなんてあるわけないだろ」

「それは、そうだよね」

　かなり説得力のある言い訳だったようだ。……あっさり信じてもらえたのに、あんまり嬉しくないぞ。

　まだ若干疑いの眼まな差ざしだが、小さく息を一つ吐くと組んでいた手を下ろして正面に座った。引きこもりでニートという実績のおかげで助かった。……おかげと言っていいのか？

　と、ともかく、どうにか誤魔化せたようだが問題は今後どうするかだ。ゲームの世界……異世界からやって来た少女を俺が養えるのか？

　キャロルのためを思うなら元の世界に返してやるのが一番。だけど、その手段は？

　もし戻れる方法が見つかったとしても、村が壊滅していて誰もいなかったらどうする。それならいっそのこと、うちで一緒に暮らす方がいいのでは？

　俺に財力があって一人暮らしだったら、キャロルを養ってあげられたかもしれない。でも、今の俺一人の力では何もしてあげられない。自分一人を養うことすらできない財力。俺は居場所を失った一人の少女ですら救ってあげられない、無力な男なのか。

　いくつもの疑問と……後悔が頭に浮かぶ。

「どうしたの難しい顔して。あっ、そういえば私なんで和室で寝ていたの？　頭がまだハッキリしなくて……夢でも見ていた気がして思い出せないの。えっとね、夢の中のよっしい、とっても格好良かったんだよ。大おお怪け我がなのに私をかばって命懸けで──もう、よっしい聞いてる？」

「へっ？　あっ、すまない。ちょっと考えごとを」

　明日からのことに頭を悩ませているタイミングで声を掛けられて、間抜けな声を上げてしまう。

　精華は記憶の混乱があるのか。あの事件を夢だと思ってくれるのなら、こちらとしては好都合。……都合が良すぎるぐらいだ。

　確か、沙さ雪ゆきのストーカー犯人たちも警察で同じようなことを供述していたらしい。俺を脅したのは覚えているそうなんだが、そこからの記憶が曖昧だと。

　罪から逃れるための言い訳だと聞き流していたが、ストーカーと精華には共通点がある。もしかして……ディスティニーが吐いた毒の息みたいなのには記憶を混乱させるような成分も含まれている、とか？

　精華は顔を舐なめられただけだけど、舌や唾液にもその成分が含まれていたとしたら？

　検証するには舐められるか毒の息を浴びればいいんだけど、気分的にも遠慮したいし記憶がなくなったら、それはそれで困る。

「もう、さっきから上の空みたいね。そんなにあの子のことが心配？」

「ああ、ごめん」

「んー、あの子に関してはご両親が迎えに来るまで面倒見てあげるしかないと思う。子供の面倒を見るのに不安があるなら私も……一緒に手伝おうか？」

「それは助か──」

　安易に助けを求めてもいいのか？

　現実離れした一連の騒動にまた精華を巻き込むのか？

　精華は何の関係もないのに山本さんに襲われ、下手したら命を奪われていたかもしれない。今回はディスティニーが力を貸してくれたおかげで、たまたまうまくいったにすぎない。また同じような事件に遭遇しない保証がどこにある？

　ダメだ……。これ以上、精華を巻き込むわけにはいかない。

「いや、まあ、一人でやってみるよ。今まで人に頼りっぱなしだったからな。これぐらいは、なんとかするさ。もし、何かあって手が足りなかったら、そのときは頼んでもいいか？」

「そっか。うん、遠慮はしないでね」

「ありがとう」

　これでいい。俺の決断は間違っていない、はずだ。

『お話、終わった？』

　不意に聞こえた声に振り返ると、ディスティニーをぬいぐるみのように抱えているキャロルがいた。

「とっ、と、と、と、と、かげっ!!」

　精華が悲鳴を上げて壁際まで一気に後退すると、顔面蒼そう白はくでぷるぷると震えている。

「キャロル。そこのお姉さんはトカゲ苦手だから、ディスティニーを近づけたらダメだよ。わかった？」

『うん、わかった！』

　元気のいいお返事だ。

　精華に近づかないように遠回りしながら、俺の近くまで歩いてくる。

　距離が開いたことで安心したのか、精華が胸を撫で下ろしていた。

「ご、ごめんね。飼っているペットを怖がったら気分よくないよね」

「昔から爬は虫ちゅう類るいが苦手なのは知ってるからな。気にすんな」

「う、うん。でも、スゴいね。あの子、何語かわからないけど、よっしい会話できるんだ」

　尊敬の眼差しを向けられるのは満更でもないが、今なんて言った？

　何語かわからないけど、って言ったよな。……んんっ？　キャロルは流りゅう暢ちょうな日本語で話しているじゃないか。

　でも、精華がこの状況で下らない噓を吐くとは思えない。ということは精華には別の言葉に聞こえているけど、俺の耳には日本語として届いている？

「……キャロル、あのお姉さんは私の友達です。あいさつできるかな？」

『あっ、そうなんだ。初めまして、キャロルです！』

　勢いよく頭を下げるキャロル。

　精華は愛想笑いを浮かべているが返事はしていない。笑顔のまま俺にすーっと近寄ると、耳打ちする。

「よっしい、その子、なんて言ったの？」

　やっぱり通じていないのか。

「初めまして、キャロルです。だよ」

「キャロルちゃんって名前なんだ。今の発音って英語でもないし、スペイン語でも、フランス語でもないような。アジア圏っぽさもないし」

　そういや、精華はあいさつ程度なら何カ国語も話せるんだったか。

　勤めている大企業で海外や外国人との交流も多いから、自然と簡単な日常会話やあいさつは覚えたとか言っていたな。

　これは、適当な誤魔化し方じゃ納得してもらえないぞ。考えろ、それっぽい理由をでっち上げるんだ。

「……ヨーロッパの山奥出身で訛なまりが酷ひどいらしくてな。ほら、俺たちだって東北とか九州の方言が聞き取れなかったりするだろ。あれと一緒で母国の人にも通じなかったりするらしいぞ」

　どうだ。出任せにしては上出来だろう。

　実際の話、訛りのきつい地方の言葉は日本人だって聞き取れない。

　田舎に住んでいる祖父母の言葉は訛りがきつく、早口で話されると何を言っているかわからなくて、父に通訳を何度頼んだことか。

「だから、齧った程度の私じゃ聞き取れないんだ。さっきのは噓っぽかったから疑っていたんだけど、これだけ流暢に話しているんだもん、本当だったんだね」

「簡単な会話程度だけどな。ネット通話で何度も話していると、意外とやれるもんだぞ」

　納得はしてくれたようだ。……このゲームを始めてから咄嗟の言い訳や噓が巧みになってきている気がする。

　一つ山を越えて安心すると、また一つ疑問が浮かぶ。

　キャロルの言葉が俺に通じるのは、ゲームで交流のあった俺だけが謎パワーで翻訳されて聞こえるとか、適当な理由は思いつく。それが正しいかどうかは別として。

　だけど、問題は俺の言葉だ。俺の話す言葉がキャロルに通じている。もちろん、異世界の言葉なんて知らないから、日本語だというのに。試してみるか……。

「私が何を言っているかわかるのですよね。そこの女性の言うことはわかりますか？」

『ヨシオのはわかるけど、お姉ちゃんのはわかんない』

　ふむ、そういう設定か。

「精華は今、俺がキャロルに何を言ったかわかった？」

「知らない言葉だから、わからないよ」

　俺は普通に話したつもりだったが、キャロルに話し掛けると勝手に異世界語に自動翻訳されるようだ。

　それを第三者が耳にすると、異世界語での会話にしか聞こえないのか。

　都合のいい便利機能だとは思うが、言葉が通じて助かったと楽観的に捉えよう。それに不可思議な現象が一つ二つ増えたところで、今更だ。

　ぐううううう。

　と、小さな地鳴りのような音に釣られて発生源に目を向けると、お腹なかを押さえて赤面しているキャロルがいた。

　向こうではご飯を食べる暇もなかったんだろうな。

「お腹空すいたのか」

「年は越えちゃったけど、お蕎そ麦ば食べようか。キャロルちゃんの分も作るね」

　精華が台所に行き、慣れた手つきで料理を始めた。

　勝手知ったる他人の家、か。

「俺も何か手伝うよ」

「気持ちは嬉しいけど、邪魔かも。それに今はキャロルちゃんと一緒にいてあげて。他人の家で落ち着かないと思うから」

　そう言われてちらっとキャロルを見ると、ディスティニーを抱いたまま所在なさげにこっちを見ていた。

「じゃあ、料理はお任せします」

「任せてくれたまえ」

　精華がウィンクをして茶目っ気のある表情で笑う。

　ちょっとした軽口にも反応して乗ってくれる、そんな関係が心地いい。

　正直に言えば、恋人がいるのか精華に聞いてみたい。だけど、それと同じぐらい知りたくない気持ちがある。……最悪の結果を聞くのが怖い。

　ニートから脱出したと思ったら、悩み事、心配事が目白押しだな。

『ヨシオ、この布を被かぶった机。これ何？』

　キャロルが服の袖を引っ張って、こたつを指さしている。

　ニコニコと笑顔で明るく振る舞っていて平気なように見えるが、知らない場所で目覚めて知らない人に囲まれているんだ、不安に決まっている。

　安心させるためにも俺は堂々と明るく振る舞わないと。村のことを思い出して落ち込むのもなしだ。

「これはね、こたつっていう暖房器具なんだよ。足を入れてごらん。とっても暖かいから」

『うわー、ほんとだー。すっごいね！』

　はしゃぐキャロルを見ていると、俺の悩みなんてすべて吹き飛んでいった。

　全力で守ろう。いざとなったら親に土下座してでも守ってあげないと。村を守れなかった情けない運命の神だけど、この子だけは。

「よっしい、お蕎麦できたから運んでもらえるー？」

「あいよっ」

　俺が立ち上がると、後ろからキャロルが付いてきた。一人になるのが怖いのだろうか。

「どうした？」

『キャロルもお手伝いする』

　こっちの世界に来てもお利口さんだな。

　さっきまで一緒にいたディスティニーは、こたつに下半身を突っ込んでくつろいでいる。こっちは手伝う気がないようだ。年末のあの一件もあって、もうただのトカゲには見えない。

　年を越した新年。今年はこれまでの十年を圧縮したより濃密なものになりそうだ。
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　初めて食べる蕎麦を喜んで平らげたキャロルが眠そうにしているので、さっきまで精華が寝ていた和室で寝てもらうことにした。

「布団……ええと、この寝具で眠れるかな？」

『うん、ふっかふかー。それにスゴく真っ白できれい。本当にここで寝ていいの？』

　洞窟暮らしの粗末なベッドと比べて清潔な布団に怖じ気づいたのか、シーツや毛布を指先で恐る恐る突つついている。

　村人たちもこまめに洗濯はしているが、素材の違いと年季の入り具合が違う。俺で例えるなら自室と高級ホテルのスィートルームぐらいの差を感じていてもおかしくない。

「遠慮なくどうぞ。我が家だと思ってくつろいでいいんだからね」

『うん。ヨシオが優しくてよかったー。あのね……パパもママもガムズお兄ちゃんも、みんなも無事だよね？』

　おずおずと布団に入って横になると、大きく息を吐くキャロル。

　さっきまでの元気の良さが噓みたいに消えて、今にも泣き出しそうな顔で俺を見つめる。子供なのに俺に気を遣い、無理して明るく振る舞っていたのだろう。

「大丈夫ですよ、安心してください。今日はゆっくり体を休めて」

『うん』

　不安そうなキャロルの手を包み込むようにして握ると、少し安心したのか目を閉じた。

　しばらくすると寝息が聞こえてきたので、手を離して足音を立てずに和室から出る。引き戸を閉める前に振り返り、寝ているのを確認しておく。

「キャロルちゃんは眠った？」

「ぐっすりだよ」

　まだ残っていてくれた精華がこたつに入ったまま手招きするので、その対面に座る。

　すっと差し出された湯飲みを受け取って口にする。

「ふぅー。悪いな、キャロルのご飯まで用意してもらって」

「気にしなくていいよ、子供好きだから。言葉はわからないけど、明るくていい子だね。でも……ちょっと無理しているみたい。両親と離れて寂しいに決まっているよね」

　精華はキャロルが無理をしていたのを見抜いていたのか。

　お茶をもう一口飲んで息を吐く。

「頭のいい子だからな。せめて、こっちにいる間は楽しんでもらいたいんだけどね」

　と口にしてみたが、帰す方法の見当も付かない。日本にいる間は目一杯楽しんでほしいから、色々な場所に連れて行ってやりたいとは思っている。

「起きたら初詣に連れて行くつもりだよ。異……異国の人には珍しいだろうし」

　危ない。異世界って言いかけた。

「ふふっ。異国って古風な言い回しね。初詣、昔は毎年一緒に行っていたよね」

　そうだな。引きこもる前までは二人で一緒に初詣に行くのが当たり前だった。屋台を回って好きなものを食べて、一緒にお参りする。

　あの頃は当たり前だったけど、十年も神社を訪れていない。

「神様に願い事するのも悪くないと思うぞ。意外と神様っているかもしれないし」

　偽物だったら、すぐ側にな。

「よっしいって無神論者じゃなかった？　まさか、変な宗教にハマったり……」

　余計な心配をさせてしまったか。

《命運の村》に関わって以来、神様を身近に感じる。自分が演じてきたのだから、当たり前と言えば当たり前なんだけど。

「ないない。そんなものにハマる余裕もないぐらい、ここ最近は忙しかったから」

「変わったよね、よっしい。変わったのとはちょっと違うかな。昔に戻った気がする」

　そう言って微笑む幼おさな馴な染じみ。

「変わったのか。そうだな、うん。ここ十年は本当に酷い有様だった。思い返すと後悔ばかりだ。精華にも迷惑を掛けてすまなかった」

　正座をして背筋を伸ばし、頭を下げて心を込めて謝罪する。

「やめてよ、もう。そんな殊勝な性格じゃなかったでしょ。もっと自己中でプライドが高くて、たまに偉そうで、わがままで、いたずら好きで」

　指折り数えながら欠点を並べる。事実の羅列なので反論ができない。

「……そこら辺で勘弁してもらえませんか」

「でも、正義感があって、優しくて、自分よりも他人を大切にする人だったよね。この十年間の姿も知っているけど、十年以上前のよっしいを私は知っているんだよ？」

　急に真顔でそんなことを言われたら、どうしていいのかわからなくなる。

「私が好きなよっしいが帰ってきて嬉しいな。おかえり」

「……ただいま」

　今、俺の顔は真っ赤なんだろうな。火が出そうなぐらい顔が熱い。

　精華は恥ずかしいことを口にしたのに平然としている。これが社会に揉もまれてきた人間の精神面の強さか。

　……いや、よく見ると頰が赤いな。

「あー、その、なんだ。これからもよろしく」

「うん。よろしくお願いします」

　思わず差し出した手を握り返してくれた。

　お互い三十代だというのに、まるで学生時代のうぶな反応だ。

　大人の男女が深夜に二人。俺の知っているドラマや青年向け漫画なら、この先が本番だよな……。







　──あの後、俺は精華を送り届けてリビングに戻ってきた。

　外は雨が降っていたのでタオルで少し濡ぬれた体を拭きながら、こたつに足を突っ込む。

　はい、特に何もありませんでした！

「まあ、現実はこんなもんだ」

　こたつの天板に突っ伏しながら一人ぼやく。

　今は《命運の村》とキャロルのことで頭がいっぱいだから、しょうがない。って誰に言い訳しているんだ俺は。

　初詣に一緒に行かないか、と誘おうかとも思ったのだがやめておいた。精華を巻き込まないと決めたのだから。

　誘うならまずは現状を正しく把握して、安全を確認できてからだ。

　山本さんの一件だって、切羽詰まって暴走したように思えたけど、どうにも違和感がある。他に何か理由があるのではないのかと疑っている。

　あのとき、倒れている山本さんから黒いモヤのようなものが抜け出たように見えた。目の錯覚だと思い込んでいたが……。

「考えても答えは出ないか。それに雨降ってるから、初詣行けるかどうかも怪しいし」

　精華が入れてくれたお茶が残っていたので飲み干す。冷えたお茶が体に浸透して少しだけ冷静さを取り戻してくれる。

「村は本当に滅んだのか？」

　キャロルの手前、村は無事だと断言したが絶望的な状況だったのは間違いない。キャロルが無事なのは聖書と共に、貢ぎ物として送られてきたから。ここは納得がいく。

　問題は残された村人だ。最後の光景から想像すると、キャロルを送った後、洞窟に残されていた爆弾を使ってモンスターもろとも爆死。

　こう考えるのが妥当だろう。

　でも、俺はあきらめていない。あきらめられるわけがない！

　村人が生きているかもしれない、という希望を捨てられずにいる。村人が全滅した瞬間を目撃したわけじゃない。爆弾を扉の隙間から外に投げて、モンスターだけを全滅させたかもしれない。

　それが僅かな希望だったとしても、それにすがりたい。

「俺は見たわけじゃないんだ。村人は……生きている」

　信じよう。俺が信じなくてどうするんだ。

「どうにか、村人の安否を確認する方法はないのか。スマホは何も見えなくなっていた。部屋のＰＣ画面も同じだった」

　スマホを手に取りもう一度確認する。

《命運の村》のアプリ以外は普通に使えるのでスマホは故障していない。アプリを起動させてみると、前と同じく真っ黒な画面。

　タッチしてみると《現在、マップ上に聖書が存在していません》という赤い文字が表示……されていない。

「えっ？」

　真っ黒な画面をバックに奇跡の項目が白文字でずらっと並んでいる。よく見ると画面の右上に本のマークと運命ポイントも表示されている。

　どういう、ことだ？

　山本さんを送り出した後、スマホを確認したら赤文字が流れて操作不能状態だった。それは間違いない。なのに今は奇跡の項目が見えている。

「でも、これ使えないってことなのか？」

　奇跡で発動できる項目の大半に太い黒線が引かれている。試しにタッチしてみると《今は使用できません》と文字が表示される。

　線が引かれている奇跡が大半だったが《天候操作》だけは発動可能のようだ。

「村に影響を与える奇跡は不可で、天候の操作は問題ない、と」

　頭が混乱してきたが、悩む暇があるならやってみるか。

　奇跡の《天候操作》を発動して《晴天》を試してみる。……運命ポイントは減った。だけど画面は暗いまま。

　ポイントが減ったということは奇跡が発動された、ということ。まだゲームが成り立っている、という解釈ができないか？

　村人が生存していてゲームは続いている。望みを捨てるには──早すぎる。

「一度、頭を休めよう。風呂に入ってゆっくりして……あっ。キャロルに風呂入らせた方がよかったかな」

　余裕がなくて失念していた。今更起こすのはかわいそうなので、自分だけ風呂に入ってリビングのソファーで寝ることにした。

　引き戸を少し開けておいて、俺の姿が見えるようにしておく。目が覚めたときに知らない場所で誰もいなかったら寂しいもんな。

「今日は久々に頭を使いすぎた。日頃使わない脳をフル稼働させたから精神的な疲労が半端ないぞ」

　二階に上がって自分の部屋から毛布だけ持ってくる。

　その際にガラスケースの中でディスティニーが大人しく丸まっているのを確認して、部屋の電気を消した。精華を送っている間に戻ってきたんだな。

「ディスティニー。今日はありがとう、お疲れ様」

　一階に戻り、ソファーに寝転んで目を閉じると、一気に眠気が押し寄せてくる。

「年末からの出来事が夢だったら……いい……のに、な」

　今までのが全部夢で、目が覚めたら村のみんなが無事でキャロルもその中で元気にはしゃいでいる。そんな光景がＰＣ画面に広がっていることを願って、眠りについた。
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　目が覚めて初めに飛び込んできた光景に違和感を覚える。

「天井が違うな。……ああそうか、昨日は」

　自室ではなくリビングのソファーで寝ていたことを思い出して体を起こす。

　そっと和室を覗くとキャロルはまだ眠っている。いつの間にやって来たのかは知らないが、ディスティニーを抱き枕にして。

　ディスティニーは目が覚めているようだが、動かずに辛抱してくれているようだ。

　俺が目配せすると「わかっているよ」と言わんばかりに尻尾を一度振った。俺よりも気が利くトカゲだ。

「もうガラスケースに入れなくてもいいか」

　ただのトカゲではないことを知ったので、普通に飼育をする必要はないと考えを改めた。

　ただ、家族の前では普通のペットを装ってもらうつもりだが。

　リビングのカーテンを開けると眩まぶしい日差しが室内を照らす。

「精華を送ったときはあんなに雨が降っていたのに、気持ちのいい晴天だな」

　空気の入れ換えも兼ねて窓を開ける。

　寒気が一気に室内へ滑り込み、耐えきれずにすぐさま窓を閉めてこたつに逃げ込んだ。晴天とはいえ元日。寒くて当然だ。

　おかげでバッチリ目が覚めたので朝食でも作るか。

　少し前まではパンを焼くかインスタント食品を温めるぐらいしかやらなかったが、最近は母から料理を習っているので簡単なものは作れる。冷蔵庫にある食材で朝食を作り終えた。

『おはよぅ……。うわー、いい匂い！』

　寝ぼけ眼のキャロルが駆け寄ってくると、こたつに並ぶ料理を見て、目をぱっちりと大きく見開いている。

　ちなみにディスティニーは脱力状態でぬいぐるみのように抱えられたままだ。

　すまない、という気持ちを込めてディスティニーに軽く頭を下げると「気にすんな」と答えるかのように今度は右手を軽く上げてくれた。

　お前……男前な反応するよな。

「はい、おはよう。ご飯の前に顔を洗っておいで。使い方説明するから」

　キャロルに対して堅苦しい言葉遣いはやめた。この方が相手も緊張せずに話しやすい筈だ。

　洗面台まで連れて行き、水の流し方と止め方を説明する。

『すっごいね！　これがあったらママ喜びそう！』

　ただ水を流しただけなのに、目を輝かせて感動してくれる。その反応がかわいい。

　一緒に顔を洗ってからこたつに入って朝食を取った。

　村人の食事風景は何度も見てきたので、どんなものなら抵抗なく食べられるかは把握している。食パンと焼いた肉、果物にスープ。念のために貢ぎ物メインの食材を使ったおかげか、笑顔で平らげてくれた。

　食べ終わった食器を一緒に運んでくれているキャロルに今日の予定を伝えておこうか。

「今日は初詣という、この世界で新年を祝うお祭りに行こうと思うんだけど、どう？」

『神様の国のお祭り!?　行きたい、行きたい！　みんなに自慢できるね』

　ぴょんぴょんと飛び跳ねて、全身で喜びを表現してはしゃぐキャロルを見ているだけで、元気をもらえる。

　初詣に行くなら準備が必要だな。まずは……。

　キャロルの全身をチェックしてから、小さく頷く。

「先にお風呂入って着替えようか」

『お風呂！　あるのっ!?』

　予想以上に食いついてきたのには理由がある。キャロルを含めた村人たちは風呂好きなのだ。

　村人たちが以前住んでいた村には入浴の習慣があったようだが、あの拠点には風呂がなかった。温めたお湯で湿らせた布を使って全身を拭く程度のことはしていたので、最低限の清潔さは保たれていた。

　その後、カンとランが浴槽を手作りして、二日に一度は風呂に入れるようになってから女性陣が諸もろ手てを挙げて喜んでいたのを覚えている。

　浴室に連れて行ってシャワーの使い方を説明するが、ちょっと怖がっていたので浴槽にお湯を張ることにした。風呂桶おけを使う方がいいみたいだ。

　キャロルが風呂に入っている間に、俺は和室の押し入れを探った。ここには確か俺や妹が昔着ていた服を母が収納していたはず。

　押し入れの奥深くに眠っていた収納ケースには、懐かしい服が大量にあった。

「母さんの物持ちがよくて助かるよ」

　俺が子供の頃に着ていた服を着せることも考えたが、デザイン的に妹の服がいいだろうと判断して何枚か取り出す。

　丁寧に真空パックに入れて保存していたので、封を切るとすぐに着られる状態になった。

　俺は服装センスが皆無らしいので、キャロルに選んでもらうか。

　サイズが合いそうなのを適当にいくつか見繕って、和室に並べておく。

　リビングに戻るとバスタオルを巻いただけのキャロルが、体から湯気を立てていた。

「頭濡れているじゃないか。こっちおいで乾かしてあげるよ」

　タオルとドライヤーを使って、念入りに髪を乾かしていく。

『ヨシオ、上手。気持ちいい』

「……慣れているからね」

　懐かしいな。妹の沙さ雪ゆきは昔から髪が長かったから、こうやって乾かしてやっていた。

　そのあとは持ってきた服から好きな物を選んでもらったんだが、今まで以上にはしゃいでファッションショーが始まってしまった。選びきれないらしく、和室に引っ込んでは着替えて、の繰り返しをしている。

『ヨシオ、これどう？』

　淡い色のワンピースを着て和室から飛び出してきたキャロルが、くるりと一回転する。

「色合いも綺き麗れいだし、かわいいね。だけど、この服では寒いんじゃないかな？」

『そうだね、じゃあ次は……』

　今ので三着目。いつまで付き合わなければならないのか。

　こういった場面で、早く終わらせたいからと投げやり気味な感想を伝えるのはよくない。それは妹との経験で学ばせてもらっている。曖昧な褒め言葉もアウトだ。

　否定はしないで自分の好みを伝えつつ褒める。それが功を奏したのか、上機嫌なまま今日の一着を選べたようだ。

　母の手編みのセーターに生地の分厚いロングスカート。あとモコモコした暖かそうな子供用コート。熊の顔をしたリュックサックも気になるようなので背負わせてあげる。

　お世辞抜きで、子供モデルのような仕上がりだ。抜群にかわいい。精華と妹がこの場にいたら奇声を上げて喜んでいただろうに。チェムもうかうかしてられないぞ。

『ヨシオ、どう？』

「他の追随を許さないかわいさだ」

『意味がわからないけど、たぶん褒めすぎだよー』

　と言いながらも満更でもない顔をして照れている。その姿を何枚かスマホで撮っておく。

　お互いに準備ができたので、キャロルの手を引いて家を出る。

　昨日、あれだけ雨が降っていたのに地面が乾いている。よく見ると、俺の家の周りだけ雨の痕跡がない。運良く雨雲の切れ目だったのかな。

　現在空は晴天で、お参りするのに支障はない。家から徒歩十分程度の距離に大きな神社がある。今日の目的地はそこだ。

　昔から何度も通っている神社で、何段もの石段を上った先の大きな鳥居を潜くぐると、境けい内だいに敷き詰められた白い砂利がまず目に入る。

　本来は神社の全貌が視界の先に広がっているのだが、元日なだけあって人の群れしか目に入らない。

『ヨシオ、こんなにいっぱいの人、初めて見た！』

　興奮したキャロルが辺りを見回しながらはしゃいでいる。

　異世界でこんなに大勢の人を見たら驚いて当然だ。テンションが上がりっぱなしのキャロルは、屋台や巫み女こさんを指さしては質問攻めにしてくる。

「あれは屋台だね。食べものを売っているんだよ。お参り終わったら行こうか。あの人は巫女っていってね、神様に使える女性だよ」

『神様に……ヨシオと同じだね！』

「そうだね」

　言われてみれば確かにそうだ。見た目は全くの別ものだが、役割は似ているのか。だからといって親近感が湧いたりはしないけど。

「この列の最後尾に並ぼうか」

『うん、わかった。ねえ、ヨシオ。あのお店は何を売っているの？』

「焼きそばといってね、麺を焼いた料理だよ」

『あの、雲みたいなのは何？』

「あれは綿菓子っていう甘いお菓子だよ」

　物珍しさに質問が止まらないキャロルにすべて答えていく。

　小さな外国の女の子がはしゃいでいる姿が微笑ましく映るようで、周りの参拝客がこっちを見ては和んでいる。

　どうだ、うちの子はかわいいだろう、と自慢したくなるな。親戚に自分の子供をべた褒めする親馬鹿な人がいるが、今ならその人の気持ちがわかる。取りあえず、写真撮っておこう。

　この写真、ロディスやライラにも見せてあげたい。きっと喜ぶぞ。ほんといつか、村人が揃そろってこの世界に来て団らんできたら……楽しいだろうな。

『ねえ、なんでみんなジャラジャラしてパンパンしているの？』

　意識を引き戻したのは、袖を引っ張るキャロルの声。その視線の先にあるのは賽さい銭せん箱ばこを前に手を打ち鳴らしてお祈りしている人たちだった。

「あれはこの世界のお祈りのやり方なんだよ」

　参拝時の二礼二拍手一礼を教えると、自分たちの順番が来る前に何度も練習している。それを見て周りの参拝客がまた微笑んでいた。

　思わず頰が緩んでニヤけてしまう。……ダメだ、親戚をもうバカにできない。

　順番が来たので賽銭箱の前に立ち、キャロルと並ぶ。

　神様への課金が重要なのは学んだから、奮発して五百円……二人分で千円を投入した。

　キャロルの様子が気になったので視線を向けると、目を閉じて熱心に祈っている。

『パパとママとガムズお兄ちゃんとカンちゃんとランちゃんと……チェムお姉ちゃんが無事でありますように。みんなと会えますように』

　声を出して一生懸命、神様にお願いしていた。

　そうだよな。はしゃいでいるように見えても、ずっと村人や家族の心配をしているんだ。俺も同じ願いを神に託すことにする。村人の無事と、キャロルの帰還を。

「ちゃんと課金したからには奇跡お願いしますよ」

　小さな声で神様に念を押す。

　正直に言えば、このままキャロルと一緒に暮らすのも悪くないと考えていた。両親に土下座でもなんでもやって、ずっとこのまま……。

　でも、それは違う。それは俺のエゴだ。キャロルの本当の幸せを願うなら、元の世界に戻してやらないと。

『次は何するの？』

「お待ちかねの屋台巡りだ。何でも好きなの買ってあげるよ」

『ほんとに!?　で、でも。パパとママに怒られないかな』

「大丈夫だよ。みんなが神様に贈ってくれた貢ぎ物と比べたら安い物だから。だから、遠慮なんて必要ないよ。貢ぎ物のお礼を村人の代わりに受け取ると思って」

『えっと、村に帰ったらみんなにもお礼言うね！』

「いい心がけだね」

　ＰＣの画面越しでもしっかり者でいい子なのは伝わっていたが、一緒にいるとロディスとライラの愛情と躾しつけの成果を実感するよ。

「じゃあ、何から行こうか」

『えっとね、あのふわふわな雲みたいなのと、丸い玉みたいなのと、えっとね、あとあと』

「あははは。慌てなくても屋台は逃げないよ。じゃあ、綿菓子から」

　俺の手を握って引っ張っていくキャロル。

　周りから見たら親子に見えたりするのかな。年齢差で考えるなら親子でもおかしくない。だけど、キャロルは金髪で日本人離れした顔だ。

　日本人にしか見えない俺の子だとは思われないだろうな、それが少しだけ残念だ。

『あの綺麗な服を着た人が配っている飲み物なーに？』

　キャロルが指差す方向にいるのは巫女さんと神主さんで、参拝客に御お神み酒きを配っていた。

「あれは神様にお供えするお酒でね。今日は特別にそれを飲んでいいんだよ」

『キャロル子供だから飲めないね、残念』

「そうだね。その代わり、好きな物食べていいから」

　俺自身はアルコールに弱い方なので、御神酒を飲んだことがない。精華はもっと酒に弱いくせに飲むのは好きなんだよな。ここにいたら欲しがっていそうだ。







　一応参拝も終わり、屋台で得た綿菓子、たこ焼き、焼きそばという戦利品を抱え、ご満悦なキャロルを連れてベンチに座っている。

　神社から少し離れた池の畔ほとりまで移動してきた。

　ここは地元民しか知らない穴場のスポットなので人ひと気けもなく、耳を澄ませば神社の喧けん騒そうがわずかに届くような距離。

　今日は晴天で一月にしては暖かい方だけど冬なので、日陰に入ると少し寒い。キャロルが大丈夫か心配になったが、満面の笑みを浮かべてたこ焼きを食べている。

『お祭り楽しいね！　人がいっぱいいて、みんなニコニコしてた！』

　喜んでいただけたようで何よりだよ。

　黙々と食べるキャロルの横で手持ち無沙汰だったので、コートの内ポケットから一冊の本を取り出した。

　これはキャロルと一緒にこの世界にやって来た聖書だ。

　手触りはハードカバーの本と何ら変わりない。サイズは文庫より大きく、単行本よりは小さいぐらいか。ページをめくると俺が今まで神託として語ってきた文章が書き込まれていた。パラパラとページをめくってみる。

　あー、こんな神託書いたな。と、懐かしんでいる場合じゃないか。

　この聖書がこっちの世界に送られたことで、異世界の様子が見えなくなってしまった、という解釈で間違いないはずだ。

　昨日、風呂に入りながらいくつかの仮説を立ててみた。その内の一つが現状の打破に使えるのではないかと考えている。

　これが神の力を具現化する発動体みたいな物だとしたら、俺にゲームを送りつけた運営は困っているのではないだろうか。

　そもそも運営の正体は何か。そこが最大の謎だが、数々の超常現象を目の当たりにしてたどり着いた答えは……神。運営こそ、神なのではないか、と。

　別に最高のゲームを作り出した人を賞賛して神と言っているのではなく、本物の神が作ったゲームではないかと疑っている。

　そうでも考えないと、今までのことが説明できない。

『お兄ちゃんの頭なんでとんがってるの？　口と耳痛くないの？』

　不意に聞こえた声に視線を上げると、隣で大人しく食べていたはずのキャロルが少し離れた場所でリンゴアメをなめている。

　そして、いつからそこに居たのか奇抜な格好の男に話し掛けていた。

　顔は日本人なのに金髪でトサカのような髪型。唇と耳に無数のピアス。外国のロックバンドの顔写真がプリントされているシャツの上に革ジャンを羽織り、ダメージが入りすぎて穴だらけのジーンズ。

　俺とは一生交わることがないと思っていたタイプだ。

「こら、キャロル。失礼なことを言ってすみません」

　ベンチから立ち上がって頭を下げながら歩み寄る。

「おう、いいってことよ。イカしてんだろこの格好」

　見た目に反していい人っぽいな。怒りもせずにむしろ笑ってキャロルに見せつけている。

『寒そうだよ？』

「俺様のソウルは常に滾たぎっているからな。暑いぐらいだぜっ」

　こら。素直なのはいいことだけど、ここは言葉を選びなさい。

　しかし、ノリノリで会話しているな、このバンドマンふうの人。

　俺は頭をペコペコ下げながらキャロルの後ろに立つと、肩に手を置いて引き寄せようとした。──が、その手は空を切った。

「えっ」

　予想外な展開に間の抜けた声が出る。

　キャロルは腕をその男に摑つかまれ、抱き寄せられていた。

　もしかして、実は表に出してないだけで怒り心頭だったのか。

「すみません。怒らせたのなら謝りますので、子供を放してくれませんか？」

「それは無理な相談だぜ。運命の神……のプレイヤーさんよ」
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　キャロルを背後から抱きかかえるようにして捕まえて、ニヤリと口角を吊り上げるバンドマンふうの男。

　聞き間違いじゃない……よな。確かに俺のことを「運命の神のプレイヤー」と呼んだ。

　くそっ、バカか俺は。アイツ、さっきからキャロルとの会話が成立していただろ。なんで、その違和感に気づかなかった！

　言葉が通じるってことは……俺と同じプレイヤーってことだろうが！

「あんた、何者だ」

「俺様の名前を知りたいってわけじゃねえよな。まあ、誰だっていいじゃねえか。俺様はにいちゃんが手にしているその本と、このガキに用があるんだよ」

　聖書とキャロルが目的だと？

　話を聞いてますます混乱してきた。邪神側のプレイヤーがどうして？

「お前はこの本が何か知っているのか？」

「もちのろんだぜ。運命の神の聖書だろ。どうやって、あっちの世界からこっちの世界に持ち込んだのかは知んねえけどよ。ほら、俺様もこんなの持ってんぜ」

　男がスマホの画面を突きつけるようにして見せつけてきた。

　そこにはこの聖書と似たデザインの本が一冊映っている。

　……わかってはいたが、これで確定か。動揺は顔に出さないようにしろ。キャロルがいるんだ、冷静さを忘れるな。

「あんたは邪神側のプレイヤーか」

「おっ、それぐらいは理解できんだな。おいおい、もしかして飛び掛かろうなんて思ってないだろうな？　ちょっとでも変な真似をしたら、この子の綺き麗れいなお顔に一生消えない傷が残っちゃうかも」

　そう言ってポケットから折りたたみナイフを取り出す。

「うっわー、今の発言悪党くせぇー。アーティストだってのに詩的じゃねえな。もう一回、脅しのセリフやり直していいか？」

　こいつ、この状況でふざけてやがる。

　男は体も細く小柄だ。見た目だけなら無駄に筋トレで鍛えた俺の方が強そうに思える。だけど、ちらつかせている刃物が厄介だ。

「もし、その子を少しでも傷つけてみろ。お前の顔を原型がなくなるまでボコる！」

「大人しそうな顔して、刃物を持った相手に強気の発言するねえ」

　キャロルの前で格好悪い姿を晒さらせるか。俺は運命の神の従者なんだぞ。

　さっきからキャロルが怯おびえていないかそれだけが心配だったが、状況をいまいち理解できていないのか、意外にも平然としている。

　暴れて相手を刺激しないだけでも十分だ。

　会話をしながら相手にバレないように少しずつ間合いを詰める。飛び込める距離になったらナイフを奪って、キャロルを引き剝がす。

「聖書とキャロルが狙いらしいが、なんのために必要なんだ」

「まあ、色々あってよ。おっと、それ以上近づくんじゃねえぞ。血の気の多い男は困るねえ。そんなに暴れたいなら、コイツらが相手になるってよ」

　バンドマン風の男がナイフを口にくわえて指を鳴らすと、周囲の木の影や自販機の裏から人が現れた。

「なっ!?　お前の仲間か」

　二十代らしき小太りの若者。派手な彩色の着物を着た女性。腰が少し曲がって杖つえを突いている老人。

　共通点が何も見当たらない。ただの参拝客にしか見えないぞ。

　いや、共通点はある。目がうつろで表情がなく、体がゆらゆらと揺れている。不気味だ。まるでホラー映画のゾンビを見ているかのような……。

「この人たちに何をした？」

「一目で見抜くとはやるじゃねえか。おい、お前らそこで止まれ」

　男が命令すると、三人はピタリと動きを止めた。まるでこの人たちだけ時が止まったかのように直立不動だ。

「面白いだろ。コイツらは俺様の傀かい儡らいだ。意のままに操れるんだぜ。だから、妙な真似をすんなよ？」

　意のままに操れる？　頭おかしいのか、こいつは。ただ、表情や動きを見る限り、その三人は正気とは思えない。じゃあ、どうやって言うことをきかせている？

「催眠術や怪しい薬でも使ったのか？」

「ぷっ。催眠術ってお前、漫画の読み過ぎじゃねえか？　そんなもんでこんな都合よく操れるかよ。って、笑いたいところだけどよ、現実はもっとファンタジーだったりするんだな。これは俺様が演じる邪神の力。精神を操る奇跡だ」

「奇跡だと、ふざけるな！　それはゲームの世界の話だろ」

　怒鳴りつけると、男は一瞬呆あっ気けにとられた顔をした後に、腹を抱えて笑いだした。

「ぶひゃひゃひゃ！　にいちゃん、もしかしてまだレベル１なのか。そうかそうか、まだ知らないんだな、このゲームの本当の面白さを」

　こいつは何を言っているんだ。レベル？　本当の面白さ？

「あー、マジ受ける。よーし、俺様が悪役っぽく状況を懇切丁寧に説明してやろうじゃねえか。こういうのいっぺんやってみたかったんだよなあ」

　笑いすぎで目に溜たまっていた涙を手の甲で拭うと、そいつは俺に向き直り嘲るように笑う。

　バカにされている屈辱よりも、事情を知りたい気持ちの方が勝る。キャロルはまだ大人しくしてくれているので、ここは我慢のしどころだ。

「にいちゃんら主神側に複数の神とプレイヤーがいるように、邪神側にも何人もプレイヤーがいるんだよ。んで、俺様が担当している邪神ってのが、《魅了》や《誘惑》を担当する神ってやつだ」

　邪神にも種類があって、操れる奇跡も違うというのか。

「俺様は他人の欲望を増幅して誘惑、魅了して操ったりできるってこった。特に精神が弱ってたり、酔っ払って意識が定かじゃなかったりすっと、操りやすい。神社で振る舞われる御お神み酒きを飲んで酔っ払った連中とかは、こんな具合に、な」

　操られているこの三人は、ゲームには無関係な参拝客ってことか。

　いざとなったら取り巻きを殴り倒してでもキャロルを奪い返すつもりだったが、三人には手を出しづらくなってしまった。

　……すべてを信じるには謎が多すぎる。こいつの言い分を信じるなら、ゲーム内の奇跡をこの世界でも使える、ということになる。そんなことが可能なのか？

　噓うそだ、と決めつけられない。昨日からの現実を考えると、あり得ないことではない。このゲームには俺の知らない真実がまだ隠されているというのか。

　欲望を増幅して魅了。操る。その言葉に何か引っかかる。待てよ。もしかして……いや、そんなことが……。

　頭に浮かんだ一つの疑問。それを俺は思わず口にしていた。

「まさか、山やま本もとさんの凶行とお前……何か関係あるのか？」

「おっ、元ニートの分際で気づいたのか。ビンゴ！　大正解！　あの貧乏人がにいちゃんの家に行く前に、ちょちょいと脳みそいじっちゃいました。てへっ」

　舌を出して頭を小突く姿に殺意を覚える。

「そうか、すべてお前のせいか……」

「おうおう、ちょい待てよ。怖い顔すんなって。一応、言っておいてやるが、俺様はあくまで欲望を増幅してやっただけだ。あいつの願望の後押しをしてやっただけだぜ？　欲望のないヤツや薄いヤツには人畜無害な能力なんだぜ。そこんとこヨロシク！」

　すべての言動が俺をイラつかせる。

　落ち着け、落ち着くんだ。相手の腕の中にはキャロルがいる。ここで冷静さを失ったら相手の思うつぼだ。

　こいつの目もく論ろ見みは俺から冷静さを失わせて精神を操ることかもしれない。

　腕の中にはキャロル。加えて刃物を所持。操られている人が三名。自分が圧倒的不利な状況だというのを忘れるな。

　大きく息を吸い、長く吐く。少しだけ頭の熱が冷めた。

　しかし、この男。べらべらとよく話してくれる。小悪党感が丸出しだな。

「その邪神側のプレイヤーがなんで聖書とその子を狙うんだ」

「聖書を高く買い取ってくれるヤツがいるんだよ。このガキも欲しがっているヤツがいてな。まあ、金のためだ金」

　金銭目的はわかりやすくていいが、問題は聖書とキャロルを求めている存在か。

「この本なんて俺以外が持ったところでどうしようもないだろ。あと、誘拐、人身売買は立派な犯罪だ」

「俺様は金にさえなればいいんだよ。それに、このガキはこの世界の住民じゃねえんだろ？　だったら、何をしようが犯罪にはなんねえんじゃねえか。この世界に存在しないガキなんだから死のうがどうなろうが関係ねえだろ」

　その言葉を聞いたキャロルが一瞬泣きそうな顔になった。

　こいつもプレイヤーだから、キャロルに言葉がすべて通じていると考えて間違いない。その証拠に自分のことに触れられると、キャロルが小さく反応している。

「おい、滅多なことを言うなよ。キャロルは俺の大事な客人だ」

「一丁前に怒ったのか？　あー、やだやだ。心に余裕がないヤツはよー。まあ、お喋しゃべりはここまでにしとくか。まず、その聖書を渡してもらおうか。大事な、大事な、お子ちゃまなんだろ？」

　ナイフの刃をちらつかせて汚い笑みを浮かべるな。

「聖書を渡したら、その子を解放してくれるのか？」

「おう、いいぜ。ガキもターゲットなんだが、俺の本命は聖書だからな。この見た目でガキ連れてたら目立つしよ」

　その言葉が噓でないなら、聖書とキャロルの交換は悪い条件じゃない。ゲームとの繫つながりである聖書を手放すのは痛いが、キャロルには代えられない。

「……わかった」

「お利口さんだな。おい、アイツから本を受け取ってこっちに持ってこい」

　男が着物姿の女性に命令すると、その人だけが動き出してこっちに歩み寄ってくる。

　焦点が定まってない女性の瞳。この人は操られているだけで悪くない。

「意識はないのですか？」

　女性だけに聞こえるように囁ささやくが反応はない。完全に操られていて自意識はないのか。

　聖書を手渡すと、無造作に摑つかんでバンドマン風の男に歩み寄る。

「おう、ねえちゃんありがとうよ。これがマジモンの聖書か、へえー」

　手にした聖書をまじまじと見つめ、物珍しそうにページをめくって観察している。

　隙だらけに見えるがここから男まで距離がある。俺が動いたらすぐさまキャロルにナイフを突きつけるはずだ。

「聖書は渡したんだ、キャロルを返してくれ」

　と言ってはみたが、こういったシチュエーションで人質を大人しく返すとは思えない。更なる要求か手のひらを返すのが定番。さあ、どうくる！

「おう、いいぜ。俺はガキには優しい男だからな」

　そう言ってキャロルから手を離すと、背中を軽く押して前に出す。

　えっ、意外にも約束を守るタイプなのか。聖書が奪われたのは痛いが、キャロルが無事ならそれでいい。

「ゆっくりこっちにおいで。もう大丈夫だよ」

　状況が摑めないのか、キョトンとしているキャロルに優しく声を掛けた。

　キャロルは俺とそいつを交互に見ると、立ち止まったまま首を傾かしげている。

『ヨシオ、この人悪い人だよね？　聖書大事な物だよね？　聖書がないとパパもママもみんな困るよ』

「そうだけど、キャロルの方が大事だから。いいから、こっちにおいで」

　手招きして呼び寄せるが、まだ動こうとしない。

　ここで向こうの気が変わるのが一番怖い。頼むから、今は何も言わずに従ってくれ。

　聖書がなくなれば村人が無事だったとしても二度と神託も奇跡も使えなくなるだろう。だけど、この場での優先順位を間違えるわけにはいかない。

　キャロルを犠牲にして聖書を守ったとしても、村人たちは誰一人として喜ばない。それぐらいは俺だってわかる。

「そういうこった。お子ちゃまは見逃してやるから、とっとと逃げな」

「こっちに来るんだ、早く！」

　男が逃げるように促しても、俺が急せかしても動こうとしない。

　それどころか、ヤツに背を向けたまましゃがみ込むと、熊の顔をしたリュックを地面に下ろして中を探っている。

「キャロルな──」

『お願いね』

　キャロルはリュックサックから取り出したナニかを摑むと、勢いよく振り返った。

「なんだ、そのごてごてした不細工なぬいぐるみは。妙にリアルな……。うおおっ!?　ごはっ、げほげほっ、目が、喉があああっ！」

　突如、目と喉を押さえて地面に倒れると、男は苦しそうに身をよじって暴れだした。

　驚きすぎて声も出せずにいると、そいつは徐々に大人しくなり動きが完全に止まった。

　目を凝らして男の顔をうかがうと、目と鼻と口から涙や涎よだれといった大量の液体を垂れ流している。

　この光景……見覚えがある。数ヶ月前に目撃した、あのときと反応が同じだ。

　──沙さ雪ゆきを狙う吉よし永ながたちを撃退したときと。

『やったね！』

　こっちを振り返ったキャロルが両腕で抱きかかえていたのは、我が家の黄金トカゲ、ディスティニー。

　あの流し目で俺を見る横顔が、ドヤ顔に見えるのは目の錯覚だろうか。

「もしかして、カバンに入れてきたのかい？」

『えっとね、ごめんなさい。一匹でお留守番かわいそうだったし、お祭り一緒に行きたいみたいだから、連れてきちゃった』

　自分の頭を小突いて舌を出すキャロル。本来なら勝手に連れてきたことを怒る場面なのかもしれないが、助けてもらっておいてそれはないよな。

「そっか。今度からは連れ出すときはちゃんと言うんだよ。それと、ありがとう。助かったよ、キャロル、ディスティニー」

　二人に駆け寄り、両方を抱きしめる。

　これにて一件落着、と安あん堵どしたいところだが問題は……。

　泡を噴いて横たわるバンドマン風の男。近くには三人の男女も倒れている。操られていた人たちも一緒に気を失ったようだ。

　このまま放置して男が目を覚ますと、また厄介なことになるのは目に見えている。

　俺は操られていた人たちをベンチに移動させて、男だけを担いで移動した。
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　神社に隣接している大きな自然公園まで男を運び、公園の片隅に置いてある古ぼけたベンチに座らせる。

　ここはため池のほとりで春は桜が綺麗な名所だが、季節外れのこの時期に訪れる人は滅多にいない。まだつぼみしかない桜が目隠しにもなってくれているので好都合だ。

　あの操られていた人々からはかなり離れた。男が倒れたら同じように気を失ったがもう一度操れるとしても、ここまで来るには時間が必要だ。

　今からやることは子供には見せない方がいいと判断して、キャロルには目の届く少し離れた場所で遊んでいるように言った。

『うんしょー。あれっ、うまくいかなーい』

　一人で暇を潰せるか心配だったが、屋台のくじ引きで当てた安物にしか見えない三等のヨーヨーが役に立ってくれているようだ。

　周囲に誰もいないか確認してから、男の肩を摑んで揺さぶる。

　男の横に座っているディスティニーは、黄色くとんがった髪が揺れるのが面白いのか、髪の毛に合わせて体が左右に動いていた。

「ふああっ、なんだぁ。あれ、ここは、俺は……」

　状況を把握できていないのか眠たそうな声が口から漏れている。

　徐々に開いていく目が俺の姿を捉えたところで、現状を一瞬にして理解したようで更に大きく目を見開いた。

「お、お前は！　がっ、なんだ、体が動かねえぞ!?」

　即座に逃げだそうとしたようだが、動いているのは首から上だけでベンチから１ミリたりとも腰が浮いていない。

「無駄だよ。自分の体を見てみな」

　迫力があるかわからないが…相手に恐怖を抱かせるように、悪役をイメージして口元を歪ゆがめて笑みを浮かべ、声色を変えて言い放つ。

　隣にいるディスティニーが肩をすくめて半眼でこっちを見ている。芝居がなってない、とでも言いたいのか。お前、トカゲなのに感情表現が豊かだよな。

　だが、相手は俺の下手な芝居を冷静に観察する余裕があるわけもなく、自分の体の異変に気づくと青ざめた顔で黙り込んだ。

　無理もない。自分の首から下が石化していたら、誰だってこんな反応になるよな。

「ど、どういうことだ！　俺の、俺様の体が！」

　取り乱し、わめき散らす男の前に進み出ると、すっと顔を近づけた。

「黙れ。次に大声を出すと、今度は全身を石にするぞ」

　そう言って、隣にちょこんと座っていたディスティニーを摑み上げ、よく見えるように近づける。

「このトカゲが何かしたのか!?　お、おい、拘束を解きやがれ。今なら許してやるから、さっさと……なあ、黙ってそいつを近づけるのやめろや。……おい、黙ってないで何か言えよ。……頼むから、そいつをこっちに近づけんなああああっ！」

　ディスティニーの姿を見て完全に怯えきっている。必死に逃げようとしているが、体が動かないのでどうにもならない。

「大声を出すなって言ったよな。それ以上、叫ぶようなら……こいつの口も一緒に石化できるか？」

　舌をちょろちょろと出しながら、大きく頷うなずくディスティニー。

　その脅しが利いたようで、男は顔面蒼そう白はくで頭を激しく左右に振っている。

　俺はニッコリ微ほほ笑えむと一言「やってくれ」と言った。







　口から下が石化したバンドマン風の男がようやく大人しくなった。

　神秘の力を目の当たりにして、眼球がこぼれ落ちそうなぐらいに両目を見開いて、驚きを表現している。

　脅しとしては完璧だろう。これで従順になってくれるはずだ。

「今から口の石化を解いてやるが、大声を出したら今度は鼻も石化させる。それがどういう意味か理解できるなら、二回瞬きをしろ」

　威圧的な強気の態度でありながら笑顔で確認を取った。

　完全に心が折れたのか、二回でいいと言ったのに何十回も瞬きを繰り返している。

「ディスティニー頼む」

　ディスティニーはペタペタと足音を立てて近づくと、男の体に前足を添えて立ち上がり一度大きく瞬きをした。

　すると唇が一瞬にして色を取り戻す。

「口が動く……」

「これで会話が可能になったな。それじゃあ、色々と聞きたいことがあるから、噓を吐つかず正直に答えるように。いいな？」

「な、なんでも訊きいてくれ。だから命だけは、助けてくれよっ」

「それはお前の心掛け一つだ」

　しかし、予想以上に怯えきっている。ちょっと脅しが利きすぎたか。

「質問その一。人をどうやって操ったんだ？」

「そんなのゲームで得た力に決まって……ます」

　小馬鹿にした態度だったので、ディスティニーを眼前に持っていくと丁寧な物言いに変化した。

「ゲームで使える奇跡を……この世界でも使えるのか？」

「ああ、そうだ……です。ゲームで村を滅ぼしたり人を殺しまくるとレベルが上がって、現実世界でも奇跡が発動できる。本当に知らねえん……みたいですね。ということは、まだレベル１ってことか。……あれ、だったら、この石化とトカゲは奇跡の力じゃ？」

　最後の方は声が小さすぎて断片的にしか聞こえなかったが、ここまでの話に驚きを隠せない。

　先ほども男が言っていたが、このゲームにはレベルの概念があって、レベルが上がれば現実でも……奇跡が発動できる。というとんでも機能が実装されている、と。

　正直に言えば心当たりがまったくない……わけじゃない。ゲームを始めたときに読んだ説明文に、




　運命ポイントを消費して発動できるものはこちらとなります。村が立派になり住民が増えると奇跡の内容もグレードアップしますので頑張ってください




　と書いてあった。あれは単純にゲーム内で使える奇跡の種類が増える程度に捉えていたが、実はこういう意味合いも含まれていたのか。

　レベルアップの条件はこうか。




　・邪神側は村を滅すこと。

　・主神側は村を繁栄させること。




　その条件を満たした者はレベルアップをして現実世界で奇跡が使えるようになる。

　このゲームが普通ではないのは重々承知していたが、想像の更に上を行くのか。

「次の質問だ。聖書を買い取り、キャロルを誘拐しろと言ってきたヤツがいるという話だったが、そいつは誰で何が目的なんだ？」

「それは俺もわかんねえんだよ……です。噓じゃねえって！　スマホににいちゃんの住所と買い取りの内容が書かれたメールが送られてきたんだよ。マジなんだって。俺も怪しいとは思ったんだけどよ、このゲームのことを知っているヤツなんてごく僅かだろ。金さえあればポイントをガンガン増やせて、奇跡も発動し放題だ。少々怪しくてもやる価値はある、って思ったんだよ」

　純粋に金に目がくらんだ、ってことか。依頼主が気になるが、それ以上詳しい情報を持っているようには思えない。

「疑問だったんだが。《魅了》が使えるなら、俺をどうにか酔わすか弱らせて操れば済んだ話じゃないのか？」

　酔っ払ったり精神力が落ちた状態の相手にしか通用しない縛りがあるとしても、やりようによっては俺本人を操れたはずだ。

「あのな……ですね。敵対するプレイヤー相手に直接奇跡を使うのはルール違反なんだよ。もし、奇跡でプレイヤーに危害を与えたら問答無用でゲームオーバーになるらしいぜ。だから、あんたに直接奇跡を使えないから、こんな搦からめ手てで攻めたんだって……です」

　俺の知らないルールだ。これは邪神側だけのルールなのか、それとも主神側にも共通するものなのか。いや、それよりも……。

「ちょっと待て。そんな情報をどこで知ったんだ？　俺のゲームにはそんなのどこにも書いてなかった。もしかして、他のプレイヤーと交流があるのか？」

　ゲーム内にそんな説明は存在していなかった。それは間違いない。だとしたら、どこでそれを知ったのか。そこが問題になってくる。

「はあ？　何言ってんだ……ですか。あー、そうかレベルが上がってないから、交流広場がまだ開放されてないのか」

　男が小さく呟つぶやいた言葉を俺は聞き逃さなかった。

　交流広場って言ったよな。その言葉から思い浮かぶのは掲示板。ネトゲでプレイヤー同士が情報交換や雑談をする場で、運営が質問を受け付けたりもする。

「交流広場って、もしかしてネット掲示板か。でも、このゲームって情報のやり取りや内容を誰かに明かすのは違反行為だろ」

「ああ、それな。それが、ちょっち違うんだな。確かにこのゲームを誰かに話したらアウトだけどよ、例外があるんだぜ。プレイヤー同士なら問題ない……そうです」

　口調が荒くなるたびにディスティニーが睨にらみを利かせて敬語になるのは面白いが、それを見て和む心の余裕はない。

　ゲームの話題はプレイヤー同士なら問題ない、のか。

　新たに得る情報の数々。新事実に驚くばかりだが、疑問は尽きない。

「俺のことはメールで知ったようだが、キャロルや聖書について他のプレイヤーに話してないだろうな？」

　もし、他の連中にも知られていたら、今後もコイツみたいなのが次々に現れる可能性があるってことになるよな。

「俺は話してないけどよ。あのメールは邪神側に一斉送信されたみたいだぜ。交流広場はその話題で持ちきりだったからな。見りゃわかると思うけどよ、俺様はバンドやってんだ。バンド活動にはめっちゃ金かかるんだよ。スタジオ借りて、楽器揃そろえて、客集めるためにチケットばら撒まいて、なんてやってると金がいくらあっても足りねえんだ」

　そういうファッションが好きなだけ、ではなく本当のバンドマンだったか。心の中での呼称から「ふう」は抜いておこう。

「そんなときに顔写真と住所が書かれたメールが送られてきて、本かっぱらうだけで一千万くれるなんて、おいしい話を目にしたら普通やるだろ？」

　いっ、一千万!?

　おいおい、正気か。俺の聖書を奪ったら一千万もらえるなんて……。あ、でも、大きな村を滅ぼしたら五百万をゲットできたと山本さんが言っていた。

　そう考えると法外な値段だとは言えない、のか？

　金額もそうだが大きな問題があと一つ。一斉送信ってどういうことだよ！

「つまり、俺の顔も住所も邪神側のプレイヤーには知れ渡っている、ってことか！」

　激げき昂こうしてバンドマンの胸元を摑もうとしたが、石化していて摑むことができなかった。

「まあ、そういうこったな。俺様を退けたところで、次から次へと誰かやってくるぜ。一千万はでけえぞ。おまけにあのガキも連れて行ったらボーナスもくれるらしい」

　だからキャロルも狙うのか。どうする。どうすればいい。まさかの顔と住所バレって最悪じゃないか。

　今回はディスティニーのおかげでしのげたが、この偶然を再び期待するのは……現状に甘えすぎだ。

「なあなあ、そろそろこの石っころ解除してくれよ。情報は全部話したんだ。俺様はもう二度と狙わないって誓うからよー」

　へらへらと笑い、露骨に媚こびを売るコイツの言うことなんか信用できない。

　金のない人間が本を奪うだけで一千万を手に入れられる。こいつはこんなチャンスを簡単に手放すだろうか？

「さっさと解放してとんずらした方がいいんじゃねえか。今もどこかで他の連中が監視していて、その聖書とガキを狙っているかもしんねえぞ」

　その言葉に反応して辺りを見回す。

　見える範囲にいるのはヨーヨーに悪戦苦闘しているキャロルだけ。他に人影はない。

　だけど、男の言うこともバカにできない。次の刺し客かくが現れる可能性を否定できないのだから。

　今すぐここから離れるべきだが、問題はこの男。

　こいつの奇跡の力が厄介だ。人海戦術が使えて自分の手を汚さないですむ力は強力すぎる。このまま放置するのは……あり得ない。

　だとしたら、俺の選択は一つ。

「ああ、いいよ。石化は解除しよう。ただし……。ディスティニー、ここだけ石化解除することはできるか？」

　俺が指差したのはバンドマンの膨らんだポケット。

「お、おい、何をする気だよ！　まさか……待て待て待ってくれ！　それだけは、それだけはやめろ！　そこのトカゲ余計なことすんな！　くそっ、スマホが使えないから奇跡が発動できねえ！」

　俺が何をするのかを悟ったバンドマンが大声で叫ぶので、ディスティニーが気を利かせてくれて再び口元まで石化する。

　同時にポケットの石化も解いてくれたので、中を探ってスマホを取り出すと画面を確認する。

　そこに映るのは異世界の風景。あれから一日も経過していないというのに、再び異世界を覗のぞき見ることができたことに涙が出そうになる。

　偵察をさせているモンスターなのか、見慣れない一つ目の巨人が荒れ地を闊かっ歩ぽしていた。

　邪神側のプレイ内容に興味はあるが、今は時間勝負。

　異世界の映像は無視して、表示されている奇跡の種類を確認する。

《魅了》《誘惑》《操作》

　といったものが見える。これを使って人々を操っていたのか。

　俺も使えるのか試してみたいという願望はあるが、それどころじゃない。

「オプション欄は……《命運の村》と操作方法は同じだな」

　オブションを開いて《ゲーム放棄》の項目を表示する。

「やっぱり、あったか！」

　俺の《命運の村》にも存在していたから、あると信じていたが正解だったな。

　ちらっとバンドマンに目を向けると、顔面蒼白でこっちを凝視している。その目は涙目で「やめろ！」と叫ぶ声が聞こえた気がした。

　だけど俺はためらうことなく《ゲーム放棄》をタッチする。




　間違いありませんか？　はい　いいえ




　少し間が空いて再確認する文章が出てきたので《はい》を選択した。

　するとスマホの画面は山本さんのときと同じようにゲームオーバーの画面になり、スマホからゲームが消滅した。

　その瞬間男は白目を剝むいて大人しくなった。

　これでゲームは消え、一連の記憶も消滅した。もう、こいつが脅威になることはない。

　これで一安心、と油断するわけにはいかないよな。他の連中に襲われる覚悟は必要だ。俺だけならまだしも、家族や……精せい華かだって巻き込まれる可能性が高い。

　腹を括くくろう。色々考えて、やるべきことは見えた。あとは俺の決断一つだ。

「この状況を打破する手段はたった一つ。……キャロル」

『なあに？』

　紐ひもが絡まったヨーヨーを握って駆け寄ってくる。

　俺は屈かがんで視線の高さを合わせると、大きく息を吸ってから口にした。

「神様に会いに行こう」
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「神様って、運命の神様に会いに行くの？」

　俺の唐突な発言にキャロルはピンときていないようで、小首を傾げている。

「そうだよ。この頭がとんがっている人は邪神の手下らしくてね。どうやら、邪神の命令で聖書を狙っているみたいなんだよ」

　本当はキャロルもターゲットらしいが、そのことに関しては触れないでおこう。余計な心配はさせたくない。

「だから、運命の神様に助けてーってお願いしに行こうかと思ってね。直接頼んだら、キャロルがお家に帰れるのが早くなるかもしれないよ」

『本当に!?　だったら、行く行くー』

　俺の提案がかなり嬉うれしかったようで、笑顔になってぴょんぴょんと跳ねている。

　こちらの世界を楽しんでいるように見えたが……やっぱり、みんなのいる故郷に帰りたいよな。

　神様に会いに行く。荒こう唐とう無む稽けいな話に思えるだろうが、考えなしに発言したわけじゃない。現実的な話。聖書とキャロル狙いの邪神側プレイヤーが再び現れるのはほぼ確定事項だ。だとしたら、家でのんびり過ごす日常なんてあり得ない。

　今後の選択肢は二択だ。




　一つ、聖書を大人しく渡す。

　そうすれば狙われる可能性は減るかもしれない。だけど、キャロルもターゲットになっている。欲深い相手なら両方を奪おうとするはずだ。

　それに聖書は俺と村とを繫ぐ架け橋。これを手放してしまえば奇跡も神託も発動不可になる。《命運の村》をプレイできなくなってしまう。




　二つ、聖書もキャロルも渡さない。

　こちらを選んだ場合、邪神側との徹底抗戦になる。何人いるかも、どんな奇跡を使えるかもわからない邪神側プレイヤーに対するこちらの戦力は──少女、元引きニート、黄金のトカゲ。

　主戦力はディスティニー。石化の視線と毒の息が強力だが万能ではない。毒の息は風向きを考えなければ自爆してしまう。密室で使ったら同士討ち待ったなしだ。

　石化の力も有効なのは見える範囲のみなので遠距離や搦め手を使われると危険だ。どちらの能力もまだわからないことが多い。一度検証する必要がある。

『ヨシオ、神様はどこにいるの？』

　キャロルの素朴な質問に対し、あらかじめ用意していた答えを返す。

「北の寒いところに住んでいるよ」

　わからないから適当に答えた、というわけじゃない。相手が本当に神様なのかは不明だが、この《命運の村》を運営している連中がどこにいるかは心当たりがある。

　家に何度も届く貢ぎ物の小包。それに貼られた伝票に書かれていた住所。

　場所は──北海道だった。

　そこは偽装で実際は何もないのかもしれない。だけど、俺の摑んだ唯一の情報がこれなんだ。このゲームの詳しい情報とキャロルを帰す手段を得たいなら、このゲームの運営会社に訊くしかない。

　あと、《命運の村》を送ってくれたお礼と……苦情の一つぐらい言いたい。

「キャロル、うちに帰ろうか」

　これ以上、ここに留とどまるのは危険だ。

　気絶したままのバンドマンを放置して、俺はキャロルの手を引いて家路についた。
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　家の前で周囲を確認するが人影はない。先にキャロルを家に入れて、滑り込むようにして続く。そして扉の鍵を掛ける。

　ずっと辺りを注意して歩いてきたから、怪しさ全開だっただろうが恥や外聞なんてどうでもいい。そもそも、この十年で近所での評判は地に落ちている、今更だ。

　リビングに移動したキャロルがこたつに潜り込み、うとうとし始めた。色々あったから疲れて当然だな。

　和室で昼寝させようかとも思ったが、あまり離れない方がいいと判断してお姫様抱っこをして二階の自室まで連れて行く。

　俺の部屋で寝かしつける際に、抱き枕としてディスティニーを提供しておく。

　疲れと満腹ですぐに夢の世界へと旅立ってくれた。

「起こさないようにしないとな」

　俺はＰＣの前に移動すると、内ポケットに入れっぱなしだった聖書を机の端に置き、ディスプレイの電源を入れる。

《命運の村》専用となっているＰＣは、あれから付けっぱなしにしているがディスプレイの電源だけは落としていた。真っ暗な画面を見ると落ち込みそうになるから。

　こうやって画面を確認したところで変化はな……えっ!?

「どういう、こと……だ」

　画面に映るのは上空から見下ろした風景。

　一瞬、《命運の村》が復活したのかとぬか喜びしたが、この映像はどう見ても村じゃない。見覚えはあるが村ではない。

「これって俺の家か？　それにこの屋根は精華の家。あとはご近所だよな……」

　なぜか我が家と周辺のマップが表示されている。それもかなり鮮明な画像で、まるでネット検索して見ることができる衛星写真のようだ。

　だがそれとは大きく異なる点があった。我が家だけ二階の断面図になっていることだ。

　俺と沙雪の部屋、両親の寝室、トイレが、屋根と天井を透過して覗くことができる。

「これがキャロルで、これが俺、なのか？」

　思わず見上げるが視界の先にあるのは天井。当たり前だけど。

　ディスプレイを見ながら手を上げると、画面内の俺らしき人物も手を上げる。

《命運の村》を操作するときのようにマウスホイールを使って画面を拡大してみると……できた。

　キャロルの寝顔も、抱きつかれてあきらめた様子のディスティニーも、しっかりと映っている。

「なんで、こんなことに……」

　考えろ、考えろ。何か理由があるはずだ。今までならゲーム内の村が映されていた。それがどうして日本の俺の家が映っている？

　画面の中心にあるのは自室。ここに引っかかりを覚える。

「つまり、たぶんだけど……」

　机に置かれた聖書に視線を移す。原因はおそらくこれだ。

　キャロルと一緒にこの世界にやって来た聖書。ゲーム内ではこの聖書が重要な役割を担っていた。

　今は聖書がここにあるのでゲームの舞台が村からここに移った、と考えられないだろうか。

「驚くのも悩むのも後回しだ。やれることを調べよう」

　このゲームを始めてから驚きょう愕がくした回数は数え切れない。そろそろ、耐性が付いているはずだ。そう信じろ、自分を騙だまして冷静に判断しろ！

　今までの《命運の村》と同じ感覚で操作してみる。

　運命ポイントも表示されていて、奇跡やオプションの項目も閲覧可能。これはスマホで見たのと同じだ。

「ということは」

　スマホを取り出してゲームを起動させると、ＰＣと同じように上空からの映像が映し出されていた。

　ＰＣだけ急に操作可能になったわけではなく、《命運の村》が操作可能になった、ということか。異世界ではなく日本を舞台にして。

「自分の場所を空から眺められるだけでも欲しがる理由になるよな。超高性能な衛生を自由に使えるようなものだし。それに……こうやって室内まで覗き見できるとなれば、その価値は計りしれない」

　一千万もの金を出すという話をにわかには信じられなかったが、この機能が使えるなら大企業や国家が何億もの札束を積んでも欲しがるに決まっている。

「だけど、なんで急に映像が見えるようになったんだ？」

　キャロルがこの世界に来てからも、しばらくは画面が暗いままだった。

　ゲームの操作確認をしながらあれこれ考えてはみるが、謎が謎を呼び混乱していく。

「考えても答えが出ないことは後回しだ。まず、わかることから答えを出そう」

　あえて大きめの独り言を口にして、頭を整理する。

　過去ログの確認もできたので見てみると、キャロルが送られてきてからの会話文がすべて載っていた。

「村人たちの会話はないか。まあ、当然だよな」

　会話ログがないから村人たちは死んだ、と考えるのは早計だ。

　聖書が近くにないと会話が表示されないのは、ガムズたちが単たん眼がん赤あか鬼おにを倒しに行ったときに確認済み。

　他に何か現状を打破するヒントはないかと過去ログを探っていると、赤く書かれた文字を発見した。




　おめでとうございます。レベルが２になりました！




　まさかのレベルアップだと!?

　いつの間にレベルが上がっていたんだ？

　前後の過去ログを確認すると、どうやら山本さんが帰宅してキャロルが送られてきた辺りだった。レベルアップの実感はまったくないけど、あのタイミングだったのか。

　邪神側は人を倒し、村を滅ぼせば経験値が入ってレベルが上がる、とバンドマンが言っていた。だけど、主神側のレベルアップ条件は判明していない。

　村が繁栄したらレベルが上がる、というのは俺の憶測にすぎない。

　バンドマンからもっと詳しく情報を聞き出すべきだったという後悔はあるけど、いつ襲われるかわからない危険な状況で、尋問を続行する胆力が俺にはなかった。

「ゲーム脳で考えるなら、レベルアップの条件は村が一定の規模になる、もしくは隠された条件があってそれを満たす必要がある。……いや、むしろ全部ひっくるめた経験値によるレベルアップという線も」

　いくつかのクエスト……つまりゲーム内でのお題が提示されていて、それをクリアーする度にクエストボーナス、つまり経験値がもらえる。その経験値の合計が規定値を超えるとレベルアップ。

　これがゲームとしてのレベルアップ条件で一番多いパターンだ。毎回《邪神の誘惑》を耐えきると大量の経験値が得られていたとしたら、どうだ。

　更に経験値を溜める定番の行為といえば、モンスター退治。

　この二つの行為による経験値が条件を満たしていたら。

「村人がキャロルを送った後も生存していて、モンスターを撃退、《邪神の誘惑》を乗り切ったことで経験値を得てレベルが上がった。そう考えられないか？」

　辻つじ褄つまは……合う。この予想には願望が含まれてはいるが、もし正解なら村人が生存しているという証拠にもなる。

「そうだよな。俺が信じないでどうするんだ！　村人は生き残っている。それも全員無事に決まっている！」

　希望はないよりあった方がいい。これを真実と仮定して話を進めよう。

『ん、んー。パパ、ママ……』

　キャロルを起こしてしまったのかと慌てて振り返ると、険しい表情で寝言を呟いているだけだった。

　俺はキャロルの隣に腰を下ろして、金髪のくせ毛が印象的な少女の頭を撫なでる。

「大丈夫だよ。絶対に村まで連れて行ってあげるから」

　優しく語りかけると、表情が少し穏やかになった。隣で添い寝しているディスティニーも撫でておく。

　ちらっとこっちを見てチロチロと舌を出す横顔が「子守は任しておきな」と語っているかのように見えて、思わず苦笑してしまう。

　この場は頼れるディスティニーに任せて、俺は再びＰＣと向き合う。

「レベルが上がれば、できることが増えるって話だったよな」

　バンドマンは確か「レベルが上がってないから、交流広場がまだ開放されてないのか」と言っていた。つまり、レベル２に達した今なら使えるはず。

　奇跡やオプション欄を調べていると、文字列の中に新たな項目が増えていた。

《交流広場》

　これが話にあったやつか。この中ではゲームの情報交換が盛んに行われているのか。覗いてみたいという好奇心と、戸惑う心。

　このゲームには知らないことや謎が多すぎる。それが明らかになることへの恐怖。日常からかけ離れた現状が更に混こん沌とんとして深みにはまっていく。

　そんな自分の未来を想像してしまい、今になってためらってしまう。

「今までの自分なら、厄介事に自ら首を突っ込むことはなかったんだろうな」

　でも、今は違う。

　守りたい人たちがいる。

　やるべきことがある。

　返したい恩がある。

　マウスを摑むと《交流広場》を力強くクリックした。

「これって、あのネット掲示板にそっくりだな」

　日本で一番有名な某掲示板とデザインが酷似している。

　でかでかと《交流広場》という文字があり、その下にはいくつものスレッドがずらりと並んでいて、頭には番号が振ってあるポイントも同じだ。

　上から順に目を通してみると、





　１：モンスターを検証するスレ（１７９）

　２：【擁護】邪神アンチスレ【厳禁】（２３４）

　３：一番萌もえる従神って誰だと思う？（66）

　４：効率のいい運命ポイントの稼ぎ方教えます（16）

　５：おまいら禁止事項を正しく理解してるか（７）

　６：レベル３以上の上級プレイヤーが集うスレ（18）

　７：レベル２の底辺プレイヤーが愚痴るスレ（７）

　８：俺がお前の村を評価するぜ！（32）

　９：奇跡自慢（14）

　10：うちの村人がちょっと変なんだ（３）

　11：村づくりのアドバイス求む！（22）

　12：ドワーフって女性でも髭ひげ生えるんだな（５）

　13：最強の村人を決めよう（33）

　14：村人から離婚の相談をされた。俺独身なんだけど（４）

　15：教義の内容がどう考えてもおかしい（５）

　16：猫と犬の獣人が村にやって来た！（23）






「なんか、思ってたのと違う……」

　素直な感想が口から漏れる。

　掲示板はスレッドで埋め尽くされていて数は百以上ある。真面目なのもあるがタイトルが砕けすぎじゃないか。もっとこう、お堅いイメージだったんだが。

　試しに一番初めのスレッドを開いてみると注意事項が記載されていた。





　１、本名や住所の記載は禁止

　２、プレイヤーを特定できるような書き込みも禁止

　３、邪神側への誹ひ謗ぼう中傷は好きなだけどうぞ

　４、このスレッドには噓は一切書き込めない

　５、知られてはいけない禁則事項は他のプレイヤーが読むことはできない

　６、これは主神側プレイヤー専用掲示板なので邪神側プレイヤーは閲覧不可






　この時点でツッコミどころが満載だ。

　まず１の《本名や住所の記載は禁止》と２の《プレイヤーを特定できるような書き込みも禁止》に関しては既に破られているよな。バンドマンが掲示板では俺の話題で持ちきりだったという話をしていた。

　既に矛盾しているが、それは注意事項の６が関わってくるのだろう。《主神側プレイヤー専用掲示板なので邪神側プレイヤーは閲覧不可》

　つまり、主神側プレイヤーと邪神側プレイヤーは別々の掲示板を使っていて、お互いに交流できない仕様になっている。ということだ。

　４と５については眉唾ものだが後々検証してみよう。まずはスレッドの内容確認をするか。





　１：代表的なモンスターといえば緑みどり小こ鬼おにだよな

　２：あいつ中途半端に知恵があるから厄介なんだよ

　３：頭のいいサル程度だけどな

　４：じゃあ頭の悪い人間と同等か

　５：誰だ俺をバカにしたのは！

　６：サルの話じゃなくてサメの話しようぜ






　……完全に某掲示板で見慣れた光景だ、これ。真面目な話二割、雑談八割といった内容だな。実際、ためになるモンスターの考察もあったから後でしっかり読み直そう。

　でも今は参考になる有益そうなスレッドを覗きたい。

　いくつか心引かれるものがあったが、その中から《27：初心者質問スレ》に目を付けた。

「始めによくある質問と回答がまとめられているのか。ありがたい」

　これはかなり役立つ情報も得られそうだ。




　〇〇ポイントの〇〇に入る文字はプレイヤーが操作する神の名が入る

　俺は運命の神だから運命ポイントなのか、なるほど。




　神の総数は未いまだに不明だが神一体につきプレイヤー一人となるので、プレイヤーが操る神がダブることはない

　運命の神のプレイヤーは俺だけってことだ。




　主神軍と邪神軍にプレイヤーが分かれている。主神軍同士の争いは基本禁止。ただし、罰則があるかどうかは不明

　基本というところに引っかかるが、敵対したときの罰則があるかもしれないのに手を出すバカはいないと信じたい。




　レベルは最大５まである、らしい。４までは確実

　レベル２の俺はチュートリアルをクリアーした程度なのか。




　奇跡の力を犯罪行為に使用したらゲームオーバー

　これって主神側だけに適用されるルールなのか。邪神側のプレイヤーは別だよな。人を操って聖書を奪うのは犯罪行為だろ。




　スレッド内の文字はプレイヤーレベルに応じて見えない加工が施されています。黒文字はレベル制限なし。黄文字レベル３以上。赤文字レベル４以上

　たまに文字の色が違うスレッドがあったのは、そういう意味合いだったのか。

　本当かどうか確かめるために《レベル３以上の上級プレイヤーが集うスレ》をクリックしてみると、大半の文字が赤か黄色で《読めません》と表示されている。

　ツッコミどころや考察ポイントはいくつもあるが、それに対する疑問に答えるスレもあるみたいだから、後で熟読しておこう。

　今は質問を書き込むのが最優先だ。

「さて、どう書くか」

　ネット掲示板への質問や書き込みは慣れたものだけど、話し相手は全員プレイヤーなんだよな。それを考慮したうえで入力しないと。

「ええと、邪神側のプレイヤーが直接嫌がらせ行為をしてきましたが、ルール違反ではないのですか？　でいいか」

　書き込んだ数秒後に反応があった。





　５４３：噓乙

　５４５：ねえよ

　５４６：それはあなただけに見えるプレイヤーではありませんか？






「こ、こいつら」

　このノリは某掲示板で慣れている。こういう方が堅苦しくなくていい。ちょっと緊張していたが、完全にほぐれたよ。

　反応から察するに、俺の体験はレアケースってことか。





　５４７：待て待て。噓や妄想と決めつけるのは早くないか。ここでは噓は書き込めないルールってのを忘れてないか？

　５４８：言われてみれば……えっ、てことはマジなのか!?

　５４９：そうなら話は別だ！　おい、５４２詳しくよろ！






　流れが変わったな。ちなみに５４２というのは俺が書き込みしたときの番号だ。

「どう説明するべきか……。住所が邪神側に知られているらしくて俺の聖書を奪いに来た。聖書を一千万で買い取る輩やからがいるらしい。……これで伝わるか？」





　５５２：先生、〇〇を奪いに来たってなんですか！　それも〇〇万で、ってのも卑ひ猥わいな気配がビンビンするんですが！

　５５３：その文字は見えないな。禁則事項か

　５５４：俺の名推理によると「お尻」ではないか

　５５５：ＢＬと訊いてやってきました！

　５５６：腐女子は巣に帰れ






　何言ってんだこいつら。話の脱線具合が酷ひどい。

　……あっ、ちょっと待てよ。さっき読んだ掲示板の注意事項に《知られてはいけない禁則事項は他のプレイヤーが読むことはできない》とあった。

　つまり、聖書に関する話題は他のプレイヤーにバラすのは禁止ってことか。リアルで邪神側に襲われたことも含めて、聖書を手に入れたのもレアケースだったと。

　あのバンドマン、意外と正直者だったんだな。適当に噓を混ぜていると警戒していたんだが、今のところ発言内容に噓は見当たらない。

　掲示板のみんなに伝えられない内容があることを謝罪してから、もう一度詳しく説明をする。自分がこのゲームを始めて二ヶ月で邪神側のプレイヤーに二度狙われたこと。年末から今日までの出来事を、禁則事項をぼかしながら伝える。





　５６０：茶化していい話じゃねえな。運営に直接質問できるスレがあるから、そっちに書き込んでみろ

　５６１：これがマジなら、ってマジなんだろうけどよ。大問題じゃねえか

　５６２：運営から返事来たら内容教えてくれよ

　５６３：俺も興味ある

　５６４：全裸待機しているからよ

　５６５：服は着とけ

　５６６：俺がＥカップの女だとしたら？

　５６７：写真うＰ早う！






　まーた脱線している。とはいえ顔も知らない人々が、同じ境遇の者が知恵を貸してくれるのは純粋に嬉しく頼もしい。

　ゲームに関してはずっと一人で立ち向かわなければならないと腹を括っていたが、掲示板には同じ主神側プレイヤーがこんなにもいる。

　その事実だけで力が湧いてくる。まだ、俺は頑張れる。

　掲示板の住民の誘導に従って《運営に質問要望スレ》に移動して、この二日間に経験したことを包み隠さず書き込んだ。運営相手なら禁則事項もないはずだ。

　すぐに返事は来ないだろうと、興味のあったスレを覗いて内容を確認していると、不意にスマホが鳴る。

　画面を確認すると、発信者の名前が《運営》と表示されていた。
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　発信者が運営って、おいおいおい！

「このタイミングで、あの運営だよな……」

　スマホの電話帳に《運営》の電話番号なんて入れていない。そもそも、相手の電話番号なんて知らないのだから。

　だというのにスマホの画面に表示されている。

　コール音が何度も鳴り響く中、未だに通話に踏み切る勇気が出ない。

　前代未聞な一日を過ごしたので、今日はもう驚くことはないと思っていたが、甘かったようだ。大きく二度深呼吸をしてから電話に出る。

「あのー、もしもし」

『はい、どもどもー。命運の村の運営やっている者でーす！』

　明るく元気な声が鼓膜に突き刺さる。

　友達に電話したかのような気軽さで話をする女性の声。声の響きは若く聞こえるが、声だけで女性の正確な年齢を言い当てられるほどの人生経験は積んでいない。

「えっと、あの、どうも。運営さんですか」

『そうだよー。メール送ろうかとも思ったんだけどさ、あっちの連中にバレると厄介だからさ。文字に残すのって危険なんだ。だから電話』

「な、なるほど」

　そんなことより、どうやって俺の電話番号を知ったのか。なんで電話帳に運営の電話番号が登録されているのか。そっちの方が気になるけど黙っておこう。

『これも見張られている可能性があるから簡潔に伝えるね。僕のところまで来たらキャロルちゃんと聖書を元の世界に戻せると思うよ。本当は迎えに行ってあげたいんだけど、訳があって僕たちはこの場から動けないんだよ』

「帰らせる!?　本当ですかっ、ありがとうございます！」

　喜びで思わず大声が出てしまう。

『いやいや。そもそも、こっちのミスというかバグみたいなものだから。この展開はさすがに予想してなくてさ。今、てんやわんやでゲームを修正しているんだよ。聖書がこっちでも使えるように調整したり、大忙しだよ』

　あっ、だから急にゲーム画面が見られるようになったのか。

『まあ、こういう仕様漏れやバグを洗い出すためのテストプレイなんだけど』

　そういやこのゲームは[image: ]テスト中だったな。今の今までそのことをすっかり忘れていた。

「運営さんのいる場所というのは？」

『それは言わなくても、もうわかっているよね。これ以上は危険だから切るよー。良よし夫お君に会えるのを楽しみにしているからね。あーそれと、この会話内容は秘密でよろー。掲示板に書き込んでもみんな読めないからね』

「わかりました。あと……あっ、切られた」

　まだ訊きたいことはあったけど、一番知りたいことがわかったのでよしとしよう。でもツッコミどころ満載の会話だったな。

　運営が若い女性で一人称が僕なのにも驚かされたが、何よりもあの馴れ馴れしい口調。

　このゲームを作り出した運営はおそらく神。だから、威厳あふれる声をイメージしていたので脱力感が半端ない。

「神に会いに行くという発想は間違ってなかったのか」

　ＰＣ机の引き出しの中にしまってあった小包の伝票を取り出す。

　それには北海道の住所が記載されている。

「目的地はここで間違いない」

　怒ど濤とうの展開に翻弄されっぱなしだったが、ようやく自ら目的を持って動くことができる。

　伝票が入れてあった引き出しから預金通帳を取り出し、残高を確認してからネットで北海道までのルートと交通費を調べた。

「電車の陸路か、飛行機の空路。あとはフェリーの海路か」

　新幹線と飛行機は乗ったことがあるけど、それは家族旅行と修学旅行だけ。自分で一から手配したことはない。

　少し不安はあるが、こんなこと大人なら誰だって当たり前にやれることだ。そう自分に言い聞かせる。

　この程度のことですら緊張してしまう自分の情けなさを改めて実感しながら、北海道に行く方法をずっと調べていた。
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　一月二日。

　目覚めてから日にちを確認して驚愕する。

「まだ二日。……あれから、まだ三日目なのか」

　年末から濃密な時間を経験したせいで、もう一ヶ月ぐらい経過したような気分だ。

　あの《命運の村》と出会う二ヶ月前と比べたら、環境も俺自身も別人と言っても大おお袈げ裟さではない変化だと思う。




　──ストーカー吉永。山本さん。命の危機を二度。

　──不可思議な経験を何度も。




　そりゃ、一皮どころか何皮も剝けるよ。

　だからといって未熟な自分が改善されたわけじゃない。剝けたところで新たに未熟な俺が現れるだけ。

　そんな自分を改善したい、とは思っている。年相応の大人になりたい。だけど、今なんて北海道まで行く手続きにすら戸惑っている。

「意外だな。新幹線より安い飛行機もあるのか」

　どうやら航空会社によって値段が大きく異なるらしい。俺の中では飛行機は高級なイメージだったのだけど、これが今の時代なのか。

　ただ、正月は利用客が多いらしく他の日と比べてかなり割高な設定となっている。それでも想像よりもかなり安い。

「ええと、航空券は完売か品薄。手に入れるのは難しそうだな」

　もし乗れたとしても飛行機には大きな問題がある。俺とキャロルは問題ないだろうが、ディスティニーがなぁ。

　まず、爬は虫ちゅう類るいは持ち込み禁止。カバンの中に隠したとしても飛行場で荷物の検査がある。それをすり抜ける術すべがない。

　キャロルに抱っこしてもらって、ぬいぐるみと言い張るか？

　ＰＣ机の端に座ってこっちを見ているディスティニーをまじまじと見つめる。金色の凸でこ凹ぼこした鎧よろいのような体に大きな瞳。

「どうみても、無理だよな」

　移動時間が一番短縮できるが、空路は除外だ。

　となると次の候補は電車、それも新幹線が理想だけど。

　指定席の予約状況を確認するが、すべて埋まっている。自由席は当日に乗り込むことが可能みたいだけど、予想乗車率一五〇％って。

　年末元日と比べたら利用客は減っている。だけど、三日を過ぎるとまた乗車率は上昇していくようだ。

　世の中の働いている人たちは一月三日までは共通して休みの人も多いけど、四日以降は仕事が再開する社会人もいるから帰宅が重なる。五日から仕事だとしても、早めに家に帰っておきたいはず。

　……そうだよな。十年間引きこもって、普通に働いている人の生活に触れてこなかったから、こんな常識にすら考えが及ばなかった。

　俺としてはできるだけ早く出発したい。邪神側のプレイヤーに対する危機感もあるが、もう一つ大きな懸念がある。それは、家族の存在だ。

　みんなは四日に帰って来ると言っていた。となると、それまでに家を出発しておかないとキャロルと鉢合わせしてしまう。

　家族に紹介して自慢したい気持ちもあるが、絶対にややこしい事態に陥るよな！　間違いない！

　父には無言で睨まれ、母には疑われ、妹には蔑まれる未来が明確に想像できる。

　俺とキャロルの安全を考慮して、明日の一月三日を出発日としよう。自由席狙いで混雑は覚悟する。

　となると自由時間は今日だけ。キャロルが楽しめるように目一杯おもてなしをしよう。俺の住む世界を好きになってもらえるように。
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　一月三日。旅立ちの日だ。

　昨日は近所の商店街やショッピングモールに行くぐらいしかできなかったが、それでもキャロルの目にはすべてが新鮮に映ったようで、見てるこっちが嬉しくなるぐらい、ずっとはしゃぎっぱなしだった。

「昨日は楽しかったかい？」

　朝食を食べ、着替え終わったキャロルは満面の笑みで大きく頷く。

　こたつから出て、お気に入りのクマのリュックサックを背負うと、俺に見せつけるようにその場でくるりと一回転した。

『すっっっごく楽しかったよ！　神様の世界ってすごいね！　おっきいのがどーんってあって、人がいっぱいいて、キラキラして、物語の世界みたい！』

　うんうん、今日は朝からテンション高いな。昨日ショッピングモールで買った服も凄すごく似合っている。

　淡い色のセーターと、ピンクの花があしらわれたロングスカート。元がいいから子供モデルみたいだ。

　この服を選ぶのにも一時間ぐらいかかったんだよな……。子供とはいえ女性の買い物の長さを甘く見てはいけない。いい勉強になった。

　邪神側プレイヤーの襲撃を警戒しつつ、あえて人の多い場所を選んで行動するように心掛けていた。人の目に付く場所で大胆なことはできないだろうと。
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　これは掲示板で相談した際のアドバイスに従った行動だ。

　掲示板といえばあれから何度も覗いて、新たな情報をいくつか得ることができた。

　奇跡は現実世界で使うとゲーム内よりも威力が弱まる、という事実。それも複数人同時や広範囲は大量のポイントを消費してしまうので、レベル２、３程度では難しいそうだ。

　なので、人が多い場所だと敵からはターゲットが絞りにくいだろうと判断した。俺が奇跡の範囲に入ったら、プレイヤーへ直接攻撃したことになり、相手は即ゲームオーバーだからな。

　……と、あれこれ理屈を並べてはみたが、結局のところはキャロルが両親や村人のことを思い出す暇もないぐらい、楽しい一日を過ごしてほしかった。

　ただそれだけなんだ。

「両親と精華にも北海道に旅行だと伝えておいたしな」

　昨晩、父に電話で本当のことをぼかしながら、いつも物を送ってくれる村に行ってくると伝えると、

「そうか。ご迷惑を掛けないようにな」

　と言うだけで深く追求はしてこなかった。いつものように言葉数は少なかったが、喜んでいるように聞こえたのは、俺の願望が聞かせた幻聴だったのかもしれない。

　精華に至ってはキャロルのことを知っているので、あっさりと話が通じた。それどころか、新幹線の指定席の予約までやってくれるという、至れり尽くせり。

　そのことに関して礼を言うと、

「ちょっとツテとコツがあってね。防寒対策はしっかりしてね。お土産は期待していいのかな？　いってらっしゃい」

　快く送り出してくれた。

　キャロルが起きているときは、ずっと相手をしていたのだが、早寝の習慣が付いているので夜の八時には抱き枕代わりのディスティニーと一緒に寝てくれる。

　そこからは俺の時間だ。寝るまで情報収集に充てていた。昨晩の掲示板はかなり盛り上がったな。

　ゲームの世界について疑っていたのは俺だけではなく、プログラムなんかじゃなくて実際にある異世界なのでは、と考えているプレイヤーが大半だったという現状。

　奇跡の内容は自分が演じる神様によって異なっていて、例えば水の神の従神《清流の神》のプレイヤーなら、奇跡の内容はちょっとした水の操作と汚い水を浄化できることらしい。

　その人はレベル３でアウトドアが趣味らしく、浄化の奇跡はかなり便利だと熱く語っていた。

　そんな話を聞いて一つ新たな疑問が浮かんでしまった。他のプレイヤーの奇跡には《ゴーレム召喚》も《天候操作》も存在していないことだ。

　運命の神のオリジナル奇跡なのは理解できたが、その二つって運命と何か関係があるのだろうか？

　と、しばらく悩んでたどり着いた結論は、もしかして、運命の神って《運》と《命》も操れるのでは？

　運が悪く雨が降ってきた。晴れて運がよかった。なんて表現するよな。その場の運を操って天候を操作する。

　そして《ゴーレム召喚》は像に仮かり初そめの命を与える奇跡。と考えたら辻褄が合うような気もする。ここら辺の疑問は神様に直接聞いてみるか。

　他のプレイヤーとの共通点は神託はどの神も可能で、やはり聖書を媒体として伝えるそうだ。

　プレイヤーの奇跡の力の内容を知れば知るほど、運命の神って当たりの部類ではないかと思い始めている。現実世界では他の奇跡の方が有用みたいだけど、村を発展させる能力としてはかなり有利な力だ。

　恵まれた神だったのに、能力を活かしきれなかったことを反省するばかりだ。

『ヨシオ、ぼーっとしてどうしたの？　お出かけしないの？』

　至近距離で名を呼ばれて、はっとする。思考の海に深く潜りすぎていて、周りが全然見えていなかった。

　下から心配そうに覗き込んでいるキャロルと、その背中のクマのリュックサックから顔を出し、同じように見上げているディスティニー。

　今回の旅にはディスティニーも同行してもらう。

　今までの窮地を乗り越えてこられたのは、すべてディスティニーの能力によるもの。今後もボディーガード兼、キャロルの抱き枕として活躍を期待させてもらうよ。

　それと、もう一つ理由がある。

　ディスティニーの頭を撫でて呟く。

「お前も異世界生まれだもんな」

　卵の状態で送られてきたから故郷を覚えてもいないだろうが、広々とした世界を駆け回りたいよな。今はトカゲにしか見えないけど、本当はこの世界に存在しない生き物、バジリスクなんだ。お前の住む世界はここじゃない。

　運営にディスティニーのことも送り返せないか頼むつもりでいる。

「じゃあ、行こうか。忘れ物はないね？」

　もう一度、お互いの荷物を確認して玄関の扉の前に立つ。

　二ヶ月前は玄関扉が重く巨大な門のように思えたが、今はただの扉でしかない。

　ドアノブを握りしめて勢いよく開け放つ。

「行ってきます！」







[image: ]




『うっわー。お祭りより、いっぱい人がいるよ！』

「そうだね。だからはぐれないように、ちゃんと摑んでいるんだよ」

『うん！』

　俺のコートの裾をしっかりと右手で摑みながら、辺りを観察しては驚きの声を漏らしている。ちゃんと相手してあげたいけど、まずは時刻表の確認だ。

　俺たちは今、駅の自販機前にいる。新幹線が止まる駅だけあってかなり大きく、人通りも多い。

　駅には晴れ着姿の女性が何人もいる。彼女たちは今から初詣にでもいくのだろう。なんて、他の人たちに目を奪われている場合じゃない。

　俺は自販機の前に立ち、初めての切符受け取りの手続きをしている。二人分の新幹線代はかなーり痛かったが、背に腹は代えられない。

　精華は「旅費立て替えようか？」と言ってくれたが、予約の手続きもやってもらったのに、これ以上甘えられないと丁重にお断りした。

「インターネット予約の受け取り、でいいんだよな」

　やり方はネットで調べたので間違いないはずだが、初めてのことは緊張してしまう。なんとか切符を受け取ると、興味津々なキャロルの手を引いて改札の前に立つ。

　ふっ、ここから先は余裕だ。高校には電車通学していたから慣れたもんだ。

「キャロル、今からお手本を見せるから同じようにするんだよ？」

『うん、わかった！』

　誰にもできることなのに、キャロルは何も知らないので尊敬の眼まな差ざしを注いでくれている。大袈裟だとは思うが悪い気はしない。

　堂々と改札機に乗車券を入れて通ろうとすると、目の前で俺の邪魔をするように小さな板の扉が閉じられた。

「えっ？」

　今ちゃんと乗車券入れたよな？

『ヨシオ？』

　不思議そうな顔でこっちを見るのはやめてほしい。戸惑いと恥じらいで顔が徐々に熱くなってくる。何も間違ってないはずなんだが。

　俺があたふたしていると、駅員が小走りで駆け寄ってくるのが見えた。

「すみません。乗車券と特急券を重ねて入れてください」

「そうなんですか、すみません」

　いや、なんで二枚も切符があるのかとは思っていたよ。こっちは車内で見せるのかと思っていたら違ったのか。車内で切符を確認するシーンをドラマで見たことがあったから、そういうものだと思い込んでいた。

『ヨシオ、どうしたの？』

「……ここで働いている人が謝ってきたんだよ。こちらの間違いでした、ってね」

　すまない、駅員さん。言葉が通じないのを利用して濡ぬれ衣ぎぬを着せてしまった。

　今度は正しく改札を通り、キャロルも問題なく通過する。自分たちの乗る車両を確認してから、ホームで待つ間に駅弁を購入。

　電車の旅でやってみたかったことの一つが、車内で駅弁を食べること。

　他人が聞いたらあまりにも小さな望みだと笑われるかもしれないが、あのまま引きこもり生活を続けていたら不可能なことだった。

　当たり前のことが当たり前にできる。その素晴らしさに気づくことはなかった。

『ねえねえ！　どうやって、あんなに長い大きいヘビみたいなのがビュンビュン、スゴい速さで走ってるの!?　魔法なの？』

　目を輝かせて質問をしてくるキャロルにしてみれば、この光景は当たり前ではないんだよな。

「魔法じゃないよ。これはね神の世界の技術。誰にだって使える力なんだよ」

『じゃあ、キャロルもあれを走らせられるの？』

「ちゃんと勉強して使い方を覚えたらね」

『そうなんだ、すっごいね！』

　自分の手柄でもないのに、日本の技術を褒められると誇らしくなる。

　新幹線が停車して中へと乗り込むときに、キャロルは緊張のあまり顔がこわばっていたが、覚悟を決めて車内に飛び込む。

『食べられてないよね？』

「ヘビじゃないからね、大丈夫だよ」

　まだ怯えているキャロルの手を引いて、自分たちの席を探す。

　新幹線の車内は二人用と三人用の席が並んでいるが、俺とキャロルは二人席だ。

「ここだな。キャロルは窓際をどうぞ」

『いいの？　やったー！』

　正直に言うと俺は乗り物酔いしやすい体質だったから窓際がいいんだが、子供に譲るべきだよな。それに邪神側が手を出してくる危険性を考えると、奥に座らせておくべきだ。

『ヨシオ、出してあげていい？』

　クマのリュックサックを下ろして席に座ったキャロルが、ファスナーに手を伸ばして俺の返事を待っている。

「そうだね、足もとに置いてファスナーだけ開けてあげようか。息苦しいだろうからね」

『うん』

　ファスナーを下ろすと、そこからひょこっと金色のトカゲが顔を出す。

　中は少し窮屈だったのか、前脚を広げて体を伸ばす姿がオッサンっぽい。

「悪かったな。しばらくゆったりしていてくれ、ディスティニー」

　床に寝転んで丸くなると、そのまま目を閉じた。

　通路から姿が見えないように、俺のカバンで視界を塞いでおく。これで近くに寄ってこない限りはディスティニーの存在がバレることはない。

　車内に大きなトカゲを持ち込んでいるのが見つかったら間違いなく大おお事ごとになる。そこは注意しないと。

『動いているのに揺れないよ！　すっごい静かだね』

　言われて気づいたが、もう出発していたのか。

　色々と考えすぎていて肩に力が入り、周りが全然見えていない。こんな調子では、ミスをやらかしそうだ。油断するのもダメだけど、緊張しすぎるのもよくないな。

　隣ではしゃぐキャロルの声が周りの迷惑になりそうだったので注意しようとしたが、そこで違和感を覚えた。

　キャロルの声が車内に響いているが、そんなに大声じゃない。……奇妙なぐらいに車内が静寂に包まれているから、こんなに響くんだ。

　座る前に確認したが車内は満席。全員が一言も話さない無口な人ばかり……なんて偶然はあり得ないよな。子供連れの家族が何組もいるというのに。

「キャロル、ちょっと静かにしてくれるかな」

『あっ、ごめんなさい』

　口を両手で押さえて恐縮するキャロルには悪いが、そっちを気遣う余裕がない。

　キャロルも黙ると余計に車内の異様さが際立つ。どこからも話し声がしない。聞こえるのは新幹線の走る音のみ。

　耳を澄まして辺りを警戒していると、隣の車両に繫がる扉の開く音がした。

　前の座席の背もたれから少しだけ顔を出して前方を注視する。

「噓、だろ……!?」

　あり得ない光景に思考が止まる。

　扉から現れたのは異形の化け物。緑色の肌をした──鬼だ。

　その姿は初見じゃない。ゲーム内で何度も目撃している。

『ヨシオ、あれ、緑小鬼だよ』

　怯えた表情で俺の腕を摑み、小刻みに震えているキャロル。

　少しでも恐怖を和らげるために何か言ってやりたかったが、口は開くが声が出ない。緊張のあまり喉がカラカラに渇いてしまっている。

　ＰＣ画面越しだとここまで恐怖を感じることはなかった。生身で見るとこんなにも違うのか。そこに存在するだけで異様な迫力がある。

　リアルの世界に不釣り合いな異形の化け物。現実から乖かい離りした空間。

　冷や汗が一気に噴き出て、体が小刻みに震える。

　村人たちはこんな存在を相手にしていたのか。体験して初めて知る本物の恐怖。

　今すぐにでも逃げ出したい。こんな思いをするなら、何もかも手放してまた引きこもった方がマシ──じゃない。

『ヨシオ……』

　俺の服の袖をぎゅっと握りしめて怯える、か弱い存在が隣にいるんだ。

　もう、現実から逃げるのはやめたんだろ！

　だったら、この少女を守らないと！

　唾を飲み込み、両手をぎゅっと握りしめて小さく息を吸う。

「キャロル、頭を下げて静かにしているんだよ」

『う、うん』

　キャロルの頭を撫でると立ち上がり、通路に出る。

　俺の姿を捉えた緑小鬼が数メートル先で立ち止まった。新幹線の車内に異形の化け物がいるというのに、乗客は誰一人として騒いでいない。

　乗客の中に邪神側のプレイヤーが潜んでいるのではないかと警戒して見回すが、見える範囲にいる乗客のすべてが目を閉じていて、ぐっすりと眠っている。

　全員が疲れて眠っている、なんてわけがないよな。

　もう一度、緑小鬼を正面から見据えて観察する。

　身長は俺より少し低いぐらいか。腰に動物の皮を巻いているだけで、他は緑の素肌を晒している。腕も脚も筋肉質で荒削りの棍こん棒ぼうを握りしめている。

　ゲームで見たどの緑小鬼よりも、一回り以上は大きい。それでも体格だけなら俺の方が上だ。しかし、相手は化け物だ。その事実だけで勇気が覆されそうになる。

　緑小鬼が邪神側のプレイヤーとなんらかの関わりがあるのは、まず間違いない。

　これは想定外だった。まさか、こんなにも人の目がある場所で仕掛けてくるとは。

「なんで緑小鬼が日本にいるんだ」

　と問い掛けてはみたが、返事をするわけないよな。

「本と少女を渡せ」

　まさかの返答。それも予想外に滑舌のいい話し方をする緑小鬼。

　こいつ人の言葉を話せるのか？

　ゲーム内では奇声を発するだけで、一度も会話している場面を見たことがなかった。……この緑小鬼はなんなんだ？

　一番可能性が高いのは奇跡の力で召喚されたモンスター。邪神の奇跡に《召喚魔法》やそういった類いの力があっても不思議ではない。

　もし、モンスターの召喚が現実世界でも可能だとしたら、厄介にもほどがある。

「本と少女を渡せ」

　何も言わない俺に業を煮やしたのか、緑小鬼が同じ言葉を繰り返す。

「嫌だ、と言ったら」

「実力行使をするまでだ」

　そう言ってジリジリと間合いを詰めてくる。

　相手は棍棒で武装している。対する俺は素手。体格では勝っているが、俺に戦いの経験なんてあるわけがない。正直、戦って勝てるかは怪しい。

「本って何のことだ？」

　モンスターが求めている物が聖書だというのはわかりきっていたが、一応とぼけてみる。

「しらばっくれるな、聖書だ。素直に渡すのであれば危害は加えない」

　見た目に反して、知的で冷静な対応をしてくれる。あのバンドマンよりスムーズに会話が成立している。

　当たり前だが聖書の存在は知っている、と。

「緑小鬼のあんたがなんでこんな場所にいる。誰かに強制的に操られているのか？」

「余計な詮索に答える義理はない。聖書と少女を渡せ」

　無用なお喋りはしないタイプか。見た目は人外だが会話が成り立つことで、俺は少し冷静さを取り戻してきた。

「断ったら実力行使をすると言っていたが、それはルール違反なんだろ。プレイヤーが直接危害を与えるのは」

「……レベル１の初心者だと聞いていたが、情報に齟そ齬ごがあったようだ。修正の必要ありか」

　ある程度はこちらの情報を摑んでいると。今の会話で俺のレベルが２以上なのを瞬時に理解したようだ。

　大きく息を吐き、隣に目を向ける。

　ズボンをぎゅっと摑んでいるキャロルに囁くと、少し考えてから俺に耳打ちをする。

「妙な真似はよせ。奪う手段ならいくらでもある」

「じゃあ、ルール違反ゲームオーバー上等で奪ってみたらどうだ？」

　肌身離さず持っている聖書を内ポケットから、ちらっとのぞかせて元に戻す。

　一瞬、ピクリと反応したがそれだけか。

　もし相手が強引な手段で奪おうとしてきたら、俺が前に出て防げばいい。こいつが奇跡で召喚された存在なら、プレイヤーである俺に危害を加えたら一発アウトだ。

　殴り掛かってきたら避よけずに食らう。大おお怪け我がも死ぬのも勘弁だから防御はするけど。でも、それは最終手段だ。相手を穏便に引かせるためには……。

「その姿作り物だよな。幻覚か変身かそういった奇跡持ちなのか？」

　一つの可能性を口にしてみた。

　奇跡の内容は、演じる神によって様々なのは掲示板でのやり取りで学んでいる。そして、その内容に特殊能力の類いがあるだろうことは予想がつく。漫画やアニメやゲームで何度こういう設定の能力を目にしてきたと思ってんだ。

　十年間の引きこもり生活で、そういう知識だけは人一倍あるからな。

「よくわかったな」

「えっ、当たり？」

「何か言ったか」

「いや、別に」

　カマを掛けただけなのに、まさか的中するとは。言ってみるもんだな。

　緑小鬼の姿が乱れてその姿が消える。代わりにそこにいるのは一人の男だった。

　くたびれたスーツ姿で髪の毛がかなり後退している、少し腹の出た中年男性。一言で表現するなら、どこにでもいそうな冴さえないサラリーマン。

「能力まで見抜かれたのは意外でしたよ」

「緑小鬼にしては身長が高すぎる。ゲームで見たのはもっと低かった」

　幻覚や変身の能力でありがちな弱点が、自分の体より小さい物にはなれないことだ。

　幻覚で自分を包み込まないと、本体の姿が見えてしまう。ゲームの緑子鬼は人間の子供ぐらいの身長だった。さっきのは明らかに体格が良すぎる。

　それに見抜けたポイントはそれだけじゃない。

　滑舌だ。向こうの世界の住民にとってこの世界の言葉は発音が難しい。それはキャロルを見ていればわかる。

　異世界の言葉を自動翻訳しているのではないかと疑いもしたが、キャロルに確認したら「緑小鬼が何を言ってるかわかんない」と言っていたので、こいつが日本語を話していたのは確かだ。

　まあ、すべてが可能性の一つであって、予想が外れている可能性も考慮していたが、相手があっさり認めてくれたのでよしとしよう。

「バレてしまったらしょうがありませんね。では、その聖書を売ってくれませんか？」

　温和に見える表情で、営業マンのような口調で話し掛けてくる。

「強引に奪うんじゃなかったのか？」

「ただで手に入れば儲もうけが増えますからね。そりゃ、そっちの方が望ましいでしょ。でもこうなってしまったら、お互いに儲かる方向で交渉すべきかなと」

　相手の話を信じるなら、身の危険はなくなったように思える。だけど、これはこれで面倒な話になりそうな予感がする。

　でも、武力交渉よりも会話の方がマシだ。とはいえ、油断はしないでおこう。

「金か。ちなみにいくら出すつもりなんだ？」

「そうですね半額の五百万ではどうですか？」

　つまり一千万で売れるということだ。バンドマンは噓を吐いておらず、この中年サラリーマンも金額を誤魔化さなかった、という認識でいいのか？

「あなた、長い間ニートで引きこもってましたよね。お金必要なんじゃないですか？」

「……そんなことまで知っているのか」

「ええもちろん。本業……ああ、わたくし本業は営業マンでして。セールス品を売るついでに、ご近所で情報収集してましたから。まさか異界の子供と一緒に北海道へ旅立つほど、活動的になっているとは思いもしませんでしたが」

　近所での聞き取り。……そんなことまでやっていたのか。

　早めに決断をして家を出たのは間違いじゃなかった。

「私はね、お金に困っているのですよ。ゲームの課金とギャンブルだけが生きがいで、気がつけば借金の山。嫁や娘は呆あきれて家を出ていきました。仕事は借金を返すためだけにやっているようなものです。人生に夢も希望もありませんでした」
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　ただの自業自得じゃないか。俺も人のことは言えないが、この人は絵に描いたようなダメ人間だ。

「そんな私に幸運が舞い降りたのですよ。この夢のようなゲームで稼ぎ、更に臨時ボーナスとしてあなたの聖書と異世界からの訪問者である少女。その二つを売れば借金も完済できて、また課金と博ばく打ちに没頭できるのですよ」

　どうしようもないダメ人間の話を聞いて、ある共通点に気づいてしまった。

　もしかして……邪神側のゲームをやっている人は金に困っている人が多いのか？

　山本さんも、バンドマンも、目の前のサラリーマンも金に困っている。邪神側のゲームはポイントを換金できるシステム。

　……これを偶然と言うには、あまりにも出来過ぎている。だけど、俺も金に困っている側だったのに主神側。何か他にも判断基準があるのか？

「お金が必要なのはわかったけど、聖書もこの子も譲る気はない。どっちも俺にとってかけがえのない存在だから」

「交渉決裂ですか。残念ですが引き下がるとしますよ。あっと、もし気が変わったらいつでもご連絡ください。ここに名刺置いておきますね」

　やけにあっさりあきらめると、サラリーマンは足もとに名刺を置いてこの車両から出て行こうとする。

　本当に交渉だけが目的だったのか。

　男は扉を開けて車両を移動する直前に振り向くと、

「私はこれにて失礼しますよ。もし、次があるなら連絡してください」

　不吉な言葉を一方的に残して立ち去った。

　警戒しながら名刺を拾うと、会社名と電話番号。それに名前も書いてある。

『ヨシオ、もう大丈夫なの？』

　俺の腰にしがみついて、心配そうに見上げるキャロル。

「話し合いは終わったよ。たぶん、今は大丈夫かな」

　最後の言葉が気になるが、ただの負け惜しみだと信じたい。

「だけど、ああいう危ない人もいるから、一人で行動したらダメだよ。いいね？」

『うん！』

　席に戻り深々と腰掛ける。

　周りから人の声が聞こえないということは、まだ眠っているのか。

　緊張が解けた途端に襲ってきた眠気に従って、このまま俺も寝てしまいたいが、こんな状況で無防備な姿を晒すほど間抜けじゃない。

　駅に到着するまでは睡魔と戦うしかないか。

『ヨシオ、ヨシオ……お腹なか空すいた』

　ぐーっとかわいく鳴るお腹を押さえて、赤い顔をしているキャロル。

「お昼過ぎていたね。よーし、駅弁食べようか！」

『やったー！』

　悩んでばかりいてはキャロルを不安にさせるだけなので、強引にテンションを上げておどけてみせる。

　腹が減っては戦ができぬ、って言うもんな。まずは腹ごしらえといこう。
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『なんとか住めるようにはなりましたね』

　見るからに聖職者っぽい──元は純白だった服を着ている長く茶色い髪の美少女が言った。教会で神に祈っているのが似合いそうな格好なのに、土に汚れながら瓦が礫れきを運んでいた。

『そうだね。ここら辺の瓦礫はほとんど取り除けたかな』

　その少女の隣で汗を拭うのは、艶やかな黒髪を束ねた美形の人。エルフだからなのか中性的な顔なので性別の判断は難しいが、俺はその人が女性だと知っている。

『二人とも休憩したらどうだ』

　洞窟を守るように囲んでいる丸太の杭くいを補修していた男が声を掛ける。

　顔や腕に無数の傷痕があり、どこか無愛想にも見える顔をしているが実は気遣いのできるいい男だ。

『そうですね、お兄様。なんとか柵の穴は塞がりましたから、外敵の心配は減りましたし』

『物もの見み櫓やぐらが無事でなによりだ。馬の方は残念だったが』

　洞窟の前に土台だけ残っている建造物の跡がある。

　一つは夫婦が住んでいた家でもう一つは馬小屋だった。それが今は見る影もない。物見櫓だけは奇跡的に無事だったようで、変わらぬ姿を晒している。

　三人が地面に転がっている丸太に腰掛け、一息吐いていると洞窟から人影が二つ歩み寄ってくる。

『カンさん、ランさんお疲れ様です。お二人も休憩されては？』

『うん』

『そうする』

　相変わらず言葉足らずの二人が歩み寄ってくると、土がむき出しの地面に寝転ぶ。

　どう見てもレッサーパンダにしか見えない獣人の二人は夫婦で、木工作業を得意としている。

　水浴び好きな二人の体毛が見る影もないぐらいに汚れているのは、復旧作業を頑張ってくれているからだ。

『ロディスさんたちも一緒に休憩するように伝えてきますね』

　立ち上がろうとした妹の手を兄が摑む。

『いや。二人きりの方がいいだろう。俺たちがいたらいらぬ気を遣わせてしまう』

『そう……ですよね。私は間違っていたのでしょうか。キャロルだけでも助けたいと神へ託したのは』

　落ち込む妹の肩に手を添えて、優しく抱き寄せる兄。

　妹はそっと目を閉じると、その肩に頭を預ける。

『あの時はみんな助かるとは思っていなかった。だから、チェムの判断は間違っていなかった。と私は思うよ』

　その妹に歩み寄り、静かな口調ながらも励ますエルフの女性。

『ありがとうございます、ムルスさん』

　獣人二人が何度も頷いて同意している。

　全員の目は崩れた洞窟の方に向いていて、視線の先にいるのは黙々と復旧作業を続ける夫婦だった。

　いつもは頼りない顔つきでおどおどしている印象だったのに、キリッとした表情で使い物にならない道具をまとめている元商人。

　隣で寄り添うように作業をしているのは、肝っ玉母さんとして村人を支えていた女性。……今はその面影もなく、生気の失われた顔で感情を表に出さずに手を動かしていた。

『ライラ、少し休んだほうがいい』

『あなたこそ』

　互いを心配しているが、その声は今にも消え入りそうだ。

　憔しょう悴すいしきっているのが一目でわかる。二人とも娘の身が心配なのだ。

　ここで元気にやっていると伝えてあげたいが、その手段がない。

『ライラ、私は娘にいつか会えると信じている。今は運命の神に預かってもらっているだけだってね』

『でも、あなた。運命の神のいる場所に行けたとしても、どうやって戻ってくるのですか。私たちはもう二度と娘に会えないの……では』

　涙目で訴える妻を強く抱きしめる夫。

『大丈夫、きっと会える。運命の神は今も我々を見守ってくれているはずだよ。僕たちが信じないでどうするんだ。大丈夫、大丈夫』

　いつもは妻が夫を引っ張っているイメージだったが、いざというときは頼りになる。

　みんな、もう少し待っていてくれ。必ず、必ずキャロルを無事に届けるから！
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「やっぱり、そうだよな……」

　目が覚めると村人の姿はどこにもなく、新幹線の車内が見えるのみ。

　夢──なのは知っていた。俺が見たいと願った、願望が見せた都合のいい夢。それでも、久しぶりに村人と再会できて嬉しかったな。

「和んでいる場合じゃないか」

　姿勢を正し、まだ若干ぼーっとしていた意識を覚醒させる。

　寝ないと誓っていたのに、満腹感と精神的疲労に負けて眠ってしまっていた。スマホで時間を確認すると昼を少し過ぎたぐらい。

「あれから二十分ぐらいか……」

　隣を見るとキャロルが俺に体を預けて熟睡している。内ポケットに入れておいた聖書もちゃんとある。

　気をつけようと誓ったばかりなのにこの顚てん末まつか。油断大敵だと警戒していたはずなのに情けない。

　寝ている間に襲われた形跡もない。邪神側にとっては絶好のチャンスだったはずなのに手を出してこなかった。本当に潔く引き下がったのか？

　それならそれで助かるが、そんな甘い人物だとは思えなかった。となると、何か別の理由があって襲わなかったのではなく、襲えなかった、とか。

　うつむいて考え込んでいると、カバンの隙間からこっちを見ているディスティニーと目が合う。

「もしかして、代わりに見張ってくれていたのか？」

　俺の問いに対する返答は沈黙。答えはわからないが、無事であることを喜ぼう。

　少し落ち着いたことで周囲の変化に気づく余裕が出てきた。

　寝る前は静まりかえっていた車内だったが、今はそこら中から人の声が聞こえる。眠っていた人たちが起きて雑談をしていた。

「奇跡の力で眠らされていて効力が切れたのか？　どっちにしろ元に戻ったみたいだ」

　もし乗客の睡眠も奇跡の力なら、あのプレイヤーにそういう能力もあるか、別のプレイヤーが協力していると考えた方がいい。

　乗客が起きたことで手を出しにくくなったのかもしれないな。運良く無事でいられた幸運に感謝しつつ、今度こそは眠らずに過ごそうと心に決めた。
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　長い長い時間乗り続けて、俺たちは目的の地──北海道にたどり着いた。

　新幹線の終着駅から別の電車に乗り換えて一時間と少し、初めて駅の外に出る。

『ヨシオ、見てみて！　白いよ！　うわあああ、さっむいね！』

　あまりの寒さに小刻みに震えているだけの俺とは対照的に、駅前を元気に走り回っているキャロル。子供は風の子とはよく言ったもんだ。

　向けられた満面の笑みに対して、引きつった笑みしか返せない。あまりの寒さに表情筋が凍り付きそうだ。

「シンプルに寒い。痛い」

　呟いた言葉が白い湯気となって口から吐き出される。

　電車を降りて駅の構内をうろついてから外に出たのだが、凍いてつくような寒さとはこのことだ。

　この駅は新しく綺麗な建物で、駅前もそれなりに繁盛しているように見える。少なくとも我が家の最寄りの駅よりかは立派だ。

　駅前には大きな広場とロータリーがあるが、すべて雪が積もっていて一面の銀世界。

　それを美しい、と思ったのは一瞬だけ。容赦なく吹き付けてくる寒風に観光気分が吹き飛ばされていく。

　我が家も地理的にはそこそこ寒い地域なのだが、北海道とは比べものにならない。それに俺はこの十年、暑い日も寒い日も外に出ないで、エアコンの恩恵にあずかっていた。

　そんなふ抜けた体を寒風が容赦なくなぶってくる。

「一回、駅の中に戻ろう」

『えー、出たばっかりだよ？』

「あー、色々と準備があるんだよ」

『はーい』

　なんだかんだいっても聞き分けのいい子だよな。わがままをほとんど言わないので、同行していて困ることが滅多にない。

　親戚の甥おいっ子なんて酷かったからな。他人の家の冷蔵庫を勝手に開けて中身をあさり、食事ではクチャラーで好き嫌いが多く、文句を言いたい放題。

　あの物静かな親父が激怒して「このサルを二度と連れてくるな」と自分の妹を叱りつけたぐらいだ。

　その点キャロルは……ロディスとライラの躾に感心するばかりだ。

　駅に戻り、喫茶店に入ると隅っこの席に座る。温かい飲み物とケーキと唐揚げも頼んでおく。飲み物とケーキはキャロルのものだが唐揚げはそうじゃない。

「ディスティニー、大丈夫か？」

　席に置かれたクマのリュックサックのファスナーをそっと開けると、使い捨てカイロを抱いて丸まっている──ディスティニーがいた。

　衣を取り去った唐揚げを渡すと両手で挟み込んで受け取り、勢いよく齧かじり付いている。

　トカゲの姿をしているだけあって寒さには弱いらしく、リュックサックの中でずっとカイロを手放せないでいる。

「好きなだけカイロ使っていいからな？」

　俺の言葉に反応して弱々しく頷く。

　その姿を見てカバンからタオルを取り出し、体に巻き付けてやった。これで少しはマシだろう。

　簡易カイロはいくつも入れておいたので、寒さに耐えきれなくなったら使ってくれるだろう。一度やり方を教えたら、自分で開けて使っていたからな。同行者は少女とトカゲだが両方お利口で助かるよ。

　スマホを取り出して、連絡が来てないか確認する。

　清掃のアルバイトの方は社長に連絡して北海道に旅行だと伝えている。仕事の方は「開始が五日からだが、しばらくは問題ないから楽しんでこい」と言ってもらえた。

　それとなく山本さんのことを尋ねると、年明けに神社で偶然会ったら妙に元気になっていて仕事へのやる気が半端ないらしい。なので俺が手伝わないでもなんとかなるそうだ。

　社長の話を聞いて安心すると同時に、自分がいなくても支障がないことに少しだけ寂しさを覚える。

「これが社畜の心境かっ」

　……本物の社畜に聞かれたら殴られそうだ。

　温かい紅茶を飲んで一息吐く。対面でおいしそうにケーキを頰張るキャロルのほっぺにクリームが付いている。ハンカチで拭ってあげると、ちょっと恥ずかしそうに体をもじもじさせる姿を見て、思わず微笑んでしまう。

　今更だが、第三者から見たら俺とキャロルはどう見えるのだろう？

　金髪のかわいい子供を連れた、冴えない男。

　キャロルが懐いてくれているので、周りから変な目で見られることはないが、違和感しかない子連れだ。警察に関係を訊たずねられたらどうしよう。まさかとは思うが、誘拐犯とかに間違えられないよな？

　いざという時の言い訳を頭で組み立てていると、スマホの着信履歴に気づいた。

「なんかいっぱいあるぞ。誰から……あっ」

　調べてみると母、父、妹、精華から着信があった。

　メールやＳＮＳにもあるな。スマホを使い始めて間もないこともあって、着信の通知をよく見逃してしまう。いつの間にこんなに溜まってたんだ。

　昨日、北海道旅行へ行く話をしたら、父さん以外は驚いてあれこれ言われたからな。たぶん、今も心配して連絡を入れてくれたんだろう。

　全員に電話すると時間がかかるので、家族と精華がグループになっている共通のＳＮＳに書き込んでおく。

「北海道に到着しました。今から村に向かいます」

　北海道旅行とは伝えているが、俺が運営に会うためにゲーム会社に向かっている話は伏せている。当たり前だけど。

　キャロルに関しても、精華に頼んで家族には黙っていてもらうことにした。余計な詮索が面倒だからという言い訳を信じてくれたのか、それとも色々と察してくれたのかは不明だが、協力はしてくれるようだ。

　もう一つの問題がディスティニーのことだ。家に帰ればケージにいないのが一目瞭然。何か言ってくるのは間違いないので、説得する内容を真剣に考えてみた。

「ディスティニーの体調が少し悪くて、それを村の人に相談したら一度連れてきてほしいって言われたんだよ」

　ということにした。急に北海道旅行を決断した理由としても使える便利な設定。そう言われるとディスティニーに夢中だった妹も父も何も言えないようで、一応は納得してくれたようだ。

　すべてが上手くいってキャロルだけじゃなくディスティニーも異世界に無事戻れたら、妹と父には怒られそうだよな。あんなにかわいがっていたから。

　家に帰った後のことを想像すると憂鬱になるが、今は考えないでおこう。

　紅茶を口にして意識を切り替える。

　さーて、問題はこれからだ。北海道に到着したのはいいが、運営がある雑居ビルの場所はまだまだ遠い。

　北海道の端から端って大阪東京間ぐらい距離があるので、到着したからといって油断するわけにはいかない。

　目的地までのルートは確認している。迷わずに確実に行く方法はタクシーらしいが、ここまでの交通費で懐がかなりヤバい。宿泊費や帰りのことも考えると、これ以上の出費は避けたいところ。

　ゲーム制作会社の場所も都会ではなく、聞いたこともない地名の小さな町。

　となると、バスと電車の乗り継ぎしか方法はない。この交通ルートの最大の問題は大雪で交通が遮断、もしくはダイヤが大幅に乱れる可能性があることだ。

　天気予報を確認する限りでは大雪の恐れはないようだけど。

　時刻表を確認すると、乗車予定のバスは二十五分後に到着するようだ。外は晴天だけど外気は凍てつくような寒さ。時間ギリギリまでここで暖を取っておこう。

『ヨシオ、また馬のない馬車……ええと、ジドウシャに乗るの？』

　今、ジドウシャの部分だけ片言で聞こえた。つまり、そこだけ頑張って日本語で話してくれたのか。昨日テレビを観ている際に、自動車について教えたのを覚えていたのか。

「そうだよ、大きな自動車。……バスって言うのだけど、それがもうちょっとしたら来るから、それまでここで待ってようか」

『あのね、あのね。お外で待ったらダメ？　雪もっと見たいの』

　小首を傾げ、甘えるような声で頼むキャロル。

　うぐっ、そんな仕草で言われたら断れない、よな。

「すっごく寒いよ？」

『うん、でも雪人形作りたい』

　雪人形というのがよくわからないけど、たぶんこっちで言うところの雪だるまの異世界バージョンのことだよな。

　そういや、雪だるまを最後に作ったのはいつだろう。中学生ぐらいかな。これだけの積雪があれば、かまくらだって作れそうだ。

「よーし、じゃあバスが来るまで雪遊びしよっか」

『やったー、ヨシオ大好き！』

　喜びのあまり抱きついてきたキャロルを見て懐かしい気持ちになる。沙雪も昔はこんな感じで「お兄ちゃん、お兄ちゃん」と懐いてくれていた。

　……今はその面影は微み塵じんもないけど。

　駆け足で外に飛び出していくキャロルの後を追って、俺も外へと一歩踏み出した。

「寒っ！」

　覚悟を決めていたというのに、すぐさま回れ右したくなった。

　吐き出す息が真っ白で鼻が痛い。ガタガタ震えながらもキャロルの姿を追う。雪の上を元気に走り回っている。

「若いっていいな」

　おっさん臭い呟きだが、心からの感想だ。

『雪人形、一緒に作ろ？』

　駆け寄ってきたキャロルに手を摑まれて、広場まで引っ張られていく。このままだと凍え死にそうだから、一緒になって動いた方がマシだ。

　と自分自身を強引に説得して鼓舞すると、キャロルと雪遊びをする決意をした。







『キャッキャッ、えいっ』

「おっ、やるなー」

　雪玉をぶつけられたお返しに、下投げで雪玉を放り投げる。

　キャロルは跳ねるようにして避けると、雪人形の後ろに隠れて雪玉製作を始めた。

　あれから、雪人形というの名の雪だるまもどきを作ってから、まだ時間が余っていたので二人で鬼ごっこや雪合戦をして遊んでいる。

　アルバイトで鍛えた体力があるからなんとかなっているが、これが引きこもり時代なら三分も持たなかったな。子供の体力は無限、とはよく言ったもんだ。

　童心に返って遊んでいたが、そろそろ俺の体力が尽きる。

「はあはあ、ふううぅ。キャロル、そろそろバスが来るからここまでにしようか」

『はーい』

　キャロルが雪まみれになっていたので、体の雪を払い落としてやる。

　あることが気になったのでキャロルが背負っているリュックサックのファスナーを下げる。中でタオル二枚に包まれ、カイロを三つ抱え込んでいるディスティニーと目が合った。……寒そうだな。

「大丈夫か？」

　俺がそっと声を掛けると、大きく二度瞬きをした。

　リュック内でごそごそと動いたかと思えば、中に入っていた新しいカイロを取り出し、器用に封を切って手で揉もむ。それを大切そうに抱きしめると背中を向けて丸まった。

　言葉は交わせないが、その背中が「まだまだいけるぜ」と語っている。

「本当にヤバくなったら知らせるんだぞ」

　こっちを見て大きく頷いたので大丈夫、だと思う。

　ふと空を見上げると、あれほど晴天だったのに今は厚い雲で覆われている。雪が今すぐにでも降ってきそうだ。そうなると、ますます気温が下がるな。

　駅の壁に大きな時計があったので時間を確認すると、バスの到着まであと五分程度。そろそろバス停に並んでおくか。

　予あらかじめ確認しておいたバス停へ視線を移すと、そこには一台のバスが停車している。他に乗客の姿がないので既に乗り込んだ後なのかもしれない。

　ここで置いて行かれたら次のバスまで１時間近く待たないといけないので、キャロルの手を摑んで小走りで駆け寄っていったのだが、その足取りが徐々に遅くなり完全に止まる。

『どうしたの、ヨシオ。バスに乗るんだよね？』

「あ、ああ、そうなんだけど」

　天気が荒れる前に出発して次の目的地まで行かなければならない。それは重々承知しているのだけど、足が進まない。

　違和感、とでも言えばいいのか。バス停とバスを見つめていると胸がざわつく。

　何か変だ。何かおかしい。

　よく見るとバスの扉は開いていない。にもかかわらず、外で乗客が一人も待っていない。それなりに大きな駅のバス停だというのにだ。

　電車から降りた乗客はかなりいたはず。車が迎えに来る人や、そのまま駅内で別の路線に乗り換えた人がいることを考慮しても、俺たち以外の乗客がいないなんてことはあり得るのか？

　年末から厄介事に巻き込まれて警戒心が強くなっているだけ、と言われたらそれまでだろうけど、どうにも違和感が拭えない。

　それに広場に俺たち以外は誰も人がいないのはどう考えても変だ。

『行かないの？』

　急かすキャロルの頭に手を当てて「ちょっと待って」とだけ伝える。

　出発まで残り時間は三分を切った。遊んで火照っていた体は完全に冷え切り、このままだと風邪を引きかねない。

　乗るか、やめるか。どちらにしろ早めに決断をしないと。

　スマホを取り出して他の移動方法を調べてみるが、一番早く着くルートはこのバスで間違いない。更に操作をしてからスマホを戻す。

　もう一度、駅構内に目を向けると人が何人もいるが、外に出てくる気配はない。ここが正面玄関のはずなのに、全員が素通りしてかなり離れた別の出口から出ていくのが見えた。

「キャロル、一旦駅に戻るよ」

『う、うん』

　従ってくれてはいるが、その顔は納得していないように見える。そりゃそうだ。行こうとか、戻ろうとか意見をコロコロ変えられたら、そんな顔にもなるよな。

　駅構内に戻ろうとするとガラスの扉が──消えていた。

　比喩でもなんでもなく、そこにあるべきガラス扉が綺麗さっぱり消滅していた。代わりにあるのはコンクリートの壁。

　数十分前に通った場所なので勘違いの可能性はない。

『あれっ、扉ないよ？』

　戸惑うキャロルの記憶とも一致している。

　俺は小さな手をぎゅっと摑むと後ろへと振り返り、大声を放つ。

「出てきたらどうですか、羽は畑ばたけさん」

　新幹線でもらった名刺に書かれていた名を口にした。
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「おや、お気づきでしたか」

　バスから降りてきた一人の冴えないサラリーマン。新幹線でも遭遇した──羽畑で間違いない。

　この人、搦め手を使ってくる割に、あっさり認める潔さだけはあるようだ。

「そのバスも幻覚ですよね。本当はもっと小さいワゴン車とか？」

「おやおや、それも当てるとは。なかなか侮れませんね」

　右手を掲げて指を鳴らすと、そこにあったバスが消え、代わりに現れたのは一台のワゴン車。清掃の仕事で使っている白のワゴン車と同じ車種に見える。

　窓には目隠し用のカーテンが取り付けられていて、中に誰かが潜んでいたとしても俺からは何も見えない。

　新幹線の緑小鬼と同じようにバスの幻覚で包み込んでいたようだ。

「駅構内の人も幻覚で騙して、ここに近づけないようにしているのか？」

「まあ、そんなところです」

　この羽畑という男の奇跡は《幻覚》でほぼ間違いない。それも少なくとも二ヶ所同時に発動が可能だ。ワゴン車と正面玄関の扉で証明されている。

「あんた、他に仲間がいるだろ」

「おやおや、どうしてそのようなことを思ったのでしょうか。とても興味がありますので、ご教示願えませんか」

　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいとはこのことなんだろうな。口調は丁寧なのに小馬鹿にしたような声の響きにイラッとする。

「奇跡で直接プレイヤーに危害を加えてはならない。必然的に搦め手が必要となる。そのワゴンだってバスの幻覚を使用して俺が中に入るのは、ルール違反かどうか微妙なラインだろ。博打好きのようだが、そんな分の悪い賭けに出るか？」

「なるほど、なるほど。続きをどうぞ」

　羽畑はわざとらしく感心したように大きく何度も頷く。

「幻覚は俺たちが近づいたら消して、中から誰か協力者が出てきて捕獲、って流れじゃないのか」

「おー、これは素晴らしい。引きこもりでニート。未来のないダメ人間だと思っていたのですが、これはなかなか頭が冴えているではないですか」

　完全に俺のことをバカにしているな。……そう言われても仕方のない生活をしていたのは事実なだけに反論ができないけど。

　大粒の雪が降る中だというのに、興奮状態のおかげなのか寒さはさほど感じない。それと俺にしがみついているキャロルから伝わってくる温もりも大きい。

「しかし、どうやってバスの幻覚を見抜いたのでしょうか。我ながら完璧な幻覚だと自負していたのですが」

　確かにバスのクオリティーは素晴らしかった。隣に本物を並べても違いがわからないぐらい完璧なバスの幻覚だった。

　見抜けたポイントはこの雪だ。ワゴン車よりも大きなバスの幻覚には雪が積もらず、そのまま透過して消えてしまっている。

　偶然降ってきた雪で見破ることができた──訳じゃない。スマホを取り出して移動方法を調べた後、奇跡《天候操作》で雪を降らせたのだ。

　俺もレベル２になったことで、この日本で奇跡を発動することが可能になっている。そこで雪を利用して幻覚かどうかを調べさせてもらった。

「それで次の手はどうするんだ。また交渉でもするのか？」

　ニヤリと口元に笑みを浮かべて強気な対応をする。隣で不安顔のキャロルを勇気づけるためにも動揺は表に出さない。

　それにいざという時は頼れる相棒がいる。

　一瞬だけリュックサックに視線を向けると、少し開いているファスナーの隙間から手だけをちょこっと出して、任してくれと指を一本立てていた。

　心強いよ、ディスティニー。

「交渉は既に決裂していますからね。更に条件を良くしたところで、お気持ちは変わらないのでは？」

「わかっているじゃないか」

「プレイヤーは直接危害を加えてはいけない、というのがネックですよね。となると、私としても不本意ではありますが……他人の手を借りる手段しか残されていないわけで」

　大きくため息を吐いた羽畑が今度は左手を振り上げる。

　すると、ワゴン車の中から三人の男が出てきた。全員が髪を茶色に染め、ニヤついた顔に派手な服装。一言で表現するなら「軽そう」だ。

　ストーカーの吉永と一緒にいた連中と似た格好で、近い雰囲気だ。

　羽畑の言うことを信じるなら、こいつらはプレイヤーではなく部外者ということになるが、それはそれで問題があるはず。

「プレイヤーにゲームの情報を教えるのは禁止だろ」

「もちろん、禁止事項ですよ。だから私は彼らに、割のいいバイトがあると誘っただけです。本を奪って少女を連れてきたら大金を差し上げると。少女を拉致したところで、国籍もありませんから罪にも問われませんし」

　金で雇ったチンピラか。

　これなら奇跡も関係なく、プレイヤーが直接危害を加えたことにもならないのか。ルールの穴を突いてきたな。

　ワゴンのカーテンも外からの目隠しというよりは、中にいた連中に幻覚を見せないように配慮したのか。

「おいおい、変なことを言わないでくれよ。俺たちはオッサンのお友達から貸した本を返してもらう。そこのガキはオッサンの子供を預けていただけ、って話だろ」

　ニヤニヤと笑いながら否定しているが、その顔が犯罪行為だと理解していることを肯定している。

「これは失礼しました。そういうお話でしたね。では最後の交渉です。本と少女を渡してもらえませんか？　もちろん、タダで」

　圧倒的有利になったら、けち臭くなりやがった。まあ、前より金を積まれたところで渡す気は微塵もないけど。

「断るに決まってるだろ」

　キャロルを抱き寄せてきっぱりと断る。

　それを見て羽畑は肩をすくめると、嬉しそうに破顔した。

「ですよねー。ではでは、残念ですがお願いします」

「「「任せろ」」」

　じわじわとにじり寄ってくるチンピラ三人。

　ここで俺の取るべき行動は決まっている。キャロルのリュックサックに手を突っ込むと、タオルに包まれたディスティニーを取り出し、相手に突きつける。

「動くな。容赦はしないぞ」

「なんだ、そのキモいトカゲは」

　ディスティニーを見て顔をしかめるチンピラ。

　その反応にイラついたのか、尻尾を激しく振って威嚇するディスティニー。

「爬虫類程度でビビるとでも思ってんのか？」

「皮剝いで焼いて食っちまうぞ」

「ペットショップに売っちまおうぜ」

　足を止めることもなく、余裕の態度も崩さない。油断してくれるなら、それでいい。上手い具合にこっちが風上で、ヤツらは風下にいる。

「ディスティニー、毒の息でアイツら倒せ──」

「皆さん、まとまったままにならないようにしてください。彼は散布できる麻ま痺ひ薬を所持していますので」

　羽畑からの注意が飛ぶ。それを聞いて三人が互いに距離を取り、半円状に俺を取り囲んだ。

　こいつ、ディスティニーの能力を知っている！　あのバンドマンとの戦いをどこかから見ていたのか？

「ヤバい薬も持ってんのかよ。マジでお前の方が犯罪者なんじゃね？」

「失礼な事を言うな！」

　軽く引いているチンピラに怒鳴っておく。

　今毒の息を吐いたところで風向きの関係上、一人しか巻き込めない。となると……。

「おいおい、よそ見してんじゃねえぞ」

　考え込んでいる隙に側面に回り込んでいたチンピラが飛び掛かってきた。

　せめてキャロルだけはかばおうと、咄とっ嗟さの判断で覆い被かぶさるように背を向ける。

「背中ががら空……な、なんだ、体が動かねえ!?」

　背後から聞こえる悲鳴に振り返ると、走り出すポーズのまま首から下が石化している、チンピラ像があった。

　誰がやったかなんて考えるまでもない。俺に抱きつくように貼り付き、顎を肩に乗せているディスティニーがやってくれたに決まっている。

　全員一気に石化できれば話は早いが、実は石化の視線は一つの対象にしか発動できないことが判明している。なので二人を石化するのは不可能。

「どうなってんだよ！　こいつは無力なニートなんだろ！　話が違うじゃねえか」

「なんで、石みたいになってんだよ！」

　石化したチンピラを目の当たりにして、残り二人の腰が引けている。

　そりゃいきなり石になった人を見たら、耐性のない人間はこうなるよな。驚きもしないで受け入れている俺の方が異常なのだから。

　今がチャンスだ。強気で脅したらチンピラは戦意をくじかれるはず。

「お前たちもこうなりたいなら……かかってこい」

　手でくいくいと招くような仕草をして、相手を挑発する。

　それを見た無事な二人がゆっくりと後あと退ずさっていく。

「少女はもういいです。先に本を手に入れた人には報酬を三倍払いますよ！」

　このタイミングで羽畑が余計なことを言いやがった。

　躊ちゅう躇ちょしていた二人は顔を見合わせると同時に頷き、俺を挟み込むように左右から襲いかかってきた。

　異能力を目の当たりにしたくせに、どんだけ金に困ってんだよ。金の力って偉大だな！

「うぎゃああ！　目が喉がっ、うごっ。ごほっごほっ！」

　左から迫るチンピラにはディスティニーが毒の息を吹きかけてくれているが、問題はもう一人。

　石化を解除させてこいつにかけ直してもらうには時間が足りない。相手はもう目の前に迫っている！

『えいっ！』

　俺が迷いを見せている間に、なんとキャロルが飛び出し、チンピラの足にしがみついた。

「なんだ、このガキ。てめえはもう用済みなんだよっ！」

　チンピラが拳を振り上げてキャロルの頭を殴ろうとしたのを見て、俺は前に飛び出していた。

「うちの子に何すんだ！」

　チンピラの脇腹に向けて全力の前蹴りを叩たたき込む。

　完全に俺から意識が逸それていたので避けられるわけもなく、チンピラの体がくの字に折れ曲がって横に吹き飛ぶ。

　慌ててキャロルに駆け寄り、その肩を摑む。

「大丈夫か、怪我は!?」

『う、うん。大丈夫だよ。ありがとう、ヨシオ』

　無事な姿を確認して安堵の息を吐く。

「よかった……。無茶はしないでくれよ」

『ごめんね、ヨシオ』

　抱きしめると少し震えている。そうだよな、大人の男に立ち向かうなんて怖いに決まっている。それでも、俺のために勇気を振り絞ってくれたのか。

　……ありがとう、キャロル。

「おやおや、雇った人たちが全滅ですか。はした金で動く程度の連中はあてになりませんな。困った困った」

　言葉とは裏腹に羽畑の表情には余裕がある。

　チンピラは全滅。なのにこの態度。何かまだ奥の手があるのか？

「そろそろ、あなたも力を貸してくれませんかね」

「しゃーねえな、俺様の出番か」

　ワゴン車から新たな増援が一人出現したのだが、その姿を見て絶句する。

　金髪の尖とがった髪型にダメージの入りすぎたジーンズ。

「無事、だったのか……」

「おうよ。また会ったな、にいちゃん」

　神社近くの公園で襲ってきたバンドマンがそこにいた。

「おうおう、ハトがなんとか鉄砲食らったような顔しやがって。なんで俺様が無事なのかが不思議か？」

　その問い掛けに思わず頷く。

「あのスマホは予備のスマホで、映っていた映像がそもそも幻覚だった、としたらどうするよ」

　その言葉を聞いて瞬時に理解した。

　羽畑に視線を向けると、手で頭の上に大きく丸を作っている。……ほんと、腹の立つ男だ。

「あのときから既に組んでいたのか」

「正解ですよ。まずは敵の戦力を知り、情報を集めることが最優先ですからね」

「なかなかの芝居だっただろ？」

　あれが芝居だったのか。あんな迫真の演技ができるなら、バンドマンはあきらめて役者に転向したらどうだ。

「おや、芝居だったのですか。私が協力して襲おうと提案したのに、独り占めしようと独断で動いて捕まって返り討ちにあったのでは？　スマホの幻覚も私が念のために仕込んでいたもので、あなたは知りませんでしたよね？」

「それは言わない約束だろ……」

　そういうオチか。でも、納得がいった。神社での一件も羽畑と二人ががりだったら本気でヤバかったはずだ。

　謎が解けたのはいいが、現状は何も変わらない。厄介な敵が一人増えてしまった。

「無駄話はこれぐらいにして、役に立ってもらいますよ」

「わかってんよ。ほら、とっとと働け」

　バンドマンがスマホを操作すると、毒の息で気絶していたチンピラと、腹に蹴りを受けて悶もん絶ぜつしていたチンピラがすっくと立ち上がった。

「弱っている連中を操るなんてお茶の子さいさいだぜ。そのトカゲの変な息も既に気絶しているヤツには通用しないんじゃねえか？」

　そうきたか。こっちの能力がネタバレしているのがきつい。それを知ったうえで対策を練ってこられると話が変わってくる。これも羽畑の指示なんだろうな。

　手っ取り早い方法はバンドマンを毒の息で気絶させることだが、食らった経験があるので警戒して近づこうとしない。風下も避けている。

　チンピラの石化を解いて、バンドマンにかけ直すのも考えたが……石化させたところで奇跡の効力が消える保証はない。

　それにそれをやると、今度はチンピラの一人がフリーになる。

　ここは……脱だっ兎とのごとく逃げる。これしかない。

「キャロル、合図したら全力で走って逃げるよ」

『うん』

　キャロルにだけ聞こえるように囁くと、小さく頷き返してくれた。

「あー、そうそう。逃げようとしても無駄ですよ。ほら、後ろ」

　羽畑が後ろを指差すが罠わなかもしれない。と警戒しつつ、一瞬だけ振り返る。

　そこには作業服を着て、立ち入り禁止の看板を手にした二人の男がいた。

「こちらに人が来ないように通行止めしてもらっていたのですが、こちらに来てもらいました。備えあれば憂いなしって素敵な言葉ですよね。私は子供の頃、備えあれば嬉しいなと勘違いしていましたが」

　そんな幼い頃の失敗トークなんてどうでもいい。まだ味方が潜んでいたから、余裕の態度を崩さなかったのか。

　万事休すか。前方には操られているチンピラ二人、石化チンピラ一人。少し離れた右奥には羽畑とバンドマン。

　そして後方には作業服姿の男が二人。

　右側には駅があるがここから距離がある。左側にはバス専用の道路があるが広場から少し離れている。

　雪が本格的に降り始めているせいで、外に出ている人が見える範囲に誰もいない。

「ということで観念してください。では、聖書と少女も奪っちゃいましょうか」

「おうよ。お前ら本とガキ連れてこい」

　バンドマンの命令に従い、虚うつろな瞳のチンピラ二人が歩み寄ってくる。それも風上から。

　どうする、どうすればいい。

　石化を外してかけ直し、更に息を止めて至近距離から毒の息を吐いてもらうか。一か八かの要素が強いけど、やるしかない。

　ディスティニーに目配せをして囁くと、大きく頷いてくれた。

　一歩、二歩と距離が縮まっていく。あと二歩相手が踏み出したところで仕掛ける！

　そう決意した瞬間、目の前の男が視界から消えた。

　代わりに視界に割り込んできたのは、跳び蹴りをする女性だった。

「えっ」

　今の驚きの声は自分なのかそれとも羽畑たちなのか、それすら判断がつかない。敵側も啞あ然ぜんとして時が止まったかのように棒立ちになっている。

　意表を突かれたなんてレベルじゃない。誰だこの人!?

　前髪をまっすぐに揃えたおかっぱのような髪型に女性用のスーツ。短めのスカートからすらりと伸びた足は黒のタイツをはいている。

　年齢は二十代前半、沙雪と同じぐらいに見えた。

「やっほー。私の美脚に見とれちゃった？」

　妖艶に微笑むと俺に向けてウィンクをする。この状況で軽口が叩けるなんて、肝っ玉が据わっている女性だ。

「どなた……ですか？」

[image: ]

　素直な疑問を口にする。敵を吹っ飛ばしてくれたのだから味方だと思いたいが。

「説明はあと、あと。今は主神側とだけ言っておくわね。じゃあ、とっとと逃げましょうか」

　そうだった。今は誰かなんて重要じゃない。羽畑たちから逃げることが最優先だ。謎の女性への詮索も後回しでいい。

「まさか、あなたにも味方がいたとは。我々が組んでいるのですから、当然といえば当然の結果とも言えますね。しかし、友達が多いタイプには見えないのですが」

　羽畑……。一人で納得するのは勝手だが、さらっと俺を傷つけるようなことを言うのはやめてくれ。

　戦況が少しだけマシにはなったが、相手には羽畑、バンドマン、チンピラゾンビ二体、作業服のが二人。石化されたままのチンピラが一人。で、今吹っ飛ばされたチンピラがむくっと起き上がった。

　こっちは戦力が一人増えたが、相手は結局変わらない。

「誰か知らねえが、やってくれるじゃねえか。あの姉ちゃんの方が厄介そうだ。二人でハグしてやれ」

　バンドマンの命令に従い、操られているチンピラが彼女に迫る。

「あなたたちも眺めていないで働いてください」

　羽畑も作業服姿の二人に指示を出すと、渋々といった感じで近づいてきた。固い結び付きではないようだ。

　俺は謎の女性の前に進み出ると、ゾンビのようなチンピラに向かって構える。

　あの蹴りは見事だったが女性に任せて後ろで眺めているだけなんて……できるか。

「あれ？　かばってくれるんだ。男前なことしてくれるねー」

「……プライドを捨てた人生を送ってきたから、少しでも取り戻したいんですよ」

　チンピラがポケットから折りたたみナイフを取り出すのを見て、腰が引けそうになるが踏み留まる。

　凶器を突きつけられるのは何度目だと思ってる。いい加減、腹も据わるってもんだ。

　村のある異世界は危険な世界だと思っていたが、こっちの世界も暴力的なイベントが目白押しだよ。

　足下で敵を睨むディスティニーと視線を交わし、同時に頷く。今完全に分かり合った、気がする。

「こうなったら、一か八かやって──」

　決意を秘めて相手を威圧しようと大声を放った瞬間、こちらに迫ってくる車が視界に入り、言葉を吞のみ込む。

　白い乗用車が道路から逸れると広場を横断して……こっちに向かってきている!?

「パイセーン！　プリティーな後輩が助けに来ましたよー」

　運転席の窓から顔を出したのは、見事に日焼けした……ギャル？　にしては見た目が二十歳以上に見えるけど。

　広場に走り込んできた車は急ブレーキで車体を横に滑らせると、俺たちのすぐ側でピタリと止まる。

　あ、危ない。車体までの距離が五センチも離れていないぞ。

「タイミングバッチリよ。さあ、良夫君にキャロルちゃん。急いで！」

　後部座席の扉を開けて、謎の女性が急かす。

　敵の敵が味方という保証はないが、迷っている時間もない。

「キャロル、乗って！」

『うん、わかった』

　先に乗り込んだキャロルに続いてディスティニーも器用に飛び乗る。俺も乗車すると、車が急発進する。

　広場の雪を巻き上げて疾走する車が、羽畑とバンドマンの脇すれすれに通り過ぎる。

　あまりの出来事に呆気にとられていた二人が正気に戻ったようだが、時既に遅し。後方で何か叫んでいるのがサイドミラーに映っている。

「ぶっ飛ばしていきますよー」

「アイツらを振り切らないとね。今日だけはスピード違反も目を瞑つぶってあげるわ」

　運転席と助手席の女性二人が高いテンションを維持したまま車を猛スピードで走らせ、道路を抜けていく。

　後方を振り返ると小さな白い点が見えた。徐々に大きくなっていくそれは、羽畑たちの乗っていたワゴン車。

「後ろから追ってきてる！」

「うっひょー、マジッすね。気合入ってんじゃーん」

「あんたは前を向いて運転しなさい！」

　運転席の窓から上半身を出して後方確認するギャルを、助手席の女性が引っ張り戻している。

　スピードメーターを確認すると速度は百キロを超えているというのに、相手はそれ以上の速度で迫っているということだ。

「冬の一般道で無茶するわね」

「パイセン。運転手、地元民じゃないんじゃ？」

　猛スピードで追われている最中だというのに二人には余裕が感じられる。

　ギャルとスーツのコンビか。聞きたい事は山ほどあるが、まずは羽畑達を振り切わないと。

「事故って他人を巻き込んだら可哀想っすから、国道に出るっす」

「あのなーんにもない道ね。いい判断よ」

　この辺りの地理は何もわからないので、指示どころか口を挟むことすらできない。せめて、キャロルの相手でもしようと隣に視線を向けると、窓に貼り付いて外の景色を熱心に眺めていた。

『ヨシオ、びゅんびゅーんってお外の景色が飛んでいくね！』

　俺の心配をよそに、目を輝かせて楽しんでいらっしゃる。

　怖がっているのではないかと心配していたが、余計なお世話だったようだ。シートベルトだけはしておこう。

　もう一人……一匹の同乗者は背もたれに腹をくっつけて、真剣な眼差しで後ろを見ていた。ディスティニーは俺と一緒に警戒してくれているようだ。

　目を細めて注視してみると運転しているのはバンドマンで隣には羽畑がいる。他の連中が後部座席にいるかどうかまではわからなかった。

「良夫君。自己紹介がまだだったよね」

　不意に名前を呼ばれたので慌てて姿勢を正す。

「私は世よ渡わたり芹せりっていうの。主神側のプレイヤーで……運を司つかさどる神をやっているわ。よろしくね」

　運の神を演じているプレイヤーか。運命の神と関連のある神っぽいけど、実際はどうなんだろうか。

「じゃあ、次はうちっすね。ちょりーっす、うちも主神側のプレイヤーの一人で、パイセンの後輩やってる自然……」

「んんっ！」

　ギャルの説明を遮るように世渡さんが咳せき払ばらいをした。何か都合の悪いことでも言おうとしたのか？　禁則事項に触れる内容だったのかもしれないな。

「自然体がモットーの美少女だよー。なっちゃんで、よろー」

　美少女と言うには無理がある外見だし、車を運転しているということは最低でも十八歳以上なはず。……余計な考えは口にしないでおこう。

『キャロルはキャロルだよ。こっちはヨシオ。この子はディスティニー』

　俺も自己紹介をしようとしたが先にキャロルがまとめてやってくれた。キャロルに抱き上げられたディスティニーが尻尾を振って愛想を振りまいている。

「うーん、やっぱりキャロルちゃんはかわいいわね。うちの子にならない？」

「パイセンはちっちゃい女の子好きっすよね。ちょっとどうかと思うっす」

「いいじゃないの。無む垢くな少女は何よりも尊いのよ！」

　……熱弁を振るう世渡さんからは、キャロルを少し遠ざけた方がいいかもしれない。

　今の会話で気づいたことが一つ。二人の会話がキャロルに通じていたな。自分から自己紹介をした、ということは二人の会話内容を理解していないと無理だ。

　二人がプレイヤーというのは間違いないようだ。

「詳しい説明をしたいんだけど、まずはアレをどうにかしないと。しつこい男は嫌われるのにね」

「うちは草食系よりガツガツの肉食の方が好みっす」

　うんざりした顔で後ろを指差す世渡さん。アレとは確認するまでもなく後ろから追ってきている連中のことだ。

　振り返るとさっきよりも距離が縮まっている。

　会話をしている間に車は町を飛び出し、広い雪原を縦断するようにまっすぐ伸びる道路を走っている。

　周りは元々畑なのかそれとも空き地なのか。降り積もった厚い雪のせいで見分けが付かない。

　テレビとかで地平線へと伸びる道路の映像を見たことがあったが、実際に目の当たりにすると感動で言葉が出ない。

　目を奪われてしまっているのは俺だけではなく、キャロルも窓にへばりついて雪景色から目を離せないでいる。

　見渡す限り白銀の世界を疾走する車。現状がまるでファンタジーの世界のようだ。

「なんにもないけど、綺麗でしょ。もっとゆっくり大自然を満喫してほしいところだけど……」

　後ろから鳴り響くクラクションが世渡さんの言葉をかき消す。

　ワゴン車が相手の表情が見えるぐらいの距離まで接近してきている。

「ぶつけたりしてこないっすよね。パイセンの車まだローン残ってるって言ってませんでした？」

「そうよ。まだ二年しか乗ってないんだから。でも、そこまで強引な手段は取らないと思うわよ。直接プレイヤーに危害を加えるとアウトだから相手もあんな回りくどい方法でちょっかい出してきたんだろうし」

　そうか。このまま車をぶつけてカーチェイスとなると、さすがにルール違反になるはずだ。となると、放っておいても今のところは安全なのか？

「でもー、このまま付いてこられても困るっすよね」

「そうね、どうにかまきたいところだけど。こっちからも直接ちょっかいかけられないのよね」

　同じプレイヤー同士だからこそのジレンマ。向こうもやれないように、俺たちが奇跡で邪神側のプレイヤーに直接危害を加えてもアウトになる。

　そうなると頼みの綱は……。

　後方をじっと観察しているディスティニーに目を向けると、視線に気づいてこっちに振り向き、大きく丸い目で俺を見つめてきた。

　ディスティニーの能力は奇跡に含まれない。それは今までの体験で証明されている。この均衡を打破する鍵はディスティニーの能力しかない。

　今やれる手段を組み立てては脳内で検証して取捨選択をする。

「ええと、なっちゃんさん。スピードを落としてもらえませんか？」

「さんはいらないって。落とすのはいいんだけど、完全に追いつかれるっすよ」

「それは承知の上で、お願いします」

　無茶を言っているのは自分でもわかっている。だから、言葉よりも態度で示そうと深々と頭を下げる。

「おー、腹の据わったいい顔に謙虚な態度、嫌いじゃないっすよ。ぱっと見は冴えない感じなのに意外っすね」

　これは褒められているのか貶けなされているのかどっちだ？

「そうでしょう。良夫君は覚悟を決めたときはいい顔するんだよ」

　なんで世渡さんが自慢げなんだ。まるで、前から俺を知っているかのような口ぶりだけど、面識はない……よな？

「よーし、よしおっちの命令をきいちゃうぞー。どれぐらい、スピード落とせばいいのかなー？」

「ええと、ナビだとこの先に大きなカーブがあるみたいなので、そこに差し掛かる直前ぐらいで、一気に三十キロぐらいまで落とせますか？」

「ＯＫ、余裕余裕。ゲームで鍛えたドライビングテク見せつけてやるっす」

　……若干の不安はあるけど任せるしかない。あとはディスティニーと打ち合わせするだけだ。
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　広々とした直線の道路。もうすぐ曲がり角に差し掛かるが、対向車線に他の車は見えない。もし何かあったとしても、無関係の人を巻き込まずに済む。

　周りには建造物どころが木々すらない。仕掛けるならここだ。

　乗っている連中の表情が見える距離まで迫っている羽畑のワゴン車。向こうも接触を恐れているのか、ある程度の車間距離は保っている。

「なっちゃんさん、速度を」

「だーかーらー、さんはいらないって！」

　急ブレーキを踏んだ影響で体が前に持っていかれそうになるが、シートベルトのおかげでなんとか耐えられた。

　こちらの挙動に意表を突かれたのか、ワゴン車のフロントガラス越しに羽畑とバンドマンの慌てふためく表情が丸見えだ。

　向こうも慌ててブレーキを踏み、車が前滑りしている。

　ワゴン車の速度がかなり落ちたところで、俺は抱えていたディスティニーを羽畑たちに見せつけるように持ち上げた。

「前輪のタイヤを頼む」

　ディスティニーがタイヤを一睨みすると一瞬にしてタイヤのゴムが石へと変化する。

　急ブレーキに凍結した路面。それに加えて石のタイヤとくればどうなるか。

　俺の視界から横滑りのワゴン車が消えていく。道路を曲がりきれずに雪原へと放り出されると、横倒し状態で道路脇にまとめられていた雪の塊へと突っ込んでいった。

「雪道で急ハンドル切ったらダメっすよ」

　バックミラーで確認したなっちゃんが、呆れたように肩をすくめる。

　相手のタイヤを石にする方法はいつでも使えたけど、百キロを超える速度でそれをやるとただでは済まない。運がよくて大怪我、下手したら死亡事故だ。

　何かとちょっかいを掛けてくる面倒な連中だけど、殺すのはどう考えてもやり過ぎだ。山本さんの一件に関しては死の危険があったとはいえ、バンドマンもそこまでの惨事は予想していなかったはず。

「あれは追ってこられないわね。やるじゃないの、良夫君」

「いえ、なっちゃんさ……なっちゃんのおかげです」

　また、さん付けで呼びそうになったが、軽く睨まれたので訂正しておく。

　これでかなり時間と距離を稼げたはず。緊張が解けて全身の力が抜けた俺は背もたれに全体重を預けて、大きく息を吐いた。

「みんなお疲れさまー。やっと、まともに話ができそうね」

　助手席から振り返った世渡さんが、にんまりと笑う。

「改めて私と後輩の自己紹介するわね。私は世渡芹。運の神のプレイヤーよ」

「うちはなっちゃんっす。うちも主神側のプレイヤーの一人なんすけど、何の神様かは秘密にしておくっす。今教えると面白くないからー。あと、パイセンは会社のパイセンっす」

　スーツ姿でおかっぱのような髪型の方が世渡さん。日焼けしたギャルの方がなっちゃん。それは覚えたんだが、この二人が同じ会社で働いているのが想像できない。

　世渡さんの方は真面目なＯＬといった感じだけど、なっちゃんはどう見ても社会人とは思えない格好だ。……私服が派手なだけで仕事中はもっと大人しい服装なんだろうな。

「じゃあ、こっちも自己紹介をもう一度」

「それはいいわ。末すえ長なが良夫君にキャロルちゃん、そしてちょっと変わったトカゲのディスティニーちゃんよね。うーん、ちょっと長いからディーちゃんでいい？」

　トゲトゲの見た目と体の大きさから初見の人は驚きそうなものなのに、世渡さんは平然と手を伸ばして全身を撫でている。

「あー、パイセンだけずるいっす。うちも撫でたいー」

「あんたは運転中でしょ。あとで撫でさせてもらいなさい」

　見た目は釣り合っていない二人だが、これまでのやり取りを見ている限り仲はいいみたいだな。

　そんな二人のやり取りに和みそうになったが、姿勢を正して深呼吸をする。

「世渡さん、聞きたいことが山ほどあるのですが」

　そう、今回の一件に関しては疑問しかない。彼女たちがプレイヤーだとしても、どうして、この絶妙なタイミングで現れたのか。何が目的で俺たちを助けてくれたのか。疑問は尽きない。

「そうね、色々と説明しないと混乱するだけよね。……キャロルちゃんが疲れて寝ているみたいだし、ちょうどいいかしらね」

　世渡さんの優しい眼差しの向けられている先に目をやると、俺の隣で眠りに落ちているキャロルがいた。雪遊びに加えてカーチェイス。肉体も精神も疲れて当然だ、ゆっくりおやすみ。

　俺の太ももが枕になるようにそっと寝転ばせて、軽く体をとんとんと叩く。

「女の子の扱い慣れてるわねー」

「妹によくやってましたから」

　意味深な視線を向けてくる世渡さんに苦笑いで返す。

「それじゃ、何から説明しようかしら。たぶん、一番知りたいのは私たちが、どうして良夫君たちのことを知っていて助けに来たか、よね？」

　一番聞きたかった話だ。聞き逃すわけにはいかない。

　キャロルをあやす手を止めて黙り、相手の話を待つ。

「そこから話してもいいんだけど、初めっから話した方がわかりやすいかな」

　おどけた口調から一転、真剣な声に変わり説明が始まった。

「まずは私と良夫君は《命運の村》って同じゲームをしているの。それって変だと思わない？」

　いきなり質問から入るのか。変な点？

「すみません、ちょっと思いつかないです」

「あー、私にも後輩にも敬語はいらないわよ。あと、世渡か芹って呼んでね。で、疑問点なんだけど良夫君は運命の神を演じているから《命運の村》ってタイトルに違和感がないかもしれないけど、このゲームには何人もの神がいるのに、タイトルに命運って付くの変だと思わなかった？」

「初めはこのゲームをしているプレイヤーは全員、運命の神を演じている。そういう設定だと思っていたけど……言われてみると変ですね、確かに」

　運命の神の村が《命運の村》というのは納得がいく。だからタイトルに違和感はない。だけど、他の火の神や水の神でプレイしている人だって存在するんだ。

「でしょ、でしょ。命運ってなんか意味深に見えて格好いいからタイトルに入れた、とも見えるんだけど実はちゃんとした意味があるの。運命の神って従神……ええと主神に従っている神のことね」

「それは知ってます」

　村人の生活を覗き見していたときに、その話は聞くことができた。

「話が早くて助かるわ。でね、運命の神って従神の中でも最上位に位置するのよ」

「最上位？」

「えっとね。従神にも階級があって、第一従神、第二従神、第三、第四、第五まであって、それぞれ上位階級の神に従っているって感じ。主神が会長で第一従神が社長、そこから部長、課長、係長、平社員って例えたらわかりやすいかな？」

「まあ、なんとなく」

　従神に階級なんかなくて横並びの存在かと思っていたら、序列があったとは。

　それも運命の神が会長に次ぐ……主神の次に偉い神だったなんて。

「でね、良夫君が演じている運命の神は第一従神で私の演じている運の神はその下に位置する第二従神なの」

　助手席から振り返って真剣に説明する世渡の隣で、運転しているなっちゃんの顔がちらちら視界に入るのが気になる。何が面白いのか頰の緩んだ顔で聞き耳を立てていた。

「主神って何人かいたはずですけど……。いたはずだけど、運命の神の主神って誰になるんだ？」

　敬語を使うとなっちゃんと同じように世渡も睨んできたので、ラフな話し方でいくことにした。正直、初めて話す相手……特に女性だと丁寧な話し方より砕けた方が緊張するけど、相手が望んでいるなら合わせるべきだよな。

「主神って光、月、火、水、植物、雷、土の神様が存在しているって話だったけど、その内の誰が運命の神の上司……じゃなくて、上位の神なんだ？」

「月の神様ね。月って運命や命と密接な関係があるらしくて、その繫がりみたい」

　占いでは月を重要視する、とか聞いたことがある。こういうのは占い好きの妹が詳しかったな。

「なるほど。でも、世渡さんはなんでそんなに詳しいんだ？」

「せっかちな男は嫌われるぞー。女の子の話は最後まで聞かないと。あと、さんはなしね」

　似たようなことを妹と精華から言われたことがある。……質問は話が終わってからにしよう。

「このゲームってね、レベルが上がるとやれることや特典が増えるの。現実世界で発動できる奇跡の種類が増えたり、発動ルールが緩和されたりとかね。あとはレベル５に達すると……プレイヤーが演じる神と直接チャットができたり、とか」

　一度、言葉を句切り、こっちをみて意味深に笑う世渡と視線が絡み合う。

「でも、デメリットもあるのよ。レベル５に達すると掲示板に書き込み不可になるの。見るのは自由にできるんだけどね」

　その話を聞いて合点がいった。

　だから、掲示板内にレベル５プレイヤーがいなかったのか。レベル５が存在しない、のではなく、レベル５になったら書き込みができなくなるから。

「あとねレベル２だと月の神に連なる従者用の掲示板しか見られないわよ。他の主神の従神はそもそもゲームのタイトルも別だから。火の神系列だったら《滾たぎれ村人！》だったかな？」

「暑苦しいっすよね、あのタイトル。火の神らしいっちゃ、らしいんっすけど」

　世渡が運転中のなっちゃんに話し掛けると、しかめ面で答えた。

「でも、掲示板に水の神の従神らしきプレイヤーいまし……いたよ？」

　頭で分かっていても、やっぱり今日会ったばかりの相手にため口は気疲れして逆に辛つらい。

「それはレベル３以上だからね。３超えたら他の神の掲示板を利用できるようになるの。レベル２以下には秘密だから、それを教える書き込みをしても禁止事項で表示されないし」

　掲示板にあった《レベル３未満お断り》のスレッドとかは、そういう情報のやり取りも含まれているんだろうな。

「ちなみにプレイヤー同士のリアルでの交流も基本禁止で、今のこの状況って特例らしいよ。まあ、邪神側はご覧の通り、ちっとも守ってなかったみたいだけどね」

　羽畑たちの行為は主神側のルールでは違反なのか。邪神側は主神側と違って色々とルールが緩いみたいだ。そうなると、主神側が様々な面で不利になりそうだ。

「ずっと気になっていたんだけど、世渡はレベルいくつ？」

　これまでの会話で察してはいるがハッキリさせたいので疑問を口にする。

　その質問を待っていたようで、目を細めると口元に笑みを浮かベた。

「いくつに見える？」

「たぶん、レベル５？」

「えーーっ、正解。一発で当てたら盛り上がらないじゃない。こっちがレベルを明かしたら派手に驚くリアクション見たかったな」

「そうっすよ。空気読んでほしいっす」

　当てたのに非難されるって酷くないか。

「それはすみません。で、ゲーム歴長いんですか？」

「まーた話し方元に戻ってるよ。えっとね、かれこれ二年ぐらいかな」

　それが長いのかどうか判断がつかないけど、俺より先輩なのは確かだ。

「このゲームって何年前から始まったのかわかる？　自分がもらったのは[image: ]テスト版だったけど、ずっとテスト期間やってるとか」

「うーん、掲示板で集めた情報によると十年前ぐらいからあるって噂うわさよ。それも本当かどうか確証はないけど」

　噂話を信じるなら、偶然にも俺が引きこもりを始めた時期からやっているのか。ネットゲームとして十年続いているなら長続きしている方だ。

　普通は[image: ]テストをそんなに長い間継続するのはあり得ないけど、このゲームの存在自体が常識を逸脱している。それと比べたら、テスト版なんて些さ細さいな問題だよな。

「で、肝心なところなんだけど。運の神様とチャットしていたら、上司の運命の神からプレイヤー助けてくれないか、って頼まれたのよ。そんでもって、北海道に住んでいる私と後輩のこの子に白羽の矢が立てられたってわけ」

「そうだったのか。助けてくれて本当にありがとう」

　俺が深々と頭を下げると、いつの間にか目を覚ましていたキャロルも真似て、ぺこりとお辞儀をしている。抱きかかえられていたディスティニーも頭を上下に振ってくれた。

「抜群のチームワークね、羨ましい。神様から仕様ミスで異世界から少女と聖書が送られた、ってチャットで教えられたときは目を疑ったけど、こんなにプリティーな少女なら大歓迎よね」

「よしおっち、キャロルちゃんをあんまりパイセンに近づけない方がいいっすよ」

　さっきからキャロルに熱い視線を送っているとは思っていたが、まさか本物なのか。

「肝に銘じておきます」

「どういう意味よ！　私はカワイイものが好きなだけなんだから」

「度が過ぎるからヤバいって言ってるっす」

　そこからは二人の罵り合いが始まった。世渡はなっちゃんの服装について批判をして、なっちゃんはロリコン趣味について注意している。

『ヨシオ、二人はなんて言ってるの？』

　この会話は自動翻訳されていないんだな。子供に聞かせていい内容じゃないので助かった。

「ええとね」

「キャロルちゃんはカワイイねー、って褒めてるのよ」

『えへへ。ありがとう、お姉ちゃん』

　顔を赤くして照れながらも、お礼を口にしている。

「キャロル、そこのお姉さんが何を言ったかわかったのかい？」

『さっきまでは何を言っているのかわかんなかったけど、今のはちゃんと聞こえたよ？』

　同じゲームのプレイヤーだから、俺と同じように意識して日本語と異世界語を切り替えられるのか。

「ちょっと相談なんだけど、キャロルちゃんを異世界に戻さないで私の妹として育てるってのはどうよ？」

「お断りします」

「ダメに決まってるじゃないっすか。ルール違反以前に危ないっす。警察に通報してもいいっすか？」

　俺が即答すると、続けてなっちゃんも警告してくれた。

　真面目な顔して何言ってんだ、この人は。

「この純真無垢な笑顔だけで、ご飯大盛り三杯はいけるわ！」

「キャロル、あのお姉ちゃんに一人で近づいたらダメだぞ」

　危険人物に近づかないように釘を刺しておく。

「酷い。これじゃまるで私が変質者みたいじゃないの！　私は幼女が好きなだけなの。あっ、この子と同年代のクソ生意気な男のガキは嫌いよ」

　やけに実感がこもっている。昔、男子にいやなことでもされたのだろうか。

　この話を広げてもいいことはないようなので、何か別の話題を振らないと。

「あっ、そうそう。訊きたかったんだけどさ、キャロルちゃんを異世界に帰したいのはわかるんだけど、聖書も戻したいの？」

「ああ、そのつもりだけど」

　別に不思議なことはないと思うんだが。元々、聖書は村人たちの物だから、返して当然だと考えている。

「ふーん、欲がないのね。その聖書が手元にあれば、行ったことのある場所なら上空から覗き見し放題よ？　建物内も透けて見えるのは知ってるのよね。これってとんでもない機能なのよ」

　世渡が何を言いたいのかはわかっている。

　それを考えなかった、と言えば噓になる。この聖書は邪神側が提示した一千万円以上の価値があるのは間違いない。

　高性能のナビに匹敵する能力に加え、我が家の屋根を透過したように建物内部を見ることができるのも確認済み。

　この聖書にどれほどの価値があるのか、俺には想像もつかない。聖書が手に入るなら、何千万どころか億単位の金を惜しげもなく払う人だっているだろう。

「わかってる。でも、これは村人たちの物であって俺が所有していいものじゃない。これがないと神託は届かないし、村人が窮地に陥ったときに助けてあげられない。それに……村人たちの日常を見ることができなくなる」

　これが俺の本心だ。どんな大金を積まれようと渡せない理由が、あるんだ。

「聖書も村人もお金には換えられない。こんな俺をどん底から救ってくれた恩人なんだ。家族と同じくらい……大切な人たちだから」

　そう言ってキャロルの頭を優しく撫でる。

　村人が生きている確証はない。だけど、俺は信じている。村人たちは生き残って、今も懸命に復旧作業をしていると。

　だから、少しでも早くキャロルと聖書を返してあげたい。

「いいね、いいね。うんうん。主神側プレイヤーでも、村人をゲームキャラとして雑に扱う人もいるんだけど、良夫君はそうじゃないみたいだね。さすが、私の見込んだ男だ」

　褒めてくれるのは嬉しいけど、俺はいつ世渡に見込まれたんだ？

　初めて会ったはずなのにやけに持ち上げてくれる。まさか……モテ期なのか？

　い、いやいや。褒められたり優しくされたら勘違いして、その気になるのはモテない男の特徴だってネットに載ってた。まあ、実際にモテないけど。

『ヨシオ、さっきからお顔がころころ変わってるよ？』

　うつむいて考えていたら下からキャロルが覗き込んでいた。

　妄想が顔に出ていたのか……恥ずかしいな。

「よっし、わかり合えたところで、ご飯にしよっか。キャロルちゃんお腹空いたよね？」

『うん、ぺっこぺこ！』

「うちもぺっこぺこっす！　タピオカ飲みたいっす」

　キャロルとなっちゃんが同時に手を上げて空腹をアピールしている。仲良くていいんだけど、運転に集中してほしい。

　話に夢中で気づいてなかったが、もう夕方か。

「北海道に来たなら、ジンギスカン行っとかないとね。私のおすすめのお店に連れていってあげるよ」

　おっ、北海道名物じゃないか。食べようと思っていた候補の一つだ。

　今は運営に会うのが最優先だけど、まだまだ距離がある。腹が減っては戦はできぬ、って言うからな。

　それにキャロルには、おいしいものを食べてもらいたい。神の国……日本は楽しかったって思ってほしいから。

　そんなことを考えていると誰かの視線を感じた。その方向に顔を向けると、ディスティニーがじっと半眼でこっちを見つめている。

　……ディスティニーにも、おいしいお肉を食べてもらいたいと思っているよ。

　両側から俺の袖を引っ張る一人と一匹の胃袋がそろそろ限界らしいから、少しだけ速度を上げてもらうように頼もうか。
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　今、ホテルにいる。

　車で一日飛ばしても着かない距離なので、宿泊は当然の結果。北海道は広大だから、一、二泊は覚悟していた。

　天候の悪化で吹ふ雪ぶく直前だったので、俺たちは近くのホテルに逃げ込み一泊することが決まった。これは安全のためであって、他に理由もやましい目的もない。

　ただ、唯一の問題がある。この部屋、広々としていていいのだが、四人用のファミリーサイズの部屋だということだ。

　ダブルのベッドが二つしかないのに、この部屋に泊まるのは俺とキャロルと世よ渡わたりとなっちゃん。あと、ディスティニー。

　……もう一度断言しておくが、やましい気持ちは一切ない。

「あの、やっぱり一緒に泊まるのはどうかと」

　部屋の隅に椅子を移動させて座っている俺の発言に全員が振り返る。

　俺以外の三人と一匹はベッドの上でくつろいで楽しげに話し込んでいた。

「まだ言ってるの？　節約と万が一に備えてだって言ったでしょ」

『みんな一緒で楽しいね』

「おやおやー。よしおっちは何かいけないこと考えちゃっているのかなぁー」

　くそっ、女性三人は余裕の態度だ。キャロルは意味がまったくわかってないだけだろうけど。

　おい、ディスティニー。今、俺を見て肩をすくめなかったか？　なんだ、その呆あきれたような態度は。別にびびってないからな。

　いつ邪神側プレイヤーが襲ってきてもおかしくない状況だから、警戒するに越したことはない。そんなことは言われなくてもわかっている。

　この大雪の中を追ってくるのは至難の業だが、プレイヤーは奇跡の技が使える。俺と同じように天候を操作する奇跡や、その他の打開策があったとしても不思議ではない。

　だけど、いい大人の男女が同じ部屋に泊まるのは、色々と問題があるよな。

　自分の自制心は信用している。だから、妙なことにはならない自信はある。信じているぞ、俺の理性。

　心配事はそれだけじゃない。さっきからキャロルを抱きかかえて、緩んだ顔をしている世渡を見ていると不安しかない。

「ぶっちゃけ、キャロルと一緒にいたいだけですよね？」

「そうね！」

　子供のような無邪気な顔であっさり認めた。

　キャロルが嫌がるようなら引き離すけど、今のところ嫌な顔一つせずに喜んでいるみたいだ。それに、なっちゃんが見張ってくれているから変なことはしないはず、だよな？

「それじゃあ、ひとっ風呂浴びましょうか。大浴場があるみたいよ」

『おっきなお風呂あるの！　やったー、行こう行こう、セリ、なっちゃん！』

「一緒に洗いっこするっすよー。パイセンはダメっすからね」

「なんでよ！」

　三人が着替えを持って風呂に行くようなので、俺も途中まで同行することにした。もちろん混浴じゃないので俺は一人で男風呂だ。







　男湯と書かれたのれんをくぐり、一人脱衣所に入る。

　夕方より少し早い中途半端な時間と、元々客が少なかったのか、脱衣所にいるのは俺だけで貸し切り状態だ。

「今頃、向こうは楽しくやっているんだろうな」

　誰も話し相手がいないので、つい独り言が漏れてしまう。

　そんなことを考えていると着替えの入っているカバンのファスナーが勝手に開いていく。空いた隙間から、ひょこっと顔を出したのはディスティニー。

　聖書と一緒に部屋に置いてこようかと思ったが、見えないところで邪神側プレイヤーの襲撃があると厄介なので、聖書と一緒にカバンに入れて連れてきた。

　……それと、俺が襲われたときの護衛役でもある。

「しばらくロッカーで待っていてくれ。ロッカーの鍵は掛けないけど、何かあったら騒いで教えてくれるか？」

　指で顎を撫なでながら頼み事をする。

　ディスティニーは大きな目で見つめ返してくると、ゆっくり頷うなずいた。相変わらず頼もしいヤツだ。

　荷物入れのロッカーを閉めて風呂場へと繫つながるガラス戸を開ける。もわっとした湯気が立って、全身を包み込む。

　洗い場も浴槽もかなりの広さで、一人で入るには贅ぜい沢たくすぎる。さっと体を流して浴槽を独占する。

「ふぃー、疲れが湯に溶けていくみたいだ」

　肉体も精神もかなり疲弊していたので、お風呂の気持ち良さがたまらない。このままずっと浸つかっていたいが、ディスティニーを待たせているから早めに上がらないと。

「でも、もうちょっと堪能しても罰は当たらないよな」

　頭を空っぽにしてぼーっと風呂を堪能したいが、そうもいかない。無意識のうちに色々と考え込んでしまう。

　羽は畑ばたけ、バンドマンの邪神側プレイヤー。

　世渡、なっちゃんという同じ主神側のプレイヤー。

　羽畑たちは敵で間違いない。そして、世渡となっちゃんは味方で間違いない、と思う。味方のふりをして実は敵だった、というのは王道の裏切りパターンだが、それはないと思う。そうするメリットがないからだ。

　あの窮地を傍観しておけば、世渡たちは聖書もキャロルも手に入った確率が高い。わざわざ味方のふりをして妨害する必要性がない。

　だから、冷静に考えても味方の可能性が高い。それに……なぜか世渡に警戒心を抱くことができない。理屈じゃなく側にいると安心してしまう自分がいる。

　とはいえ、完全に心を許して油断しているわけじゃない。二人が俺とキャロルから離れて行動していたときに、聖書を利用して二人の様子を観察したことがあったが、別段変わった動きはなかった。

　俺だけの問題なら二人を疑いたくはない。だけど、そうじゃない。キャロルやディスティニー、そして村人の今後に関わってくる問題なのだ。念には念を入れるぐらいでいい。

　湯に顎まで浸かり、天井をぼーっと眺める。

「はあー。もっと賢ければ名案が浮かぶかもしれないのにな」

　《命運の村》に出会うまでは頭を使うことなんてゲームの対戦ぐらいだった。学びもせず、現実からは目を逸そらし、日々を無為に浪費していた。

　この数ヶ月でそれまでの十年分……それ以上に頭を使った気がする。

「ふうー、考えるって疲れるんだな。お前もそう思うだろ」

　目の前の湯船の中で尻尾を揺らし、吞のん気きに泳いでいる金色のトカゲにぼやい……た。

「ぶはっ、なんで!?」

　ロッカーにいるはずのディスティニーがどうしてここに！

　慌てて辺りを見回すが、他に人の姿はない。風呂場でこんな大きなトカゲを他の客に見られたら、大騒動になるぞ。

　浴槽から飛び出し、桶おけを摑つかむと、その中にディスティニーを放り込む。

「ロッカーで待ってくれって言ったよな？　なんで、いるんだよ」

　怒っているのは表情と声で伝わっているはずなのだが、大きな目をくりくりさせると舌をちょろちょろ出して、普通のトカゲっぽい仕草で誤魔化そうとしている。

「こ、この野郎……。はあー、悪かったよ。お前も風呂楽しみたかったんだよな」

　その姿を見て怒る気も失せた。

　冷静に考えると、ディスティニーをロッカーに閉じ込めておいて、自分だけ風呂に入っていた俺が偉そうに言えた義理じゃない。

「人が入ってきたらすぐに出るからな。それまでは、一緒に風呂入るか」

　頭を撫でながら優しく語り掛けると、嬉うれしそうに目を細めた。……やっぱり、言葉を理解しているじゃないか。

　長風呂をして女性陣を待たしても悪いので数分だけ入浴を楽しむ。桶をもう一つ手にして、ディスティニーを入れた桶を挟み込んで風呂場を出た。

　脱衣所には人影はない。ロッカーの前に立つと扉が石化されている。

「ちゃんと考えていたんだな。偉いぞ」

　聖書や物が盗まれないように、ディスティニーが手を打っていてくれた。

　素早く俺とディスティニーの体を拭くと、もう一度カバンに入ってもらう。風呂上がりで蒸すかもしれないが、それは我慢してくれ。

　大浴場を出て入り口近くのベンチに座る。ここで待ち合わせのはずだから、女性陣はまだ入浴中か。

　手持ち無沙汰なので、スマホを取り出して《命運の村》を起動させる。自分の頭頂部と風呂場周辺が画面に映された。

「建物を透過して中が見えるって、普通ならあり得ないオーバーテクノロジーだよな」

　そもそも《命運の村》は高性能ＡＩを組み込んだＮＰＣって設定で、俺もそれを信じようとしていたんだよな。

　今思えば村人をＮＰＣと思うには無理がありすぎた。でも、まさか異世界に繫がっているゲームだなんて誰が想像できる？

　スマホをいじりながら、そんなことを考えていると、あることに気づいてしまった。

　このスマホは建物を透過して見ることが可能。現在、大浴場の前に座っている俺がアップで映っている。画面を縮小して広範囲を見られるようにしたら……風呂場も見えるのでは？

　やましい気持ちはまったく、これっぽっちもないが、キャロルの身の安全を確認するためにチェックはしておくべきではないだろうか。

「……なんてな。そんな卑ひ怯きょうな真似をするわけが」

「何が卑怯なの？」

「うわっ！」

　耳元で囁ささやかれて驚いて立ち上がると、湯上がりで頰が上気している女性陣がそこにいた。いつの間に来たんだ。

「これ、どうぞ」

　世渡が冷えたペットボトルの飲み物を差し出す。

　風呂上がりで喉が渇いていたのでありがたく受け取る。キャップを開け、よこしまな考えと一緒にお茶を流し込む。

　三人ともホテルに備え付けの浴衣ゆかたに着替えている。和風美人な世渡が一番さまになっている。なっちゃんは……お祭りに来たギャルだ。手に綿アメとかイカ焼きを持たせたら似合いそうだ。

　キャロルは日本に観光旅行に来た外国人にしか見えないが、金髪とミスマッチに思える浴衣がかわいらしさを際立たせている。

　この三人だと断然キャロル派だ。変な意味ではなく。

「何か難しい顔していたけど、ゲームについて悩んでいるなら時間の無駄じゃないかな。直接運営に訊きけばわかる話なんだし。その運営に今から会いに行くんでしょ」

「そうっすよ。訊けばわかることを考える意味ないんじゃね？」

『お話し大事だよ？』

　ごもっともなご意見で。三人に正論を吐かれて、俺は頷くことしかできなかった。本当は違うことを考えていたんだけど、そっちがバレなくて助かった。

「そうだね。うじうじ悩むのはやめるよ。まずは無事にたどり着くことだけを考える」

「そうそう、それでいいのよ。じゃあ、スイーツでも食べましょうか！」

「『やったー』」

　拳を上げて喜ぶキャロルに、なっちゃんが呼応している。

　出会ってからまだ半日程度なのに、この二人はかなり打ち解けている。精神年齢が近いのかもしれない。

　キャロルは世渡にも懐いているみたいで、二人に挟まれて両手を繫ぎながら歩いていく楽しそうな後ろ姿を見ていると、いつも繫いでいる右手を伸ばして奪いたくなった。

　しっかりしているように見えて、まだまだ子供。母性にも飢えているだろうし、同性の方が何かと甘えやすいよな。わかってはいるがモヤッとはする。

「この旅は明日で終わりかな」

　スムーズにいけば明日には目的地──制作会社らしい雑居ビルにたどり着く。

　今日がキャロルと一緒に過ごせる最後の夜かもしれない。一抹の寂しさを覚えるが、落ち込む姿なんか見せたらダメだよな。

　お茶を飲み干して立ち上がり、彼女たちの後を追った。







　ホテルの一室で目が覚めると隣で女性が眠っていた……なんて展開があるわけもなく、俺の腕枕で気持ちよさそうに眠っているのは体温低めの──ディスティニー。

　いつもはキャロルに捕まって抱き枕になっているのだが、今日はキャロルが女性二人の抱き枕になっている。

　上半身を起こして隣のベッドに寝ぼけ眼を向けると、女性二人に挟み込まれているキャロルがいた。まだ三人ともぐっすり眠っている。

　世渡となっちゃんのはだけた浴衣から、チラリと見える胸元や脚が艶なまめかしい。

　名残惜しいが理性を総動員して目を逸らす。このまま部屋でじっとしていると変な気分になりそうなので、スマホを操作してわざと大音量でアラームを鳴らした。

　慌てて飛び起きた三人が着替え終わるまで廊下で待つと、俺も着替えてそのままチェックアウトする。

　昨日と違って晴天である。天気予報でも今日一日晴れるとのことだったので、絶好のドライブ日び和よりとなる……はずだった。

　この調子だと昼前ぐらいに目的地に到着するそうだが、車窓から見える辺りの景色を見ていると不安しかない。

　さっきからずっと視界に入るのは木々。道も舗装されていない一本道で、車がギリギリ通れるかどうかぐらいの幅。

　鬱うっ蒼そうと木々が茂っているので日の光もほとんど入ってこず、午前中だというのに周辺は薄暗い。

　さっきから縦揺れが激しすぎて、何度か車の天井に頭をぶつけている。

「あの、本当にこの道で大丈夫？」

「大丈夫、大丈夫。国道より、こっちの方が近道なんだから」

「そうっすよ。パイセンはちょっと方向音痴っすけど、文明の利器カーナビ様に任せれば安心っす」

　今日は運転を交代してハンドルを握っている世渡は自信満々で返すが、なっちゃんの言葉を聞いて不安が増した。頼りのナビを覗のぞき見してみると、現在走っている山道は表示されていない。

　どこに安心の要素があるんだ……。

　とはいえ地元民が言うなら間違いはない、と信じている。俺が代わりたくても運転免許がない。地元に戻ったら教習所通おうかな。

　シートベルトを摑みながら窓の外を眺めていると、車体が大きく揺れて道から外れそうになった。ちなみに道の左側は急な斜面。落ちたら無事では済まない高さである。

「あっぶなー。ちょっと車輪が滑っちゃった」

「スリリングっすね！」

　……無事に帰れたら免許取りに行こう。人生の目標が今日一つ増えた。

『ここ木がいっぱいあって、あの村みたい』

　自然の多さにテンションが上がっているキャロル。窓に貼り付いてはしゃいでいる。

　確かに言われてみれば村の周辺も木々が多くてこんな感じだったな。今、村人たちはどうしているだろうか。

　スマホで確認すると、今日もゲーム内でポイントが増え続けていた。これは村人たちが無事の証、だと考えている。

　だけど、この目で無事を確かめない限り、それは願望であり憶測でしかない。キャロルのことを考えて村の話は極力避けていた。

　だけど、この風景を見てキャロルも思い出してしまったのか、横顔が寂しげだ。

「キャロル。もうすぐ、神様のところに着くからね。そうしたら、きっといい方法が見つかるはずだから」

『うん。キャロルは信じてるよ。みんな元気だって！』

「そうだな。みんな無事だ」

　力強く断言する。大丈夫、きっと大丈夫だ。

「もうすぐ山道を抜けるよー、そしたらすぐだから」

　その声に反応して俺とキャロルが同時に正面を向く。

　道の先には木々の切れ間があり、そこから明るい光が差し込んでいる。

「あの先で開けた場所に出るよー」

　ようやく恐怖の山道から抜け出すことができるのか。世渡の言葉を信じてフロントガラス越しに正面を見つめていると、視界に光があふれた。

　急な明るさに目を閉じてしまったが、ゆっくりと目蓋を開くとそこには線路があった。右に曲がる線路に沿って側道を走っている。

　左手には線路、右手にはまたも北海道特有の見渡す限りの平原、ではなく大きな工場がいくつも並んでいた。

「線路沿いは工場地帯でね。大手の工場がいくつかあるから、大きな町から離れているのに結構人が多くて栄えているんだよ」

「工場の近くには住宅街もあるっすからね」

　二人の説明を聞きながら辺りの景色を眺めていると、正面に小さな駅が見えてきた。駅前にはロータリーがあり、その周辺には雑居ビルや飲食店が軒を連ねている。

　コンビニやチェーン店もちらほら見受けられるが、個人商店の方が多いみたいだ。我が家は結構田舎にあるので、店の充実具合はこっちの方が上かもしれない。

「ご飯食べたいときや買い物はここに来るのが便利かな」

「他のコンビニ行きたかったら車で数分かかるんすよー」

　そうなんだ。……あれ？　今の会話内容おかしくないか。だって……。

「うがっ。痛たたた」

　俺が首を傾かしげて考え込んでいると、車が急に止まり運転席の背もたれに顔面が激突した。

　文句の一つでも言おうと顔を上げると、運転席と助手席の二人がシートベルトを外してこっちを見ていた。

「到着したよ、良よし夫お君」

「ここが《命運の村》を制作している会社、《異世界コネクション》の本拠地っすよ」

　二人の視線を追って顔を真横に向けると、そこには四階建ての雑居ビルがあった。程々に古く、外から見た大きさは大したことはない。

　以前、住所検索をして衛星写真で確認したことがあるが、あのときに見た雑居ビルで間違いない。

　間近で見ると思っていた以上に小さい。外壁は薄汚れているしデザインも古い。築数十年は経過していそうな外観だ。

　このゲームを開発しているのは──おそらく神かそれに準ずる存在。

「それが、こんな場所でゲーム開発しているのか」

　先に降りた二人を追うように俺も車外に出る。

　目的地の雑居ビルの隣には小さなブティックと喫茶店が入った、同じようなデザインの建物があり、周辺はそれなりに人通りがある。

　こんな謎のゲームを制作しているところが、堂々と会社経営をしているのか。

　雑居ビルの入り口の看板を確認すると、一階は旅行会社。二、三、四階は《異世界コネクション》と書いてある。なっちゃんが言っていた、制作会社の名前だ。

　いざ目的地の前に立つと、緊張する。ゲームでいうなら今まではプロローグでここからが本番だ。現状の説明とキャロルを帰してもらう交渉もしなければならない。

「どうしたの、そんな背筋ビシッと伸ばして」

「これからのことを思うと、さすがに」

「あー、それなんだけど、一つ謝っておくことがあるんだ」

　世渡が申し訳なさそうに頭を搔かくと、俺から視線を逸らした。

「実は……」

「お二人は、ここで働いている開発者、もしく関係者なんですよね？」

　世渡の言葉を遮り、俺が真相を口にする。

　その言葉が意外だったのか、大きく目を見開いて俺の顔を凝視している。

　隣でキャロルとはしゃいでいたなっちゃんにも会話が聞こえていたようで、こっちは上半身を仰のけ反ぞらすオーバーなリアクションで驚きを表現していた。

「バレ……ちゃってた？」

「バレバレですよ。というか、わざとわかるように自分の立場をほのめかしていましたよね」

　車内での会話を思い出せば答えはそうなる。

　会社があるこの周辺の地理に詳しすぎること。まるでここで暮らしているかのような発言の数々。ちょっと冷静になれば誰にだってわかる。

「まーね。急にバラすより感づいてもらった方がショックが小さくてすむかなーなんて」

　その気遣いには感謝しないとな。実際、誘導されていたとはいえ、自分でたどり着いていた答えなのでショックはないに等しい。

「えっ、そうだったんっすか！」

　……なっちゃんは素で会話していただけのようだけど。

　キャロルとディスティニーはそれどころじゃないようで、こっちの会話なんてどうでもいいらしく、雑居ビルの一階にある旅行代理店の大きな窓に近づくと、揃そろって中を覗き込んでいた。

　俺の視線に気づいて振り返ったので、手招きして呼び寄せる。

　全員が揃ったのを見て世渡は優しく微ほほ笑えむ。

「ということで、ようこそプレイヤーの末長良夫。そして、異世界の住民キャロルとバジリスク、ディスティニー。私はこのゲームの制作者の一人であり……運命の神やってます」
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　運命の神、ときたか。関係者だとは予想していたけど、まさか自分が演じている従神の、本家本元の神が世渡……さんだったとは。

　正体を明かされた今、心の中でも呼び捨てにはできない。むしろ、世渡さんというより運命の神と表現した方がいいのか。

　電話で会話したはずなのに、話し方はともかく今の今まで電話の声とさっきまでの声が同じだとは思えなかった。声色を変えていたわけでもないのに。

「あー、声に関しては、一応神だからそういう認識阻害的な力もあるのよ」

「パイセンの力じゃなくて、同僚の能力っすけどね」

「こら、私の神格を下げるような暴露しないの」

　横から口を挟んで茶目っ気のあるウィンクをしたなっちゃん……さんを世渡さん……運命の神が小突いている。

　今、電話の声については口には出していなかったのに心を読まれたのだろうか。急に神という設定に説得力が出てきた。本当に心が読めるなら、これはどうだ。

「えっとね、電話で一人称が僕だったのは、ほら女神かショタ神かわからないようにしようかなーって。別にキャラ付けの一環とかじゃないんだからねっ」

　やっぱり心の声が聞こえるみたいだ。心の呟つぶやきにしっかりツッコミを入れてきた。

「んー、心の声を読むのは条件があるから、どこでもできるわけじゃないのよ。この場所が近いと私たちの力が増すから、こういう芸当もできるの。でも、私だけが心を読むのは卑怯よね。ちょっと待ってね」

　そう言うと、世渡さんは自分のスマホを取り出して何やら操作し始めた。

「はい、これで大丈夫ね。聖書の力をちょちょいと利用して、心の声が読めないようにしたわ。よくよく考えると、二階の人たちに聞かれるとヤバいからね」

　二階の人って、さっきちらっと見た看板には三階と同じ会社名が書いてあったな。ということは同僚であり、神？

　世渡さんが神だというなら、後輩のなっちゃんさんも神で間違いない。今までのように少し砕けた対応はもうできない。

『ヨシオ、セリはなんて言ったの？』

　あれっ、さっきの会話はキャロルに聞かれないように配慮したのか。

　疑問と共に世渡さんへ視線をぶつけると、困ったように頭を搔いた。

「神様ってキャロルちゃんにバレたら関係が崩れそうだから、ね」

　そういうことか。異世界の人にとって神は実在する偉大な存在。最近まで神の存在を信じてもいなかった俺とは崇拝の度合いが違う。

「えっとね。二人はここで神様のお仕事を手伝っているんだってさ。だから、そのことを隠していて、ごめんねって」

『神様のお手伝い！　スゴい。キャロルはみんなのお手伝いぐらいしかできないのに』

　キャロルから尊敬の眼まな差ざしを向けられて、世渡さんが照れている。

「まあ、こんな寒いところで話すのもなんだし。詳しい話は中でしましょうか。会議室が空いているでしょうし」

「先に会議室借りて鍵開けとくっす」

　運命の神である世渡さんの返事も待たずに、なっちゃんさんが階段を駆け上がっていく。その後ろ姿に苦笑する運命の神。

「じゃあ、行きましょうか」

「わかりました。運命の神様」

「もう、やめてよ。こっちの世界では私たちは異端者。人間と同等に扱ってくれていいから。世渡で構わないわよ」

「そうですか。世渡、さん」

　言われてもさすがに呼び捨てはできない。そんな俺を見て少しだけ眉をひそめたたのが印象的だった。

　なっちゃんさんが開け放ったままにしたガラスの扉から中に入る。外と比べて中はかなり暖かい。

　目の前には階段、右手にはエレベーター。左手には旅行代理店へと繫がる扉がある。

「私たちの部署は三階なんだけどエレベーターは使わずに階段でいいよね。少し説明させてもらいながら行くわ」

　先頭は世渡さん。そして俺が続き、右手はキャロルの手と繫がっている。ディスティニーは俺の背中に貼り付いて、肩に顎を乗っけていた。

「一階の旅行代理店の社員は私たちと繫がりはない一般の人よ。だから、もし仲良くなってもゲームの話とかはしないでね。あとで記憶処理とか面倒だから」

　そうなんだ。あそこの人たちも何らかの関わりがあるのかと思っていた。……今、不穏なことを言わなかったか？

「記憶処理、ですか」

「うん。同僚の神の一人にそういう奇跡使える子がいるからね。ゲームオーバーになったときのあれも、その子の能力だし」

　あれ、とはゲームオーバー時にゲームの記憶を全て失った山やま本もとさんの一件のことを指しているのだろう。超常現象の塊のようなゲームだったから、そういうものなのだろうと受け止めていたが、記憶の消去は神様の奇跡だったのか。

「一応、これでも神様やってるからね。色々と不思議な力使えるのよ、制限付きだけど」

「制限付き？」

　さっきの会話でも「心の声を読むのは条件があるから」と口にしていたな。

「そうよ。それも後で詳しく話すけど、私たちはこの日本に来てかなり力を失ったの」

　寂しそうに呟く世渡さん。

　今の発言はどういう意味だ？　深く追求したいところだが、その悲しげな横顔が質問を拒絶しているように見えたので質問を吞のみ込む。

　後で話してくれると言っているのだから、今追求する必要はないよな。

「さてと、ここは二階なんだけど」

　話しているうちに二階へと到達していた。一階と同じくエレベーターホールがあり、室内へと繫がる扉もある。

　そこは大きなガラス扉で入り口付近に観葉植物が飾られていた。

　ガラス越しに中を見るとずらっと机が並べられていて、上にはＰＣが置かれているようだ。清掃現場で何度か行ったことのある事務所とかなり似ている。

　ごく一般的な内装に見えるな。忙しそうに働いている人や電話中の人が、見える範囲に十数名いる。服装はバラバラでスーツ姿の人は三人ぐらいか。残りの人たちは仕事着とは思えないラフな格好だ。

「うちの社は服装は自由なのよ。私も日頃はもっと楽な格好しているんだけど、良夫君を迎えに行くからビシッと決めてみたの。どう、似合ってる？」

　階段に片足を乗せてポーズを決める世渡さん。

　スタイルも顔も綺き麗れいだから、ファッション雑誌のモデルみたいだ。

「とてもお似合いですよ」

「もう、敬語に戻ってるわよ。一応神様だから緊張するのはわかるけど、前までの口調にできるだけ戻してね」

「……努力します」

　無茶を言わないでほしい。神様相手に気安くため口を叩たたける根性はない。見た目は変わってないはずなのに、なんとなく神々しいオーラがにじみ出ている気がする。

「あー、下からスカートの中覗いたりしないでね。天罰食らわしちゃうぞー」

「ははっ、気をつけます」

　……これは神様ジョークというやつなのだろうか。取りあえず愛想笑いしておいたが、不敬ではなかったよな？

「もう、こうなるからギリギリまで正体をバラしたくなかったのよ。私は確かに異世界では神様やってたけど、日本ではただの異端者だって言ったでしょ。そんなに緊張しないでよ」

　と言われてもな。頭では理解していても、そう簡単に切り替えられるものじゃない。普通の人は異世界の神様と遭遇する機会なんてないから、どう対応していいのか。

「はあー。説明続けるわね。この二階の部屋には入らないようにしてね。三階は全然いいんだけど、二階は絶対に入っちゃダメ」

　腰に手を当てて怒ったようなポーズをしている。

　二階も三階も《異世界コネクション》という同じ会社のはず。つまりは世渡さんの同僚が働いているだけだよな？

「私たちの部署は三階で二階は違う部署なの。それで、あのね、ちょっと関係がよろしくないのよ。私はそうでもないんだけど、うちの部署を毛嫌いしている人も多いし、その逆もね。だから、あんまり近づいてほしくないの」

　軽い調子で口にしているが、その表情は真剣そのものだ。

　俺もキャロルもディスティニーも大きく頷く。

「ふふっ。お利口さんばかりで助かるー」

　いつも通りのノリに聞こえたが、一瞬だけ抗えない威圧感に全身が震えた。神様の片へん鱗りんを見せつけられた気分だ。

「はい、ということで……着いたよ」

　三階まで登り切った世渡さんが小走りで扉の前まで移動している。

　エレベーターホールは二階とほぼ同じ造りと内装で、扉脇にある観葉植物の種類が違うぐらいだ。

「さあ、入って入って」

　気軽に招いてくれるが、その扉から先は異世界の神が働く職場。ただの元ニートが足を踏み入れていい場所だとは思えない。

　びびって足が前に進もうとしない俺とは違い、ディスティニーを抱きかかえたキャロルは物怖じせずに突っ込んでいった。

　子供の好奇心と無邪気さには脱帽だ。俺も格好悪いところは見せられないよな。

　胸を張り、大股で堂々と……虚勢を張って室内に入る。

「うちのプレイヤーまた変な神託やりやがった。あーもう、聖書取り上げてえ！」

「おいおい、奇跡連発してるけどポイント大丈夫かよ」

「画面の調整がおかしいな。これ誰が担当したんだ？」

「邪神側がしつこすぎるぞ。次耐えきれるか」

　オフィスに足を踏み入れると、騒がしい声が一斉に押し寄せてきた。

　広々とした室内にはいくつもの机と椅子が並べられていて、それをコの字型のパーティーションで囲っているので、各自のパーソナルスペースが確保されている。

　天井もかなり高い。天井高が五メートルぐらいはありそうだ。

　何十……いや、百近いデスクの半分ぐらいが埋まっていて、様々な人々……おそらく神が忙しそうに働いている。

　見た目の国籍性別は様々で、アジア系もいれば北欧の人にしか見えない神もいる。

「ここにいる人、すべて異世界の神なのですか？」

「そうね。たまに人間もいるんだけど、今日は全員神かな」

　顔も服装も言葉も地球人としか思えないが、異世界の住民だって姿は人間だった。地球の神だって見た目は人間と同じデザインが多い。

　だとしたら、人と見分けが付かなくて当然だとも言える。

　とはいえ、全員が異世界の神なのだ。無礼を働くことは許されない。もっと気を引き締めていかないと。

　……お菓子食べながらマウスをいじっている姿や、大あくびをしてスマホを眺めている姿を見ていると神の威厳なんて微み塵じんも感じられないけど。

「はいはい、じゃあ会議室に移動しよっか」

「わ、わかりました」

　緊張しながら世渡さんの後に付いていく。ちらちらとオフィスの様子を観察しているが、よくある光景にしか見えない。

　ただ、社員の何人かがじっと鋭い目つきでこっちを見ているのが気になる。神の場にこんな冴さえない人間が紛れ込んだら、不審に思って当然だよな。

　できるだけ目を合わせないようにしながらさりげなく室内を眺めていると、あることに気づいてしまう。

　百人以上いるのにスペースに余裕のあるオフィス。外からは小さな雑居ビルにしか見えない建物のワンフロアー。

　どう考えても、こんな広さがあるとは思えない。外観から想像すると、この規模の十分の一、それ以下かもしれない。

　……だというのに実際はこんなにも広々としている。普通なら大おお袈げ裟さに驚く場面なのだろうが、ふっ、もうこれぐらいじゃオーバーリアクションはしてやれないな。

　神様の職場なんだ、そういうものだと受け入れる。神様なのだから空間を自在にいじるぐらいのことはやってのけるだろう。

「おっ、来たっすね。こっちっす」

　左側の扉が勢いよく開くと、中から日焼けした顔だけがひょいと出てきた。

　なっちゃんさんの人懐っこい笑顔にほっとする。彼女も異世界の神だとは理解しているが、その雰囲気に助けられている。

「はいはい、ご苦労様。みんな、ここよー」

　周りの視線から逃げられるのが嬉しくて、小走りで会議室に滑り込んだ。

　室内には会議用の長い机があってパイプ椅子が備え付けられている。あとは壁際の本棚にファイルがぎっしり詰まっている。その隣には大きな水槽が置かれていて、中には色とりどりの熱帯魚が泳いでいた。

　右手の壁際にはホワイトボードがあるが、そこには何も書かれていない。

　正確には何かを慌てて消したような跡があるけど。うっすらと残っている文字をなんとか読み取れないかと目を細める。

「邪……惑の対応に。課金……値下……」

「こらこら。会社の機密事項だからダメよ」

　世渡さんが残っていた文字を消すと、くるりと振り返る。

　そしてバンッとホワイトボードを叩いてニヤリと笑う。

「それじゃあ、詳しい説明始めよっか！」

　促されるままにパイプ椅子に座ると、目の前に温かい飲み物が置かれた。

　それを運んできてくれたのは、腰まで伸びた長い黒髪で顔が隠されている、青いワンピースの女性……顔が見えないから性別に自信はないけど。

「ありがとうございます」

　お礼を口にすると手にしたお盆を抱え、小さく頷いてくれた。この人っていつ会議室に入ってきたんだろう。扉が開く音もしなかったよな。

　考え込み、下に向けていた視線を上げると、謎の女性は目の前から消えていた。

「えっ？」

　音もなく室内から出て行ったのかと思ったが、部屋の隅でぽつんと座っていた。存在感のなさと見た目から、申し訳ないが幽霊のようなイメージを受ける。

　……このまま話し合いに参加するんだ。

　お菓子の入ったカゴをキャロルとディスティニーに見せて手招きをしている。まんまとお菓子に釣られて一人と一匹が彼女の近くに移動した。

　こちらが話し合いに集中できるように面倒を見てくれるのか。そう解釈して頭を下げると、胸の前で両手を激しく振っている。

　表情がわからないから憶測だけど……もしかして、照れているのだろうか？

　世渡さんもなっちゃんさんも気にしていないようなので、俺も気にしないようにしよう。

「まずは、プレイヤーと偽って接触したことを謝らせて。本当にごめんなさい」

「申し訳ないっす」

　神である二人が頭を下げて謝る。常識では考えられない光景に思考が止まりかけるが、慌てて立ち上がる。

「や、やめてください。気にもしてませんから、頭を上げてください！」

　あまりにも畏れ多い。ニートが神に謝られるなんて前代未聞だ。

「良夫君が敬語やめたら、こっちもやめてあげる」

　腰は曲げたまま顔だけこっちに向けている。まさか、交換条件を出してくるとは。

「ですが、さすがに神様相手に失礼では？」

「日本人は宗教に関しては寛容なんでしょ。そんなに熱心には神様信じていない人が多いって神様業界では評判よ？」

　怖いな、その業界。

　確かに日本はクリスマスを楽しみながら、初詣にも行くような人が住む国だ。無神論者も多いし、海外に比べて宗教を重要視していないといえる。

　だからといって、本物の神様を前に無関心を装える根性がある人は……いないよな。でも、ここで俺が折れないと二人……二神は謝罪をしたままなのか。

「わ、わかりました。頑張ってみま、みるよ」

「オッケー。じゃあ、話を続けるわね」

　姿勢を戻して腰を伸ばす、世渡となっちゃん。心の声は読めなくなったと説明があったが……念のために敬称は省こう。

「まずはキャロルちゃんがこの世界にやって来たのは、こっちも想定外だったのよ。貢ぎ物がプレイヤーの元に送られるのは、そういう仕様だったんだけど、人や生き物は送れないシステムにしていたはずなのに」

「そうっすよね。そもそも人が《穴》を通っていいシステムなんてなかったんっすけど」

　人や生き物は送れない？　人が穴を通る？

　いきなり疑問が増えた。ここは訊くしかないか。

「あのー、質問いいですか？」

「はいどうそ、良夫君」

　どこから取り出したのか、黒縁の眼鏡を掛けた世渡が指し棒の先端を俺に向ける。……あの指し棒もいつの間に手にしていたんだ？

　たぶん、できる上司を演出しているつもりなのだろうけど、上司というよりは女教師のコスプレに見える。

「まず、生き物が送れないということですが、ディスティニーはうちに運ばれてきましたよ？」

「あーそれね。ほら、卵だったからシステムが食べ物って判断したみたいなのよ。それもこっちのミスね」

　果物とかと同等の扱いにされたのか。……このゲームのシステムってどういう仕組みなんだろう。謎は深まるが、その質問は後回しにしよう。今は他に聞くべきことが山積みだから。

「それと、人が通る穴ってなんですか？」

「あっ、そうか。《穴》についても説明してなかったわね。これについて語るには、まず私たち異世界の神がどうやってこの世界に来て、どうしてゲームを開発したのか、それを話す必要があるのよ」

　これはこのゲームの核心に迫る質問だったのか。

　ずっと、考えていた。異世界の神がなぜゲームを作ったのか。神々はなぜ異世界から日本にやって来たのか。

　一言一句、聞き逃さないように姿勢を正して集中する。

「まず世界の説明をすると、私たちが住んでいた世界は地球より少し上位の存在なんだ。例えるなら異世界と地球という二つの水槽があると考えてみて。それで、異世界は地球の水槽より高い位置にあるんだよ」

　世渡は飲み物が入ったカップを手にしたまま、熱帯魚が優雅に泳いでいる水槽に近づく。そして、そこに屈かがむと手にしているカップを水槽の少し下に移動させた。

「昔々、ゲームの舞台である異世界では邪神と主神の戦いがあって、そりゃもう激しかったんだけど、その余波で世界に亀裂が生じたの。世界を覆う見えないなにか……つまり、この水槽で例えるなら壁に小さな穴が開いちゃったの」

　指し棒でこんこんと水槽の下部を叩く。

　もし、そこに穴が開いたとしたら大量の水がこぼれ落ちるよな。

「神様は慌てて《穴》を塞ごうと思ったんだけど直すのって結構手間で、そう簡単には修復できないのよ。《穴》は小さかったから力のある主神や邪神には影響がなかったんだけど、力の弱い従神たちは《穴》に吸い込まれて、隣の水槽へと流れ落ちていきましたとさ」

　水槽を叩いていた指し棒の先端を水に例えて、自分のカップへと流れ込んでいるかのように動かす。

「そのときに流れ落ちてきたのが、世渡さんたち従神でカップが地球だと？」

「正解、ビンゴ！」

　なるほど、理屈はわかったし説明に納得はいく。ただし、今までの常識を投げ捨てて考えたら、という条件付きだが。

「ちなみに《穴》っていうのは比喩で、実際は物理的な物じゃなくて、なんかこう、神秘的なやつ？」

「主神は世界を隔てる結界とか言ってなかったっすか？　次元や時間をも超越した見えない障壁とかなんとか」

「そう、それそれ」

　なっちゃんの補足に対して満足そうに頷く世渡。

　結界、か。なんとなくイメージはできる。

「それでまあ、その《穴》から少しずつ流れ落ちているのが神の力なのよ。こっちの世界は地球よりも上に位置しているから、水って上から下にしか流れないでしょ。同じように神の力も一方通行で地球に注がれることになったの」

「ええと、目に見えない神秘的な力……神のオーラみたいなものが水みたいに地球に流れ込んでしまっていると」

「そうそう、それそれ。神オーラ」

　いいのかな、俺が適当に言った呼び名で。

「私たち従神は実体のない神オーラの塊みたいなもんだから、その《穴》からニュルッと地球に流れ落ちちゃったんだな、これが」

　なっちゃんが両腕を上に伸ばして体をくねくねさせている。どうやら、ニュルッと出て行くパントマイムをしているようだ。

「そんでもって、元の世界に戻りたかったんだけど、ずっと流れ落ちている神オーラの滝を昇るのって難しくてね。おまけに落ちたときに神の力の大半を失っちゃったし」

　世渡となっちゃんが同時に肩を落として、大きなため息を吐ついている。

　人間味あふれている今の姿がすべて芝居、ということはないのかな。

「でね、なんとか体を保つのが精一杯で、元の世界に戻るどころの話じゃなかったのよ。落ちてきた従神みんなで集まって、地球で肩を寄せ合ってどうにか生きていくことになったの」

　知らない世界に突然落とされた神々か。失礼な話だとは思うけど、その状況を見てみたかった。

「そこからは必死だったなー。わずかに残っていた神パワーで土地の権利者の記憶を改ざんして、神オーラが流れ落ちているこの場所の土地と建物を譲り受けたの。そして、こうやってゲーム会社を始めたってわけ」

　説明を聞いて真っ先に頭に浮かんだ疑問がある。

「……なんでゲーム会社なんです？」

「やっぱ、そこ気になる？　私たち従神は神オーラを浴びていないと存在が保てないの。数日ぐらいなら離れられるけど、そうすると神の力は使えないし」

　俺たちを助けに来てくれたときに、神の力を使っていればもっと楽だったのに使わなかった、のではなく、使えなかったのか。

「だから、神オーラが流れ落ちる北海道のこの場所から離れられなくて、動かなくても働ける仕事を探していたら、偶然このビルにゲーム会社があったんだよ。これも神のお導きってやつかもね」

　今のも神ジョークなのか。笑えばいいのかどうか、反応に困る。

　いや、そんなことよりも巻き込まれたゲーム会社の人たちは、どうなったんだろう。知りたいような知りたくないような。

「神オーラの源は神への信仰心。それが失われると私たちは消えてしまう。だから、信者を確保しつつ、こちらの世界でもお金を稼ぐ方法としてゲームを利用させてもらった、ってわけだよ」

　理屈はわからなくもない。だけど、こんな荒こう唐とう無む稽けいな話を受け入れて、自分の中で消化して納得するには時間が必要だ。

　今までの話を脳内である程度整理してみた。そうすると、新たな疑問が浮かぶ。

「取りあえず、今話したいことはこんなものかな。これ以上の情報を詰め込まれても困るでしょ。あとは、追々ね。よーし、じゃあ今度は良夫君のターンだ。何か訊きたいことあるかな？」

「キャロルとディスティニーを……元の世界に帰してあげることは可能なのでしょうか？」

　言葉を濁さずにストレートに質問した。

　その言葉が聞こえたようで、部屋の隅で社員さんとお菓子を食べていたキャロルとディスティニーが振り返り、こっちに注目している。

「問題はそこよね。可能かどうかで言うなら……可能よ」

　聞きたかった言葉を引き出せて安あん堵どする。キャロルと視線を合わせると、輝くばかりの笑顔を向けてくれた。

「喜んでいるところを悪いんだけど、残念ながら、ただし、が付くのよ」

　駆け寄ってきたキャロルとハイタッチしたポーズのまま止まった。ゆっくりと頭を傾けると、手を合わせて頭を下げる世渡がいた。

「あ、でも、深刻な意味じゃないの。すぐには無理ってだけで、時間が少しかかるかもしれないけど、向こうの世界には戻れるようにするから」

「そうなんですか？」

　ぬか喜びした直後なだけに、少し疑ってしまう。

「えとね、異世界から神オーラが滝のように地球に流れ落ちているのは説明したよね。滝の上から滝壺に荷物を運ぶのは簡単なのよ。流れに乗って運ぶだけだから。だけど、滝の下から上に向かって荷物を運ぶのは不可能に近いのはわかるでしょ」

　また水槽とカップを使い、身振り手振りも交えて説明してくれる。

　流れる滝の下から上に移動するのは確かに至難の業だ。

「貢ぎ物は神オーラの流れに任せるだけだから、実は結構簡単なの。だけど、その逆となるとね……。ハッキリ言っちゃうと、それができるなら、私たちも元の世界に戻っている、って話なのよ」

　それもそうだ。従神たちも自分の世界に戻りたいに決まっている。それができないから、苦肉の策としてゲーム開発をしてこの世界で生きている。

「あとね、どうにか神オーラに逆らって上までいけたとしても、《穴》が小さすぎて私たち従神は通れないのよ。主神様が神オーラが漏れすぎないように修復しちゃったみたいで、かなり縮んでるの」

「キツキツでうちらはムリッす」

　なっちゃんが手で輪っかを作って、人差し指を出し入れしている。

　……その表現方法は誤解を生むからやめてほしい。

「じゃあ、キャロルたちを送り返すのも無理なのでは？」

「えっとね、私たち神は神オーラに影響を受けやすいけど、人間やモンスターは別なの。どう説明したらわかりやすいかな」

　首を傾げた世渡が、助けを求めるような視線をなっちゃんに向ける。

　自分を指差して「うちっすか？」と呟くと、説明する言葉に悩んでいるのか頭を左右に揺らし始めた。

「えっとっすね。うちらはそもそも神オーラの塊みたいな存在っすから、濁流に突っ込むような感じなんすよ。人間やモンスターは神オーラほとんどないっすから、波のないプールを進む、みたいな？」

「うまい、そんな感じ！」

　世渡に褒められて、なっちゃんが「恐縮っす」と照れている。

「つまり、難易度が段違いなのよ。《穴》も人間が通るぐらいなら余裕の大きさだからね。あとはちょっとした調整に時間がちょーっとかかるだけよ。ちょーっとだけ」

「そう……なんですか、わかりました。よろしくお願いします！」

　勢いよく下げた頭が机にぶつかる。

『おねがいします！』

　俺には何もできないのだから、信じて待つしかない。戻れるという言げん質ちを取れただけでも十分だと思おう。

「任せてちょうだい。それで、ここからは相談なんだけど。もしよかったら、向こうに帰る手段が確立するまで、ここで働かない？」

「……はい？」
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「おはようございます！」

『おーはーよーう、ございますっ！』

「ふあああっ、お二人さんおはよう」

　三階の階段を清掃する手を止めて、次々と出社してくる社員さんに元気よくあいさつをする。

　隣では俺と同じく作業服姿のキャロルが、俺よりも大きな声で笑顔を振りまいている。その愛らしい姿に思わず頰が緩む社員さんたち。

　しかし、俺の作業服はまだしも、こんな子供サイズの作業服よく手に入れられたな。コスプレにしか見えないけどかわいいからよし！

　俺は今、神の会社で清掃をしている。

　世渡の提案により、キャロルが異世界に戻れるようになるまでという期間限定で働くことになった。

　初めはゲームの手伝いをするのかと身構えたのだが、雑居ビルの清掃をやってほしいとのことらしく、快く了承した。

　北海道への旅費で貯金の大半を使ってしまったので、今後ゲームを再開するときの課金が心配だったのもあって、渡りに舟とはこのことだ。

　清掃の範囲はトイレ、エレベーターホール、階段、廊下となっている。あとはゴミを捨てるぐらいか。

　俺だけでやるつもりだったのだけど、キャロルが「お手伝いする！」と一歩も譲らなかったので、一緒に働いてもらっている。

　ちなみにディスティニーは三階のオフィスにある暖房器具の前に陣取って丸まっている。

　ディスティニーはトカゲっぽく寒さに弱い。北海道は我が家とは比べものにならないぐらい寒い。動く気を完全になくしたようだ。

　仕事の邪魔にならないかと心配だったが、三階の社員（神様）には人気があるようで、ちょくちょくお菓子をもらい、甘やかされてご満悦でくつろいでいる。

『ヨシオ、階段水拭きしたらいいの？』

「そうだね。俺が掃除機……ええと、この道具でゴミを吸い取るから、そこをモップで綺麗に拭いてくれるかな」

『わかったー』

　階段の下に《清掃中》と書いた看板を置いて掃除機をかけていく。掃除は上から下にしていくのが基本なので最上階の四階からやりたいのだけど、四階は階段も立ち入り禁止になっていて近づけない。

　エレベーターも四階までボタンはあるのだけど、試しに押しても反応しなかった。

　世渡に訊たずねてみたことがあるのだが「ひ、み、つ」だそうだ。神様の秘密を暴く勇気は持ち合わせていないので、気にはなるが触れないでおくことにした。

　四階へと繫がる階段は神社にあるしめ縄のような物で塞がれている。その奥は薄暗くて、昼間だというのに踊り場まで光が届いていない。

　まるで闇がそこに居座り、近寄る物を飲み込もうとしているかのような恐怖を感じる。思わず身震いをしたのは気温のせいだけじゃない。

　目を逸らすと、キャロルと一緒にまずは階段を仕上げていく。

　三階を終えてから二階のエレベーターホールに移動。ここの廊下も清掃範囲に入っているが気をつけるように忠告されている。

　実はこの二階には大きな秘密があった。それは……。

「おう、兄ちゃんが訳ありの新しい清掃員か」

　キャロルの水拭きが終わるのを待っていると、背後から声を掛けられる。

　振り返ると、そこには坊主頭にサングラス、それに縦縞のスーツという、見るからに怪しい格好の男がいた。身長も二メートル近くあるので威圧感が半端ない。

　ドラマの悪者の役でこういう人を見た覚えがある。

「はい、よろしくお願いします」

「おう、あんじょう頼むで。綺麗にしたってや」

　北海道で聞く関西弁に違和感を覚えるが、そもそもこの人も神様なんだよな。

　三階にいる社員もそうだが、このビルで働いている社員はすべて神様。一階の旅行代理店は除いてだけど。

　だから、この悪者にしか見えない人も神様、なんだよな……しつこいようだけど。

「なんや兄ちゃん。ワシの顔になんぞ付いとるか？」

「あ、いえ、そういったわけでは」

『頭ツルツルだね。なんで色つきの眼鏡しているの？』

　素直すぎる質問を口にしたのは、言うまでもなくキャロル。慌てて口を塞ぐが時既に遅し。サングラス越しにこっちを睨にらんでいる。

　そんな視線に動じることなく純粋すぎる瞳が、悪者っぽい神様の頭を見つめている。

「こ、こら。すみません、失礼しました」

「ええって、ええって。将来有望そうな子やないか。アメちゃん食べるか？」

　怒ることもなく凄すごみのある笑みを浮かべると、ポケットから取り出したアメをキャロルに手渡している。

　どうやら悪い人──神ではないらしい。と安心はできない。俺はこの人の正体を知っているから。

　三階の社員は全員、主神側の従神。

　そして、二階の社員は全員──邪神側の従神なのだ。

　主神と邪神の争いについては、村人同士の会話である程度は理解している。

　あちらの世界には神が実在していた。その中でも上位の八神と呼ばれる存在がいたのだけど、その中で最も力があった一神が七神の方針に納得いかず反旗を翻した。

　他の力弱き神々は従うべき神を見定め、それぞれの陣へと参加することとなった。激しい戦いは一年以上続いたが、最終的には一神が負けて地の底へと封印された。

　──それが邪神。

　この話を聞いたときに真っ先に思ったことが「邪神って一人だけだったのか」ってことだ。主神が七体いたのは知っていたから、てっきり邪神側も同じぐらいいるものだと勝手に思い込んでいた。

　でも実は一対七で戦っていたという事実。従神も争いに参加していたから、一概に邪神側が不利だったとは言えないのかもしれないが、主神と従神では力に雲泥の差があるらしい。

　つまり、邪神は圧倒的な力を所有する神だったということだ。

　見た目は厳ついけど優しい感じのこの人も、あの邪神と共に戦った従神だったのか。

「兄ちゃん、ワイが邪神側の従神だからって警戒してるんか？」

　男の言葉に背筋が寒くなる。

　心を読まれた？　いや、それができないように世渡がしてくれたはずだ。

「顔に出しすぎや。その顔を見たら警戒しているのが一目でわかるっちゅうねん」

　そんなに顔に出やすいかな、と疑問に思いながら自分の顔を撫でていると、俺を見上げていたキャロルが大きく頷いた。

　……自然体を装っているつもりだったが、バレバレだったみたいだ。

「そもそもや、兄ちゃんは邪神と主神の違いちゃんとわかってんのか？」

　違い、か。昔話でしか知らない。あとは邪神側のプレイヤーから察するぐらいか。

「昔、争ったということぐらいしか」

「そやろな。いいか、争った理由っちゅうのは……価値観の相違や」

「価値観の相違ですか」

　意外な言葉が男の口から出てきた。てっきり「気に食わなかったから」とか言い出すのかと思ったら。

「そうや。主神側は人間や動物を寵ちょう愛あいした。そしてモンスターを汚れた存在として忌み嫌ったんや。うちの神様はモンスターも人間も等しい存在だと主張した。命は公平であり、片方に加担することは許されない、と」

　静かに語る男の話を聞いて息を吞む。

　この話が本当だとしたら、邪神が邪悪な存在だとは一概に言えなくなってしまう。

「この地球の歴史もそうやろ。勝てば官軍、負ければ賊軍って言葉があるやないけ。勝った方が正義になるなんてよくある話や。まあ、人間にしてみれば、自分たちを贔ひい屓きにしてくれる主神の方がありがたいんは確かやろうけど」

　寂しそうに呟く男の横顔をまじまじと見つめてしまう。

　噓うそを言っているようには見えない。だけど、それが本当だという証拠も根拠もない。

『ヨシオ、お顔にシワがあるよ』

　キャロルの手招きにそのまま体を屈ませると、背伸びをしてきて俺の眉間に指を当てると、ぐいぐいと押してくる。どうやら、シワを伸ばそうとしてくれているようだ。

「ちょっと考えごとをしていただけだから」

　わからないことは考えても時間の無駄。だから、わかる人に聞けばいい。後で世渡かなっちゃんに訊いてみよう。

「幼女はええなー。見ているだけで和むわ」

　悪役ふうの神様がキャロルを見て微笑んでいる。さっきまでの深刻そうな表情は完全に消えて、口元がだらしなく緩んでいる。

「傍はたから見たら危ない光景にしか見えないわね、ゲン」

「うっさいのう。余計なこと言うなや」

　唐突に口を挟んだのは女性だった。

　その女性は短く丸みを帯びた髪型をしていた。確かショートボブっていうんだったよな。妹が好きなモデルがこんな髪型だったはず。

　切れ長の目と真っ赤な唇。それと、この会社では珍しく女性用のスーツを着ている。スーツのデザインは世渡の服と似ている。

「仕事中に何をサボっているのよ、ゲン」

　この神様はゲンというのか。

「幼女を愛めでるのに忙しいんや」

「……その見た目でその発言。犯罪者そのものじゃないの」

　その言葉に思わず頷きそうになったが、キッと睨まれたので首を横に振っておいた。

「まったく、こっちに来ても真面目やなあ、運うんちゃんは」

「その呼び方するなって言ってるわよね」

　凄みのある低い声が聞こえたかと思ったら、同時に風を切る音がした。

　突如吹き付けてきた風に前髪が跳ね上がり、風圧に目を閉じる。目をうっすらと開いた先に広がる光景を目の当たりにして体が硬直した。

　運ちゃんと呼ばれた女性のすらりと伸びた脚の先がゲンの喉元に添えられている。目にも止まらぬ速さで蹴りを放ったのか。

「おいおい、導火線短すぎへんか。神様同士のバトルは禁止のはずやで？」

「これはただのケンカよ。ムカつく顔をした男を蹴ろうとしただけ」

　彼女のつま先に手を添えて平然と会話をするゲン。そして、冷たい視線を注ぎながら蹴りのポーズを崩そうとしない、運ちゃんと呼ばれた神。

　一触即発の現状に、ただの人間である俺は……どうにかできるわけがない。黙って状況を見守るしかない。

　キャロルを自分の背後に隠し、巻き込まれないようにじりじりと階段付近まで後あと退ずさっている途中で、肩に誰かの手が触れた。

　その手を伝うように視線を向けると、俺の肩に手を添えてしかめ面をしている世渡がいた。

「はいはい。ケンカしないの。神様が人前で恥ずかしくないの？　ダメでしょ、ゲンちゃんに運ちゃん」

　一歩前に進み出ると二人の頭を軽く小突く。

「先輩。すみません、はしたないところをお見せして」

　恥ずかしそうに顔を赤らめ、ゆっくりと脚を下ろしてスカートの裾を押さえている。

　さっきまでの言動が噓のようにしおらしくなった。

「露骨に態度変えやがった……」

　吐き捨てるようにぼやくゲンの気持ちはわかる。世渡も「運ちゃん」と呼んだのにその件に関して何の追及もしていない。

　それどころか名前を呼ばれて喜んでいるようにしか見えない。

「運ちゃんは真面目だからねー。でも、同僚とは仲良くしないとダメよ」

「わかりました。すみませんでした……ゲンのロリコン野郎」

「て、てめえ」

　上辺は謝罪しているが、反省をしているようには見えない。

「はいはい、もう二人は仲良しさんなんだから。あーそれと、ゲンちゃん。良夫君もキャロルちゃんも私の大切な友人だから、余計な真似はしないでね？」

　笑顔で忠告しているが、よく見るとその目が笑っていない。

　ゲンは血の気の引いた顔で「あ、ああ」と呻うめくように答えた。

　見た目だけで判断するなら、線の細い女性である世渡に対してゲンがビビる要素はない。だけど、神のランクでいうなら世渡は第一位の従神。ゲンはそれより下位なのだろう。

　肩をすぼめて黙って立ち去るゲンの後ろ姿には哀愁があった。少し申し訳ない気持ちになってしまう。

「もしかして、この人間は先輩のプレイヤーなのですか？」

　もじもじしながら、甘えたような声で訊ねる運さん。さっきまでと同一人物とは思えない。

「そうよ。よくわかったわね」

「そう、なんですか」

　肯定した世渡を見つめていた運さんの視線が俺に向けられ、俺は全身が硬直した。

　──凍いてつくような冷たさを秘めた視線が俺を貫く。

　瞳の中に揺らぐ殺意が見えた、気がした。でも、それは一瞬で表情が一変する。

「自己紹介がまだでしたね。私は運を司つかさどる神をやっています。私のことも先輩と同じように友人として扱ってもらえると嬉しいです。運ちゃんとでも好きに呼んでくださいね」

　穏やかに微笑むと手を差し出してくれた。

　さっきの顔が焼き付いてしまっているので、恐る恐る手を伸ばすと強引に摑まれ、軽く引っ張られる。

　体勢が崩れて前のめりになったところに、そっと耳打ちされた。

「調子に乗って先輩に馴れ馴れしくしないように」

「……肝に銘じておきます」

　この神様のことは心の中で運様と呼ぶことにしよう。

　運の神なのかこの女性は。……あれ？　世渡は出会ったときに「運の神のプレイヤー」と名乗っていたよな。

「仲良くなれたみたいで一安心ね。運ちゃん、この子たちに誰も変なちょっかいを出さないように、一応警戒しておいてくれる？」

「任せてください。先輩の頼みでしたらなんだって！」

　俺の手を投げ捨てるように離すと、今度は世渡の手を包み込むようにして握っている。……もしかして百ゆ合りというやつなのか？

　運様にとって俺は邪魔者らしいが、世渡の言うことは絶対のようだ。

「では、名残惜しいですが失礼します」

　本当に別れるのが寂しいようで、何度も振り返りながら二階オフィスに入っていった。

　……ちょっと待て。えっ、二階のオフィスに？

　邪神側とは険悪なムードなのに世渡と仲が良かったから、てっきり三階の主神側の従神だと思い込んでいたが、まさかの邪神側だとは。

「ごめんね、神様なのに情けないところ見せちゃって。あと、前も注意したけど二階の社員には気をつけて。敵対している存在には変わりないのだから」

　それは運様のことも含まれるのか。そう訊いてみたかったが、やめておく。俺が神様の問題に首を突っ込むのは間違っている。

　同じ人間のような外見をしていて、親しげに接してくれているから勘違いしそうになるが、俺とは次元の違う存在だというのを忘れてはいけない。
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　それからは特に問題もなく、昼過ぎには今日の清掃が終了した。

　道具を片付けて清掃員用の控え室で着替える。まずは三階に行って業務終了を伝えないと。

　キャロルと一緒に三階オフィスに入ると、奥の窓際で忙しそうに働いている世渡のところへと向かう。

　しかし、いつ見てもだだっ広い室内だ。雑居ビルの敷地面積を大幅にオーバーしているこの空間は「神オーラの影響で歪ゆがんだ空間を、ちょちょいといじったんすよ」となっちゃんが説明してくれた。

　正直、意味がわからないが、そういうものだと理解したふりをするしかない。

　室内には数十人の社員がいるように見えるが、実際の数はわからない。

　一度一人ずつ数えたことがあるのだけど、途中で誰まで数えたかわからなくなり、何度数え直しても同じ結果になった。

「清掃終わりました」

「はーい、ご苦労様。今日は帰っていいわよー」

　デスクの上のパソコンに目を当てたままヒラヒラと手を振っている。

　仕事の邪魔をしては悪いので、俺とキャロルは頭を下げてその場から立ち去った。オフィスを出る前に扉の脇に置いてあるストーブの前に行き、そこで丸まっているディスティニーを回収してカバンに入れる。

　雑居ビルの外に出て息を吐くと、白い塊が空へと昇っていく。

　北海道に来て五日目になるが、この寒さには慣れそうにない。毎日見ていると雪も新鮮味は薄れ、白に覆われた景色も日常と化してしまった。

『ヨシオ、後で雪合戦しよう！』

　雪の上を元気に走り回るキャロルは別のようだけど。

　この雪景色を楽しめるのも残りわずか。世渡によると、異世界に戻れるようになるまで、四、五日ぐらいとのことだった。

　ここに到着してから既に三日が経過して、早ければ明日戻ることが可能になるはず。そう思うとこの寒さも悪くないように感じる。

「よーし、ホテルに着いたら荷物置いて雪合戦するか」

『やったー！』

　キャロルと遊んであげられる時間も残りわずか。体力が尽きるまで、満足するまで全力でお付き合いしよう。
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「はい、そういうことで申し訳ありません」

『あー、そんなに気にしなくていいぞ。清掃業ってのは年始はかなり暇でな。一月はあんまり仕事がねえんだよ。むしろ、仕事を全然入れてやれなくて、悪いって思っていたぐらいだからな』

　ホテルの一室で平謝りしながら電話をしている。相手はバイト先の社長。

　元日に一度社長には年始のあいさつを含めて電話をしたのだが、北海道旅行に行くとしか伝えていなかった。

　ここで清掃することが決まってから世渡が俺のバイト先の社長に連絡を入れて、正式に仕事を依頼して、俺がこっちで清掃を引き受けるという形になり、今に至る。

「しっかし、良夫はバカ正直というか、なんというか。そんなもん自分一人で受けて、金全部もらえばいいじゃねえか」

「そうはいきませんよ。この清掃の技術も社長のところで教えてもらったものですし」

「そう言ってくれるのは嬉しいんだがな。まあ、あれだ。うちの仕事として受けたんだから、こっちの心配は無用だ。出張清掃だと思って北海道を満喫してこい。特別ボーナスも出すからよ。土産期待してるぞ」

「ありがとうございます」

　相手には見えていないのにスマホに向かって頭を下げる。

　世渡もバイト先を通す気はなかったようだが、俺からお願いしてこういう契約になった。これは社長への恩を少しでも返したいという気持ちと、仕事をサボっている罪悪感から逃れるための口実だ。

　これで仕事にも身が入り、会社の名を汚さないように頑張ろう、とやる気も出る。

　用件は伝え終わったので通話を切ろうとしたが、一つ気になっていたことがあったので社長に訊いてみた。

「社長、山本さんはどうしていますか？」

　年末の襲撃事件のあと、山本さんはゲームに関する記憶を綺麗さっぱり忘れ去っていた。そして、人が変わったかのように年始からやる気に満ちあふれている、という話は以前にも聞いた。

　今もその状態のままなのか。記憶を失った以外に副作用はないのか、それが知りたい。

「おう、元気なもんだ。年末のあの陰気くさい顔が噓みたいだぞ」

　そう、なんだ。あの事件の直後は怒りで腸はらわたが煮えくり返りそうだったが、山本さんはバンドマンに操られていたことを知り、その怒りは収まった。

　それでも山本さんがいなければ村はこんな状態にならなかった、と割り切れない自分がいるのも確かだ。

「そうですか。山本さんにも岬みさきさんにも、よろしくお伝えください。失礼します」

　通話が終わりスマホを充電する。

　実は社長に電話をする前に『明日、キャロルちゃんととディスティニーちゃんを元の世界に帰せるかもしれない』と連絡があった。

『ヨシオ、まだ寝ないの？』

　ベッドの上でディスティニーとじゃれているキャロルが、ポンポンと掛け布団を叩いて一緒に寝ようとアピールしている。

　こうやって過ごす夜も最後になるのか……。

　キャロルと一緒に過ごしたのは一週間程度だったけど、俺にとってかけがえのない時間だった。

　ディスティニーに至っては何ヶ月も過ごした間柄。今では家族同然だと思っている。

　そんな一人と一匹と一緒にいられる夜は今日が最後。まだ寝るには早い時間だが、俺もベッドに腰を下ろす。

　俺の右側にディスティニー。それを挟むようにしてキャロルが寝転んでいる。

「キャロル、日本……神の国は楽しかったかい？」

『うん、すっごく楽しかったよ！　向こうに戻ったらパパとママに自慢するんだー』

　身振り手振りを交えて楽しそうに話す姿を見ているだけで、こみ上げてくるものがある。三十超えてから本当に涙もろくなったな。

『どうしたのヨシオ。お腹なか痛いの？』

　心配そうに覗き込む、キャロルとディスティニー。

　そんな二人が愛おしくなり、優しく抱きしめる。

「明日は忙しくなりそうだから、もう寝よっか」

　こういうとき語ご彙いが豊富なら、もっと気の利いたことを言えるのだろうけど、今の俺には行動で示すのが精一杯だ。

　一人と一匹が眠りにつくまで、俺はずっとずっと見守っていた。
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　朝、職場となっている雑居ビルへ到着した。

　すれ違う社員さんたちには、いつものように元気よくあいさつをする。

　ここの社員さんの大半とはあいさつを交わす程度で、頻繁に会話をする相手は世渡、なっちゃん、運様ぐらい。

　お茶を運んでくれた女性ともあいさつと会釈をするぐらいで、あとは悪役っぽい神様ゲンと立ち話をする程度だ。

　中には露骨に見下した視線を向ける社員さんもいるが、大半の社員さんは普通に自然体で接してくれた。何も知らなければ、ここにいるのが神と人間とは思えないぐらいに。

　いつもなら清掃の控え室で作業服に着替えるのだが、今日はそのまま私服で会議室に向かう。

　出勤してくるみなさんに朝のあいさつをするのだが、今日は反応がいつもと違う。声が優しく穏やかで、社員さんによっては無言で肩を軽く叩く人までいた。

　なんだろう、この感じ。昔こういうのを映画で観たことあるような。

　もう少しで思い出せそうな記憶に頭を捻ひねりながら会議室に入ると、既に世渡、なっちゃん、お茶を運んでくれた女性社員がいた。

「よく来たね、勇敢なる者よ」

　なぜかカーテンをマントのように羽織った世渡が、大袈裟な身振りとセリフで俺たちを迎え入れた。両隣に立つ二人が、わざとらしく拍手をしている。

　なんだこの儀式というか茶番劇は。

「そんな冷めた目されると傷つくんだけどー」

「あの、すみません。呆あっ気けにとられて」

「一応、異世界に送り返すという重大な儀式を執り行うわけだから、厳かな雰囲気を演出したくてね」

　正直、学芸会のレベルの方がもっとマシだと思ったが口には出さない。

「ごほんっ！　前振りはこれぐらいにして」

　少しだけ頰が赤い世渡がマント代わりのカーテンを脱ぎ捨てると、大きく咳せき払ばらいをした。やっぱり恥ずかしかったのか。

「今からキャロルちゃんとディスティニーちゃんを異世界に届けます。覚悟はできてるかなー？」

　話を振られたキャロルがびしっと手を上げて『はい、できてます！』と元気よく答える。いつの間にか机に登っていたディスティニーも真似て、前足と尻尾を上げた。

「お返事が元気でよろしい！　じゃあ、今から四階に移動するよ」

「四階ですか？」

　ずっと立ち入り禁止だった、あの階に行くというのか。

「そうよ。黙っていたけど、四階には《穴》があるの」

「《穴》って……もしかして、みなさんが通ってきた？」

「そう、その《穴》」

　誰も四階に行かせないようにしていた理由が判明した。異世界と日本を繫ぐ穴が、そんなところにあったのか。

「説明するより実際に見た方が早いと思うから、移動するわよ」

　世渡の先導に従い、俺たちは会議室を出た。

　再び社員の視線が俺たちへと向けられる。さっきも感じた妙な視線を。

「みんなじろじろ見過ぎっすよ。そんな風に見られたら心配になるから、やめるっす」

　なっちゃんがその視線に気づくと、腰に手を当てて他の社員を叱っている。

　そうか。この視線の意味がようやく理解できた。

「もしかして、みなさん心配されているのですか？」

「あー、うん。ちょっと日本語に切り替えるわね」

　先頭を行く世渡に訊ねると、言葉を濁して耳元で囁いた。

　日本語で話すということはキャロルには聞かれたくない話なのか。

「異世界からこっちに何かが送られてくるのはいつものことだけど、こっちから向こうに何かを送るってのは初めての試みなのよ」

　なるほど。他の神々からしてみれば初めての実験のようなものか。優しい対応にもあの視線にも納得がいった。

　戦争映画で戦場に送り出される兵士を見る目だ、あれは。

「失敗の可能性は？」

「ゼロ、とは言えないけど、自信はあるわ。まず、道具を一つ異世界に運んでみたのだけど、それは成功したから」

「……人体実験は？」

「そりゃ、もう、は、じ、め、て」

　そんなちょっと色っぽい言い方されても誤魔化されないぞ。

　さっきまでは別れの覚悟を決めていたが不安になってきた。失敗の可能性があるなら、送るのは見合わせた方がいいのではないのか。

　もし、キャロルの身に何かあったら、村人たちに合わせる顔がない。

　だけど、安全性を確かめる方法なんて実際に人を送るしか手はない。確実性を求めるために誰か他人を実験体にしろ、とでも提案するのか？

　何をどうすればいいのか。何が正しいのか。出ない答えに悩んでいる間にも容赦なく時は流れていく。

　気がつけば俺たちは四階のエレベーターホールに立っていた。

　二階、三階と同じ造りだが、オフィスに繫がるガラス戸がある位置に、巨大な鋼鉄製の門扉がある。

　黒に近い鋼色で、その大きさは高さ横幅ともに三メートル以上ある。両開きでドアノブが剣の柄のような形をしていた。

　扉の表面には歪んだ渦のような模様が彫り込まれていて、重厚な扉と相まって禍まが々まがしい雰囲気を醸し出している。

「じゃあ、中に入るわよ」

　ドアノブをなっちゃんとお茶くみの女性社員が摑み、ゆっくりと開いていく。

　振動が足下から伝わり、錆さびた金属のこすれるような音が響く。

　開かれた扉の先にあるのは──光が一切差さない漆黒の闇。

　エレベーターホールは明るいというのに、まるで黒い壁でもあるかのように光が完全に遮断されている。

　目を凝らしても室内の様子は何も見えない。ただ闇が広がっているだけだ。

「さあどうぞ、ってこれじゃ入れないか」

　世渡が頭を搔いた手を掲げて指を鳴らすと、室内に明かりが灯ともっていく。

　炎の光が入り口から奥へと道のように連なり進んでいく。炎に照らされた室内は想像以上に……尋常じゃないぐらい広かった。

　三階オフィスの倍は軽く超える室内の広さ。見上げると視界に広がるのは闇ばかりで天井が見えない。

　正面には背の高い燭しょく台だいが並び、火の灯ったろうそくが炎の道を作っている。

　ろうそくの炎の明るさなんて大したことはないはずなのだが、かなりの広範囲を照らし出していた。

　床はすべて白い大理石が敷き詰められ、明かりに照らし出されている。

　他に見えるのは、ローマの古い神殿にあるような石造りの柱。等間隔に並ぶその柱は異様なほどに大きい。直径が俺の身長を軽く凌りょう駕がする太さだ。柱の先端は上空の闇に溶けているので長さは不明。

　世渡たちがためらわずに進んでいくので、俺とキャロルは顔を見合わせて息を吞むと、同時に頷いて手を取り合って後を追う。

　ディスティニーは俺の背中に貼り付いて、じっと正面を睨むように凝視している。その横顔が頼もしく見えたので「頼りにしているよ」と伝えておいた。

　すると、舌を出し入れしながら片目を瞑つぶって尻尾を振っている。

　闇に灯る炎を頼りに歩みを進めていたが、先頭を行く三人……三神の足が止まる。

「これが《穴》だよ」

　三人は振り返り、左右に別れるように移動すると、目の前には金属製の大きな台座があった。ピラミッドの途中から上を切り落としたようなデザインなのだが、周辺から長さの異なるいくつものパイプが台座に這はうようにして伸びている。

　台座の上には巨大な丸い……何かがある。

　それは丸く巨大な水晶のようでもあり渦のようでもある。

　色は不明。だけど無色透明ではない。赤のようでも青のような黒でもあり、虹色でもある。

　目の前で見ているというのに脳が色の識別をしてくれない。わからない、目を凝らしても何色か判別できない。

　俺はその何かから目が逸らせないでいた。高いところから下を覗き込むような、怖いけど吸い込まれるような感覚。見たくないけど見たい。相反する気持ちがせめぎ合っている。

　パンッ、と手を打ち鳴らす音が響くと同時に、俺の視線はソレから外れた。

　自然と音の鳴った方へ顔を向けると、手を打ち鳴らしたままの格好の世渡がいる。

「はーい、あんまりじっと見ると体に良くないかもしれないからね。あれはこの世界では異質なものだから」

　明るく語る声に促され、ハッとする。いつの間にか《穴》に顔が付きそうなぐらい接近していた。

　慌てて後退すると、からからになっていた喉を少しでも潤そうと唾を飲み込む。

「調整は全て終わっているから、ここに飛び込むとあの村のあった場所に戻れます。ただし、村が今どうなっているかは教えられません。ゲームのルールに反するし、公平性に欠けるから」

　予あらかじめ聞いていたことなので反論はない。でも、正直に言えば先に現在の村の様子を知りたい。もし、村が壊滅していて村人が誰も生き残っていないとしたら……そんな場所にキャロル一人を送り込むことになる。

　そんなの死ねと言っているのと同じだ。

　廃墟と化した村で呆ぼう然ぜんと佇たたずむキャロルとディスティニー。そんな光景が頭に浮かぶ。想像しただけで胸が締め付けられる。

　キャロルはディスティニーをぎゅっと抱きしめながら、促されるままに一歩、また一歩、《穴》へと近づいていく。

　次に大きく一歩踏み出せば《穴》へと到達する。

　その小さくか弱い背中に向けて手を伸ばし、何か言ってやりたいが口から漏れるのは荒い呼吸音のみ。

　情けない。……今から旅立つ少女に対して、励ましの言葉一つ思い浮かばない。

　キャロルは《穴》のすぐ前で立ち止まると、こちらを振り返っていつものように満面の笑みを向けた。

『ヨシオ、ありがとう。本当に楽しかった！』

　そう言って手を振るキャロルと、じっと見つめるだけのディスティニー。

　俺は伸ばした手をぎゅっと握りしめると、隣に立つ世渡を正面から見据える。
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「この《穴》は本当に大丈夫なんですよね。人が通っても」

「調整には自信があるわよ。だけど、申し訳ないけど絶対とは言えない。前例がないから。私たちは通れないし、無関係な人間を捕まえて試すわけにもいかないから」

　俺が思っていた通りか。だったら──

「この世界の人間が通って問題は？」

「それは問題ないわ。むしろ、この世界の住民は神オーラと無関係だから流れに逆らって進みやすいぐらいだと思うけ……ちょっと！」

　俺は最後まで言葉を聞かずに駆け出していた。

　横を走り抜ける瞬間、驚いた表情のキャロルと目が合う。

　俺は親指を立てて、

「先に行ってるよ」

　と言い放ち、無理やりに笑顔を作って《穴》へと飛び込んだ。
















[image: ]




　一面の黒。

　何もない。視界は黒く塗り潰され、体の感覚も失われている。

　自分が闇に溶け込んでしまったのかと恐怖を覚えるが、今更どうしようもない。

　最初の犠牲者がキャロルじゃなくてよかったと思うしかない。我ながら無謀だった。でも、この十年生きる価値がなかったような男の最後としては悪くない。

　誰かのために犠牲になれた。大切な人たちのために少しでも役に立てた。そう考えると現状も辛つらくない。

「母さん、父さん、沙さ雪ゆき……精せい華か。俺が死んだと知ったら悲しんでくれるかな」

　数ヶ月前までは俺は家族の重荷でしかなかった。俺が死んだら、きっと家族はみんな喜ぶ。そう思いながらも自分から動くことはなく、時間を浪費していた。

　ようやく人前に出て、一人前……とまではいかないが懸命に生き始めたところ。家族にも精華にも恩を返せる日も遠くない、と信じていた。

　人生が好転していただけに、そこは少し……かなり悔しい。

「ごめんなさい。父さん、母さん、沙雪、精華」

　俺は闇の中でひたすら詫わびることしかできなかった。







「ヨシオ、起きて！　起きて！」

　懸命に名前を呼ぶ声がする。

　どこかで聞いたことのある少女の声。そして、頰に触れる何やら生ぬるいぬめっとした感触。この声、誰だっけ。あと、さっきから顔中がぬめぬめするのはなぜだ。

「起きて、起きて、起きて」

　同じ言葉を繰り返す声。その必死さに促され、俺の意識が徐々に覚醒していく。

　俺は──良よし夫お。今、俺は、そうだ無謀にも《穴》へ飛び込んで、闇の中で……。

　自分が何者で何をしていたのかを思い出してきた。

　鉛のように重く感じる目蓋をこじ開けると、俺を見下ろす涙目のキャロルと細長い舌で顔中を舐なめまくっているディスティニーが目の前にいた。

「キャロル……ディスティニー」

　かすれた声で名を呼ぶと、キャロルが首筋に抱きついてきた。

「よかったー。ヨシオ、ずっと動かないから心配したんだよ！」

「そう、だったのか。すまない」

　上半身を起こして、キャロルの頭を撫なでる。俺の胸元にしがみついて上目遣いするディスティニーも一緒に撫でておく。

　まだ意識がハッキリしない頭に大量の新鮮な空気を送り込むために深呼吸をする。

　肺を凍らせるような冷たい空気が滑り込む。──濃い緑の匂いがした。

　辺りを見回すと、周囲は木々が生い茂っていた。地面は丈の短い雑草で覆われている。

　雑草には霜が降りていて、地面に突いていた手がかじかむ。

　さっきまでとはまるで違う風景。

　雑居ビルの四階であの《穴》を前にしていたのに、今は大自然の中。

　つまりここは──

「何者だ！　はっ、えっ、キャロル!?」

　背後から怒声に続いて驚く声が聞こえる。

　振り返るとそこには、両手に剣を構えた精せい悍かんな顔つきの男がいた。男の背景には丸太の柵がずらりと並び、木の門らしきものもある。

　大自然の中に丸太の柵。そして、剣を構えて俺を睨にらみながらも、キャロルを見て驚いた男。その顔に見覚えは……ある。

　そうか、無事に成功したのか。この光景とこの顔を俺が見間違えるわけがない。

　まだ少しぼーっとしている頭へ徐々に現実が浸透してくる。

　焦るのも取り乱すのもあとでいい。まずは現状を正しく把握することが優先される。奇妙奇き天て烈れつな展開に、いい加減慣れろ。

「キャロル無事だったんだな……。その怪しげな男から離れるんだ！」

　男は安あん堵どの表情を一瞬だけ浮かべたが、すぐに表情を引き締めて俺に剣の切っ先を突きつける。彼からしてみれば見知らぬ不審者だからな。

「お兄様、さっきの大声は一体……えっ、キャロル！」

　男の背後から小走りでやって来たのは聖職者の衣をまとった女性。

　更に続いて、気の弱そうな男性と赤毛の女性が必死の形相で駆け寄ってくる。

「キャロル、キャロル！」

「キャロルなのかっ！」

　二人の男女は手にしていた武器を投げ捨て、キャロルは両腕を広げて二人の胸へと飛び込んでいく。

「パパ、ママ！」

　涙を流し、声にならない声を漏らして抱き合う三人。

　その姿が見られただけで頑張ってきた甲か斐いがあった。あふれそうな涙を堪こらえ、大きく息を吐く。

　よかった、本当によかった。

　胸を撫で下ろし、いつまでもキャロルたちを眺めていたかったが、鋭く光る刃が視界に割り込んで邪魔をする。

「面妖な格好をしているが、何者だ？　なぜ、キャロルと一緒にいた。回答によっては無事では済まないぞ」

　声までイケメンなんだな。何も知らなければドスの利いた声に怯おびえたのだろうが、俺は知っている。彼は無闇に人を傷つけるような人物ではないと。

　そんな彼の背後に隠れるようにして、俺を観察している大人しそうな女性も、抱き合っている三人も、更にやってきた二足歩行のレッサーパンダと中性的な美人も……みんな知っている。忘れるわけが、ない。

　彼らを見ていると自然と涙がこぼれ落ちた。

「急に泣き出しても騙だまされんぞ。きさまは何者だ！」

　警戒を解かない彼に向かって、

「私は……」

　言葉に詰まる。なんて言えば信じてもらえるんだ。

　今更、彼らが誰かわからないなんてボケたことを言う気はない。




　両手に剣を構えているのは村一番の頼りになる男、ガムズ。

　兄想いで、敬けい虔けんなる信者でもある、チェム。

　抱き合う三人の家族、キャロル、ロディス、ライラ。

　少し離れた場所から弓で俺を狙っている、ムルス。

　挟み込むようにして槍やりの穂先を突きつけているのは、カン、ラン夫婦。




「みんな、無事だったのか。そっか、そっか」

　うれし涙が止まらない。ずっとずっと、会いたかった村人が目の前にいる現実。これを喜ばない理由なんて、ない。

「気持ちの悪いヤツだ。そうやってとぼけるなら、こちらにも考えがある」

　すごむガムズが切っ先を更に近づけると、鼻先に触れた。少しでも動いたら斬られる。

　村人を守るためなら、ためらうことなく俺を切り捨てるだろう。そういう男だガムズは。考えろ。このまま誤解されて村人に殺されるなんて真っ平御免だ。

「実は私──」

「ガムズお兄ちゃん、ヨシオいじめたらダメ！」

　俺が咄とっ嗟さに考えた設定を口にするより早く、キャロルが俺とガムズの間に飛び込んできた。両腕を広げてかばってくれている。

「危ないだろ、キャロル」

　慌てて剣を引くガムズを、キャロルが頰を膨らませて睨んでいる。

「ヨシオは神様のお手伝いしているんだよ。キャロルをずっと守ってくれていたんだよ」

　大好きなガムズに怒るキャロルの言葉が胸に染みる。

　ありがとう、勇気をもらえたよ。

　キャロルの肩に手を置いて立ち上がると、姿勢を正す。そして、目を逸そらさずにしっかりとガムズを正面から見つめて口を開いた。

「初めまして、運命の神に選ばれし人々よ。私の名はヨシオ。運命の神の従者をしています。先日まで神の国で保護していたキャロルをお返しに参上した次第です」

　心の動揺は一切見せず、敵意がないことをに見せるように微ほほ笑えむ。日頃したことがない作り笑いに頰の筋肉が震えるが、ここは踏ん張りどころだ。

　キャロルにもそう伝えていたから、設定に問題はないはず。

「神の従者だと。そんな噓うそが通じるとでも──」

「ガムズお兄ちゃん！　本当だよ。キャロルは神の国でヨシオと一緒に遊んだんだから。おいしいご飯もいーっぱい食べたんだよ！」

　懸命に弁護してくれるキャロルの背中に登ったディスティニーが、手と尻尾を振って一緒に抗議してくれている。

「そう言われてもだな。それにその背中のモンスターは」

「この子はディスティニー。キャロルのお友達だよ」

　背中に貼り付くトカゲを訝いぶかしげに観察するガムズ。危害を加えないと判断したのか、無理に引き剝がそうとはしない。

　太陽の光を浴びるディスティニーの姿は、神々しさすら感じさせる。大自然をバックに金色の体が映えている。

「にわかには信じられないと思いますが、まずはこれをお返ししますね」

　カバンの中から聖書を取り出すと、兄の背後に隠れていたチェムへ差し出す。

「これは聖書！　では、ヨシオ様は本当に神の従者!?」

　チェムは悲鳴のような歓喜の声を上げると、その場に崩折れるように膝を突き、深々と頭こうべを垂れる。ガムズは即座に剣を納めると妹に並ぶ。

　それを目撃した他の村人たちも一斉に同じポーズを取った。ムルスだけは腕を組んだまま、冷淡な視線を向けているが。

「知らぬこととはいえ失礼しました！　無礼についてはすべて俺……私の責任です。どうかこの命で勘弁していただきたい。村人には何の罪もありません」

　いや、そんな大おお袈げ裟さな。

「兄は知らなかっただけなのです！　この身を捧げます故にどうかお慈悲を。寛容なお裁きを！」

　兄の横に並び、額を地面に擦りつけて懇願するチェム。

　……これが神の権威というやつか。このままだと俺が悪党みたいだ。こんな展開はこれっぽっちも望んでいない。

「顔を上げてください。私も神もそのようなことで怒ったりはしませんよ。ガムズさん、今日まで村人をよく守ってくださいました。神もお喜びになっていましたよ」

　これは偽りではなく心から感謝しているんだよ、ガムズ。

「皆も無事で何よりです」

　もっと気の利いたことを言うべきなのだろうが、今の俺にはこれが精一杯。

　神様っぽい話し方は神託で毎日書き込んできたので応用も利くが、こういう丁寧で穏やかな口調はまた別ものだ。

　頭で素早く文章を組み立てて、迂う闊かつなことを口にしないようにするだけで限界に近い。

「ありがたいお言葉です。このような場所で立ち話もなんですから、どうぞ村へ。まだ修復途中ではありますが、ぜひおもてなしをさせてください！」

　チェムが目を輝かせて、ぐいぐい迫ってくる。

　運命の神の熱心な信者である彼女にとって、神の従者である俺は憧れの対象なのだろう。

　他の村人たちも立ち上がると、村へと招いてくれる。

「では、お言葉に甘えて。村の現状も知りたいですし、キャロルが神の国でどうすごしていたかも、お伝えしたいですからね」

　断る理由もないので彼らの後を追いながら、改めて周囲を観察してみた。

　ディスプレイを通して何度も見た光景だけど、生で体験するとこんなにも印象が違うのか。

　木々の切れ間から漏れる太陽の光。

　村人たちの姿や表情。

　踏みしめる大地の感触。

　草木から漂う濃厚な自然の香り。

　ああ、ここは異世界なんだと実感させられる。

　村を囲んでいる丸太の柵は前と同じように見えたが、よく見ると違っていた。どの丸太も新しく、柵で囲む範囲がかなり広くなっている。

　ただ丸太の柵作りはまだ途中らしく、端の未完成で丸太が組まれていない場所には縄が張られていた。

　柵の中心部には木の門も取り付けられている。前回の《邪神の誘惑》で大半の柵がなぎ倒されていたから、新たに建て替えたのか。

　あれからまだ一週間程度で、これほどの量の丸太を組んで村人たちで補修したというのか。不眠不休でやっても人手が足りないよな。

　まあ、ただ単に勘違いをしていたのかもしれない、あのときは絶体絶命の危機で冷静に観察している暇はなかった。実は柵の被害は少なくて補修は楽だった説もある。

「何もない村ですが、どうぞ」

　ガムズが門を押し開き、チェムに中へ入るよう促される。

　開いた門の先に広がるのは見覚えのない光景だった。

　以前の柵の内側よりも数倍広い敷地に立つ、いくつもの小屋のようなもの。それも木製ではなく薄汚れた布で覆われたテント。鉛筆の先端のような形をしているそれを、どこかで見た覚えがある。

　確か、モンゴルの移動式住居──ゲルだったか、あれにそっくりだ。

「この家は？」

「これは行商人の方から譲っていただいた布製の住居です。柱を立てて布を被かぶせるだけなので建てるのが楽で助かっています」

　チェムの説明を聞いて合点がいった。ドルドルドが持ってきてくれたのか。

　そういえば《邪神の誘惑》が終わるとドルドルドが行商に来るのが決まりだったな。

　テントはかなり大きいので、一つにつき一家族が住めそうだ。そんなテントが柵の内側に十以上ある。

「村人たちが住むには数が多すぎませんか？」

「それはですね。……皆さん、もう安全ですよ！」

　チェムが大声を出すと、テントの中から次々と見覚えのない人々が出てきた。

　誰？　本当に……誰だ!?

　人間の男女が十数名と耳の長い美形のエルフが男女五名。見える範囲だけなので、村にはもっといるのかもしれない。

　村の奥には崖崩れのような跡がある。あそこは……洞窟があった場所らしい。どうやったら、こんなことになる？

　他にも井戸や畑があり、崖の方に木の板が並んだ柵と丸太小屋まであるぞ。

　画面越しに何度も何度も見た場所なのに、以前とは何もかもが変化している。

「ささっ、こちらへ」

　村の中で唯一、素材の色ではなく明るく染められた布地を使っているテントの入り口を開けて、俺が入るのを待ってくれている。

　ここまで丁重に扱われると申し訳ない気分になる。だって、本当の俺は神の従者ではなく、ただの人間なのだから。

　中に入ると中心部に太い木の柱があり、それが天井まで伸びている。柱の近くに囲炉裏もあり、奥の方には木彫りの神の像が安置された祭壇も設けられている。

　もしかして、ここは教会の代わりなのかもしれないな。

　床には絨じゅう毯たんが敷き詰められていたので、土足厳禁なのかと靴を脱ごうとしたが靴箱もなく、絨毯の至る所に足跡があった。

　なるほど、土足ＯＫの海外方式か。

　外から見るより中は広々として、これなら一家族が無理なく住めそうだ。

　一緒に中に入ってきたのは、ガムズ、チェム、ロディス、ライラ、キャロル、ディスティニー。ムルスとランとカンは入り口付近に立ち、見張りをしてくれている。

　座布団より分厚い感じのクッションの上に座ると、ムルスを除いた全員が俺の前に片膝を突いて頭を垂れた。

　そういえばムルスは一度も言葉を発していないな。一歩引いて俺を観察しているようだ。あの目は疑いの眼まな差ざし……だけではなく、どこか寂しそうな目だ。

　そうか、ムルスの村にも神を演じるプレイヤーがいるような話を漏らしていた。自分たちの村は神の助けがなく滅びたというのに、この村には神の加護があり従者までやってきた。複雑な心境にもなるよな。

　全員が黙り込んで俺をじっと見つめている。何か言わないと話が進まないな、これは。

「堅苦しいのはなしにしましょう。その方がいいですよね、キャロル」

「うん！」

　落ち着かない状況を打破してもらうために助けを求める。目配せですぐに理解してくれたキャロルが、俺の方に小走りで駆け寄ると膝の上に座った。

「こ、こら、キャロル！　なんてことを！　は、早く下りなさい」

「すみません！　後できつく言っておきますので」

　慌てふためくロディスとライラ。「こっちに来なさい！」と手招きしているが、キャロルは座ったまま俺を見上げている。

「構いませんよ。神の国では一緒に暮らしていましたから。ね、キャロル」

「だよねー、ヨシオ」

　二人同時に首を傾かしげて笑顔になる。

　そんな俺たちを見て、村人たちは戸惑いの表情を浮かべているが、さっきまでの張り詰めた空気は少し緩んだようだ。

「皆さんも足を崩してください。私は神の従者をやってはいますが、元々は皆さんと同じくただの人間。立場に上も下もありませんよ」

　今現在もただの人間だけど。

「まずはキャロルを神の国に送ったその後、どうなったか教えてもらえませんか。神はその聖書を媒体にして下界を見ていらしたので、聖書が神の国に送られたことで見る力が一時的に失われてしまったのですよ」

「そう、だったのですか。軽率なことをして、誠に申し訳あ」

「謝罪は必要ありませんよ」

　また恐縮して頭を下げようとしたチェムを牽けん制せいしておく。人に頭を下げることはあっても頭を下げられることなんて滅多になかった。

　謝罪している姿に動揺してしまうからやめてほしい。

「で、では、改めまして何があったのかを説明させていただきます」

　緊張でこわばった顔をしているチェムに「リラックスして」と声を掛けてあげたかったが、それをすると余計に堅くなりそうだったので自重する。

「神の国に送ってから、我々は玉砕する覚悟を決めて部屋を出ようと思ったのですが、カンさんとランさんに止められたのです」

　ちらっと入り口にいるカンラン夫婦に視線を向けると、小さく頷うなずく。

「我々が逃げ込んだ部屋の壁は板張りだったのですが、実はそこに抜け道がありまして、それをお二人はご存じだったのです。その板を外せば逃げ道があると」

　そういう……ことか。言われてみれば、あのときカンとランは入り口に背を向けて壁に向かって何かしていた。絶望のあまり錯乱していたのかと勘違いしていたが、そんな理由があったのか。

　カンとランは村人が来る前に洞窟に住んでいたことがある。隠し倉庫の場所も把握していた。そんな彼らだからこそ隠された逃げ道も把握していた、と。

　だったら事前に教えてくれよ、と文句の一つも言いたくなる。

「板を剝がし、隠し通路を見つけた我々は洞窟に残されていた爆薬に火を付けてなんとか逃げ出せました。モンスターの群れは爆発と土砂崩れに巻き込まれて全滅したようです」

　村人が無事だった理由もモンスターたちをどう処理したのかも納得がいった。だけど、それを聞いて一つだけ悔しく思ったことがある。

　不謹慎だけど……爆破シーンをこの目で見たかった！

　モンスターの群れを洞窟もろとも爆破する大一番を見逃したのが本当に悔やまれる。見栄えのする派手なシーンだっただろうな。

　でも、村人の無事が一番。土壇場でよく頑張ってくれたよ。

「それで何もかも吹き飛んでしまい、途方に暮れていたところにドルドルドさんがやって来てくださって、復興に必要な資源や食料を融通していただけたのです。このテントも以前遊牧民の方々が利用していた物のお古を格安で譲っていただきました」

　遊牧民の住居か。モンゴルのゲルに似ているのも道理だな。

「そのときに以前から募集していた移民の方々も連れてきていただけまして」

　あの人たちは移民だったのか。一気に人が増えていたのは、そういう理由だったと。

「あの方々の中には私たちが以前住んでいた村の住民や、ムルスさんの村から逃げ延びた方もいらっしゃいます。それからは皆で力を合わせて復興に励み、現在に至ります」

　全員が移民希望者で村人の顔見知りなのか。人選としては理想的だ。

　ドルドルドさんナイス。絶好のタイミングでやって来てくれて助かるよ。後で俺もお礼言わないとな。

「そんなことがあったん……のですね。皆さん、本当にお疲れ様でした。その頑張りに神もお喜びになることでしょう」

　一瞬気が緩んでいつもの話し方になりかけた。ここでは神様の従者をしっかり演じないと。

「ところで、ヨシオ様。一つお尋ねしてもよろしいでしょうか？」

「なんなりと」

　小さく手を上げて伏し目がちに問い掛けるチェム。

　もっと気軽に接してほしいんだけど、運命の神を本気で崇あがめてきたチェムにそれを求めるのは無理だよな。

「なぜ、ヨシオ様はキャロルと一緒にこの村へ？　何か神からの使命を帯びていられるのでしょうか？」

　……あっ、大事なことを忘れてた！

　キャロルを村に送り届け、村人の無事と家族の再会に感動して、すっかり頭から飛んでいた。

　そうだ、俺は神様に無断で無謀にも《穴》に飛び込んだんだ……。今頃、向こうでは神様たちが怒っているに違いない。キャロルの安全を確認するためだとはいえ、神に反抗したようなものだ。ただで済むとは思えない。……マジでどうしよう。

　突発的にやらかした行為を今になって猛省している。

「あ、あの失礼な問いでしたでしょうか？」

　無言でうつむいた俺を見てチェムが戸惑っている。

「いえ、なんでもありません」

　心の中では嵐が吹き荒れているけど、表面上は冷静を装わないと。

「私は村の現状を調べ、村の復興を手伝うようにと神から仰せつかったのですよ」

　咄嗟の出任せが口から出る。

「そうなのですか！　では、すぐに神の国には戻らずに、しばらくこの村に滞在されるのですか」

「え、ええ。ご迷惑でなければ」

　今の会話で、あることに気づいてしまった。

　どうにか異世界にやって来られたのはいいが、どうやって日本に戻ればいいんだ……。







[image: ]




　話し合いが終わって身の潔白も証明できたのはいいが、問題はここからだ。村人たちの仕事の邪魔をしたくなかったし、キャロルたちは家族水入らずで話したいこともあるだろうからと、ひとまず解散した。

　神の国でどう暮らしていたかはキャロルに説明を任せよう。その方がロディスたちも喜ぶだろうし。

「ふぅー、肩こったな」

　慣れない口調と顔面に貼り付けた柔和な笑み。本気の芝居ってこんなに疲れるのか。

　周りに誰もいないのを再確認してから、絨毯の上に大の字で寝転ぶ。この大きなテントに一人取り残された俺。

　ぼーっと天井を眺めていたが、寒いな。絨毯があるとはいえ底冷えしてきたので上半身を起こす。あぐらをかいて今後どうするか思案していると脚の上に何かが乗った。

　視線を落とすとディスティニーが丸まっている。そうだった。一人じゃなくてお前も残っていたな。

　少しひんやりしてゴツゴツしている体を撫でながら考えを巡らせる。

「まさか、この俺が異世界転移するとは」

　さすがにこれは予想外の展開すぎる。《命運の村》を始めた頃に神様プレイの参考にしようと、異世界に転移した日本人が活躍する小説や漫画を読んだことがあるが、まさか自分が当事者になるとは。

　そういった物語のよくあるパターンとしては、異世界に渡る際にチート能力を授かり、それを活用して大活躍、という展開だった。

　もしや、俺も異世界に渡ったことで能力が芽生えていたりするのだろうか？

　淡い期待だけど物は試しだ。手を前に突き出して力を込めてみる。

「うおおおっ、くおおおっ！　ぬおおおっ！　はああああっ！」

　……何も起こらない。ただ前に手を出して唸うなっている危ないヤツでしかない。

　よくよく考えてみると、ああいうチート能力をもらえる人は神様から依頼されて異世界に行くのが大半だ。俺は神様に無許可でやってきた、ということは無理に決まっている。

　新たな力に関しては早々にあきらめることにして、どうやったら日本に戻れるかを考えよう。

　実は帰る方法についてはあてがある。というか、それしか手段が思い浮かばない。

　キャロルと同じように貢ぎ物として送ってもらえばいい。こちらの世界から日本に送るのは簡単だと世よ渡わたりさんも言っていた。だから、いける可能性は高い。

　となれば焦る必要はない。せっかく異世界に来たのだから、少しはこの世界で過ごすのもありだろ。決して、すぐに戻って神の怒りに触れるのが怖いわけじゃない。

　時間が解決してくれるのではないか、という甘い願望は……ちょっとだけ抱いている。

「電話が繫つながるなら平謝りして許してもらうんだけどな」

　ポケットからスマホを取り出し、物は試しと起動させてみる。

　電源は入るようだけど電波が繫がっているわけがない。そんな軽い気持ちで電話帳に記載されている《運営　世渡》に繫げてみる。

「……コール音がしている？」

　えっ、待て待て！　ここは異世界だぞ、なんで向こうと電話が繫がるんだよ!?

　通話を切るかどうか迷っている間に三回コール音が響き、

『良夫君！　よかったー、繫がった』

　世渡さんの声が聞こえてきた。

　しかもスマホのディスプレイには世渡さんの心配そうな顔が映っている。テレビ電話の設定にしたつもりはないのに、なぜかそうなっていた。

　俺はスマホをテントの柱に立てかけると、額を絨毯に叩たたきつける勢いで土下座をする。

「バカな真似をして、本当に申し訳ございません！」

　誠心誠意、心から謝罪する。

『もう！　いきなりそんなことされたら、ぐちぐちと嫌みを言えないじゃないの。今からたっぷりいじってあげようと思っていたのに』

　思っていたよりも声が明るかったので、恐る恐る顔を上げると世渡さんが苦笑いをしていた。

　あれっ、全然怒ってない？

『本当は色々言わないとダメだとはわかっているんだけど、キャロルちゃんのためにあんなことやったんでしょ。それぐらいは理解してます。これでも一応神様だからね』

　そう言ってウィンクをする世渡さんが女神に見えた。

『でも、調子に乗ったらダメっすよ。パイセン、手伝ってくれた他の社員にめっちゃ小言言われたんっすから』

　画面に割り込んできたのはなっちゃんさん。真っ黒に日焼けしているので顔色はわからないけど、少し疲れた表情をしている。いつも綺き麗れいにセットしていた髪が今はぼさぼさだ。

『調整やり直したり、電波が届くように改良したり、ほんと疲れたっす』

「重ね重ね申し訳ございません！」

　再び額を絨毯に擦りつける。

　世渡さんは『気にしないでいいからね』と言ってくれたが、やはり多大なる迷惑を掛けていたようだ。

『やめて、やめて。一言相談はしてほしかったけど、実験してくれて助かったのも事実だし。おかげでキャロルちゃんとディスちゃんをより安全に送れたからね。ありがとう、良夫君』

　優しく微笑む姿に思わず見み惚とれてしまう。

　北海道では滞在中に酒の席で酔っ払って絡まれたり、仕事の愚痴をこぼしたりする場面を何度も目撃するたびに、この人は本当に神様なのか？　と疑ったことを反省しないと。

「猛省します」

『よろしい。では、建設的な話をしよっか。良夫君、これから異世界に住み続ける気はない？』

「……今、なんと？」

　妙なことを言われた気がするが、まさか聞き間違いだよな。

『だから、神の従者として異世界に残ってもいいんだよ。ほら、最近の小説とかアニメで異世界転移とか転生流行はやっているんでしょ？』

　確かに最近の流行なのは否定しないけど、それはファンタジーの話であって現実になると話が違ってくる。

「え、ええと、マジですか？」

『マジも大マジ。日本人は異世界に行くの憧れなんでしょ。そこだったら、みんなから敬われて、ちやほやされまくりよ。ハーレムも夢じゃないわよ。あと、スマホを操作して奇跡も普通に使えるようにしておいたし』

　確かに神の従者として尊敬される立場だ。奇跡と神の権威を振りかざせば村人はなんでも言うことを聞くかもしれない。

　日本での惨めだった生活を考えたら、かなり魅力的な提案に思える。だけど……。

「俺は──」

『おっと、答えはまだいいわ。どっちにしろ、しばらくそっちに滞在してもらうから。観光気分で異世界を満喫してみたら』

　決意を口にしようとしたら話の腰を折られた。

「やっぱり、帰って来るなってことですか」

『違う、違う。日本人を異世界に送れることが二階の連中にもバレたみたいで、色々と面倒なことになっているの。だから、今のうちに《穴》をいじって、日本からそっちにいけないように調整中なのよ。あと、良夫君を狙っている邪神がいてね、直接ちょっかい出さないように説得するから、しばらくそっちにいてほしいの』

　今後の安全の確保まで考えてくれているのか。それなら俺の答えは決まっている。

「わかりました。都合が付いたら連絡ください。それまで異世界生活を楽しんでみます」

『話が早くて助かるわ。できるだけ早くなんとかするつもりだから。少なくとも……次の《邪神の誘惑》までにはね』

　……完全に失念していた。ここは異世界で《命運の村》の舞台だ。当たり前だがゲームと同じく月末に《邪神の誘惑》もあればモンスターも存在している。

　さっきまでの浮かれた観光気分が完全に吹き飛んだ。村人たちには悪いが、あの襲撃を生身で体験なんてしたくない。

『じゃあ、そういうことで。また連絡するからー』

「あっ、ちょっと待って……通話が切れてる」

　いい人……いい神なんだけど人の話を最後まで聞いてくれない。

　でも、日本に帰る算段がついた。あとはその日が来るまで神の従者として、ボロを出さずに乗り切ればいい。

「むしろそれが難関か」

　この無理のある芝居を続けることは憂鬱だけどやり遂げるしかない。神の従者として幻滅されると運命の神への信頼度も下がってしまう。

　これからも《命運の村》を続けたいなら役柄を演じきる必要がある。

「じゃあ、何をすればいいかって話だよな」

　ここでうだうだ考えるのは時間の無駄か。まずは村の様子を観察させてもらうとしよう。それから自分に何ができるか、何をするべきかを考えよう。

　俺が立ち上がるとディスティニーがコートの中に入ってきて、胸元から顔をひょこっと出している。寒いのは嫌いだが外は見たいのか。

　テントを出ると四方八方から村人の視線を感じる。視線を向けると慌てて顔を逸らして、蜘蛛くもの子を散らすように去っていく。

　……芸能人ってこんな気分なのかな。

　神の国からやってきた従者となれば物珍しいに決まっている。俺だって村人の立場だったら絶対に覗のぞきに行っていた。

　なので、あんまり気にしないでおこう。ただ、常に人の目があると考えた方がよさそうだ。テントを出たら気を抜かないようにしないと。

　背筋を伸ばして堂々とした足取りで、まずは洞窟のあった場所へと向かう。







「はあー、ここか。なんにも残ってないんだな」

　元採掘現場の洞窟は跡形もなく崩れ落ちていた。遠くから見ていたので覚悟はしていたが、改めて見るとため息が出る。

　この場所があったからこそ、怪け我がしたガムズを連れて村人が生き延びることができた。

　村人を守ってくれた大切な元拠点に向かって俺は手を合わせて「今までご苦労様」と、感謝の言葉を口にした。

　村人の過ごした空間を一度見てみたかったが、それはあきらめるしかない。これだけ見事に崩れるほどの爆発があったなら、もし掘り起こしたところで全てが粉こな微み塵じんとなっていてもおかしくない。……それでも、何か生活に役立つ物が残っている可能性はあるか？

　村人も同じことを考えたのか、ツルハシや手押し車等の採掘の道具が近くに置かれている。

　他に何か残っていないかと辺りを散策してみると、近くに木の板で覆われた一帯があった。こんな物は以前存在していなかった。

「なんだろうなこれ。俺の身長より少し高いぐらいの木の板だけど」

　板の柵は元洞窟の近くにあったので、柵沿いに進むと丸太小屋に到達した。外からは屋根しか見えないが結構大きな屋根だ。

　中が気になるが入り口の扉が閉まっている。無断で入るわけにもいかないので後回しにしよう。

　そこから村を囲んでいる丸太の柵まで移動して、柵沿いに歩いて行く。

　村では人々が忙しそうに働いている。男連中は丸太の柵の増築と補強。

　エルフたちはカンやランと一緒に何やら木を削って加工している。エルフは自然と共に暮らす一族なので木工技術のレベルが高いそうだ。

　だが、ムルスは薬の調合と弓の腕に長たけているが木工は少し苦手らしく、カンとランの作業も遠くから眺めているだけだった。

　人間にも個性や特技があるように、同じエルフでも得手不得手はある。

　村を一周して新たに発見したのは物もの見み櫓やぐらだ。以前も丸太を組み合わせたものが一つあったが、今はもう少し高く頑丈になった物見櫓が四つも建っている。

　その上には見張りが常にいて柵の外を監視しているそうだ。これも村人の人数が増えたおかげだよな。見張りに人員を割く余裕ができたのは嬉うれしい。

　爆発で無に帰したというのに以前よりも立派に復興している。人数は力。これからは村の発展速度が飛躍的に上がりそうだ。

　俺の住居になる元教会に戻ってきた。火が焚たかれている囲炉裏の前に座り、揺らぐ炎を通して見える神の像を眺めてみた。

　元祖神の像は荒い手彫りで男女の区別もつかないような出来映えだったが、今回の神の像はかなり精巧に彫られていた。

　初代は爆発して四散したので、これは木工が得意なカンとランの手によるものだろうな。

「神の従者として何をするべきか」

　俺は異世界に遊びにやって来た観光客ではない。だけど正直に言えば、画面越しに見るしかなかった村人たちと交流がしたい。

　でも、神の従者としてここにいる。神の名を汚すような真似はできない。……実際の運命の神にも会ったから余計にそう思う。

　何ができるか、何をしてほしいか。それは直接聞いた方が早いか。

　思い立ったらすぐに行動。これがニートから脱出する方法だというのは学んだ。異世界の村で再びニート生活をするわけにはいかない。

　立ち上がってテントの外に出ると、話を聞けそうな村人を探すことにした。
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「これは、かなり、重労働、だな」

　俺は今、元洞窟のあった場所でツルハシを振るっている。

　あれからチェムを見つけて何か手伝いがしたいと相談したのだが。

「滅相もないことでございます！　神の従者様を働かせるなんてできません！」

　と拒否されたが、それは想定の範囲内だったのでなんとか説得をした。

「私は神に村の手伝いをするように任命されてきました。ここで働かないと神の国に戻った際にお叱りを受けるのですよ。私を助けると思って仕事を斡あっ旋せんしてもらえませんか？」

　神の名を出されるとチェムは何も言えないので、いくつかやれそうな仕事を教えてもらい、その中から力仕事のこれを選んだ。

　筋トレと清掃の仕事で肉体を動かすことには慣れていたつもりだったのだが、この仕事はかなり辛い。使う筋肉が別ものなのか、ツルハシを振るうたびに腰と腕に響く。

　俺が何をしているのかというと採掘作業だ。爆発で洞窟が崩れた影響により、元鉱山に眠っていた鉱石が再び取れるようになったのだ。

　ここで採掘された鉱石はドルドルドさんが買い取ってくれる約束になっているそうで、村の新たな収入源になっている。

　以前は住居であり、壊れた今もなお村の役に立っているこの元洞窟には、足を向けて眠れない。

　鉱石が発掘できるのがわかったのはいいが、村の復興で人手が足りないので採掘作業は暇なときにやる程度だったらしい。

　ならばと、俺が申し出て一人で頑張っている。この仕事のメリットは一人でやれるので、人の目を気にしないでいいことだ。

　いつも気を張って神の従者を演じているので、無心でやれる仕事はありがたい。

　汗をタオルで拭い、大きく息を吐いて肩を揉もむ。このタオルはキャロルがこの世界に戻るときに一緒に持ってきてくれた俺のカバンから取り出した物。

　世渡さんが《穴》に入る前に渡してくれたそうだ。このカバンに入れていた荷物のおかげでかなり助かっている。

　スマホを取り出して時間を確認すると、まだ昼前。作業を始めてから二時間程度か。

　このスマホに関しても充電問題があったが、念のためにと荷物に入れておいた携帯ソーラー充電器が役に立ってくれた。

　懸賞で当てた物なのだが外に出ない俺には使い道がなく、押し入れの奥で眠っていた代物だ。念のためと北海道に持ってきたのだが、思わぬところで大活躍している。

　これで世渡さんから電話がきても、電池残量がないという最悪の展開は避けられる。

　あと神の奇跡もスマホを操作しないと不可能なので、その面でも助かっている。奇跡の発動については一度試しに《天候操作》をしてみたが問題なく使えた。何か困ったことがあったら迷わずに使っていこう。

　休憩も兼ねてスマホをいじりながら昨日撮った写真の整理をする。

　せっかくだからと異世界の写真を撮りまくっているが、この調子だとあと数日で容量がパンパンになりそうだ。

　異世界の風景や村人たちの写真は、いくら撮っても飽きることはない。

　昨夜は初期メンバーの村人たちとテントで話す機会があったから、神の国でキャロルと一緒に撮った写真を見せたときの反応が面白かったな。







「こ、これが神の国ですか！　なんと晴れやかで多くの人々が」

「この異様に高い塔は……」

「まあ、キャロル。こんなにニコニコ笑って、本当に楽しかったのね」

　驚きと称賛の声を口にしながら、村人たちはスマホの写真に釘付けになっている。

「これはねジンジャのお祭りなんだよ。このふわふわのお菓子おいしかったなー」

　みんなにドヤ顔で説明しているキャロル。そんな娘を微笑ましく見つめているロディスとライラ。

　ガムズは表情に変化がないように見えるが、黙ってじっと写真を見つめている。隣のチェムは感嘆の声を漏らし、神の国ではしゃいでいるキャロルの写真を心底羨ましそうに覗き込んでいた。

　敬虔な信者のチェムにとっては憧れの国だから、こうなるよな。

　カンとランは写真が変わるたびに、背伸びをして両腕を上げるリアクションをしていた。驚きを体で表現しているようだ。

　ムルスは興味ないふりをしてはいたが、視線はずっとスマホから離れることはなかった。もっと近くで見ればいいのに。

　軽い気持ちで始めた写真の鑑賞会だったが、結局充電が切れるまで終わらなかった。大好評だったので、また開くのもいいかもしれない。

　写真といえば、せっかく異世界に来たのだから一回モンスターを見ておこうと、ガムズたちに無理を言って狩りに同行させてもらった。

　念のために槍を借りていったのだが、俺が戦えるわけがないので後ろで傍観する約束だった。いざとなれば手伝うつもりで参加したが、結果は酷ひどいもんだ。

　ゲームでは何度も見た黒くろ犬いぬが二匹現れて、ガムズとカンとランが戦闘態勢に入る。ムルスは隣で弓を構え、俺は……生で見るモンスターの迫力に圧倒されて腰が引けていた。

　大きな犬に迫られるだけでも若干の恐怖を覚えるのに、相手は野生のモンスター。その存在感も恐怖も迫力も比べものにならない。

　大人並みの体格に口から垂れる涎よだれ、鋭く伸びた牙。全身真っ黒に覆われた体毛に浮かび上がる筋肉。威嚇して低く唸る声。

　これを前にしてびびるなという方が無理がある。

　それを目の当たりにした俺は全身から冷や汗が噴き出し、脚が小刻みにガタガタと震え、異様に喉が渇いていた。

　戦おう、なんて勇気は霧散して、頭の中は「逃げたい！」で埋め尽くされる。

　武器として持ってきた槍は体が倒れないように支える杖つえでしかなく、立っているのが精一杯。

　傍観するしかできなかった戦いは村人の圧倒的な勝利。目の前で黒い首がはねられ、もう一体の目には深々と矢が突き刺さり、鮮血が周辺に飛び散る。

　木々の香りに混じって鉄の錆さびたような臭いが鼻の奥まで潜り込む。目の前のスプラッターな光景と濃厚な血の臭いに吐き気がこみ上げてくるがなんとか耐えた。

　あれから何を言われたのかは覚えていないがなんとか村に戻り、テントに入って崩折れた。わかったことは、異世界でモンスター相手に大活躍するなんて夢物語は俺には無縁のお話。大人しく真面目にやれることをやっていこう。そう心に誓った。

「せめて、これぐらいは頑張らないとな」

　スマホを閉じて再び目の前の土砂と向かい合う。価値のある鉱石の一つか二つぐらいは掘り出さないと。

　黙々とツルハシを振るっていると背中に視線を感じる。振り返ると民家の陰からこちらを覗いている村人と目が合う。

　ライラぐらいの年齢の女性と小さな女の子がじっとこっちを見ていた。

　俺が会釈をすると向こうは慌てて深々と頭を下げて走り去る。

「またか」

　もう何度も同じことをやられている。興味はあるけど近寄りがたい存在、それが俺。

　村人たちとの距離を詰めようと何度か試みてはみたが、誰もが他人行儀で会話が成り立たない。特にチェムの反応は顕著で、俺を前にすると尊敬の眼差しを向けてくる……のには慣れてきたが、会話がほとんど成り立たない。

　あいさつをすると、

「おはようございます」

「ヨシオ様。ほ、本日もご機嫌麗しゅうございます。か、神の力で今日も清々しい一日ですね！」

「小雨が降っていますが、いい日になるといいですね」

　緊張していて頭が回らないのか敬語もおかしく、自分でも何を言っているのかわかっていない感じだ。

　ガムズは何を話しても「はい」「そうですね」「わかりました」で会話を終わらせようとする。

　ロディスとライラは「娘がご迷惑をおかけしました」と恐縮しっぱなし。

　カンとランはそもそも無口なのでガムズと大差ない。

　ムルスに至っては村で目が合うと会釈をしてすぐに立ち去る。未いまだに言葉を交わしたことがない。露骨に避けられている。

「ヨシオ、どしたの。暗い顔しているよ。笑顔笑顔！」

　眼前にひょこっと顔を出し、俺の口角に指を当てて強引に笑顔にするキャロル。

　背中に日本から持ってきたくまリュックを背負い、その中からディスティニーが顔を出す。

　キャロルの着る服は異世界の物に戻したのだが、ディスティニーと一緒にいるためにリュックサックは肌身離さず背負っている。

「キャロルはいい子だね」

　この村で気軽に話し掛けてくれる唯一の存在がキャロル。

　俺と親しげに話していると、あとでチェムや両親に文句を言われると愚痴っていたが、このまま変わらないでいてくれると助かる。

「ヨシオ、どうしたの。悩み事？」

「ちょっとね。村のみんなと仲良くなりたいんだけど他人行儀だから困っていて」

「みんな、神様の従者だから話し掛けては失礼だ、って言ってるよ。ヨシオはヨシオなのにねー」

　やっぱり、みんな気を使って遠慮しているのか。

　新しく加入した村人はまだいいのだが、古参のメンバーに冷たい対応をされると寂しくなる。ゲームでずっと見守っていた間柄だが、それは俺だけが知る一方通行の関係。

　村人たちは俺を認識していなかったのだから、こうなるのは当然か。

「神様が仲良くして、って言ってくれたらいいのにね」

「ははっ、そうだ……ね」

　そうか、その手があったか。聖書はチェムに返したから、スマホを使って神託を送ればいい。

　それっぽい文章を考えて神託を伝えば、村人との距離を一気に縮めることも可能では？

　よっし、やるだけやってみよう。このまま一人だけ蚊か帳やの外にいるのにはうんざりだ！
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　決めたのはいいが、神託の文章をどうするか。村人に俺と仲良くするように、俺が説得すればいいのか。……壮大な自作自演だけど、この際目を瞑つぶろう。

　スマホを取り出して、試しに文章を打ってみる。




『親愛なる信徒たちよ。我が従者が世話になる。皆も気楽に親しい隣人のように扱い仲良くしてやってほしい。それが我の切なる願いだ』




　なんか違う気がする。神様からの頼みにしては砕けすぎというか、なんというか。前に信徒の恋愛相談に乗ったこともあったから大丈夫か？

　でも、神様が人間に媚こびるのはやり過ぎか？　もっと、神様の威厳を残しつつ、従者を託すような文章……ってなんだ？

　考えれば考えるほど思考の泥沼に沈んでいく。

「ヨシオ、変な顔しているよ？」

「あっ、ごめんごめん」

　考え込みすぎてキャロルの存在を忘れかけていた。

　休憩を長く取り過ぎたな、文章は採掘作業をやりながら考えるか。

「仕事再開しないとね。キャロルはこれからどうするんだい？」

「ママのお手伝いする！　あとガムズお兄ちゃんに構ってもらう！」

　そっかー、ガムズと仲良くするのはいいけど、少しでいいからロディスにも触れてあげてほしいな。

　村に帰ってきた当初は家族で一緒だったけど、二日目からガムズに甘えっぱなしだ。

　ロディスほどじゃないが、俺も若干ガムズに嫉妬しているんだよな。一週間近くしか一緒に過ごせなかったが、村人の中でキャロルが一番大切な存在になったのは間違いない。

　もちろん恋愛感情とかではなく、親目線としてだけど。

「あ、そうだ。神様からの神託ないの？　みんなが聖書に神託がないって心配していたよ」

　神様を利用して俺の好感度上げよう作戦が見抜かれたのかと焦ったが……キャロルは無む垢くな瞳を向けてくる。

「ずっと神託なかったから、すっごく楽しみにしているみたいだよ」

　そうだよな。聖書を失って神託も奇跡もない状態で村人はずっと過ごしていた。何もかも失った状態で神の加護も感じられない日々。どれだけ不安だったことか。

　……神託は私欲で使ったらダメだ。村人たちとの交流は自力で頑張ろう。

　心を入れ替えて神託は無難な内容に変更しておく。村人たちの無事を喜び、神の従者はこき使ってくれ、みたいなのでいくか。

「もうすぐ神託が下るってチェムに教えてあげてきて。さっき、神様からお話があったから間違いないよ」

「あ、その光る板で神様とお話しできるんだよね。わかった、教えてくるねー」

　手を振りながら走り去るキャロルに俺も手を振り返す。

　今のうちに神託を入力しておくか。




『親愛なる信徒たちよ、無事で何よりだ。あの逆境をよく耐え凌しのいだ。新たな村人もすべて運命の神の加護に加えよう。我の従者がしばらく世話になる。特別扱いをせずに村の一員として扱うがいい。その方が従者も喜ぶであろう』




　久しぶりの神託なので文章が若干怪しい気もするが、うちの村人は優しいから問題があってもスルーしてくれるはずだ。

　神頼みはやめたから、自力で村人との距離を詰めないと。新しい村人たちは名前と家族構成ぐらいしか覚えていないので攻略の難易度が高い。

　となると、初期メンバーとカンラン夫婦から打ち解けるべきか。

　ムルスは……ずっと俺を避けている節がある。村で目が合うと直ぐに立ち去っていく。今はそっとしておいた方がいいだろう。何か話したいことがあるなら、向こうから切り出してくれると信じている。

「それじゃあ、まずはカンラン夫婦から切り崩すか」

　一番に選んだ理由は仲良くなって、あのもふもふの体に触れてみたいから、という欲望ではない。近くでずっと見物して癒やされたい、なんて欲望も少ししかない。

　あの夫婦は神を信じてはいるが、熱心な信者というほどではない。それに無口だから会話をほとんど必要としないのでなんとかなりそうな気がする。

　テントを出るといつもの好奇の視線が全身にまとわりつく。

　引きつり笑いにならないように気をつけ、遠巻きに見ている村人たちに微笑みかける。

　全員が一斉に頭を下げると散り散りに逃げていく。一人残された俺に寒風が吹き付け、落ち葉が舞う。

　虚むなしい……。敬われ特別扱いされるのはいいことばかりじゃない。
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　洞窟が爆発する前にあったカンとランの住居を兼ねた作業場跡には、新しく丸太小屋が建っていた。

　今もこの場所にはカンとランが住んでいる。丸太小屋の外には石造りの炉があって簡単な鉄の加工もやっているらしい。

　扉の前に立つと中から木を削る音がする。どうやら作業中のようだ。

　扉を三回強めに叩く。

「すみません、ヨシオです。今、時間ありますか？」

「……どうぞ」

　中から扉を開けてくれたのは、毛色が明るい方だからランか。至近距離で見ても、服を着た大きなレッサーパンダだよな。

　顔まで毛で覆われているから二人から表情を読み取ることは難しい。おまけに無口で淡々と話すので何を思っているのかが伝わりにくい。

　だけど、俺はＰＣ画面を通じて暇があれば二人を観察していた。なので、ちょっとした仕草である程度は感情が読み取れる。

　今は耳をぴっと立てて俺をじっと見つめている。これは興味があるときや緊張しているときだ。耳が寝ていたら怯えていて、両腕を広げて上げているときは威嚇。

　この状態なら大丈夫だろう。

「お仕事の邪魔をして申し訳ありません」

「いい」

「大丈夫」

　奥で木を削っていたカンも手を止めて、トコトコと歩み寄ってきた。

　あっ、ダメだ。かわいすぎる。顔面の筋肉がとろけそうになるのを必死で堪える。

　外見からはさっぱりわからないが、こう見えて二人はロディス夫婦より年上。なので、かわいいと言われるのはあまり好きじゃない。

　それを知っているので奥歯を嚙かみしめて、なんとか真顔をキープする。

「あの神の像はお二人が彫られたので？」

「うん」

「そう」

　……会話が終わった。わかっていたけど、会話弾まないな。

　それからいくつか質問や仕事内容を尋ねてはみたが「うん」「ちがう」「あってる」「そうじゃない」の四パターンの繰り返し。

　これならスマホのアシスト機能の方が饒じょう舌ぜつだ。だが、これは想定内。こんなこともあろうかと、状況を覆す一手は用意してある。

　持ってきたカバンのファスナーを開けて、中をあさって目的の品を摑つかみ出す。

「何それ」

「よく見せて」

　二人が初めて食いついてきた。手にした道具を覗き込んでまじまじと見つめている。

「これは神の国の大工道具ですよ。鉋かんなと墨すみ壺つぼです」

　日本の伝統的な大工道具が二点。この二つはネットで中古販売されていた物だ。

　世渡さんから人も物も送れると聞いて、キャロルが帰る前に村人たちへの土産として準備していた品物の内の二つがこれ。

「これはスミツボです。このように糸を伸ばして弾くと黒い跡が付きます。これで真まっ直すぐな線が引けるので加工の際にご利用ください」

　部屋の隅に転がっていた板きれを拾って実演すると「「おおーっ」」と歓声が上がった。

「こっちはカンナといいまして、木材の表面を削って平らにすることができます」

　黒い線の着いた板を再利用して削ってみせると、再び歓声が上がる。

　目を輝かせて興味津々の二人は、丸っこい手をモゾモゾさせている。これを使ってみたくて仕方がないようだ。

「お近づきのしるしに、この二つを差し上げたいのですが受け取ってもらえますか？」

　鉋と墨壺を目の前に差し出す。

　二人は顔を見合わせると同時に頷いて背筋を伸ばすと、俺に向かって両手を差し出した。

「受け取る」

「もらう」

　……その仕草は反則だろ。

　崩れそうになる表情筋に活を入れてギリギリで踏ん張ってもらい、なんとか真顔で大工道具を手渡すことに成功した。

　それからは二人で木工作業に没頭している。俺に背を向けて楽しそうに木を加工している。邪魔をしても悪いのでそっと部屋から出ようとすると、背中越しに声がした。

「ありがとう」

「うれしい」

　その言葉が聞けただけで十分だ。

　彼らの背中に向けて軽く手を振って、カンとランのテントを後にした。







「次は……そういえばお呼ばれしていたな」

　ロディス一家に改めてお礼をさせてください、と前に言われたのを思い出した。キャロルも「一緒にご飯食べようね！」と言ってくれていたので、お言葉に甘えるのもありか。

　とはいえ急な訪問に加えて「ご飯食べさせて」は迷惑すぎる。まずはキャロルを見つけて、約束を取り付けないと。

「さっき、その話をしておけばよかったな」

　今更言っても後の祭りなので、村をうろついてキャロルを探す。

　敷地が大きくなったとはいえ、そこまで広くはない。村の中心部で薪まきを運んでいるキャロルを直すぐに見つけられた。

「キャロル」

「あっ、ヨシオ！」

　見ているこっちまで幸せになる無邪気な笑顔で走ってくる。

「お手伝い中だったかな？」

「うん。薪をもらってきてって、ママが言ったの。うんしょっ」

　張り切って薪を多めに取ってしまったみたいで、体がふらついているから見ていて危なっかしい。

「キャロルのパパとママにあいさつしに行きたいから、先に伝えてきてもらえるかな？」

「うん、いいよ！　あっ、でも薪が」

「それは代わりに運んでおくから、うまく伝えられるかな？」

「おまかせだよ！」

　俺に薪を渡すと、キャロルが全力疾走で去っていく。

　あの元気、少しでいいから分けてほしい。

　慌てて後を追おうとしたが、やめておく。神の従者、ということになっている俺が行くとなれば、準備が必要かもしれない。部屋の掃除とかもそうだが心の準備も。

　狭い村なので、できるだけゆっくり歩いて行く。早足でも一分はかからない距離を三分ぐらい稼いでから、キャロルたちの住むテントの前に立つ。

　入り口付近に薪置き場があったので、そこに置いてから手を払う。

「すみません、ヨシオですが」

　俺が声を掛けるのを待っていたのか、ほぼ同時に入り口の布が開かれた。

「これはこれは、ヨシオ様。狭い家ですが、どうぞ中へ」

　緊張しすぎて顔色の冴さえないロディスが精一杯の笑みを顔に貼り付けていた。無理している感じがすごく伝わってくる。

　遠慮なく中に入ると、ちゃぶ台のような丸い机の周りにクッションが置いてあった。

「ヨシオはここ」

　キャロルが自分の隣のクッションをパンパンと叩いてアピールしているので、そこに座らせてもらう。

「キャロル、もう少し言葉づかいを」

　恐縮しっぱなしのロディスが額の冷や汗を拭いながら娘に注意する。

　お茶を運んできたライラも挙動不審で、いつもの肝っ玉母さんぶりは影を潜めている。

「お二人とも、気楽にしてください。キャロルと同じように接していただけると、私としては嬉しいです」

「で、ですが。神の従者様にそのようなことは」

「そうですわ。従者様に失礼な態度はできません」

　ロディスの口調は元から丁寧だったからそんなに違和感がないけど、口元をお盆で隠して上品ぶっているライラは別人だな。思わず「誰だ」と言いそうになった。

「私も元々は人間なのです。一応、神の従者という立場上、このような言葉づかいをしていますが、キャロルと一緒の時は違うよね？」

「うん。その話し方気持ち悪い」

「ははは、ごめんな。一応、建て前ってのがあるんだよ大人には」

　この村で唯一、物もの怖おじせずに自然体で接してくれるキャロルとの会話が楽でいい。

　急に話し方の変わった俺を見て、ロディスとライラが目を見開いて驚いている。

「とまあ、こんな人間ですのでそんなに畏かしこまらないでください」

「ほらね。キャロルの言っていたこと噓じゃないでしょ」

　隣でキャロルが胸を張って威張っている。日本での生活で俺のこともかなり話しているはずなのに、両親が信じなかったみたいだな。

「そうでしたか。ですが、私たちにとっては恩人に変わりありません。改めて、キャロルの面倒を見ていただき、本当にありがとうございました」

　夫婦が揃そろって頭を下げると礼を口にした。

「礼には及びませんよ。キャロルと過ごした毎日は格別で充実していましたから。こちらがお礼を言いたいぐらいです」

　これは両親をおもんぱかった発言ではなく、ただの正直な気持ち。本音にすぎない。

　キャロルと一緒にいて、面倒に思ったことなんて一度もない。……肉体的に疲れ果てたりはしてたけど。

「あっ、そうだ、もう一度、神の国でキャロルと一緒に過ごした写真を見ますか」

「「ぜひとも！」」

　夫婦の声が綺麗に重なった。

　歓迎の宴うたげの最中に写真を見せたが、他の人と一緒だったのでじっくり見る時間はなかった。もっと娘の写真を見たかったはずだ。

　スマホを操作して何十枚も撮った娘の写真をスライドしていく。

「これは前に見たお祭りの写真だね」

「これがヤタイでおいしいご飯いーっぱい売ってるんだよ」

「本当においしそう。それに色とりどりで綺麗だわ」

「そうだね。神の国は色彩が豊かで心が晴れやかになるよ」

　娘の写っている写真を一枚一枚、俺とキャロルが説明していく。それを興味深く、そして相づちを打ちながら嬉しそうに聞いている両親。

　写真が十枚目に差し掛かったところで、鑑賞会はひとまずお預けになった。理由は室内に響く腹の虫が鳴く音。

　恥ずかしそうに顔を赤らめて、お腹なかを押さえているキャロルがいた。写真の料理の数々を見て食欲が刺激されたのか。

　話し込んでいたからお昼はとっくに過ぎている。俺も結構空腹だ。

「ふふっ。お腹空すいたのね。すぐにお昼ご飯作るわ。あっ、ヨシオ様もご一緒にいかがですか？　大した物は出せませんが」

「それではお言葉に甘えて。あー、隅の方で構いませんので台所をお借りしてもよいでしょうか。一品だけ私に作らせてほしいのですよ」

「そ、そんな。ヨシオ様に料理を作らせ──」

「えっ、何、何。ヨシオ何作るの？」

　いいタイミングで割り込んでくれたキャロルにカバンから出した物を見せる。

　すると、両手を上げてぴょんぴょん跳ねている。最大級に嬉しいときにやるキャロルの喜びの舞が出たか。

「それ、大好き！　パパ、ママ、神の国のおいしい食べ物なんだよ！」

「「神の国の食べ物っ」」

　好奇心が上回ったようで、止めようとしていたライラがすっと台所の前から退いた。

「お湯さえいただければ、それで」

「お湯だけですか？」

　首を傾げているライラをよそに、準備だけしておく。といっても蓋を開けて粉末スープとお湯を中に入れるだけだが。

　ライラが作った煮物と肉のソテー。あと米が食卓に並んだので、お湯を注いだソレ──カップ麺を一人に一つずつ運んだ。

「そっちの三つは全部味が違うから、味見して好きなのを選んでください」

　醬しょう油ゆ、豚骨、カレー味の三種を提供してみた。

「食べ方はキャロルがお手本見せてあげてくれるかな」

「うん、いいよー。パパ、ママ、ちゃんと見ててね」

　親に教えられるのが嬉しいのか、自慢げに蓋を取るとフォークで中身をかき回す。ロディスたちも見よう見真似でカップ麺に取りかかっている。

　二人がほぼ同時に口にすると、未知の食べ物に対する期待と不安で細まっていた目が、眼球が飛び出るぐらい大きく見開かれた。

「こ、これはおいしいですね！」

「あらあら、今まで食べたことのない味だわ」

「でしょー。キャロルのも食べてみて！」

　家族三人で交換しながら味比べをしている。

　仲むつまじい家族団らんを眺めながら、俺はライラの手作り料理をいただくとしよう。

　塩と胡こ椒しょうというシンプルな味付けだけどおいしいな。それに胡椒などの香辛料はドルドルドから購入しているとはいえ貴重だったはず。それを俺のために使ってくれたのか。

　感謝しながらロディス家の家庭の味を堪能させてもらった。







　キャロルの存在もあってロディス一家とはかなり打ち解けられた、と思う。

　次は順当にいくならチェムかな。ガムズよりは攻略難易度が低いはずだ。こちらを敬ってくれているので、どんな話も聞いてくれるのはいいが、従順すぎて一切反論もしないし口も挟まないんだよな。

　ガムズもチェムほどではないが神を信じてくれている。なので俺を前にすると緊張しているのか、日頃の寡黙ぶりが悪化して話が成立しない。

　それを考えるとまずチェムと親しくなって、そこからガムズを攻略するしかない。

　チェムはこの時間だといつもは教会にいるらしいが、教会は今、俺の住すみ処かになっている。なので、洗濯をしているかもしれないとライラが教えてくれた。

　洗濯といえば洞窟に住んでいた頃は湧き水が流れ込んでいたが、それも爆発で吹き飛んでしまった。今はまた川まで行っているのかと心配していたのだが、そうではないらしい。

　教えてもらった場所に行くと、そこは洞窟近くの板で囲われた場所だった。丸太小屋のような建物の扉は以前閉まっていたのだが、今は開いている。

　村の者なら自由に出入りしていい場所らしいので、中に入らせてもらう。扉から入ると、右と左にいくつもの棚があり、再び入り口があった。それも二つ並んで。

　この内装を見て、ここがどこか一発で理解した。

「もしかして、銭湯なのか？」

　あの棚は下駄箱で、この青と赤の扉が男湯と女湯に繫がる扉か。デザインが和風っぽいのはプレイヤーが広めた文化の一つなのかもしれないな。

　こんな施設は前にはなかった。洞窟が崩壊してから新たに作ったのか。

　右側が赤いのであっちが女湯なのだろう。靴箱には靴が四足置かれている。チェム以外にも誰かいるのか。

　昼間は洗濯場として利用しているので、女湯に入っていっても大丈夫という話だったが……それはちょっとな。

　扉が閉まらずに開いているのも家事で利用している証らしいが、そう言われてもこの扉の先に男が入るのはハードルが高いんだが。

　取りあえず扉付近に歩み寄ると「んんっ」と喉の調子を確かめる。

「あのー」

「ヨシオ様？」

　いきなり背後から声がしたので勢いよく振り返ると、戸惑い顔のガムズがいた。

「どうして、このような場所にあなたが？」

　まさか……そんな仏頂面しているのに実はむっつりスケベで覗きに来たとか？

「今から見回りと狩りに行くので呼びに来ました」

　そうだよな。ガムズに限ってそんなわけないか。チェムは戦闘能力は低いが癒やしの力が使える。彼女がいれば少々の怪我は怖くない。

「そうでしたか」

「ヨシオ様は？」

「私は……村人の皆さんとお話をしようと思い、村の中を巡っているところなのですよ。先程はロディスさんのところにお邪魔しまして」

「そうでしたか。ならば、今日は一人で狩りに行くので」

　そう言って踵きびすを返そうとしたガムズの肩に手を置いて引き留める。

「いえいえ。モンスターと戦うのであれば万全の態勢で挑んでください。私の用事はいつでもかまいませんから」

　モンスターとの戦いと比べたら、どっちが最優先事項かなんて考えるまでもない。

「そうですか。それでは」

　ガムズはためらうことなく女湯の扉を開けて中に入っていく。

　俺も見習って堂々と後ろに付いていった。

　中はかなり広く、石で囲われた露天風呂と洗い場があった。これなら十人ぐらいは余裕で一緒に入れるな。

　露天風呂の端には温泉が流れ出る石造りの注ぎ口と、水が流れ出る注ぎ口が併設されていた。そこでチェムと……ムルスが洗濯をしている。

　二人一緒だったのか。

「温泉も出るようになったのですね」

「はい。あの爆発の影響で湧き水の近くから温泉も湧き出しまして、こうやって利用させてもらっています」

　ガムズがこんなに長文を話すのは貴重だな。と感動している場合じゃない。

　毎日夜になると村人たちが大きな桶おけにお湯を入れてテントまで運んでくれていて、申し訳なく思っていたのだが温泉あるなら言ってくれよ！

　俺も体伸ばして温泉に入りたい！

「あら、お兄様……と、ヨシオ様!?」

　こちらに尻を向けて洗濯していたチェムが素早く立ち上がると、深々と頭を下げた。

　ムルスはちらっとこっちを見ただけで洗濯を続けている。やっぱり、嫌われているよな俺。

「洗濯はもう終わりそうか？　外に行く予定なのだが」

「はい、今終わりました。あのー、ヨシオ様も同行されるのですか？」

　意外な問い掛けに対し無意識に頷いてしまう。

　一緒にいたから勘違いしているのか。前回、モンスター狩りに参加したときは無ぶ様ざまな姿を晒さらしただけだった。

　同行しても足手まといにしかならないが、それでも。

「邪魔をせぬようにしますので、私も行って構いませんか？」

　逃げていては前に進めない。この世界にいるのだからモンスターにある程度慣れておかないと、いざという時に皆さんの足を引っ張る。

　戦うことはあきらめたが、モンスターを前にして動けなくなるのだけは避けたい。少しの間であれ、この世界で生きる覚悟を決めたなら克服しないと。

　大切な人が目の前で困っているときに怯えて動けなくなるのは、もう……ごめんだ。

　チェムとガムズが困り顔を見合わせている。

「いいのではないか。見学だけなら問題はないと思う」

　意外にも助け船を出してくれたのはムルスだった。

　無表情というより仏頂面だが、思わぬ援護射撃はありがたい。

「足手まといになりそうでしたら村へ戻りますので」

「そこまでおっしゃるなら。ねえ、お兄様」

「そうだな」

　二人から許可が下りたので感謝の言葉を口にする。五分後に村の門前で集合となったので、俺は一旦テントに戻ってカバンの中身を整理する。

　そのまま出かけようとしたら、部屋の布団の中で丸まっているディスティニーと目が合う。その目は「置いていくのか？」と訴えかけていた。

「一緒に来るか？」

　誘われたのが嬉しかったのか、激しく何度も頭を縦に振る。

　カバンのファスナーを開けてやると、素早く駆け寄って中に潜り込んだ。使い捨てカイロも余っているから、防寒対策もバッチリだ。

「俺の護衛役に任命しよう。頼ってばかりで悪いが、頼むよ」

　情けない俺の頼み事を聞いたディスティニーの返事はウインクだった。くっ、相変わらず頼りになる相棒だ。

　集合場所の門前に移動すると、さっきの三人に加えてカンとランの姿もあった。

「カンさん、ランさんも同行したいと言われましたので」

「道具の礼」

「護衛する」

　二人がもふもふの手を伸ばして、そんなことを言ってくれた。俺は迷わずその手を取り握手を交わした。

　うわぁー、ふかふかの毛と肉球がたまらん。

「お二人と仲良くなられたのですね」

「先程、お話をする機会がありましたので」

　と答えはしたが、話の内容より大工道具の効果だよな、これは。

　どちらにしろ二人が護衛してくれるなら頼もしい。ディスティニーもいるから、戦いの邪魔になることは避けられそうだ。

　門の前で見張っている新規の村人に会釈すると、びしっと背筋を伸ばして腰を九十度に曲げてお辞儀した。この反応にもいい加減慣れてきたので、笑顔で手を振っておく。

　門の外に出るのはこれで二回目。

　前回は物見遊山で参加して醜態を晒しただけ、というお粗末なオチだったが今回は気合を入れて臨もう。村から一歩外に踏み出したら油断は禁物。ここは凶暴なモンスターが闊歩する世界。

　村人たちは洞窟を見つける前は、こんな場所で野宿していたのか。どんなに不安だったことか。

　画面越しでは伝わらない現場の実情。ここでの貴重な経験を忘れずにしっかりと覚えておいて、今後の村運営に活かそう。

　森の中を黙々と進んでいく一行。隊列は先頭から、ガムズ、ムルス、チェム、俺、殿しんがりがカンとランの横並び。挟み撃ちや後ろからの襲撃にも備えた布陣だ。

　辺りを見回しながら自分の位置を確認する。村の周辺は何度も見てきたが、ここら辺は北東部の森か。

　村のある《禁断の森》は北側が危険地帯とされているので、できるだけその方角には近寄らないことにしているようだが、村周辺のモンスターは狩り尽くしたそうだ。

「最近は《邪神の誘惑》に備えて、少しでもモンスターを減らすためにこっち側にも足を伸ばしています」

　とチェムが説明してくれた。前回の一件で窮地に陥ったから、村人たちも警戒を怠らずに事前にできるだけモンスターの数を減らす作戦か。

　実際の話、村の周辺にいるモンスターはプレイヤーが召喚したモンスターとは限らない。元から住んでいた野良モンスターの可能性が高い。

　とはいえ、野良であろうが《邪神の誘惑》で凶暴化するのは間違いないので、今のうちに排除しておいて損はないか。

　辺りを警戒しながら更に北東へと進んでいく。スマホを取り出し、上空から現在地を確認していると、ここから南東の位置で何かが動いた。

　画面を拡大してみると、緑みどり小こ鬼おにが三体こっちへ向かってきている。

「ガムズさん。緑小鬼がこちらの方向から迫っています」

　方角を確認して指差すと、ガムズが一瞬だけ眉間にしわを寄せた。それでも俺の意見を無視せずに、額に手を当てて目を細める。

　ムルスもじっと同じ方向を見つめて耳を澄ましている。こっちは感情を隠すことなく訝しげな顔をしている。……嫌われてるなあ。

「確かに何かいるようです」

「足音もしますよ」

　二人とも驚いた顔をしている。チェムなんて胸の前で手を合わせて尊敬の眼差しで見てくる。俺の手柄というよりゲームの機能のだけだから、称賛されても、役に立てた喜びより申し訳なさが先に立つ。

　俺は邪魔にならないように、数歩下がっておく。ランは護衛として残ってくれている。チェムも一緒に下がってきた。

　カンはガムズと一緒に横並びで武器を構えている。

　睨み付ける先には大木が何本も立っていて、視界を遮る障害物が多い。

　ガムズは右にカンは左の大木の裏に隠れた。ムルスが腰をかがめて何やら呟つぶやくと、足元の雑草が伸びてその姿を覆い隠す。

「あれが魔法か」

　派手さはないが初めて見る魔法に興奮を隠しきれない。異世界に来たんだな、と改めて実感させられる。

　俺たちも隠れて様子を窺うかがっていると、微かすかに足音が聞こえてきた。土を踏みしめる音が徐々に大きくなると、ガムズとカンが顔を見合わせて同時に頷く。

　二人の隠れている木の間を通って三体の緑小鬼が姿を現した。今度は俺も冷静に観察できる。

　黒犬と違って緑小鬼は幻影とはいえ一度この目で見ている。あの新幹線で遭遇した経験が生きてくれた。

　三体は二人の存在に気づかず、木の横を通り過ぎる。

　完全に背を向ける形になった緑小鬼の背中を剣と槍が貫く。

　仲間のうめき声に気づいて振り返った最後の一体は声を上げる間もなく、前に倒れて動かなくなった。その後頭部には一本の矢が突き刺さっていた。

　見事な手際だ。ＰＣ画面で見るのとは全然違う。肌がひりつくような緊張感に呼吸をするのも忘れていたので、大きく息を吸う。

　目の前で人のような生物が死んだというのに取り乱すことはなかった。意外と冷静な自分に少しだけ驚いている。様々な経験をして少しはメンタルが強くなったのだろうか。そうだとしたら嬉しいんだけど。

　とはいえ、森の香りに混じる血の臭いには慣れそうにない。できるだけ死体を見ないようにしてガムズに近づく。

「お見事でした」

「この程度であれば問題はありません」

　自慢することもなく淡々と後始末をしている。死体を一ヶ所に集めて可燃性の油を掛けて燃やす。もちろん周囲に引火しないように注意を払って。

　死体をこの場に残すと血の臭いで他のモンスターを呼んでしまうので、こうやって処理をしている。これはゲーム中に何度も見た光景なので俺も知っていた。

「もう少し、辺りを探索する予定ですが」

「はい、わかりました」

　先に帰ってもいいよ、とガムズが気を使ってくれたのだろう。以前と比べて大丈夫そうなので、もう少し同行させてもらうことにする。
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　あれから小一時間、森の中を歩き回っていたが特に何もなかった。

　一同が戻ろうとしたタイミングで、森に悲鳴がこだまする。

「だ、誰かああああっ！」

　助けを求める女性の声だ！

　俺がどうするか問うより早くガムズは動いていた。全力で声のした方へと駆けていく。ムルスもすぐさま後に続く。

　判断が早い。その行動に一瞬のためらいもなかった。

　俺たちも置いてけぼりになるのは危険なので、同じ方向へと走っていった。

　断続的に悲鳴が聞こえてくるので、まだ無事らしいが切羽詰まった感じからして時間の問題か。

　全力で追っているのに二人の背中が遠ざかっていく。

　この二人が特別なのかと思いたかったが、俺の隣で併走しているチェムは「少し速度を落としましょうか？」と俺の心配をする余裕まである。異世界住民の身体能力恐るべし。

　豆粒のようになっていた二人の背が止まると、急に左へ曲がった。視界から消えると同時に金属のぶつかり合う音がする。これは剣けん戟げきの響きか!?

「ラン、護衛はいいですから先に行って加勢してください」

　ランはちらっとチェムに視線を向ける。チェムが頷いたのを確認してから、二足から四足に切り替えて猛スピードで走り去っていった。

　俺が息も絶え絶えで現場に到着したときには、すべてが終わっていた。

　多くの死体が大地に転がっている。

　数匹の黒犬に革かわ鎧よろいを着た人間、更に馬が二頭。そして、壊れた馬車。

　その馬車も村人が乗っていたシンプルなデザインのものではなく、装飾が施された白塗りの見るからに高級そうな代物だ。

　死体からは目を逸らし、仲間の確認をすると全員無傷で無事だった。

　ガムズたちに怪我はないようでほっとしたのもつかの間、そこにいる見知らぬ人物に目を奪われる。

　肩に触れるぐらいまで伸びた金髪は艶があり前髪は真っ直ぐに切り揃えられている。俗にいうぱっつん前髪というやつだ。

　目鼻立ちがスッキリしていて、全てのパーツが絶妙なバランスで配置されている。

　顔には薄く化粧が施されて唇も赤く塗られている。この世界の住民で化粧をしている人を初めて見た。

　身長はチェムより低く、いかにもお嬢様といった感じのフリルの付いたドレスを着ている。

　村人たちしか見てこなかったから、この人の存在が場違いにしか見えない。

　ガムズに手を取られて立ち上がった女性がこっちを振り向く。

「おっ」

　思わず声が漏れてしまうほどの美人だった。チェムやムルスもかなりの美人なのだが、この女性は更に上をいく。いや、顔の作りだけではなく、なんというか立ち居振る舞いから漂ってくる気品が女性の魅力を底上げしている。

　あと、隣で頰を膨らまして女性を睨んでいるチェムが怖い。兄と手が触れているのがご不満のようだ。

　気品のある美人の登場。チェムの反応と、村にいるキャロルのことを思うと嫌な予感しかしない。

「一波乱あるかもしれないな」
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　新たな美女の登場に嵐の予感を覚えずにはいられなかったのだが、あれから二日後に彼女を捜索するハンター一行がやって来て、意外にもあっさりと帰って行った。

　ここからガムズの壮絶な奪い合いが始まるのではないかと不安と期待が……心配していたが杞き憂ゆうに終わって何よりだ。

　あの女性はこの国の貴族の娘らしく、名前はセイラムという。

《禁断の森》近くを馬車で移動中に盗賊に襲われ、このまま捕まるぐらいならと一か八かで《禁断の森》に逃げ込んだらしい。

　護衛の兵士もいたそうなのだが、実はそいつが盗賊の一味で手引きをしていた。そして、森の中で捕まりそうになったときにモンスターと遭遇。盗賊たちは女性を置いて逃走、絶体絶命の危機にガムズが登場、という流れらしい。

　村にいる間はガムズの腕に惚ほれ込んでずっと護衛として勧誘していたが、あのむっつりした顔で「無理だ」「断る」を連呼して寄せ付けなかった。

　迎えが来たときにガムズの手を握って名残惜しそうにしていたのを、チェムとキャロルが鬼の形相で睨んでいたのが忘れられない。

　これが普通のゲームなら「私はこの村に残ります！」みたいなことを言い出して、更にイベントが発生してもう一波乱ありそうなものだが、実際は二泊して帰っただけ。

「なるほど、私がいない間にそんな面白いことがあったのですね」

　俺のテントの中で、ここ数日の間にあった出来事をチェムから聞いている小太りの男がいる。

　柔和な笑みと滑舌の良さが印象的な行商人──ドルドルドだ。







　十数分前。

　初対面だったので俺が自己紹介をすると、目にも止まらぬ速さで地面にひれ伏した。

「運命の神の従者様でございますか！　私はしがない行商人、ドルドルドと申します」

　この人のリアクションが今までで一番大袈裟かもしれない。

「顔をお上げください。私はただの使い。村人と同じように接していただけると助かります。ドルドルド様、あなたに対して運命の神が親愛なる村人への助力を感謝する、とおっしゃっていましたよ」

「そ、そんな、もったいないお言葉です」

　顔を上げたドルドルドの手を取り、片膝を突く。

「ドルドルド様にも運命のご加護を」

　この言葉を聞いたドルドルドの両目から大量の涙があふれ出し、地面を濡ぬらしていく。

　数日前から考えておいた決めゼリフの効果は抜群だったようだ。

　それからは打ち解けて、俺とも距離を詰めて話をしてくれている。商人なので気持ちの切り替えが村人よりも早く、柔軟な対応ができるようだ。

「ヨシオ様はどれぐらいの期間滞在されるので？」

　ドルドルドの何げない質問。

　テント内にいたチェム、ロディスがその言葉に反応して俺を見つめている。

「《邪神の誘惑》までには戻る予定です」

　未だに世渡さんから連絡がないのが不安だけど。

「そう、なのですね」

　チェムが伏し目がちに呟く。ロディスは何も言わないが同じように少し落ち込んでいるように見えた。

　前回酷い目に遭った《邪神の誘惑》を思い出しているのだろう。俺がいれば神の恩恵を充分に受けられる、とでも思っているのか。

「心配はご無用ですよ。神はあなた方を見守っていらっしゃいます。私が戻ったとしても、神の加護が消えることはありません。私も運命の神にお願いしておきますから」

　せめて重い空気を紛らわすように、茶目っ気をイメージして微笑んでみるとその様子に少しは安心したのか、二人の表情が穏やかになったように見えた。

　……実はこの村に滞在するようになって、ずっと俺を悩ませていることがある。
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　ドルドルドが立ち去り一人になったテント内で、大きなため息を吐つく。

　スマホのカレンダーを確認すると今日は一月の二十五日。邪神の誘惑まで残り六日。

「そろそろ、運営から連絡があってもいい頃だけど」

　俺の呟きが聞こえたかのようなタイミングでスマホの着信音が鳴る。

　不意を突かれて飛び上がりそうになったが、慌てて画面を確認した。

「世渡さん、からだ！」

　テレビ電話にして通話にすると、アップの顔が映った。

『お待たせしてごめんね。帰る準備整ったよー。なんなら、今からでもＯＫだから』

「そうですか……ありがとうございます」

　待ちに待った連絡のはずなのに心は弾むどころか沈んでいく。

『あれ、あれ。全然嬉しそうじゃないね』

「すみません。あの、一つわがままを聞いてはもらえないでしょうか」

『また敬語に戻ってる。……何かな？』

　深呼吸を繰り返し、気持ちを落ち着かせる。

　これから言うことが無謀な頼み事だというのは重々承知している。だけど、胸を張ってこれからも生きていくには必要なんだ。

「《邪神の誘惑》が終わるまで、この村に滞在させてもらえませんか？」

『噓や冗談じゃない、みたいね。それがどういう意味かわかって言ってるのよね』

「もちろんです」

　どれだけ危険なことをやろうとしているのか、そんなのは言われるまでもない。

『そっちで死んだら終わりだよ。ゲームオーバーになって日本に戻れるなんて甘い仕様じゃないんだよ』

「わかっています」

『んー。覚悟が決まっているみたいだね。理由を訊きいてもいい？』

　優しく包み込むような声に促され、俺は決意を語る。

「村人たちが苦難に直面するのに自分だけ逃げるなんてできません。逃げておきながら安全な場所で偉そうに指示するなんて……格好悪いじゃないですか」

　今まで散々、格好悪い生きざまを晒してきた。今更、汚点の一つや二つ増えたところで大差はないのかもしれない。

　だけど、虚勢でも見栄でもいいじゃないか。ありったけの勇気を振り絞るなら今しかない。ここではニートでも引きこもりでもない──運命の神（仮）なのだから！

『そっか。ちなみにこの世界で一生暮らすってのもありだよ？　ここなら奇跡を活用して神の従者を語れば、ハーレムだって夢じゃない。残ることを選んだら、チート能力の一つぐらい授けてあげるよ？』

「……そんな心が揺るぎそうな誘惑やめてください。でも、お断りします」

『あはははは。良夫君、いい男になったね。いや……まだ道半ばかな。それでもゲームを始めた頃に比べたら見違えるほどだよ』

　この人……神はずっと俺を見守ってくれていたのか。

「俺の日常生活を見ていたのですか？」

『そりゃね。良夫君だって村人の生活を覗き見しているでしょ。神だもの同じことぐらいできるよ』

「あの……ちょっとした疑問なのですが、プライベートタイムも覗かれたり？」

『……ノーコメントだよ』

　微妙な間まがあったのが気になるけど追及はやめておこう。自分のためにも。

『そう決断したのなら、言うことはないよ。じゃあ、勇敢なるプレイヤーに助言とプレゼントを授けましょう。北海道で絡んできたプレイヤー二人が今度の《邪神の誘惑》でその村を狙ってくるよ。気をつけて』

　あの冴えないサラリーマン羽は畑ばたけとバンドマンのプレイヤーか。

　二人が共同戦線を張ったとなると今回の防衛戦も一筋縄ではいかないな。

『あとプレゼントの方は……当日のお楽しみで。では最後に神らしいことも言っておかないとね。汝の望みを叶えよう。邪神の誘惑が終わりを告げたその時、汝は日本へと戻ることになる』

　声色を変えて厳かに語る世渡さんは、少しだけ神っぽかった。

「わがままを聞いていただき、ありがとうございました」

『こんなわがままなら大歓迎だよ。君をプレイヤーに選んで間違いなかったみたいだね』

「そういえば、前々から疑問だったのですがプレイヤーを選ぶ基準ってあるのですか？」

『一応はね。まあ、それは企業秘密だけどさ。いずれ良夫君がこのゲーム屈指のプレイヤーに成長したら教えられるかもしれないよ。じゃあ、次の襲撃……ちゃんと生き延びるんだよ』

「はい。やれるだけやります。あっ、それともう一つだけ聞きたいことが。邪神側についてなのですが──」

　通話が終わると同時に全身の力が抜ける。

　親しげに話してくれてはいるが相手は神。そんな相手に無理な頼み事をするとなると、全神経を張りつめなくてはならなかった。

「これで逃げ道は閉ざされた。……やるしかないよな！」

　口に出して己を奮い立たす。もう後退はできない、前に進むのみ。

　村人たちと苦難を乗り越えて、一緒に笑ってみせる。そうしたら、もっと村人を……自分を好きになれる気がする。

　後ろ向きな考えもダメな自分も、全部異世界に捨ててしまおう。

　日本に戻るときには一皮剝むけた自分でありたい。必ず、乗り越えてみせる！

　強い決意を胸に秘めて俺はスマホを操作する。体も頭も総動員で立ち向かうぞ。
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《邪神の誘惑》前日。

　今日は採掘作業を休んで、まずはカンとランの工房に顔を出した。彼らの作る武器や道具が戦況を左右する。励ましの言葉といくつかの提案をしておいた。

　今はエルフと一緒に矢を大量生産している。ムルスだけではなく新たに村の住民となったエルフたちも弓が得意なので、矢がいくらあっても足りない。

　他の男性陣は丸太の柵の修繕と補強で村中を忙しそうに走り回っている。二日前にようやく村全域を丸太で囲めたのだが見落としがあるかもしれない。一本一本丸太の強度を確かめ、怪しいところは即座に入れ替えていた。

　女性と子供は明日に備えて保存食を大量に製作中。ライラとチェムもこっちの担当をしている。

　以前と比べて村の守りはかなり強化されている。新たにやって来た村人の中にも戦える人員が何人かいて、戦闘員が増強されたのだ。

　一番ありがたいのはエルフの増員だ。彼らは全て弓の名手で二つある物見櫓に登ってもらい、見張りと遠距離攻撃を担当してもらう。これだけで、かなり戦いが有利に運ぶ。

　武器や防具もドルドルドから安く仕入れさせてもらったので装備も充実している。

　近距離戦を担当するのがガムズ、カン、ランを含めて八人。遠距離担当がムルスを含めたエルフ六人。以前と比べて三倍近くに戦闘員が増えている。

　更に俺の奇跡と、いざという時の《ゴーレム召喚》用のポイントも残してある。今年に入ってから奇跡をほとんど使ってないので、課金をしなくてもポイントは潤沢にある。

　とはいえ油断は禁物。運命の神である世渡さんに頼み、後払いの約束でバイト代をポイントに換えてもらっておいた。

　夕方になり、外を見回っていたガムズたちも帰ってきたので夕食となったのだが、今日の晩餐はすべて俺が担当させてもらった。

　おそらく今日がみんなと食べる最後の夕食となる。日本から持参した赤い缶の中華調味料や和風だしを活用して、中華と和風の両方でもてなす。

　母から習った料理は好評で、全員が満足した顔で食事を終えた。そして、温泉でゆっくり疲れを癒やす。当たり前のように付いてきたディスティニーと一緒に。







　夕食後、再び村の中心部に集まる村人たち。

「今夜……日をまたぐと《邪神の誘惑》に入ります。皆さん、生き延びましょう！」

　ロディスが強い口調で宣言すると、全員が「おーーっ！」と応える。

　この村の代表者は正式には決めていないが、この様子だとロディスが村長で決定だな。タイミングを見計らって神託で告げるとしよう。

「少しでも英気を養うべきですので、長々と話すのはやめます。ヨシオ様、何か一言いただいてもよろしいでしょうか？」

　ロディスに話を振られて、すっくと立ち上がる。

　この流れは予想済み。既にそれっぽい文言も一応は考えておいた。

「私から言えることは一つだけです。皆さん、共に生き延びましょう。神はあなた方をいつも見守っています。この村に神の祝福があらんことを！」

　声を張って朗々と語ってみた。語るというほど長い文章ではないが、俺にはこれが精一杯だ。

　それでも、村人たちは感動に目を潤ませて祈りを捧げている。

　頭を下げて熱心に祈る村人の頭に触れて、その名を口にしていく。

　全員の名を呼び終わると、顔を上げるように促して微笑みかけた。







　解散してテントに戻ると、床に膝を突いて毛布に顔を突っ込んだ。

　はっずかしいいいいいいっ!!　誰なんだよ今のは！　俺か？　俺なのか!?

　ああもう、従者になりきろうと気合いを入れて芝居したけど、もおおおおおお！

　羞恥が限界を超えて、俺は毛布の中でジタバタする。

　頑張ったよ、俺、頑張ったよ！

　村人を励ますためにあんな恥ずかしい芝居をやりきった俺に感動した。最後だからやったんだからな！

　自分自身に対してのフォローを並べ、ひとしきり悶もだえると少し落ち着いた。

「やるべきことは全てやれたよな。あとは明日……もう残り三時間もないのか」

　スマホで時間を確認すると二十一時を越えていた。

　少しでも眠ろうと寝転んで毛布を被るが……興奮して眠れない。上半身を起こして、今晩で最後になるテントの内部を見回してみる。

　約一ヶ月ここで暮らしただけだけど、名残惜しいな。

　テントの真ん中に立つ支柱代わりの丸太。壁際には旅行カバンと木製のタンスが置いてある。

　こっちに来てからは村人たちと同じ服を着て、カバンの中には北海道に着てきた服が畳んで入っている。防寒着としてコートだけは上から着込んでいるので、村人たちもそれで俺を判別しているようだ。

　寝床の側に置かれている籠には丸まったディスティニーが入っていて、気持ちよさそうに眠っている。

　他にはテントの奥に佇んでいる運命の神の像。

　木彫りの運命の像が、初代よりも彫りが精巧なのは、カンとランが手がけたからだ。《ゴーレム操作》の際に使用する剣も二本添えてある。

　スマホでゴーレムを操作する方法は少し特殊で、画面の両端に矢印とボタンが表示されて、それをタップする仕組みだ。

　夜な夜な室内で奇跡を発動して、操作練習をしておいたので心配はない。

　そのまま寝床に入って眠る予定だったのだが……俺は床に置いたスマホを前に正座をしている。

　村人と共に《邪神の誘惑》を乗り越えると決めたのだから、最悪の展開も覚悟しておかなければならない。

　村のみんなは寝るのが早いのでとっくに就寝している。だけど、不規則生活が長かった俺がこの時間に眠るのは辛い。体は疲れているのにギンギンに目が冴えている。

　それならと家族に電話をしようと思ったのだが、これが最後の会話になるかもしれない。そう思うとスマホを手に取る勇気が出ない。

「腹をくくったつもりだったんだけどな」

　土壇場で迷って踏み出せない自分。変わったつもりだったけど、相変わらずプレッシャーには弱い。

　いつまでもこうしていても埒らちが明あかないので、スマホに手を伸ばすとライトが点滅して着信音が鳴る。

　これは母さんに設定した曲だ。通話に切り替えてスマホを耳に当てる。

『もしもし、あんたそっちで村の人に迷惑掛けてない？』

　開口一番、俺の心配よりそっちが気になるのが母さんらしいな。

「大丈夫だよ。毎日村の手伝いをしているから。母さんたちは変わりない？」

『そうね、お父さんと沙雪が寂しそうにしているぐらいかしら。──寂しくなんてないわよ、噓吐かないで！』

　スマホから妹の怒鳴り声がする。すぐ近くにいたようだ。

「元気そうでよかったよ。もしさ、もしもの話なんだけど、俺がそっちに帰れなくなったらどうする？」

『あら、そっちで就職するの？　あんたが元気でいるなら別に構わないわよ。そりゃ、ちょっとは寂しいけど、あんたが自立して幸せに暮らせるなら親としては歓迎しないとね。お父さんも同じ気持ちだと思うわよ』

　都合良く解釈してくれたようだが、母はそういう考えなのか。

『ねえ、こっちに戻ってくる気ないの？』

「沙雪か。いや、もしもの話だよ」

　沙雪が母からスマホを奪ったらしく、不機嫌さを隠そうともしない声が聞こえてきた。

『私はどっちでもいいけど、そっちに住むにしても一度はちゃんと戻ってきてよ。引っ越すにしても準備がいるでしょ。それに……謝りたいこともあるし……』

　そこから先は何も言わずに黙り込んでしまった。

『俺だ。風邪を引いてないか』

　今度は父に代わったのか。口調はいつも通りだが、俺を心配してくれているのが声から伝わってくる。

「健康そのものだよ」

『そうか、ならばいい。何を迷っているのかは知らないが、人に決められた道で失敗するのは自分で選んで失敗した時よりも後悔が大きい。人の意見を尊重するのも大切だが、最後は自分で決断するように』

　父のアドバイスを胸に刻む。

「そっか。うん、参考にします。父さん、ありがとう」

『うむ。お前の人生だ、好きに生きてみろ。今のお前なら間違った道は選ばないはずだ。それにどのような道を選ぼうとも我々は家族だ、全力で応援する。それじゃあ、体には気をつけるんだぞ』

　父が通話を切った。

　今の電話で迷いはほとんどなくなったが、最後の一押しが欲しい。スマホの電源を落とさずに、電話帳からもう一人選んで電話をかける。

「もしもし」

『よっしい、北海道は寒くない？　暖かくして寝てる？　キャロルちゃんは無事親御さんと再会できた？』

　開口一番、こっちの心配ばかりする幼おさな馴な染じみの声を聞いて頰が緩む。

「ああ、大丈夫だよ。キャロルは両親と再会して元気に毎日駆け回って、俺も振り回されっぱなしだ」

『ふふっ、それを聞いて安心した。それで、どうしたの。何か心配事でも？』

「……いや、別に」

『噓でしょ。いつもは滅多に自分から電話してこないじゃない。してくるときは、何かあるときだけだよね』

　俺ってそんなに噓がわかりやすいのか。だから、妹と精華にあっさり見抜かれるのか。

「実はこの村に住まないかと誘われている。仕事も斡旋するからって。だから、帰れなくなるかもしれない」

『そうなんだ。よっしいはどうしたいの？』

「こっちに住むことになったら滅多なことでは、そっちに戻れなくなるから迷っている」

　死んでしまえば一生戻れなくなるのだけれど、それを言うわけにはいかない。

『やりたいようにやればいいんじゃないかな』

　なんだ、思ったよりもあっさりだな。「行かないで！」とか引き留められるんじゃないかと、ちょっとだけ期待していた俺がバカみたいだ。

「そうだよな、やりたいようにやるのが一番か」

『そうそう。よっしいがどこに行っても私は会いに行くから』

「えっ？」

『北海道でも別のどこかでも、私は会いに行くよ必ず。もう、逃がさないからね』

　……聞き間違いじゃないよな。今、俺は顔面から火を噴いてないか？

　うれしさと恥ずかしさと、なんかよくわからない感情で顔も体も熱い。

「精華、そんなキャラじゃなかっただろ……」

『うん、そうだったね。今まではよっしいに気を遣って自分を押し殺していたけど、もうやめたんだ。数年ぶりに話をして一緒にいて……ずっと離さないって、私は決めたの。何十年も待った女って怖いんだぞー』

　こんな積極的な精華、俺は知らないぞ。

　精華はスマホの向こう側でどんな表情をしているのだろう。俺のように照れて戸惑っているのか、それとも。

『何か言って……恥ずかしいから』

「す、すまん。その、あれだ、俺も」

『今はその先の言葉は言わなくていいから。雰囲気に流されるんじゃなくて、ちゃんと考えて言ってほしいから』

　数年ぶりに会ったときは昔とあんまり変わらない、なんて思ったけど違ったな。俺よりもずっと積極的で素敵な大人になっている。

「わかった。いつか、必ず俺の方から伝える」

　自分に自信が持てるようになったら、必ず。

『うん。楽しみに待っているね』

「でも、俺なんかの何がいいんだ？　十年間こんな無様な生き方を晒してきたのに。普通は見捨てると思うんだが」

　素朴な疑問だった。俺が精華だったらこんな男には惚れない。

　女性は男よりシビアで男の年収を何より重要視するって、ネットにも書いてあった。

『普通って誰にとっての普通なの？　もしかして、ネットで得た知識？　私は噓か本当かの区別もつかない架空の女じゃないよ。三十年以上、よっしいを見続けてきた精華っていう幼馴染み。良いところも悪いところも全部知っている……女だよ』

　我ながら馬鹿な質問をした。こんな素敵な女性に惚れられているのなら、俺も少しはいいところがあると自分自身を信じよう。

「そっか。ありがとうな、悩みなんて吹っ飛んだよ」

『どんな答えを出しても、私はついて行くし、応援しているからね。じゃあ、おやすみ』

「おやすみ」

　通話が終わり、大きく息を吐く。

　家族や精華の想いを知って俺の迷いは吹っ切れた。

　足元で何かが俺の服を引っ張っていたので視線を落とすと、ディスティニーが上目遣いでこっちを見ている。

「ディスティニー。お前と夜を過ごすのも最後だな。一緒に寝るか？」

　冗談交じりに毛布を上げて、中に入るか誘ってみる。

　顔を上げて一瞥すると、面倒そうに首を振り丸まった。

　だよなー。まあいいさ。明日は忙しくなるから、ゆっくり体を休めてくれ。

　俺も横になって目を閉じる。眠れなくても、こうしているだけで少しは疲れが取れるだろう。

　しばらくすると、体に重量を感じた。

　うっすら目を開けると、俺の胸の上でうつ伏せに寝ている……ディスティニー。

「おやすみ」

　その重みは不快じゃない。むしろ安心できて、よく眠れそうだ。
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　スマホのアラームが三回鳴ったところで止める。

　念のために時間を確認すると深夜０時。《邪神の誘惑》当日がやってきた。たった三時間程度しか寝ていないが頭はスッキリしている。

　今までの襲撃は二回とも日が昇ってからだったが、ゲームのルール上は日をまたいだ瞬間からスタートとなる。

　今回は敵が誰かハッキリしているので用心に越したことはない。羽畑もバンドマンも目的のためなら手段を選ばないヤツらだ。村の情報もある程度は漏れていると考えた方がいい。不意を突くために深夜や早朝の襲撃があってもおかしくはない。

　この村に来てから譲り受けた服を脱ぎ、北海道に来るときに着ていた服に着替える。

「やっぱり、こっちの方がしっくりくるな」

　神の従者を演じる最終日だ、形から入ろう。

　テントで同居している神の像には頭から大きな布を被せておく。大事な切り札だからな、傷が付かないように丁重に保管しておこう。

　軽く柔軟体操をしてから外に出て、深夜の村をぶらつく。

　物見櫓の上には夜行性で夜よ目めが利くカンとランがいるので、見張りは安心して任せられる。寒さ対策も自前の毛皮があるからばっちりだ。

　門の付近を村の新入りである若者二人が巡回している。新規の村人の名前と顔は完全に把握しているので歩み寄って声を掛けた。

「深夜の見回りご苦労様です」

「従者様！　このような夜更けにどうされたのですか？」

「あの日ですからね、少々気持ちが高ぶってしまい眠れないので深夜の散歩を」

　恥ずかしそうに頭を搔かく。

　こういう少し抜けた人柄アピールも大切で、完璧に振る舞うより親しみのあるキャラを演じた方が向こうも接しやすくなる。……と《部下に好かれる上司の立ち振る舞い講座》というサイトに書いてあった。

　神様を演じる際の参考にならないか調べたサイトの一つだ。

「お二人もご無理をなさらぬように」

「「ありがとうございます！」」

　彼らは一礼すると、柵に沿って村の奥へと巡回を続ける。

《邪神の誘惑》の襲撃が開始されるとスマホに文字が表示されて音が鳴り響くので、ここまで警戒する必要はないのかもしれないが、ＰＣ前で待っているのと現場にいるのとでは緊張感が違う。

　張り詰めた空気と村人の緊張。それを肌で感じて身が引き締まる。

　スマホでもいじって時間を潰そうかと思ったが、いざという時に充電が切れていたら洒しゃ落れにならない。自重して視線をスマホから夜空へ向ける。

　闇夜に浮かぶ、星、星、星。

　満天の星とはこのためにある言葉だ。元から星には詳しくないので、地球との違いがわからないのだが、それでも目を奪われる美しさなのは実感できる。

　これで見納めになるのだから、この光景を目と心に焼き付けておこう。







　結局、警戒していた夜間の襲撃はなく日が昇り始める。

　ようやく目が覚めたのか、タオルを被ったままテントから這はい出てきたディスティニーが俺のコートの中に潜り込み、胸元から顔だけ出して暖を取っている。

　……持参した使い捨てカイロが温かいからいいんだけどね。

　村人たちも起き始め、各テントから人々が出てきた。ここでの食事は食料の調整も兼ねて、村の共有の食堂で食べることに決まっている。

　炊事場では女性たちが慌ただしく料理を始め、村人たちが朝食を取っている。

　お腹は空いていないが、今のうちに腹に何か入れておこうと炊事場に向かうと、スマホからサイレンが鳴り響いた。

　周囲の村人の注目を浴びながらスマホを取り出し、画面を確認する。




《邪神の誘惑》開始！




　赤々と画面いっぱいに表示されていた。

「皆さん、モンスターの襲撃が始まるとの神のお告げがありました！」

「各自持ち場につけ！」

　ガムズは手にしていたパンを皿に戻し、素早く指示を出す。

「東に敵影！」

「数いっぱい！」

　物見櫓の上からカンとランが大声を張り上げている。

「女子供は全員集まって！　避難するよ！」

「皆さん慌てずに、訓練の通り動いてください」

　ライラとロディスが非戦闘員をまとめてテントへ誘導してくれている。

「大丈夫だよ。ガムズお兄ちゃんたちすっごく強いんだから！」

　キャロルは怯えている子供を励ましながら、手を繫いでテントに入っていく。

　古参の村人たちが頼もしい。俺も負けずに頑張らないとな！

　四つある物見櫓の一つが空いていたので、そこに上って柵の向こう側を見下ろす。雑草を踏み潰しながら駆けてくる黒犬の群れが見える。その数は……二十以上！

　一回目にしては多いが、この数なら。

「弓、構え！　撃てっ！」

　ムルスの号令に合わせて物見櫓から矢の雨が降り注ぐ。

　エルフたちの射撃は正確無比で、矢は狙いを違たがえずに黒犬へと突き刺さる。

　エルフの一族は弓の腕に長けているとは聞いていたが、ここまで凄いのか。ムルスに匹敵する弓の名手ばかりだ。

　黒犬たちは一匹たりとも丸太の柵に触れることなく息絶えた。

「圧巻だな」

　かなり多くの矢を消費したが、この日に備えて矢は潤沢に用意してある。今までなら苦戦していた数をこうも楽々と退けるとは。今回の戦いは期待ができそうだ。




　三十分後に再び襲撃。前回よりも黒犬が数匹多い程度だったので矢の豪雨により全滅。ガムズたちの出番はなく終了。この調子でいってほしいところだけど。




　三十分、一時間、一時間半、二時間……。




　昼を挟んだがあれから襲撃がない。この展開は嫌でも二回目の《邪神の誘惑》を思い出してしまう。

　あのときは山やま本もとさんが直接妨害をしてきたから対応できなかったが、今回は俺が村にいるのだから邪神側のプレイヤーは手出しできない、はずだ。

「なら、単純に戦力を温存して最後の襲撃に賭けるとか？」

　北海道で手段を選ばず執しつ拗ように狙ってきた羽畑とバンドマンが、正攻法でここを攻める……とは考えにくい。

　スマホを取り出して上空から村とその周辺を眺める。戦闘では今のところなんの役にも立っていないのだから、偵察ぐらいはこなさないと。

　丸太の柵のすぐ近くにはモンスターの影はない。更に奥の森を調べると、木々の隙間で何かが蠢うごめいた。

　拡大してみるとそこにいるのは……無数のモンスター。それも黒犬だけではなく、緑小鬼や単たん眼がん赤あか鬼おに……黄色い鬼までいる！

「ムルスさん！　森の奥の方に何かいるようです！」

　一番近くの物見櫓を見上げて大声で呼びかける。上から顔を出したムルスが額に手を当てて目を細めると、遠くを凝視している。

　訝しげだった表情が驚きょう愕がくへと変わり、物見櫓の天井からぶら下がっている鐘を激しく打ち鳴らす。

「敵襲！　大軍がこちらに押し寄せてくる！　全員警戒態勢を！」

　敵の襲撃が収まったことで油断していた村人たちが慌てて動き出す。エルフは物見櫓に上り、ガムズたち近接戦闘員は門の前に集合する。

　非戦闘員の村人は避難場所となっているテントへと戻って行った。

　エルフは全員弓を構え、ガムズは槍を配ると予あらかじめ柵に開けてあった覗き穴から、正面を見据える。

　そしてこのタイミングで《邪神の誘惑　最後の襲撃!!》の文字がスマホに。

　俺はそれを確認すると門に向かう……のではなく自分のテントへと駆けていく。

　俺のテントの入り口に二人の村人がいる。辺りを警戒しながら、中へ入ろうとしているところだった。

「おや、私を呼びに来てくれたのですか？」

　背後から話し掛けると、一人が飛び上がりそうになるぐらい驚いて振り返る。もう一人は無反応でゆっくりとこっちを見た。

　二人の顔に見覚えがある。新たな住民となった村人の男性だ。両方とも俺と同じぐらいの体格で素朴な顔つきをしている。

「従者様。……え、ええ、そうなのですよ。大群の襲撃があったのでお知らせに」

　声がかすれていて少し聞き取りにくい。

「それはわざわざすみません。ですが、おかしいですね。そもそも、その襲撃を知らせたのは私ですよ？　もしかして、私の声は届きませんでしたか？」

　俺はわざとらしく不快感をあらわにする。

「そうだったのですか。申し訳ありません、聞こえ──」

「ところで、お二人は昼間だというのに、なぜ火の付いた松明たいまつを持っているのですか？　それと手にしている革袋の中身を教えていただけると助かります。もしかして……油だったり？」

　すっと目を細めて二人を睨むと、村人たちは顔を見合わせて剣を抜く。

「いつから気づいていたのですか」

　村で何度か言葉を交わしたときは大人しいイメージの好青年だったが、今はその面影はどこにもなく、鋭い目つきで俺を睨んでいる。

　声もさっきまでのかすれ声ではなく甲高い、まるで女性のような声に変わった。

　隣の村人は遅れて剣を抜いただけで未だに無言だ。

「初めからですよ」

　正確にはあの人が村を出て行ってから、だけどな。

　メインで会話している村人に関してはずっと警戒して見張っていた。あの日からずっと。

　何の理由もなく疑っていたわけじゃない。そもそものきっかけは数日前、運営である世渡さんとの通話を切る直前にした質問だ。

「邪神側が操れるのはモンスターだけなのでしょうか。人間の信者は存在しないんですか？」

　と。結論は、少数だが邪神を崇拝する人間も存在する、とのことだった。

　そこで俺はこう考えた。邪神側の人間を村人として送り込み内部から崩すという手段。

　戦略としては基本中の基本。スパイを敵に送り込むなんてよくある話。じゃあ、邪神側はスパイを送り込んで何をするのか？

　主要人物の暗殺、というのがあり得そうだがガムズはかなりの腕利き。返り討ちに遭う確率が高い。とすれば、何が効果的か。

　俺が敵なら切り札である《ゴーレム召喚》の要となる、神の像を破壊……もしくは燃やせばいい。そうすれば、戦力ダウンは間違いなく、村人に広がる動揺は計り知れない。

　更に火を放てば混乱が広がる。邪神側にしてみれば一挙両得となる。

「ところで、あなた……本物の村人はどうしました。それと隣の彼に何をしたんです？」

　答えは聞くまでもない。最悪の展開になっているはずだ。だけど、念のために淡い期待を込めて質問を口にする。

　おそらく、目の前の村人は既に殺されていて入れ替わっている。そして、隣の村人は奇跡によって操られている傀かい儡らいだ。

　村の住人は互いに顔と名前を把握している。スパイがこの村に忍び込むにしても、新たな人員が潜り込めば一発でバレてしまう。そうなると手段は限られる。

「あら、そこまでバレてるの」

　高く陽気な声で答えた。俺と会話していた目の前の村人の姿が歪ゆがんで消えると、そこには黒のローブを着た女がいた。

「やはり、あなたでしたか。セイラムさん」

　怪しく微笑むその顔は、以前村の近くで助けた貴族の娘セイラムだった。この人が邪神の信者だったのか。

「私の正体まで見抜いていたとは」

「簡単な推理ですよ」

　有能だと誤解させるために堂々と噓を吐く。

　正体を見破れたのは推理なんてものではなく、ゲームの機能と北海道での経験。そして事前に得ていた情報のおかげだ。

　彼女が幻影で体をコーティングして別人になりすましているのを見抜けたのは、羽畑が既に同じ手口を見せてくれていたから。そして、スマホでゲーム内の村人をタップすると名前と簡単な情報が表示されるのに、彼女が化けていた村人については表示されなかった。村に加入する前のムルスのように。

　更に言えば、この村人が正しく表示されなくなったのは彼女──セイラムが村から出て行った後。帰ったと見せかけて幻影を使って忍び込み、入れ替わったのだろう。

　隣に立つ村人は名前が正しく表示されている。つまり、彼は人を操るバンドマンの奇跡によって操作されている。寝込みを襲われたか薬でも嗅がされたか。

「あなたと長々と話をする気はないので、降伏してもらえませんか？」

　悠長に話している場合じゃない。後方から激突音やモンスターの雄お叫たけびに混ざって、村人たちの怒号が響いてくる。

　本格的な戦闘が始まったようだ。早く《ゴーレム召喚》で加勢しないと。

「幻惑の神の信者として、私も引くに引けないのですよ。申し訳ありませんが、ここで処分させてもらいますわ。従者様は人間と変わらぬ体だと神からお告げをいただいています」

　ローブの袖からくねくねと波打つように湾曲した短剣を取り出した。

「それに少し遅かったようですわね。既にテントへ油は撒まき終わっています。なのでこうすれば」

　俺が止める間もなく、手にしていた松明を後方へと放り投げると、テントへと落ちて着火した。一気にテントの布が燃え広がり、巨大な火柱が立ち上る。

「これで切り札は失われましたわね。さーて、あとはあなたを始末すればおしまいです」

　不敵な笑みを浮かべ、ジリジリとにじり寄る二人。

　勝ち誇っている邪神の信者を無視してスマホを取り出し、操作する。

「おやおや、そのような板きれを取り出してどうしよ、ごっ!!」

　鈍い音が二度響くと、二人がうつ伏せに倒れる。

　彼らがいた場所には、炎をバックに雄々しく立つ神の像の姿があった。不謹慎だとは思うが、このシチュエーションには燃える。

　あの業火のテントから出てきたというのに神の像は燃えていない。それは偶然ではなくちゃんとした理由がある。

「もういいよ」

　俺のコートの中からひょこっと顔を出した今回の功労者の頭を撫でた。

「ありがとうな、ディスティニー。また助けてもらったよ」

　神の像を予め石化の力で木から石に変えてもらっていたのだ。

　石像になってしまえば燃やされる心配もないし、壊れにくくなる。だから、こんな状況下でも余裕を保っていられた。

　肉体労働や戦闘面ではろくに役に立たなかったが、考える時間だけはあった。今までの体験から相手の動きを先読みして考えを巡らせ、何とか対応できた。と、自己満足に浸っている場合じゃない。

　神の像を操ってテントを破壊し、範囲を絞った《天候操作》の奇跡、《豪雨》を降らせて消火を発動する。俺のテントは教会代わりなので、住民の住居から少し離れた場所に建てられていたのが幸いして、他に燃え移ることはなかった。

　一息吐きたいところだが、本番はここから。

「今度こそ！」

　あとはモンスターを蹴散らすのみだ。もう誰にも邪魔はさせない。この手で俺の村を救ってみせる！
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　スマホで神の像を操りながら俺も走っていく。目的地はさっきから叫び声と破壊音が鳴り止まない門付近だ。

　一足先にたどり着いた神の像の視界がスマホに映る。

　門は破壊され、周辺の柵も倒されている。そこからなだれ込んでくるモンスターを相手にガムズが奮闘している。

　右手の槍で黒犬を貫き、接近してきた緑小鬼の首を左手の剣ではね飛ばす。両手が塞がった状態で飛び込んできた黒犬の顔面を蹴飛ばし、引き抜いた槍でとどめを刺す。

　ガムズの少し後ろにはカン、ラン、そして村人が横並びの壁となり、槍でモンスターを押し返している。

　それでも数の力には勝てず、なだれ込んでくるモンスターの群れ。物見櫓から降り注ぐ矢がなんとか村への侵入を防いでいるが、このままでは突破されるのは時間の問題。

　少し離れた後方ではチェムが傷ついた村人を癒やしているが、彼らが現場に復帰するのは難しいようだ。

　俺は神の像の操作に集中するために、現場が見える家の脇に座り込んだ。

　この状況で必要なのは俺の声援じゃない。みんなが求めているのは……神の力だ！

「ここからは、任せてくれ！」

　画面をタップして神の像を敵の真っ只中に突っ込ませる。

「踏ん張るんだ！　ここを抜けられたらおしまいだぞ！」

　傷だらけの体を奮い立たせ、剣を振るいながら仲間を鼓舞するガムズ。

　そんな彼の前に神の像が飛び込むと、襲いかかろうとしていた黒犬を右の剣、緑小鬼を左の剣で頭の先から股下まで両断する。

「運命の神！」

　いつも冷静なガムズらしからぬ歓喜の叫びを聞いて、傷だらけの村人たちの顔に生気が戻る。

　古参のメンバー以外は初めて見る、動く神の像。だが、その活躍は伝え聞いていたのだろう。誰もが目を輝かせて期待の眼差しを向けている。

　それに答えるのが神の務めだよな。みんな、よく頑張ってくれた。

　神の像は話せないので右手の剣を掲げさせてアピールしておく。

　そのまま柵の穴から外に飛び出すと、そこには視界を埋め尽くすモンスターの群れ。

　黒犬、緑子鬼、猛もう猪ちょ、黄色い鬼、単眼赤鬼が……複数体いるのか。それにライオンにコウモリの翼が生えたような魔獣や、岩が集まって人型となったゴーレムらしきモンスターまでいる。

　黒犬や緑小鬼は少々取りこぼしてもガムズたちが処理してくれる。確実にやらないといけないのは、見慣れないモンスターと大物だ。

　目に付いたのが単眼赤鬼だったので一直線に駆けていく。緑小鬼が周囲から群がってくるが走る速度は落とさない。間合いに入った敵は神の像が剣を振るたびに首や上半身が切り離されていく。

　血煙の舞う中、単眼赤鬼までの距離を一気に縮めた。

　この速度で迫られるとは思ってもいなかったのか、慌てて武器を構えるが……遅い！

　悪目立ちしている巨大な目玉に切っ先を埋めると、引き抜くのではなく上に振るう。頭蓋骨があるはずなのにあっさりと切り裂き、脳天から剣が飛び出てくる。

「「「うおおおおおっ！」」」

　村人の歓声をバックに仁王立ちする神の像。

　前に操ったときも木像とは思えない怪力に驚かされたが、明らかに前よりパワーアップしている。これはレベル２に上がった影響なのか、それとも石になった効果なのか。

　どちらにしろ俺には好都合だ。

　単眼赤鬼が倒されたことに動揺したのか、モンスターたちの動きが止まる。

　その隙を見逃してやる義理はないので次に狙いを定めると、またも一直線に突っ込んでいく。

　目の前の邪魔なモンスターは雑草を刈るように切り裂き、ライオンもどきの前へと滑り込んだ。剣を振るうが間一髪で上空へと飛んで回避しやがった。

　飛行されると村に被害が及びかねない。

　足下に転がっていた緑子鬼の死体を摑むと、上空へと投げつける。

　飛び立ったばかりで避よける余裕がなく、見事に命中して死体と絡み合いながら地面へと墜落した。起き上がる間も与えずに首をはねて剣に付着した血を払う。

　大物を仕留めたが、モンスターはまだまだいる。全部やるのは骨が折れそうだが、やるしかないよな！







　あれから何匹倒したのか。

　神の像の手にあった剣は既になく、今はモンスターが使っていた棍こん棒ぼうや素手で対処している。石像なだけあって素手でもかなりの破壊力を持ち、一撃で相手の頭を粉砕する威力があった。

　戦い初めは晴天だったが、今はかなりの雨に打たれている。

　村を囲む柵の外側はちょっとした窪地になっているので、そこに水がたまり、足場の状態は良くない。

　だが、石像の怪力と石の体が水をはじくので問題はほとんどない。むしろ、モンスター側の方が戦いづらそうだ。このまま時間さえかければ勝つのはこちらだろう。

　だが、敵は俺から少し距離を置いて逃げてばかりで積極的に戦おうとしない。

「頭を使い始めたな」

　俺が追うと村へ入り込もうとするので、柵から一定の距離以上は離れられず、じり貧な状況になってしまっていた。

「運命ポイントがなくなるのを待つつもりか」

　敵が密集せずに距離を取り、手も出してこない。狙いは明らかだ。こっちが間合いを詰めると、他の敵が村に向かうような動きをするから村から離れることができない。

「これだけの敵の数。課金どんだけやったんだ」

　不安と焦りが募り、思わず愚痴がこぼれる。

　モンスターを呼び出して育てるには金が必要だと山本さんが語っていた。これほどの数のモンスターを揃えるには、どれだけの課金が必要だったことか。

　と、相手の懐具合を心配する余裕なんてないか。このままだと先にこっちの運命ポイントが尽きるのは時間の問題。何とかしないと。

　敵のモンスターは残り五十ぐらい。だが、黒犬や緑小鬼といった小物は一体もいない。この内の数体が村に入るだけでも壊滅は必至。満まん身しん創そう痍いの村人に抵抗する手段はない。

　俺の迷いを見透かしたかのようなタイミングで、村の北側から爆音と悲鳴が上がる。

　スマホを操作して上空からの映像に切り替えると、本体とは別のモンスターの一団が密かに回り込んでいたようで、北側の柵が破壊されている！

　邪神側のプレイヤーは二人いる。戦力を分けて不意を突くぐらい想定しておけよ、俺！

　自分の愚かさに頭を殴りたくなったが、反省は後だ。敵の数は五十以上。緑小鬼ばかりだが、この状況でこの数は……ヤバい。神の像を向かわせようとすると、目の前のモンスターたちが前に進む。

「くそがっ、身動きが取れない！」

　ガムズたちが無理を押して魔物の群れに立ち向かっているが、疲労と怪我でいつものキレがない。矢も尽きたようで、エルフたちは物見櫓から下りて槍を手に戦っている。

　勝ち目が見えない。このまま、全滅を待つしかないのか!?

　また俺は村が滅ぶのを……村人を救えずに……終わるのか？

「いや、まだだ！　あきらめるな！　現実から目を逸らすな！　あがけ、俺！」

　考えろ、考えろ。奇跡の中に何か使えるものはないか。何かまだやれることは。

　必死になって奇跡の項目に目を通していると、血が上った顔に冷たい何かが触れた。俺の頰に両手を当てて、胸元からじっと見上げているディスティニー。

　コートから飛び出して地面に着地すると、俺に背を向けて村の北へと走って行く。

「待て、待つんだディスティニー！」

　制止を無視して駆けていくその背が小さくなっていく。

　俺なんかよりディスティニーは戦力になる。それは間違いない。

　だけど、石化の視線は一つの対象にしか効果がない。今は神の像に使ってしまっているので封じられている。毒の息を使うにしても乱戦状態では味方も巻き込んでしまう。そうなると、やれることは限られている。

「ダメだ、戻ってこい！」

　ディスティニーまで失ってしまったら、俺は……。

「何あきらめてんだ！」

　簡単に挫くじけそうになる自分の頰を殴って立ち上がる。弱い心を鼓舞して奮い立たせると、地面に転がっていた槍を手に取る。

　時間稼ぎでもなんでもいい。まだやれることがあるなら、やればいい。もう、何もしないで後悔するのだけはごめんだ！

　覚悟を決めてディスティニーの後を追おうとした、そのとき。スマホの画面から目が眩くらむような光が発せられた。

　その光が収まると、そこには黄金の文字が浮かび上がっていた。




　進化させますか？




　それが何を意味するのかわからないが、唐突にあの言葉が頭に浮かんだ。世渡さんと電話していたときの意味ありげな言葉。

『あとプレゼントの方は当日のお楽しみで』

　それがこれじゃないのか？　確信はないが悩んでいる時間も惜しい。一いち縷るの望みを託してその文字をタップした。

　交互に自分の体と神の像に視線を移すが……何の変化もない。神の像が本命、大穴で俺がパワーアップするのではないかと甘い期待をしていたのに。

「じゃあ、この進化にはなんの意味が……」

「おおおっ、眩まぶしい！」

「うおおおおっ！」

　村の北側から村人の叫び声がする。悲鳴ではなく、驚きの声が。

　声の聞こえた方角へ顔を向けると、金色の光を放つ巨大な……怪獣がいた。

　体の表面は鋭く尖とがった堅けん牢ろうな鱗うろこに守られ、丸太のように太い脚が六本もある。尻尾を含めずに全長四メートルはある巨大な体。それが緑小鬼を軽々と蹴散らしている。

「ディスティニー……さん？」

　パニック映画のような迫力に、思わず敬語になる。

　かなり成長してごっつくなって足も増えているが、ディスティニーの面影がある。




　口から紫色の息を吹き掛けられ、悶え苦しんで倒れていく緑小鬼。

　尻尾で一ひと薙なぎされて俺の頭上を吹き飛んでいく緑小鬼。

　一睨みで数体が一斉に石化する緑小鬼。




　あまりの暴れっぷりに逃げ惑う緑小鬼を容易たやすく蹂じゅう躙りんしていく。《邪神の誘惑》でモンスターの理性や恐怖心は失われているはずなのに。

　あっという間に敵を蹴散らしたディスティニーは大きく丸い瞳を俺に向けると、満足げに頷く。俺も釣られて頷き返す。

　ディスティニーは六本の脚を折り曲げて体を屈かがめると、大地を全力で蹴って大きく飛翔する。軽々と柵を越えて向こう側に着地すると、神の像から距離を取っているモンスターに襲いかかっていく。

　先端にトゲが追加されて凶悪な武器と化した尻尾で薙ぎ払い、六本あるうちの四本の足で相手の動きを封じて、頭から丸かじりにしていく。仲間を助けようと近づいてきたモンスターには、もれなく毒の息をプレゼントして悶絶させている。
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　味方の俺ですら予想できなかった展開に相手が対応できるわけもなく、モンスターたちはまともな抵抗もできずに倒される一方だ。

「ディスティニー無双だな。って感心している場合じゃない！」

　縦横無尽に暴れ回るディスティニーに気を取られているうちに、神の像を一度村の入り口まで後退させる。今こそ、あれの出番だ！

　神の像が右腕を天に向けるポーズをする。これは事前に決めていた合図。

　それを見たガムズが踵を返し、カンとランの住居に入っていく。

「持ってきました！」

　聞き慣れた声に振り返ると、木製のリヤカーに金属の棒を乗せて運んできた村人がいた。

　リヤカーを前で引っ張っているのはガムズとロディス。後ろから押しているのはチェム、ライラ、そしてキャロル。思えば初めはこのメンバーだったな。

　神の像が歩み寄って荷台の棒を手に取ると、全員がその場に膝を突いて祈りを捧げる。

　手にした金属の棒は一見、長い槍のように見える。長さは三メートルを超え、先端には刃はなくただ鋭く尖っているのみ。

　その棒はかなりの重量なのだが、試しに頭上で一回転させてみると問題なく振り回せた。

　棒を手に戦場へ舞い戻ると、散っていたモンスターが一ヶ所に固まっている。

　降りしきる雨の中、村を背後に敵をじっと見据えるディスティニー。その隣に神の像を移動して並ばせた。

　敵の前列は石にされているが、その後ろに控えているモンスターたちは無傷。仲間を盾にして視線を遮り、固まることでディスティニーに石化されることを防いでいるのか。

　あの一団に毒の息を吹きかければ一網打尽にできそうだが、村に向かって強風が吹いている。ヤツらは風上にいるので迂闊な真似はできない。

　それでも神の像とディスティニーが力を合わせれば勝てる見込みは高い。だけど……。

　ちらっとスマホの右上に視線を移す。

　画面右上に表示されている運命ポイントが急速に減っていく。ディスティニーが巨大化してから減る速度が露骨に増している。このままだと、五分、三分保もつかも怪しい。

　それを敵側も理解しているのか、モンスターたちが嘲るような笑みを浮かべた。

「好都合だよ！」

　神の像がディスティニーの背に飛び乗り、棒の先端を曇どん天てんの空へ突き刺すように掲げる。

　それを見て即座に理解したディスティニーが村の柵ギリギリまで後退する。

　そして立ち止まると姿勢を低くして大地を蹴りつけ、泥を跳ね上げてモンスターへと突っ込んでいく。先頭のモンスターに激突する直前、大きく飛び上がった。

　そのまま群れを軽々と飛び越えて走り去るディスティニーだったが、その背に──神の像の姿はない。

　空中で離脱した神の像は群れの中心へと着地すると、手にしていた棒を地面へと突き刺した。

　一斉に襲いかかってくるモンスターに目もくれず、俺はスマホを素早く操作して目を閉じる。と同時に目蓋の向こうが白に染まり、鼓膜を激しく震わせる轟ごう音おんが鳴り響く。

　村人たちが耳を押さえて踞り、何か叫んでいるようだが落雷の音にすべてかき消された。







　光も音も消えると、そこには静寂だけがあった。

　地面に伏せていた村人が次々に立ち上がると、ゆっくりと柵に開いた大穴へと歩み寄る。俺もスマホをポケットに戻して、彼らの後を追う。

　倒された柵の向こう側に広がる光景を見て、思わず息を吞のんだ。

　豪雨がやんで上空から降り注ぐ太陽の光に晒されているのは、一体の神の像。

　地面に転がるのは無数のモンスターの死体。全てが黒焦げで煙が立ち上っていた。

　村人たちが神の像に駆け寄ると、泥で汚れるのもいとわずに両膝を突いて神への感謝の言葉を口にする。

　金属の棒を旗のように掲げて雄々しく立つ神像を取り囲み、祈りを捧げる村人の光景はまるで一枚の宗教画のようだ。

「よかった……」

　俺は感動よりもどっと疲労が押し寄せて、立っているのも精一杯だったので柵に背中を預けることにした。

　スマホを確認すると《邪神の誘惑　終了。本日はもう敵の襲撃はありません》の文字。

「終わった。やった……今度こそ守り切れたんだっ！」

　強く拳を握りしめ、天を仰ぐ。

　何も知らなければ、それこそ奇跡が起こって助かったように見えるだろう。でもこの豪雨も雷も偶然なんかじゃない。俺が《天候操作》でやったことだ。

　まず村の外にだけ雨を降らし、モンスターと辺りを水浸しにする。

　そして俺がカンとランと一緒に制作していた槍──ではなく避雷針を設置。天候を《雷雨》にして範囲を絞り、雷を落として一網打尽とした。

　今回の戦いは今までの総決算。俺の行使できる奇跡《ゴーレム操作》《天候操作》をフルに活用して、自分にしかできない戦い方を模索した結果がこれだ。

「やり遂げた。やればできるじゃないか、こんな俺でも」

　今日を乗り越えたことで、自分に少し自信が持てた気がする。

　まだ神に感謝している村人たちに歩み寄り、共に今日の苦労をねぎらおうと踏み出した足を見て愕がく然ぜんとなる。

　つま先から足首辺りまでが半透明となって、地面が透けて見えた。

「そっか……。終わったもんな」

　約束の期限を過ぎたようだ。

　神に《邪神の誘惑》までここにいさせてほしいと頼んだのだ。それが終わったのだから当然のこと。あの輪に入ってみんなと笑い合いたかったが、そこまで望むのは贅ぜい沢たくな話か。

　村人たちに向かって伸ばした手はもう肘辺りまで消えかかっている。

　元の世界に戻って、またプレイヤーとゲームのキャラという関係に戻るだけ。

　寂しいけど、これでいいんだ。俺はもう現実から逃げないと決めたのだから。また遠くから見守る立場になってしまうが、心から村の幸せを祈っているよ。

「課金もできるように仕事も頑張るからさ、みんな元気で」

　村人を眺めながらこの体が完全に消えるのを待っていると、視界の下の方に何かが見えた。視線を落とすとディスティニーがぴょんぴょん跳ねている。

「元の姿に戻ったのか。やっぱ、そっちの方がいいよ」

　俺と視線が合うと跳ねるのをやめて、じっとこっちを見た。

「色々と世話になったな。今日まで本当に楽しかったよ……相棒」

　俺が屈んで拳を突き出すと、消えかかっている拳に小さな前足をぶつけた。

　するとディスティニーは大きな目からボロボロと涙をこぼした。

　泣くのは反則だぞ。俺だって……我慢していたのに。
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　もう触れることはできないが、ディスティニーを抱きしめるように覆い被さる。

「ありがとう。本当にありがとうな……。元気に暮らすんだぞ、変なもん食べるなよ？　村人と仲良くするように。あと、あと……」

　涙がこみ上げて言葉にならない。

　最後に見た顔は、トカゲなのに泣きながら笑っているように見えた。







　白い光の中を浮かんでいる。

　自分以外は何も存在しない空間。

　まるで羽毛の上に全身を投げ出しているかのような心地よい浮遊感。

『良夫君、異世界はどうだった？』

　突如響く声に、もう驚きはしない。

「世渡さん……運命の神様。ありがとうございました。とても、楽しい日々でした」

　それは心からの言葉だ。

　日本と違って不便な点はいくつもあったが、それを差し引いても充実した日々だったと胸を張って言える。

『そっか、それは何よりだよ。異世界に渡ると大半の人は元の世界に戻りたがらないんだけどね。君は違ったようだ』

「以前の……数ヶ月前の自分なら戻らなかったと思います。でも今は違う。まだやり残したことも、やるべきことも山積みですから。それに待ってくれている人もいますし」

　今まで散々世話になっておいて、全てを捨てて異世界に逃げるなんて恩知らずな真似はできない。

　俺の戦うべき場所は異世界じゃない。元の世界だ。

　これから何度も異世界から戻ったことを悔やむ日があるかもしれない。でも、それでも、この選択をした自分を誇りに思いたい。

　逃げ続けていた男が逃げないことを選んだのだから。

『村人たちに実際に触れてみた感想は？』

「もう、村づくりゲームのＮＰＣとして扱えませんよ。俺と同じ生身の人間としか思えませんから」

『それが聞けてよかったよ。これからも村人たちをよろしく頼むね』

「はい！　本当にありがとうございました」

『私の目に間違いはなかったよ、良夫君』

　ちょっと嬉しそうな声を最後に、今度は視界が黒一色に染まる。

　でも嫌な感じはしない。むしろ落ち着く。闇の中でふと思い出したのはチェムから聞いた運命の神についての話。




「運命の神は最も人に近い神と言われています。こっそり人間界に下りて人々と暮らしたりもするそうですよ。人との間に子を成した、なんて物語もあるぐらいですから。運命の神は誰よりも人を愛し慈しみ、困った者がいればそっと手を差し伸べ、共に笑い共に泣く人間味のあるお方です」




　偶然なのかどうかはわからないが、そんな神に選んでもらえたのだ。

　恥をかかせるような真似はできない……よな。

　闇が晴れると、そこはベンチの上。

　辺りを見回すとさっきまでとはがらりと変わった、木々の緑がどこにもない、鉄とコンクリートに囲まれた殺風景な場所。

　天井からぶら下がっている電光掲示板に、目の前を高速で走り抜ける新幹線。次の電車を待って並ぶ人の群れ。

　俺はどうやら駅の待合室にいるようだ。駅名を確認すると地元の駅。

「北海道から帰ってきたのか」

　帰路の記憶がないが、もう驚くことはない。

　足下には北海道に持っていったカバンと、いくつもの紙袋。中身を確認すると北海道土産が詰まっている。

「気を利かせて持たせてくれたのか」

　スマホを取り出して時間と日にちを確認すると、二月一日の正午。

　つまり《邪神の誘惑》が終わった次の日だ。

　思えばこの一ヶ月は濃密で夢のような日々だった。

　ゲームだと思っていた村が実際に異世界に存在していて、そこで俺は村人と一緒に暮らしてモンスターと戦った。こんな話を他の人にしたら正気を疑われてしまう。だけど、事実なんだ。

　スマホの《命運の村》アプリを起動させると、村人が襲撃でボロボロになった村の柵を復旧中だった。昨日の今日なのに勤勉に働いている。

　俺が何も言わずにいなくなったことを不審に思っているかもしれないので、あとで神託で告げておかないとな。

　村人との共同生活は終わってしまったが、こうしてゲーム内でまた会える。まだ、彼らとの絆きずなは切れていない。

　神の像は村の外から、定位置のテントへ運び終わっていた。石像だった神の像は木製に戻り、新しい祭壇が設けられている。

　作業の手を休めて村人たちが祭壇に貢ぎ物を置いてくれているな。

　俺が村にいるときも貢いでくれていたので、俺や家族が好きな物を無理しない程度に送ってもらっていた。

　今日は何を送ってくれるのだろうか。

　村人たちが果物を祭壇に並べ、みんなが揃って祈るシーンを眺めながら微笑む。

　いつものように光を発して貢ぎ物が消える直前──何かが貢ぎ物を弾き飛ばしたように見えた。

　光が消えると果物が地面に散らばっていて、祭壇の上には何もない。

「今のはなんだったんだ。ちょっと、引っ張るなって」

　隣の席にちょこんと座って服を引っ張っているトカゲに文句を言う。

「腹減ってるのか？　ほんと体の割によく食べ……た……お、お前!?」

　異世界に残っているはずのディスティニーが上目遣いでこっちを見ている。

　さっき貢ぎ物を蹴散らしたのは、こいつだったのか。

　二度と異世界から人間が送られないように調整するって世渡さんが言っていたのに。……いや、人間臭い行動が目立つけど、トカゲだったな。

「戻ってきたのか。仕方のないヤツだ。……またよろしくな、相棒」

　俺が手を伸ばすと指をがっちりと摑んでくれた。







　現実は異世界よりも理不尽なことが多いかもしれない。

　命の危機に、また遭遇する羽目になるかもしれない。

　また引きこもりたくなるような目に遭って落ち込むかもしれない。

　村に戻りたいと思う日がくるかもしれない。

　でも、後悔や失敗は生きていれば誰だってあり得る話なのだ。

　画面の向こうでは今日も村人たちが忙しそうに働いている。

「俺も働かないとな」

　ディスティニーにはお土産用の予備の紙袋に入ってもらい、ベンチから立ち上がる。

　まずは社長にお土産を渡して謝って、家族にお土産を渡して謝って、精華にお土産を渡して告……まあ、それは誠心誠意努力だ。

　自分で選んだ道なんだ、もう二度と立ち止まらずに歩み続けよう。

　ゆっくりでも迷ってもいい、道を間違えたっていい。暗闇の道でも前に進むことをやめなければ……道の先に素晴らしい景色が広がっているかもしれないのだから。
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「ぶうあああああぁぁ」

　今回の一件を最後まで見届けるとキーボードを脇に追いやり、代わりに上半身をデスクの上に投げ出す。

「パイセン、ため息が汚いっす」

　隣で呆あきれ顔の後輩が肩をすくめている。手にしたタピオカミルクティーを飲み干すと大あくびをした。

　言い返したいところだけど、今回はやめておこう。昨日からずっと私に付き合って徹夜までしてくれた、かわいい後輩。文句を言ったら罰が当たりそう。神様だけど。

「ありがとうね、付き合ってくれて」

「いいっすよ。親切心だけじゃないっすから。よしおっちに恩を売っておいたら、数倍になって帰ってくる……気がするので」

　一瞬だけ鋭くなった目つきを見逃さなかったが、何も言わないでおく。彼女は自由奔放で何も考えていないように見えるが、実は堅実で頭もいい。

　状況を冷静に判断して損得で動ける。そんな生き方を貫いてきたので、嫌う神も多いのだが私は嫌いじゃない。誰よりも信者を愛し、弱い者の味方であることを知っているから。

「でも、よしおっちなんとかなってよかったっすね。ちょっかいかけてきた連中がうざかったっすけど」

「そうね。邪神側のプレイヤーにかなりの情報流出があったみたいだし、軽く締めておいた方がいいのかも」

　良よし夫お君を執しつ拗ように狙っていた二人のプレイヤー。その背後には《誘惑》と《幻惑》を司つかさどる神がいる。聖書の買い取りと良夫君の情報を流出させたのは、この二神ではないかと睨にらんでいた。

「ここで向こうから手を出してきたら、処分しやすかったのに残念だったっすね」

「……そうね」

　やっぱり、私の計画を見抜いていたのね。

　後輩の指摘通り、良夫君たちをあえてここでバイトさせたのは、二神の反応を確かめるためだった。さすがにあの子たちもバカじゃないらしく、直接手を出さずに遠くから見張っているだけだったが。

「あとで二階の連中には本気で釘刺しておかないとね。運うんちゃんにも協力してもらえるように頼んでおかないと」

「そう、っすね」

　珍しく奥歯に物が挟まったような言い方をする。

「何か気になる事があるの？」

「別に何もないっす。うちは運ちゃんに嫌われてるっすからねー」

　確かに私には従順なのに、この子にはキツい態度なのよね。お世辞にも仲がいいとは言えない間柄。両方お気に入りの後輩なだけに、互いにもう少しでいいから歩み寄ってくれたら嬉うれしい。

「これでよしおっちの村も落ち着くといいっすね」

「私もそれを望んでいるのだけど、私ってほら運命の女神だから、ね」

「プレイヤーも運命に翻弄される定めっすか」

　プレイヤーは演じる神の恩恵を受ける。が、良いことばかりではない。運命の力はある程度は操作可能だが、神が必要以上に肩入れするわけにはいかない。

　……既に手遅れ感があるけど、これ以上やると他の神に目を付けられる。

「良夫君の錆さび付いていた運命の歯車は動き始めたばかり。これからどんな運命が待ち受けているのかしらね」











































[image: ]




　前巻とはかなり違った展開になっていますが、いかがでしたか？

　今までは日本とゲーム。完全に別々の世界の物語を同時進行していましたが、この巻はその二つが……ええと、今回はあとがきでかなりネタバレ発言があると思いますので、あとがきから読むという方は先に本編を読んでいただけると助かります。

　では、ネタバレありでいきますよ。三巻は日本でプレイヤーとして関わっているだけの存在だった良夫が異世界の住民と実際に触れ合い、自分がやってきたことを体感する物語になっています。ここまで読まれた方はお気づきかとは思いますが、この物語の主軸は良夫の成長物語です。三十を越えて働いたこともないニートの彼が、《命運の村》を通じて労働、そして生きる意味を知る。

　別に社畜になれ、とか他人に誇れる人になりましょう、なんて偉そうなことを言う気はありません。普通に働くことの大切さと偉さ。働くということが人にとってどれだけ苦しく辛く難しいのか。それを少しでも共感していただけると嬉しいです。ちなみに私は宝くじ当てて遊んで暮らしたいです、はい。

　そうそう、実は三巻の内容はｗｅｂ版とは大きく異なっています。ｗｅｂ版を既読の方に説明するなら、精華とは初詣に行かない。海路ではなく陸路。助けに来る人が増えるなど、かなり追加というか変更点があります。一番大きな変更箇所は制作会社に到着して数日そこで過ごすことでしょうか。ｗｅｂ版では未いまだに謎に包まれている会社が明らかになります。そこで関わる追加キャラはもちろん世渡と同じく○ですので、ご期待を（一応、それでもあとがきから読む人のために伏せておきます）。それと増量分としてはキャロルとディスティニー割り増しです。うちのマスコットたちのかわいらしさをもっとアピールしてみました。かわいかったでしょう？

　二巻のあとがきでも触れましたが、一～三巻までで一つの物語として区切りが付くように書いています。なので、書籍版の物語はここでおしまいとなります。物語としても綺き麗れいにまとまっているのではないでしょうか。

　……いやね、ぶっちゃけ続刊出せるほどには売り上げが、ね。コミカライズは皆さんも楽しんでいただき好評とのことで、コロナの影響で電子もご購入いただいた方も多く嬉しい限りです。ですが、紙はなかなか厳しいようですね…。

　そういった事情もありましたので、読者の購入意欲が湧くように三巻は書き下ろし満載というより一から書き直してみました。ｗｅｂ版で気に入っているシーンやセリフはそのまま使っていますが、ｗｅｂ版と比べると中身は七割ぐらい新しくなっています。ｗｅｂ版を既読でも確実に楽しめる内容です。実際、更に面白くなっていますよ。あの戦いにも手を加えています。

　三巻が想像以上に売れたら続刊の可能性もあるかもしれませんので、面白かったらお友達やｗｅｂでおすすめしていただけると嬉しいです。作家生活で初めて締め切りを延ばしてもらうぐらい気合いを入れて書いていますので！

　では、おそらくこのシリーズの最後になる感謝の言葉を！

　海鼠先生。今回もイラストありがとうございました。今回は新キャラも多く、モンスターもわんさか出てくるのでご面倒をおかけしました。でも、海鼠先生の描くモンスターやディスティニーの絵が好きなので堪能させていただきます。特にカラー絵最高でした！

　森田和彦先生、コミカライズ版面白いです！　マンガならではの表現や構図とストーリー展開。毎話楽しみで更新が待ち遠しいです。特に戦闘シーンの迫力やキャラの感情をむき出しにする表情の豊かさには感服します。私も文字で負けないような表現ができるように精進しないと。

　デザイナー様、校正者様、印刷所様、担当のＮ様。今回も大変お世話になりました。

　その他にもこの本に携わってくださった関係者の皆様、誰もが予期することのできなかった、コロナウィルスの影響で何かと不便なことや、いつも通りにいかないことがあったとは思いますが、皆様のおかげで三巻が発売できます。本当にありがとうございました。

　では最後に読者の皆様、三巻だけご購入された方もいらっしゃるかもしれませんが、三巻までのお付き合い、ありがとうございました。
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